《コルビー詩編》のイニシアル : カロリング朝期写本画に於ける図像と装飾の研究 by 安藤 さやか
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■ 書名は『 』で表し、写本名の通称は《 》で表した。通称の無い写本については、『 』と所蔵番号を
併記して示した。 
■ 本文中で用いる詩編番号はウルガータ版に倣う。 
■ 本論文で引用する『詩編』はウルガータ版に従い、ラテン語テクストはBiblia Sacra : Vulgatae Editionis 
Juxta PP. Clementis VIII Decretum, Officium Libri Catholici, Romae 1955から引用する。日本語訳は『舊約聖
書 : ヴルガタ全譯』第 3巻 光明社 1957年から引用し、その後〔 〕内に適宜、松田伊作訳『旧約聖書
XI 詩篇』（旧約聖書翻訳委員会）岩波書店 1998年からヘブライ語聖書の和訳を補うこととする。 
■ 本論文で引用するカンティクムはウルガータ版に倣い、ラテン語テクストはBiblia Sacra iuxta Vulgatam 
versionem, dritte, verbresserte Aufgabe, Deutsche Biblelgesellschaft, Stuttgart 1983 から引用する。日本語訳は、
『旧約聖書』は『舊約聖書 : ヴルガタ全譯』全 4巻、光明社 1954-1959年から、『新約聖書』はエ・
ラゲ訳『イエズス・キリストの新約聖書』中央出版社 1959年より引用し、適宜その後の〔 〕内に『旧
約聖書 机上版』（旧約聖書翻訳委員会）岩波書店 2004-2005年、『新約聖書』（新約聖書翻訳委員会）岩
波書店 2004年から、ヘブライ語聖書の和訳を補う。 
■ 本論文で中心として取り上げる《コルビー詩編》（アミアン、市立図書館、Ms. 18）の図版は、本文中
での図版番号の指示に加えて、資料編に全ミニアチュールの図版を添付した。 
■ 脚注中の引用文献は、初出以降は著者名と出版年で表した。尚、巻末に文献表一覧を収録している。 
■ 脚注及び巻末の参考文献一覧に示した文献は、外国語文献の邦訳のものについても、訳語の確認等の
為に極力原書と翻訳の双方を参照し、書誌情報として原書と邦訳を併記したが、邦訳のみを参照した文
献については、邦訳の書誌情報のみ示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 4 
 
 

 5 

 
 装飾と図像、或いは抽象的な模様と再現的な像は、一般的には造形芸術に於ける互いに相対立する要素
と見做されている。たとえばドイツの美術史家W. ヴォリンガーは、彼の処女作である 1907年の『抽象と
感情移入』の中で、感情移入型としてのギリシア・ローマやルネサンス期の再現芸術と、抽象衝動として
のアジア・アフリカの装飾芸術とを対置させて、次のように述べている。 
 
なぜなら、我々は感情移入欲求と抽象欲求とを、人間の芸術感情—ただしこの感情が純粋に美
学の名に値するものの対象となる限り—の両極として発見したからである。この両者は原則的
に相互に相容れない対立をなしている。しかし現実的には芸術史はこの両傾向の不断の相互関
連を示しているのである1。 
 
或いは、フランスが生んだ中世美術史の大家であるH. フォシヨンは、1931年の著書『ロマネスク彫刻』
に於いて、ロマネスク美術の特質を論じる上で、人間像や動物による具象美術と幾何学的・抽象美術を対
置させて、以下のように述べている。 
 
一般に造形的な形体について二つの種類が区別されている。一方には、自然の中に自らの姿を
示し、生命によって定義される形体があり、他方には、精神のさまざまな結合から生まれる形
体がある。前者の場合には、美術は人間、動物あるいは植物をモデルとし、たとえそれが直接
的な観察から遠ざかるときでも、存在物や対象の一般的な組織、諸部分の数や配置を尊重する。
後者の場合には、美術は無から（対象と無関係に）創造され、たとえ自然に題材を借りるとき
にも、その借用物を抽象的な処理に従属させてしまう。中世初期の美術は、これら二つのあい
反する傾向に分裂している。ロマネスク美術は、両者を協調させる2。 
 
造形芸術に於いて装飾と図像とが互いに対立する要素であることは自明であり、このような言説も枚挙に
                                                      
1 WORRINGER, Wilhelm: Abstraktion und Einführung, München 1908, 59-60: “... Einfürungsbedürfnis und Abstraktionsberürfnis 
fanden wir als die zwei Pole menschlichen Kunstempfindens, soweit es rein ästhetischer Würdigung zugänglich ist. Es sind 
Gegensätze, die sich im Prinzip ausschliessen. In Wirklichkeit aber stellt die Kunstgeschichte ein unaufhörliche Auseinandersetzung 
beider Tendenzen dar.” 邦訳（W. ヴォリンゲル／草薙正夫訳『抽象と感情移入：東洋芸術と西洋芸術』岩波書店 1953
年、69-70頁）より、旧字体を新字体に修正の上引用。 
2 FOCILLON, Henri: L’art des sculpteurs romans: Recherches sur l’histoire des formes, Paris 1931, 3e éd., Paris 1982: “On 
distingue ordinairement deux catégories de formes plastiques: celles qui se présentent dans la nature et qui sont définies par la vie, 
celles qui naissent des combinaisons de l’esprit. Tantôt l’art prend pour modèles l’homme, la bête ou la plante, et, même lorsqu’il 
s’éloigne plus ou moins de l’observation directe, il respecte l’économie générale de l’être ou de l’objet, le nombre et la distribution des 
parties. Tantôt il invente et, même lorsqu’il emprunte à la nature, il soumet ses emprunts à un traitement abstrait. L’art du haut Moyen 
Age est partagé entre ces tendances contraires. L’art roman les concile.” 邦訳（H. フォシヨン／辻佐保子訳『ロマネスク彫刻：
形態の歴史を求めて』中央公論社 1975年、57頁）より引用。 

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いとまがない。しかし、これらの調和、即ち古典古代の再現芸術に代表される再現的・人間像芸術と、ケ
ルト＝ゲルマン世界を起源とする抽象的・装飾的芸術との協調関係は、ロマネスクの到来以前を待たずし
て既に僅かながら、文字と像との融合という形で体現されていた。それが、カロリング朝期の写本に於け
るイニシアル芸術である。 
 カロリング朝に於ける「ルネサンス（Renaissance）」或いは「レノウァティオ（Renovatio）」と呼ばれる
文化復興運動が勃興し3、古典古代を想起させる新たな芸術がカロリング朝フランク王国の宮廷を中心とし
てまさに開花しようとしていた 9世紀初頭、北フランスのコルビー修道院で 1点の写本が制作された。通
称《コルビー詩編》（アミアン市立図書館、Ms. 184）であり、カロリング朝期の代表的な彩飾写本の一つに数
えられる。同写本では、各編の冒頭を強調するイニシアル（装飾頭文字）が計 156点現存し、それらは所
謂「インスラ （ー島嶼）5」写本に由来する幾何学模様や、メロヴィング朝写本に典型的な鳥魚文といった、
先行する写本芸術から継承した装飾モティーフだけではなく、人物像を伴う図像をもイニシアルのうちに
表す「物語付きイニシアル（historiated initial）」によって詩編の内容を喚起させるなど、その多様な装飾語
彙と物語図像との融合という点で同時代に類例の無いものとなっている。本博士論文は、この《コルビー
詩編》のモノグラフィックな研究として、これらのイニシアルに於ける装飾と図像との融合の過程を明ら
かにし、中世美術史に於ける同写本の位置付けを再考するものである。 
 本作品はその先行研究に於いて、様式的には主に二つの解釈が与えられてきた。一方は、古典古代を志
向するカロリング朝の宮廷派写本画を当時の主流の芸術的動向と見なし、それに対して反古典的・装飾的
な造形を呈する本作品を「プレ＝カロリング」、即ち前時代的な「バルバロイ」の様式と位置付けながら、
後に到来するロマネスク芸術との類似性を認める解釈であり、O. ペヒトや J. ポルシェ、C. ノーデンファ
ルクといった、1960年代までの美術史学の碩学らによって論じられた。特にペヒトは、9世紀初頭の芸術
                                                      
3 カロリング朝期の皇帝による文芸政策とそれに伴う文化的興隆を「再生（Renaissance）」と呼ぶことには、15-16世紀
にイタリアから始まったルネサンスと幾つもの側面で相違することから、主に歴史学に於いて現在では嫌疑がかけら
れている。それに伴い「刷新（Renovatio）」或いは「矯正（Correctio）」といった言葉が新たに提案されているが、美術
史学の分野では今日もRenaissance或いはRenovatioと呼ぶ傾向にあるようである。「カロリング・ルネサンス」という
用語については、以下を参照。PAAZ, Walter: Renaissance oder Renovatio? Ein Problem der Begriffsbildung in der 
Kunstgeschichte des Mittelalters, in: Beiträge zur Kunst des Mittelalters: Vorträge der ersten deutschen Kunsthistorikertagung auf 
Schloß Brühl 1948, Berlin 1950, S. 16-27; McKITTERICK, Rosamond: Karolingische Renovatio: eine Einführung, in: 799 Kunst 
und Kultur der Karolingerzet: Karl der Große und Papst Leo III. in Paderborn (hrsg. von STIEGEMANN, Christoph/ WEMHOFF, 
Matthias), Bd. 2, 668-685; 多田哲「カロリング・ルネサンス」『ヨーロッパ文化の再生と革新』知泉書館 2016年、5-21
頁。 
4 《コルビー詩編》を所蔵するアミアン市立図書館の写本部門の責任者アレクサンドル・ルデュック氏によれば、現
在では同写本の所蔵番号は正確には「Ms. 18C」とされている。但し殆ど全ての先行研究やカタログなどの刊行物では
「Ms. 18」とのみ表記されており、その他のアミアン所蔵の中世写本の所蔵番号にも末尾にアルファベットを付加した
ものが見られない為、本論文では従来通り「Ms. 18」とする。 
5 「インスラー（insular）芸術」は一般的には、初期中世のアイルランドを含むブリテン諸島、即ちハイバノ＝サクソ
ンの芸術を指す言葉として用いられる。500年頃から900年頃まで、アイルランドに至っては1000年頃まで続いた、
抽象的・幾何学的模様を中心とする装飾芸術を特徴とするが、この様式はしばしば西ヨーロッパ大陸の芸術にも強い
影響を与えた為、広義の意味ではハイバノ＝サクソンの様式による大陸の芸術も指すことがある。本論文では従来の
研究史で用いられてきた通り、ケルトやアングロ＝サクソンによる島嶼芸術及び、それと殆ど同じ様式を示す大陸の
芸術の意味で用いる。インスラー芸術一般や概念については、以下を参照。Insular Art, in: The Grove Encyclopedia of 
Medieval Art and Architecture, vol. 2, New York 2012, 380-388. 

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上の潮流に対する本作品の造形的擬古主義と、およそ 3世紀の後に来たるロマネスク芸術の造形原理を先
取りする先見性を、「二重のアナクロニズム」という言葉で指摘している6。他方、こうした様式解釈に対
して、同時代の芸術の様式的多様性を認めた上で、本作品を「異質なもの同士の統合」という点でカロリ
ング朝芸術の中に位置付けたのが、U. クーダーである7。一見すると相反するこれらの様式解釈の変遷の
背景には、W. ケーラーやF. ミューテリッヒ、W. メッセラー、J. ポルシェを始めとした美術史家らによ
る、カロリング朝芸術全般に関する様式解釈の諸理論が発展していたことがあっただろう8。即ち、カロリ
ング朝美術を単にカロリング・ルネサンスという側面からのみの評価ではなく、カロリング朝美術に様式
的多様性を認め、その中で通底する特徴を探そうとする模索である。 
 本作品の物語付きイニシアルは、図像系譜学の面からはポルシェやクーダーによって、詩編テクストと
図像の主題との照合が進められた。本写本のイニシアルが詩編テクストをいかに視覚化しているかという
観点から、図像の主題の特定に際して比較作例として引き合いに出されてきたのは、主に同時代の挿絵入
り詩編写本である。しかし同時代の詩編挿絵に類例の無いイニシアルについてはしばしば、単に独創的と
評されるのみに留まり、主題解釈についての議論が分かれたまま、近年の研究動向は詩編挿絵と読者との
関係や瞑想といった観点にその中心を移している。こうした研究史上の問題は、次の点に起因していると
考えられる。即ち、本作品はイニシアルという特異な挿絵形式を採っており、予め与えられた文字の形体
がそこに表す主題やモティーフの選択の前提条件となっているにも関わらず、造形と図像が殆ど切り離さ
れて論じられてきたという点である。従って本論文では従来の研究に対し、文字装飾の伝統という観点に
立脚し、図像生成の過程の解明を行う。 
 第 1章では、ひとつの作品のモノグラフィックな研究の土台となる、本写本の基本情報や関連写本につ
いて、写本学的知見や現在の修復の状況を踏まえて詳細に記述する。更に、コルビー修道院の写字室や図
書館の発展、当時の宮廷の知識人との交流の記録などから、同修道院が当時の文化的中心地の一つであっ
たことを先行研究から報告し、本作品が成立した当時の背景を明らかにしておく。第 2章では上述の研究
史の諸問題から、先行研究上の用語法や時代概念の齟齬を整理しつつ問題提起を行う。第 3章では本作品
のイニシアルを先行する時代のイニシアルと比較し、その装飾形式の起源と様式的特徴を明らかにする。
第 4章では、第 3章で論じたイニシアルの形体論に基づき、詩編を始めとする聖書主題だけではなく古代
                                                      
6 PÄCHT, Otto: The Pre-Carolingian Roots of Early Romanesque Art, in: Romanesque and Gothic Art, Studies in Western Art, 1, 
Acts of the Twentieth International Congress of the History of Art, Princeton 1963, 67-75この点に関しては、第2章第1節で詳
しく述べる。 
7 KUDER, Ulrich: Die Initialen aus Amienspsalter (Amiens, Bibliothèque municipale MS 18), Ph.D. Diss., 
Ludwig-Maximilians-Universität, München 1977. クーダーの様式解釈については、第2章第1節で詳細に述べる。 
8 例えば、以下が挙げられる。KOEHLER, Wilhelm: Buchmalerei des frühen Mittelalters: Fragmente und Entwürfe aus dem 
Nachlass, München 1972; MESSERER, Wilhelm: Der Stil in der karolingischen Kunst: zum Stand der Forschung, in: Deutsche 
Vierteljahrschrift für Literaturwissenschaft und Geistesgeschichte, 42, Stuttgart 1967, 117-166; idem: Karolingische Kunst (hrsg. von 
GRASSI, Ernesto/ HESS, Walter), Köln 1973; MÜTHERICH, Florentine/ GAEHDE, Joachim E.: Carolingian Painting, New York 
1976; L'Europe des invasions (ed. par HUBERT, Jean/ PORCHER, Jean/ VOLBACH, Wilhelm Friedrich), L’univers des formes 12, 
Paris 1967, L'Empire carolingien (ed. par HUBERT, Jean/ PORCHER, Jean/ VOLBACH, Wilhelm Friedrich), L’univers des 
formes 13, Paris 1968. 

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の神話主題も含めた本作品の図像源泉と、物語図像と装飾形体とが融合する物語付きイニシアルとしての
生成過程を明らかにする。広大な版図を誇ったカロリング朝の文化復興運動の開花期に、宮廷から遠く離
れた地の修道院で制作された本作品のミニアチュールは、その様式に於いては確かにプレ＝カロリング的
であり、バルバロイ芸術の白眉と言えるが、その図像世界に古典古代の片鱗が見られるという点で、多分
にカロリング・ルネサンスを内包していると結論付けて、小括とする。 
 本論文の研究課題は、カロリング朝期の詩編写本である《コルビー詩編》を通した、物語場面と装飾形
体との融合過程の解明である。図像と文字との共生と一体化の過程を観察・分析することで、本作品の持
つ美術史的意義、即ちカロリング朝期の芸術的動向のひとつの側面が明らかとなるだろう。8世紀末から 9
世紀初頭の、カール大帝の主導により興隆した「ルネサンス」或いは「レノウァティオ」と呼ばれる復興
運動では、確かに芸術はそれまでの多分に幾何学的で装飾的な、所謂バルバロイの芸術とは一線を画す古
典古代を志向するものであり、その息吹は宮廷周辺のみならず帝国の各地に於いて影響力を持つものであ
った。但しそれは必ずしも、バルバロイに対する古典古代の芸術の勝利を意味したわけではなかった。《コ
ルビー詩編》のイニシアルは、その様式に於いても図像に於いてもカロリング・ルネサンスの痕跡が見ら
れるにも拘らず、図像と装飾、即ち再現的要素と非再現的構造との融合という新しい芸術性が獲得されて
いる。物語図像と装飾形体との一体化が、西欧全土を跨いで広範に見られるようになるには、ロマネスク
芸術の到来を待たねばならない。しかし、その基盤となる体系は、ヨーッロッパに於ける民族移動期から
古典古代の再生を目指した、9世紀初頭というこの時期に結実したのである。 
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 現在アミアン市立図書館に所蔵される所蔵番号 18番を割り当てられた写本（図 1-1 – 1-3）は、制作地で
あるコルビーの名を冠し《コルビー詩編》（以下、「本写本」「本作品」等）と称される。旧約聖書のうち「諸
書」の一部を構成する『詩編』は、その大部分がダヴィデ王によって書かれたとされる、古代ヘブライ人
による神への賛歌である。『詩編』は中世を通じて典礼や個人祈祷に不可欠であり、特に初期中世に於いて
は、福音書本に次いで数多くの写本が制作された1。特に 8世紀後半から 9世紀にかけては、フランク王国
の急速なキリスト教化に伴う聖書の需要とカロリング朝の文芸復興によって、写本の生産量が各地で爆発
的に増加し、それに伴い詩編写本も多く作られるようになった。しかし、装飾や挿絵が豊かに施された初
期中世の詩編写本の現存例は、決して多いとは言えず、《コルビー詩編》はそのような時代の詩編写本とし
て、他に類例を見ない量と質の装飾イニシアルを備えている。第 1章ではまず、制作地・制作年代の問題
や写本学的基礎情報、制作背景や本作品の制作当時に於ける機能といった作品の概要について、先行研究
に基づきつつ幾つかの知見を加えることで、本作品のモノグラフィックな研究の土台を築くことを目的と
する。 
 
 
 1" & 
 
A) 制作地 
 《コルビー詩編》の制作地は、今日では概ね研究者らの間でも北フランスのコルビー（Corbie; 図 1-4の
地図参照）に位置するサン＝ピエール修道院2（図 1-5）のスクリプトリウム（写字室）で一致している。
本写本は 18世紀末のフランス革命時にコルビー修道院から持ち出されたことが分かっているが、コロフォ
ン（奥付）を持たず、制作に関わった写字生や写本画家の名前も、制作された時期や地域も記されていな
い為、古書体学や美術史学からの様式分析からの総合的判断によって、制作地と制作年代が特定されてい
る。 
 制作地域の候補として比較的古い文献では、カロリング朝期のフランク王国で繁栄した幾つかの修道院
の名が挙げられてきた。そもそも写本という比較的小型で持ち運び可能な媒体の場合、その来歴と制作地
とが必ずしも限らない。コルビー修道院には創設当初のメロヴィング朝時代より 9世紀を通して、母修道
                                                      
1 Van der HORST, Koert: The Utrecht Psalter : Picturing the Psalms of David, in: The Utrecht Psalter in Medieval Art. Picturing the 
Psalms of David (ed. by van der HORST, K, NOEL, W., WUSTEFELD, W. C. M.), Tuurdijk 1996, 55. 
2 コルビーのサン＝ピエール修道院については第1章第3節で詳しく論じる。コルビーはアミアンの東約25kmの地点
にあり、657-666年の間に創建された修道院がある。700年頃にベネディクト会即が採用され、820年頃には修道院長
アダラルドゥスによって改革が行われている。コルビーの修道院及び写字室についてはGANZ 1990; GASPARRI, F.: Le 
scriptorium de Corbie, in: Scrittura e civiltà 15, 1991, pp. 289-305を参照。 
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院であるリュクスイユ（Luxeuil, 図 1-4の地図参照）やボッビオ（Bobbio; 図 1-4の地図参照）を中心とし
た各地の修道院から写本がもたらされたと考えられる3。更に 9世紀後半、ノルマンの侵略から写本を守る
為にサン＝リキエなど各修道院からコルビーへと蔵書が移動されたこともあった。こうした修道院間での
写本の移動が想定される為に、例えばポルシェは、《コルビー詩編》の成立地域の候補として敢えて特定す
るならばサン＝リキエ、或いは「北仏」とより広く捉え4、或いはペヒトは、具体的制地域を特定して言及
してはいないものの、コルビー以外の制作地の可能性に議論の余地を残している5。 
 これに対してクーダーは以下の二点、即ち本作品の文字及び装飾文字が他の如何なる写字室のものより
もコルビーのそれに類似していること6、そして本作品が制作されて間もない頃からコルビーにあったであ
ろうこと7の根拠を詳細に論じることで、この写本の制作地をコルビーであると断定している8。彼が、特
に書体と装飾文字の分析について頁を割き立証した制作地の同定には、以後殆どの研究者が賛同しており9、
反論の余地は無いように思われる。 
 
B) 制作年代  
 《コルビー詩編》の成立年代については、現在では殆どの研究が 800年頃、或いは 9世紀初頭と軸を一
つにした見解を示している。しかしそのイニシアル装飾の比類無き多彩さと様式的特異さは、クーダーに
よるモノグラフ以前の研究史に於いては成立年代に関する諸説を生んできた。 
まず、fol. 1rには ‘saeculo 9.0’、fol. 1vには ‘circa 9.um  saeculum’という銘記があり、この年代同定が 19世
紀を通して一般的であったが、この記入自体は 18 世紀初頭のものである10。A. ゴルトシュミットはこれ
に対し、年代の明確な《オドベルト詩編》（ブーローニュ＝スュル＝メール、市立図書館、Ms. 20、サン＝
ベルタン修道院、999年）（図 1-6）の制作された 10世紀まで大幅に下げている11。本作品の制作年代がし
ばしばこれほどまで大きく下げられるのは、人物像を含むイニシアル、とりわけ人物像そのものが文字の
形体を成す形象イニシアル12の 8-9世紀には他に類例の無い豊富さと、ロマネスク写本のイニシアルとの様
                                                      
3 KUDER 1977, 35-36. 
4 PORCHER, Jean: L’Evangéliaire de Charlemagne et le psautier d’Amiens, in: Revue des Arts, 7, 1957, 55. 但しポルシェは後の
文献では、本作品の制作地をコルビーとしている。 
5 ペヒトは本作品がコルビーの地で作られたのではないとしても、制作されて間もない頃よりコルビーにあったと考
えている。PÄCHT, Otto: The pre-Carolingian Roots of Early Romanesque art, in: Romanesque and Gothic art, Studies in Western 
Art, v. 1, Acts of the Twentieth International Congress of the History of Art, Princeton 1963, 68. 
6 KUDER 1977, 37: “Schrift und Zierbuchstaben stehen, wie in Kapitel III dargelegt, denen keines anderen Sktiptoriums so nahe 
wie denen von Corbie, ebenso die Initialen selbst.”  
7 KUDER 1977, 37: “...der Amienspsalter muß bereits zu einem Zeitpunkt in Corbie gewesen sein, der dem seiner Entstehung sehr 
nahe liegt….”  
8 詳細は以下を参照。KUDER 1977, 36-52. 
9 クーダー以後、制作地をコルビーに帰しているものとしては、主に以下が挙げられる。GANZ 1990, 133; 
JAKOBI-MIRWALD 1998, 184; KAHSNITZ, Rainer: Frühe Initialpsalter, in: The Illuminated Psalter : Studies in the Content, 
Purpose and Placement of Its Images (ed. by BÜTTNER, Frank O.), Turnhout 2004, 138; BESSETTE, Lisa: The Visualization of 
the Contents of the Psalms in the Early Middle Ages, Ph.D., University of Michigan, 2005, 5. 
10 KUDER 1977, 53. 
11 GOLDSCHMIDT, Adolph: Der Albanipsalter in Hildesheim und seine Beziehung zur symbolischen Kirchenskulptur des XII. 
Jahrhunderts, Berlin 1895, 4. 
12 装飾イニシアルの用語法上の諸問題に関しては、JAKOBI-MIRWALD, Christine: Buchmalerei : ihre Terminologie in der 
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式的類似性の為であろう13。一方で W. ケーラーは、この詩編写本は間違いなくマウルドラムヌスがコル
ビーの修道院長を務めた時代、即ち 8 世紀後半に帰せられるべきものとしている14。後に古書体学者であ
る D. ガンツによって本写本の書体はマウルドラムヌスの後を継いで修道院長の座に就いたアダラルドゥ
スの時代のものであるとされたが15、ケーラーによるこの早期への位置付けについてクーダーは、カロリ
ング朝のアダ派写本などに比べてイニシアル装飾の固定的システムが《コルビー詩編》には無く、寧ろこ
の詩編写本のイニシアルの装飾語彙が多岐に渡っている為であろうと推論している16。更にポルシェは《ゴ
デスカルクの典礼用福音書抄本》（パリ、国立図書館、 Nouv. acq. lat. 1203）（図 1-7）と《コルビー詩編》
との間に様式的差異が殆ど無いとして本作品を 9 世紀初頭に位置付け17、ペヒトはこの詩編本が《エッセ
ンの福音書》（エッセン、大聖堂宝物庫）（図 1-8）と同じグループに属するという E. ミシェリの説18を受
けて 800年頃に位置付けている19。 
 クーダーによる成立年代の位置付けは、リンジー20以来の古文書学的見地と、ゴルトシュミットらによ
る極端な見解を除いた、美術史学的な様式観察による立場の双方を総合したものである。クーダーによれ
ば《コルビー詩編》のイニシアルと装飾文字は、古書体学の面から一つのグループに分類されている 780
年頃のマウルドラムヌス・グループの写本よりその豊富さと複雑さ、質の面で秀でており、これより時代
は下るとされる21。一方で、カール大帝派の豪華写本、特に 800 年頃の《サン・メダール・ド・ソワッソ
ン福音書》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850）や 810年頃の《ロルシュ福音書》（ヴァティカン、教皇庁図
書館、Vat. Pal. lat. 50）の人物像（図 1-9, 1-10）に《コルビー詩編》のイニシアルの人物像の「踊るような
可動性」が到達していることから、本作品の年代を 9 世紀初頭に位置付けられている22。クーダーのこの
年代同定以降、《コルビー詩編》の制作年代について大きく異論を唱える研究は無く、概ね 800-810年の間
で見解が一致していると言える23。 
 《コルビー詩編》原本を筆者自身は実見調査していないが、高解像度の図版を用いての書体及びミニア
チュールの様式の比較、及び、同じ手によると考えられている写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 4884; Ms. 
                                                                                                                                                                               
Kunstgeschichte, erste Aufl., Berlin 1991, vierte Aufl., 2015を参照。本論文では、第3章で詳細に論じる。 
13 例えばペヒトは《コルビー詩編》とロマネスクの装飾写本の様式的類似性について、「…類似性は特に、所謂《コル
ビー詩編》へと注意を向ければ容易に拡張出来るだろう」と言及している。PÄCHT 1963, 70: “The Parallelism can easily be 
extended, particularly if we turn our attention to the so-called Corbie Psalter…” この点に関しては第2章で詳細に論じる。 
14 KOEHLER 1972, 97. 
15 GANZ 1990, 尚、古書体学の権威であるB. ビショッフもガンツと同様の結論を下している。 
16 KUDER 1977, 54-55. 
17 PORCHER 1957, 54. 
18 MICHELI, Geneviève Louise: L’Enluminure de haut moyen âge et les influences irlandaises, Brussels 1939, 84. 
19 PÄCHT 1963, 68. 
20 LINDSAY, Wallace Martin: The Old Script of Corbie, in: Revue des bibliothèques, 22, 1912, 405-425（未入手）. リンジーの
古書体学的分析は、クーダーによって紹介されている。KUDER 1977, 54. 
21 KUDER 1977, 57. 
22 KUDER 1977, 58. 
23 《コルビー詩編》の作品成立年代についてクーダーに従ったものとしては、以下が例として挙げられる。
JAKOBI-MIRWALD 1998,184; KAHSNITZ 2004, 138; BESSETTE 2005, 5.  
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lat. 1302524）の実見観察を踏まえる限り、書体に関してはビショッフやガンツの見解に、ミニアチュールの
様式についてはクーダーの結論にほぼ同意出来る。 
 
C) 来歴  
 《コルビー詩編》は、北フランスのコルビーに位置するサン＝ピエール修道院から、フランス革命中の
1791年にアミアンに移され、1810年にアミアンの市立図書館に納められている25。コルビー修道院の蔵書
はその多くがこの頃散逸しており、革命下で修道院から持ち出されアミアンへ送られたものが現在ではア
ミアン市立図書館に、サン＝ジェルマン＝デ＝プレ修道院へ送られたものがパリのフランス国立図書館に、
そして革命前後に盗難に遭ったものや、パリのロシア大使館駐在員であったピエール・ドゥブロスキーに
よって購入されたものが、サンクトペテルブルク（旧レニングラード）のロシア国立図書館に所蔵されて
いる26。 
 《コルビー詩編》は制作当初より 18世紀末のフランス革命の折にコルビー修道院を出るまでの間、コル
ビー修道院の図書館に保管されていたと考えられる。U. ヴィンターによれば、コルビー修道院の図書室の
11世紀以降の写本目録が幾つか残されている27。11世紀の写本のうちの 1葉（ヴァティカン、教皇庁図書
館、Ms. Vat. lat. 520, fol. 1v）、12世紀の写本のうち目録として充てられた計 3葉（ベルリン、国立図書館、
Ms. Phillips 1865, fols. 1-3）、アミアン所蔵の 13世紀の写本の数葉が、ヴァティカンのものと後に統合され
たもの（ヴァティカン、教皇庁図書館、Ms. Vat. lat. 520, fols. 2r-5r）である。加えて 8世紀の写本目録（ベ
ルリン、国立図書館、Preußischer Kulturbesitz, Ms. Diez. B Sant. 66）が残されているが、ヴィンターやビショ
ッフといった文献学や古書体学の研究者らによれば、これがコルビーのものであるかは定かではない28。
このうちベルリン所蔵の 12世紀の写本目録には、「絵のある詩編（psalterium depictum）」との記述があり29、
クーダーらはこれを《コルビー詩編》と同一視している。 
 
 2" 	! 
 
A) テクスト 
《コルビー詩編》は、以下の五種類の異なるテクストから構成されている。『ガリア詩編 Psalterium 
                                                      
24 同じ手によるイニシアルを持つ2点の写本の詳細については、本章第2節F)を参照。 
25 DELISLE, Léopold Voctor: Le cabinet des manuscrits de la Bibliothèque imperiale, vol. 2, 1. ver., 1874 Paris, Réimpression, 
Hildesheim/ New York 1978, 139-141; DESOBRY, Jean: Le manuscript 18 de Bibliothèque Municipale d’Amiens, in: Thechniques 
narratives au moyen-âge, Amiens 1974, 73; KUDER 1977, 6. 
26 Les manuscripts de l’abbaye de Corbie (ed. par MÉRINDOL, Christian de/ GARRIGOU, Gilberte), Corbie 1991, 5. コルビー
修道院の蔵書については、第3節Aを参照。 
27 WINTER, Ursula: Die mittelalterlichen Bibliothekskataloge von Corbie, in: Altertumswissenschaft mit Zukunft: dem Wirken 
Werner Hartkes gewidmet, Sitzungsberichte des Plenums und der Klassen der Akademie der Wissenschaften der DDR, Jahrg. 1973, 
Nr. 2, Berlin 1973, 117-118. 
28 WINTER 1973, 118. 
29 この他にも2点の写本の記述が見られる。‘Psalterium Glosarum’, ‘Psalterium Tripliciter in uno volumine.’ ベルリン、国
立図書館、Ms. Phillips 1865, fol. 3. 
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Gallicanum30』全 150編（fols. 1v-123v、このうち詩編第 88-98編が現存しない）、外典詩編第 151編（fols. 
123v-124r）、計15編の「カンティクム Canticum」（fols. 124r-138v）、「アンブロジア賛歌 Hymnum Ambrosianum」
（fol. 137v-138r）、「グロリア」（fol. 138r-138v）「アタナシウス信条 Symbolium Athanasi」（fols. 138v-139v）、
及び 3編の連祷（fols. 140r-144r）である。 
中世のラテン語訳詩編は様々なヴァージョンが知られているが、『ガリア詩編』はその中でも最も普及し
たヴァージョンであり、「広まった、共通の」の意味でウルガータ（vulgata）聖書と呼ばれる。初期中世に
既にヘブライ語やギリシア語からの詩編の古ラテン語訳（Vetus Latina）が広まっていたが、これらを校訂
することから始め、中世を通じて使用されるラテン語訳詩編を翻訳・編纂したのは、教父ヒエロニムス
（Hieronymus; 347年頃-419年頃）である。ヒエロニムスによるラテン語訳詩編は三つのヴァージョンが知
られている。第一が『ローマ詩編 Psalterium Romanum』であり、これは既に当時存在していたギリシア語
の『七十人訳聖書 Septuaginta』からのラテン語訳聖書を、384年頃にヒエロニムスが校訂したものである。
第二の『ガリア詩編』はこの『ローマ詩編』を、『ヘクサプラ Εξαπλά』と呼ばれる、ヘブライ語とギリシ
ア語の本文を六欄に並列した、オリゲネスによる対観聖書に基づいて、ヒエロニムスが 386-387年頃に再
校訂したものであり、主にガリア地方で普及し西欧に於ける時課典礼に用いられるようになった。第三の
『ヘブライ詩編 Psalterium Hebraicum』は、390年代に更にヒエロニムスによってヘブライ語原文から全訳
されたものであるが、時課典礼に於いて『ガリア詩編』に取って代わるものではなかった。 
外典詩編第 151編は、ヘブライ語聖書の正典には無く、4-5世紀のギリシア語七十人訳聖書に登場する 1
編の詩編である31。その後ラテン語聖書の中の幾つかに組み込まれ、8-9世紀の写本にしばしば挿入されて
いるが、ウルガータ版聖書には正典としては収録されず、外典として扱われている。内容はダヴィデの自
筆とされ、ダヴィデがゴリアテに戦いを挑む際の賛歌である。 
 カンティクム（Canticum; 複数形 Cantica）とは、新旧約聖書から賛歌の箇所を抜粋したものであり、し
ばしば詩編とともに一冊の写本の中に収められた。《コルビー詩編》のカンティクムは以下の通りの順序で
収録されている。 
                                                      
30『ガリア詩編』のテクストは、現在刊行されているラテン語ウルガータ訳聖書Biblia Sacra juxta vulgatam versionem, 
Deutsche Bibelgesellschaft, Stuttgart, 1969 でヘブライ詩編と並んで参照可能である。なお、『ガリア詩編』の英語訳は
Douay-Rheims Bible, Baltimore 1899, repr., Rockford, IL, 1971で参照できる。日本語訳聖書はヘブライ語原典から訳出され
たものが多いが、明治期のラゲ訳による新訳聖書及び光明社から出版された旧約聖書は、ラテン語ウルガータを底本
としている。ラテン語訳聖書一般については、和田幹男「ラテン語訳聖書の形成」上智大学キリスト教文化研究所『紀
要』第8巻、1989年、1-14を参照。 
31 外典詩編第151編については、以下に邦訳とともに詳しく論じられている。ヘブライ語からの邦訳は松田伊作訳「詩
篇151」『オリエント』 9 (4)、1966年、15-30, 141頁。ラテン語テクストはBiblia Sacra iuxta Vulgatam versionem, dritte, 
verbresserte Aufgabe, Deutsche Biblelgesellschaft, Stuttgart 1969に所収。 
カンティクム名 出典 
イザヤのカンティクム 『イザヤ書』12:1-6 
エゼキアのカンティクム 『イザヤ書』38:10-20 
アンナのカンティクム 『サムエル記 上』2:1-10 
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である。カンティカの収録順序は概ね、カロリング朝の典礼改革によって一般的となった順序、すなわち
《ダグルフ詩編》（ウィーン、国立図書館、Codex Vindobonensis 1861）に近いが、ハバククのカンティク
ムとモーセのカンティクム Iの二番目のものは、ヒエロニムスによって校訂・翻訳されたラテン語訳聖書
ではなく、古ラテン語版を用いたものであり、やや特殊な構成となっている。 
 続いてアンブロシア賛歌（所謂「テ・デウム」、）、大栄唱（所謂「グロリア」）、アタナシウス信条（所謂
「クイクムクエ」）が収められ、巻末に連祷が加えられている。カロリング朝期の詩編写本に一般的に収め
られている「主祷文 Oratio Dominica」（所謂「パーテル・ノステル」）と「使徒信条 Symbolum Apostolicum」
（所謂「クレド」）は未収録である32。 
詩編には標題（Titulus）と呼ばれる、その詩編の内容についての短い題目がつけられ、これは詩編本文
のテクストとは異なり、写本の成立した系列ごとに異なっている33。本写本の標題はミニウム（朱色）で
書かれており、退色が激しく判読が難しい箇所が多い。しかし、詩編の標題は詩編本文と並びしばしば挿
絵を決定付ける重要な要素となるばかりでなく、その写本の成立経緯や用途を考察する上で重要な手掛か
りとなる。こうした理由から標題を可能な限り判読し、本論文の資料編にそのトランスクリプトを掲載し
た。 
 
B) 寸法・折帖・コラム  
羊皮紙の寸法は 271-278×165-172mmであり、近代に再製本された折に縁が切り取られている34。失われ
た一帖、十編分にあたるフォリオを除き、計 17帖 144葉から成る。尚、折帖とフォリオの対応関係は、別
冊資料 IIの一覧表に反映した。一頁は二段コラムで構成され、一段は 22行を数える。一段、一行に対す
る文字の数や大きさは、同じ手による写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025）と比較すると、文字が大
きく字数が少ない。 
                                                      
32 例えば宮廷派の《ダグルフ詩編》やランス派の《ユトレヒト詩編》（ユトレヒト、大学図書館、Ms. Bibl. Rhenotraiectinae 
I Nr 32）には、カンティクムの後に主祷文と使徒信条が含まれる。 
33 詩編標題については、以下を参照。PIERRE, Salmon: Les "Tituli psalmorum" des manuscrits Latins, Paris 1959. 尚、同書
では《コルビー詩編》の標題は扱われてはいない。 
34 クーダーによれば、羊皮紙の寸法は元来は少なくとも300×195mmはあった。KUDER 1977, 14. 
ハバククのカンティクム 『ハバクク書』3:1-19 
三人のヘブライ人青年のカンティクム 『ダニエル書』3:57-85 
モーセのカンティクム I 『出エジプト記』15:1-19 
モーセのカンティクム II 『申命記』32:1-43 
ザカリアのカンティクム 『ルカ福音書』1:68-79 
聖母マリアのカンティクム 『ルカ福音書』1:46-56 
シメオンのカンティクム 『ルカ福音書』2:29-32 
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C) 書体  
本文の書体にはマウルドラムヌス・タイプのカロリング小文字が採用され、各編の冒頭には主にカピタ
リス・クワドラータが、標題部分と各節の頭文字にはアンシャル体35が用いられている。 
カロリング小文字は、読みやすく誤写の少ない書体の必要性から、カロリング朝フランク王国の修道院
を中心として、8 世紀末に成立した書体である。北イタリアで多く用いられていたローマン・ハーフ・ア
ンシャル体を改良し、連綴文字や省略、一つの文字に対する複数の形を極力減らすことで完成された36。
この書体改革はカロリング朝の大きな業績の一つであり、簡潔かつ明瞭さに於いて完成度が高く、その後
イングランド、ドイツ、イタリア等西欧各地の写字生らによって模倣され、ロマネスク期まで長きに渡り
用いられることとなった。コルビーはこの書体改革を牽引した代表的な修道院であり、修道院長マウルド
ラムヌス（在位 771-781年）の下の写字生らによって 772年から 781年の間に制作された《マウルドラム
ヌス聖書》（或いは《アミアンの聖書》、アミアン、市立図書館、Mss. 6, 7, 9, 11, 12）は、カロリング小文字
の完成形として名高い。ビショッフやガンツといったカロリング朝写本を中心とした古書体学の専門家ら
によって、《コルビー詩編》の書体はこのマウルドラムヌス期のカロリング小文字よりやや後の時代の書体
であると分析されている37。 
 本写本では三種類の書体が用いられており、テクストの標題や冒頭部分には大文字やアンシャル体が、
続く本文には小文字であるカロリング小文字と、徐々に文字が小さくなるよう使い分けられている。複数
の書体の並存は写本制作の黎明期より存在し、遅くとも 5世紀以降の写本では、本文と、それとは異なる
標題や注釈等を明確に区別する為の書体の使い分けが頻繁に見られるようになった38。更にインスラーの
写本では、《聖コルンバのカタック》（ダブリン、ロイヤル・アイリッシュ・アカデミー、s. n.）に代表さ
れるように、文頭のイニシアルから徐々に文字が小さくなる「ディミヌエンドの原理」が見られる。この
原理は《リンディスファーン福音書》（ロンドン、大英図書館、Cotton Ms. Nero D.IV）などのインスラーの
彩飾写本や、インスラー写本の影響を受けたメロヴィング朝写本では、標題や文頭から本文にかけて単に
文字が小さくなるだけではなく、段階的に書体や装飾文字の形式が変化する、文字のヒエラルキーを伴う
彩飾方法へと発展し、カロリング朝期の写本に於いても受け継がれた。 
 《コルビー詩編》では、イニシアルにも複数の書体が用いられている。特に ‘Deus’ や ‘Dominus’ とい
った単語の為に頻繁に登場するイニシアルDには、カピタリス体のものとアンシャル体のものが混在して
いる。これらの使い分けの目的は、本写本の先行研究では言及されていない。筆者の観察からも、写本画
                                                      
35 4-8世紀に多く用いられた大文字書体である。 
36 カロリング小文字の生成と発展についての詳細は以下を参照。GANZ, David: The Pre-conditions for Caroline Minuscule, 
in: Viator 18, 1987; スタン・ナイト著 髙宮利行訳『西洋書体の歴史―古典時代からルネサンスへ―』東京、慶應義塾
大学出版会、2000年。 
37 GANZ 1990, 133. 
38 BISCHOFF, Bernhard: Paläographie des römischen Altertums und des abendländischen Mittelalters, 4. Auflage, Berlin 2009, 
108-110. ［邦訳：佐藤彰一・瀬戸直彦訳『西洋写本学』岩波書店 2015年、105-106頁］ 
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家の違いや折り丁の違い等の明確な理由付けは見つからなかった。装飾文字に複数の書体を用いる方法は
後世の彩飾写本でも散見されるので39、単調な装飾を防ぐ為の一般的な方法と考えて良いだろう。 
 
D) ミニアチュール 
 巻末の連祷を除いた全ての詩編、カンティカ、アンブロジア賛歌、大栄唱、アタナシウス信条の冒頭の
一文字は、イニシアル（装飾頭文字）から始められ、各編の始まりが分かりやすく強調されている。その
数は失われたフォリオ（詩編第 88編 19節－第 98編 2節）と損傷を被った部分（詩編第 53編のイニシア
ル部分）の 11点を差し引き、計 156点が現存する。これらのイニシアルは、人物像を含みそのイニシアル
に続く詩編テクストに関連した物語場面や象徴的意味を示すもの（図 1-11, 1-12）、動物図像によって組み
立てられたもの（図 1-13, 1-14）、植物モティーフや幾何学模様のみから構成されるもの（図 1-15, 1-16）な
ど、多種多様なモティーフ富み、同時代に類例のない装飾語彙の豊富さを示している。 
 初期中世の写本制作に於いては通常、テクストの文字を「書く」写字生とイニシアル装飾を「描く」写
本画家は区別されず、またイニシアルの為に空所を残しまず先にテクストを書くのが一般的であった40。
《コルビー詩編》では例えば外典である詩編第 151編のイニシアル P（図 1-11）に於いて、ゴリアテの持
つ槍が文字の行間を縫うように描き込まれていることや、ハバククのカンティクムのイニシアルD（図1-17）
ではミニアチュールと文字が一部重なってしまっていることなどを考えると、イニシアルを描いた後に文
字を書いたとは考えにくい。加えて、以下で触れる本写本と同じ写本画家によってミニアチュールが描か
れたと考えられる写本でも、イニシアルを描く箇所を空白に残したまま文字が書かれている。よって、本
作品でも例に漏れず、後でイニシアルを描く為の余白を残し、先にテクストが写されたと考えられる41。
但し、朱書きされた標題は部分的にイニシアルの上に重なっていること、しばしば余白が足りず標題が小
さく書かれていることから、本写本の制作過程としては、まずイニシアルの分の余白を残し詩編本文を筆
者し、その後にイニシアルの素描を施し、標題を最後に加えるという順序で進められたと思われる。詩編
本文と標題とを別々に筆者していることから、標題と本文とでは手本となる詩編写本が異なる可能性も想
定される。 
本作のイニシアル装飾は、デソブリーやクーダーの見解では、一人の写本画家によって描かれたもので
はなく複数の手が認められる共同作業による42。クーダーは、まず中心となった写本画家がイニシアルの
軸線や弧線等といった基軸となる形体を描いた後に、その助力者によって細部が仕上げられたであろうこ
とをその観察から推測しているが、中心となった写本画家（マイスター）の手の全く介入しないイニシア
                                                      
39 例えば11世紀初頭のライヒェナウ派の作であり、オットー朝写本芸術の白眉である《バンベルク黙示録》（バンベ
ルク、国立図書館、Msc. Bibl. 140）では、唐草によるイニシアルEにカピタリス体とアンシャル体の双方が用いられ
ている。 
40 NORDENFALK, Carl: Die spätantiken Zierbuchstaben, Stockholm 1970, 128. 
41 クーダーは、《コルビー詩編》のイニシアルと恐らく同じ手によると思われる『文法書』写本（パリ、国立図書館、 
Ms. Lat. 13025）の fol. 16rに、テクストが先に書かれイニシアルPの為に空所が空けられたが、イニシアル装飾は下書
きのみのまま残されていることから、《コルビー詩編》にも同様の結論を導いている。KUDER 1977, 27. 
42 DESOBRY 1974, 77; KUDER 1977, 27; 29; 31-34. 
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ルも認めている43。イニシアルのデザインに巧拙の差が認められることからも、イニシアルの主題やモテ
ィーフ、構成といった構想全てをこのマイスター或いはその助力者のいずれか一方にのみ帰すことは出来
ないだろう。更に本写本は後半部分の第 122編（fol. 107v、図 1-18）以降は着彩・線描ともに未完成の部
分が多く見られる。未着彩部分の下描きの線44にも例えば第 129︎編（fol. 110r、図 1-19）やイザヤのカンテ
ィクム（fol. 124r、図 1-20）のように最小限の線で止めているものもあれば、第 122編（fol. 107v、図 1-18）
や第 141︎編（fol. 117v、図 1-21）のように雑多な線を重ねているものもある。筆者は本写本の原本を実見観
察していないが、所蔵機関より購入した高解像度の図版を見る限り、線描の質には若干のばらつきがある。
しかし、同じ写本画家によるとされる『文法書』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025）写本に比べる
と、《コルビー詩編》内の線描の質の差はそれほど大きいものでもなく、この巧拙を手の違いに帰すか、或
いは同じ写本画家による出来栄えの差異と捉えるかは判断が難しい。同じ写本画家によるイニシアル装飾
を持つ写本が本写本を含めて 3点しか現存しないことを考えると、イニシアルのデザインを考案する同等
の能力を持つ写本画家が複数いたと考えるよりは、基本的には中心となる画家（マスター）が、特に人物
像を含むイニシアルのデザインを決定しそれを複数の写本画家で仕上げたが、時にはマスターの手を介さ
ず助力者のみでイニシアルのデザインを決定したと考えるのが無難であろう。 
 色彩は標題部分の文字は朱書きされ、装飾イニシアルは緑色を中心とした緑、赤、黄、紫、茶、白、青
灰などの色で着色されているが、写本後半部分は無彩色で描線のみのまま残されたものが多い。これらの
未完成のイニシアルの観察により、ミニアチュールの描線と本文の文字とに同じ褐色の没食子インクが用
いられていることが分かる45。着彩に用いられている色素は、一般的には緑色は緑青、孔雀石等、赤色は
鉛丹や辰砂、竜血樹の樹脂等、黄色は黄土、鶏冠石、マシコット、サフラン等、紫は紫貽貝や赤系顔料の
混色から、茶色は没食子インクや動物の胆汁等、白は鉛白、青系の色はインディゴやアズライト等、鉱物
や植物性の顔料や染料が想定されるが、本写本のミニアチュールの科学調査がされていない為に断定は出
来ない46。但し緑色は、羊皮紙への浸潤とその損傷から緑青（viride cupri）、標題の朱色は退色から鉛丹
（minium）と判断してよいだろう47。この写本後半のイニシアルに散発的に現れる部分的な彩色には、ク
                                                      
43 クーダーは例えば fol. 20vの詩編第23編イニシアルDを挙げ、円の開口部に表された四羽の鳥の一羽のみに羽根模
様が細かく描き込まれている点について、マスターが手本となる一羽のみを描いたが、その協力者が任された仕事を
遂行しなかったのだろうと述べている。イニシアルの手の区別の詳細については以下を参照。KUDER 1977, 31-34. 
44 写本画の下書きには一般的に、鉄筆で羊皮紙に色のつかない線の痕跡のみで描く場合と、金属尖筆によって薄い線
を描く場合とがある。高解像度の図版から観察する限り、本写本のイニシアルの下書きは金属尖筆によるものである。
一方、同じ手による『文法書』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025）には、部分的に線入れがなされていないイニ
シアルが残されているが、筆者自身の実見調査によれば、この写本では色のつかない線によって下描きされている。 
45 KUDER 1977, 28. 
46 厳密には科学調査なしに目視のみで正確な顔料の特定が不可能である点は、以下で指摘されている。PORTER, Cheryl 
A.: You Can’t Tell a Pigment by Its Color, in: Making the Medieval Book. Techniques of Production, Los Altos Hills, California/ 
London 1995, 111-116. 
47 緑青は比較的安価で、修道院でも広く使われていた。緑青は銅を酢などで酸化させることで生じる錆であり、時に
は尿を用いて生産された。鉛丹（ミニウム）は金属鉛を高温加熱することで得られる橙赤系の顔料であり、写本画の
色材として古代末期より多く用いられていた為、「ミニアチュール」の語源となった。保存環境によっては褐色或いは
灰色に退色する。写本画の画材・色彩については以下を参照。JAKOBI-MIRWALD, Christine: Buchmalerei: ihre 
Terminologie in der Kunstgeschichte, 1. Aufl., Berlin 1991, erarbeitete 4. Aufl. 2015, 110ff; BARTL, Anna (hrsg. von): Der “Liber 
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ーダーによれば、一部は後世の手が加わっている可能性があるが48、後補の具体的な時期等については言
及されていない。本論文では色彩については詳しく論じないが、素描のみならず色彩を含めたイニシアル
のデザインについて言及する際には、後補についての十分な注意が必要である。 
 
E) 損傷・修復の状態 
 本写本は近代以降に再製本されている。前述の通り、折丁にして一丁分（第 10丁と第 11丁の間）が欠
落しており、その他第 53編イニシアルが損傷しており現存しない。 
 所蔵機関であるアミアン市立図書館の責任者によれば、本写本の修復記録が残されていないということ
だが、撮影時期の異なる図版を比較する限り、1926年以降、少なくとも修復が施されていることが分かる。
1925-1926年に撮影された「フランスの芸術の写真目録49」によるモノクロ写真では、例えばアタナシウス
信条のイニシアルQ（fol. 139r）の人物像に顔が確認出来るが（図 1-22）、2000年代に入って撮影されたカ
ラー写真では、フォリオが裏打ちされている代わりに、人物像の頭部が確認出来ない（図 1-23）。図版か
ら判断する限り、和紙或いは薄いガーゼ状の素材を用いた修復がなされていると思われる。本論文では資
料 Iに《コルビー詩編》の全イニシアルのカラー図版を掲載したが、現在では一部失われたミニアチュー
ルの細部をより正確に観察する為に、この 20世紀前半に撮影された写真に記録が残されているイニシアル
については、モノクロ図版で併用した。 
 
F) 同じ手による写本 
 本作品と同じ写本画家によるイニシアルを持つ写本は、『世界年代記』写本50（パリ、国立図書館、Ms. Lat. 
4884）（図 1-24）と『文法書』写本51（パリ、国立図書館、Ms. Lat. 13025）（図 1-25 – 1-29）との二点が確
認されている。《コルビー詩編》の装飾イニシアルを考察する上で補助となるこれらの写本について、以下
に簡単にまとめておきたい。 
                                                                                                                                                                               
illuministarum” aus Kloster Tegernsee, Edition, Übersetzung und Kommentar der kunsttechnologischen Rezepte, Stuttgart 2005, 
535ff; KÜHN, Hermann/ ROOSEN-RUNGE, Heinz/ STRAUB, Rolf E./ KOLLER, Manfred: Reclams Handbuch der 
künstlerichen Techniken, 1, Farbmittel – Buchmalerei – Tafel- und Leinwandmalerei, 2. Aufl., Stuttgart 1988. 緑青の退色や緑青
による羊皮紙の損傷については、以下に詳しい。BANIK, Gerhard: Discoloration of Green Copper Pigments in Manuscripts and 
Works of Graphic Art, in: Restaurator. International Journal for the Preservation of Library and Archival Material, 10.2, 1989, 
61-73. 
48 KUDER 1977, 29. 
49 マールブルク大学編纂によるマイクロフィッシュである。Index photographique de l’art en France, hg. von Bildarchiv 
Foto Marburg, Aufnahmen von 1925/6. 尚、このマイクロフィッシュからの図版はCh. ヤコビ＝ミアヴァルト氏から提供
を受けた。 
50 ギリシャ語による『アレクサンドリアの世界年代記』のラテン語訳写本であり、一点の装飾イニシアルが残ってい
る。SHAPIRO, Meyer: The Decoration of the Leningrad Manuscript of Bede, in: Scriptorium 12, 1958, 192; KUDER 1977, 42-45; 
GANZ 1990, 133-134; JAKOBI-MIRWALD 1998, 194. 
51複数の文法書を含む写本であり、以下に多少の言及がある。KUDER 1977, 45-50; GANZ, David: Corbie in the Carolingian 
Renaissance, Sigmaringen 1990, 34; JAKOBI-MIRWALD, Christine: Text-Buchstabe-Bild. Studien zur historisierten Initiale im 8. 
Und 9. Jahrhundert, Berlin 1998, 185. 《コルビー詩篇》のイニシアルと恐らくは同じ手によるものと考えられているが、
文法書というテクストの種類から考えて、テクストの内容を示唆する「物語付きイニシアル」ではない。なお、「物語
付きイニシアル」という概念の用語法については第四章の脚注で詳細に論じる。 
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 『世界年代記』は、33.9×27.9cmの羊皮紙による 8帖計 63葉から成る。正方形に近いフォリオには、一
段コラム、30行で文字が書かれている。テクストはアレクサンドリアで成立した『世界年代記 Chronicon』
が、アミアン司教であったゲオルギウスによってギリシャ語からラテン語に翻訳されたものである。17世
紀に古典文献学者であるヨセフ・ユストゥス・スカリゲル（Joseph Justus Scaliger, 1540-1609年）によって
刊行された為、その名を取って『スカリゲルのバルバルス Barbarus Scaligeri』とも呼ばれる。文字は《コ
ルビー詩編》とは異なり、アンシャル体とハーフアンシャル体によって書かれている。ミニアチュールは
冒頭のイニシアルP（fol. 1r, 図 1-24）のみであり、知恵の実を咥えた蛇がPの文字の曲線部分を構成し、
その開口部に瞳を閉じる裸身のイヴが表されている。文字の柱身はその上部にのみ組紐紋が描き込まれて
いるものの、全てが模様によって充填されないままに残されている。多くの研究者が、同写本は 8世紀末
から 9世紀初頭の間に制作されたと考えているが、写本画家を共有するこれら 3点の写本間の制作年代の
前後関係は分かっていない。テクストに用いられた書体が異なる為、古書体学による判断は難しいだろう。
クーダーは同写本を《コルビー詩編》より少し前である可能性を示唆している52。筆者自身は実見観察の
結果から、『世界年代記』のミニアチュールではまず線描が力強く、且つ《コルビー詩編》や『文法書』と
比較して掻き込みが少ないことから、発展段階としてこの 2写本より以前の制作ではないかと推測する。
但し、本写本に装飾イニシアルが 1点のみしか残されておらず充分な様式の比較分析が出来ない為、制作
年代の前後関係についてはあくまでも仮説に留めておきたい。 
 『文法書』写本は 27.6×20.2cmの獣皮紙計 169葉から成る。二段コラムで構成され、一段は 39行を数え
る。《コルビー詩編》やParis la. 4884と比較すると、文字が小さい為に一行、一頁あたりの文字数は格段に
多い。誤写や書き直しも他の 2 写本と比較すると多く散見される。テクストは『文法書 Grammaticalia』
であり、種々の文法に関する著作が一冊にまとめられている53。無彩色のイニシアルと、赤や青による単
色のイニシアルをミニアチュールとして持つ。そのうち 2点のイニシアルP（fol. 14r, 図 1-26、fol. 40v, 図
1-27）は人物像による図像を示しているが、《コルビー詩編》やParis lat. 4884のイニシアルがキリスト教主
題の物語場面を少なからず示しているのに対し、同写本では動物と人物像との闘争図など、聖書の特定の
物語場面を主題としないことが特徴的である。人物像を含まず、パルメットのような植物文と幾何学文に
よるイニシアル（fol. 23v, 図 1-28）や、動物モティーフによるイニシアル（fol. 12r、図 1-29）、魚文イニシ
アル（fol. 64r, 図 1-30）も見られ、《コルビー詩編》の人間像を持たないイニシアルとモティーフの類似が
認められるが、特に鳥文イニシアル（fol. 12r、図 1-29）に顕著なように、『文法書』写本のイニシアルでは
線が明らかに稚拙なものが認められることから、この写本には《コルビー詩編》のイニシアル（詩編第 5
編、fol. 4v図 1-31）からの他の写本画家によるコピーが含まれると考えられる。人物像やライオン、鳥と
いったモティーフによる文によるイニシアルの描き込みの多さに比べて、魚文イニシアル（fol. 64r, 図1-30）
                                                      
52 KUDER 1977, 57. クーダーはこの制作年代順の推測について根拠を明示していないが、恐らくはイニシアルの様式
判断からと思われる。 
53 テクストの詳細はGANZ 1990, 134を参照。 
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は古代末期やメロヴィング朝写本に見られる鳥魚文イニシアルのように、簡素で様式化された様相を呈し
ている。こうした点から、同写本は基本的には《コルビー詩編》や先述の『世界年代記』写本と同じ写本
画家によるが、一人で写字及び挿絵を施したのではなく、複数の手が介入していると考えられる。制作年
代は、《コルビー詩編》のイニシアルからのコピーと思しきものがあることや、イニシアルの人物像の肥大
化を考えれば、他の 2写本よりやや後と考えて良いだろう54。 
 
 3"  
 《コルビー詩編》が制作された 9世紀初頭は、カール大帝の指導のもとで政治的・文化的改革が行われ
た時代であり、王宮が置かれ政治的中心地となったアーヘン（図 1-4の地図参照）より遠く離れた地の修
道院といえども、その影響を被らなかったとはいえない。本写本がどのような環境下で制作されたのかを
明確にしておく為に、以下では、制作地となったコルビー修道院の歴史と、制作当時の歴史的・社会的背
景として、カール大帝の宮廷について概略を記しておきたい。 
 
A)  コルビー修道院史 
 現在のフランスのソンム県にあたる、ピガルディーのアミアン近郊に位置するコルビー修道院は、
657-661年の間に、メロヴィング朝フランク王国の王クローヴィス 2世（Clovis II, 637-658年）の妃であっ
たバティルト（Bathild, 626-680年）と、その息子クロタール 3世（Chlothar III, 652-673年）によって創設
された王立修道院である55。創設時の修道士はアイルランド出身の聖コルンバヌス（Columbanus, 543 -615
年）によって創建されたリュクスイユ修道院より集められ、蔵書もリュクスイユ、及びその母修道院であ
る北イタリアのボッビオから齎されたようである。修道院内では、コルンバヌスによる規律とベネディク
トゥス（Benedictus, 480-547年）による戒律を併用していた56。聖ペテロと聖パウロ、聖ステファヌス、そ
して聖ヨハネに奉納された三つの教会堂を持つ同修道院は、メロヴィング朝からカロリング朝にかけて、
フランク王国の王立修道院として、膨大な写本を制作・所蔵する知的生産の中心地の一つへと発展を遂げ
る。 
 コルビー修道院がカロリング・ルネサンスに大きく貢献したのは、何よりも同修道院が中心となって改
良と完成を牽引した、カロリング小文字の功績によるところが大きい57。当時、カール大帝（Carolus Magnus, 
                                                      
54 制作年代順については、クーダーの見解も同様である。KUDER 1977, 57. 
55 COUSIN, Patrice: Les origines et le premier development de Corbie, in: GAILLARD, Louis, et al.: Corbie, abbaye royale: 
volume du XIIIe centenaire, Lille 1963, p. 22; GANZ, David: Corbie in the Carolingian Renaissance, Sigmaringen 1990, 15; Les 
manuscripts de l’abbaye de Corbie (ed. par MÉRINDOL, Christian de/ GARRIGOU, Gilberte), Catalogue de l’Exposition du 10 au 
16 Novembre 1991, Corbie 1991, 3. 
56 GANZ 1990, p. 15. コルビー修道院の創立憲章については、以下に詳しい。LEVILLAIN, Léon: Examen critique des 
chartes mérovingiennes et carolingiennes de l’abbaye de Corbie, Paris 1902. 
57 カロリング小文字の改良と発展については、以下に詳しい。LICHT, Tino: Die älteste karolingische Minuskel, in: 
Mittellateinisches Jahrbuch. Internationale Zeitschrift für Mediävistik und Humanismusforschung, 47, Stuttgart 2012, S. 337–346. 
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在位 768-814年）のもとでラテン語の純正化や修道院学校等に於ける教育の強化が計られており58、その一
環として読みやすく誤写の少ない書体の改良が各地のスクリプトリウム行われていた。コルビー修道院長
マウルドラムヌス（Maurdramnus, 在位 771-780年）の命で制作された、《マウルドラムヌス聖書》（アミア
ン、市立図書館、Ms. 6, 7, 9, 11, 12）では、マウルドラムヌス型と呼ばれる特に明瞭で洗練されたカロリン
グ小文字が完成されている。マウルドラムヌスの後に修道院長を務めたアダラルドゥス（Adalardus, 在位
780-820年）とワラ（Wala, 在位 824-836年）はともにカール大帝の従兄弟であり、宮廷権力と結びついた
同修道院はザクセンに「新しいコルビー（Nova Corbeia）」を意味するコルヴァイ（Corvey, 図 1-4の地図
参照）修道院を創建するなど、政治的にも文化的にもこの頃頂点を迎える59。事実、サクソニアへのコル
ヴァイ修道院の創立の要因のうちには、コルビーでの修道士の増加とそれに伴う墓地の不足があったよう
だ60。9世紀中葉には、優れた神学的著作で知られるパスカシウス・ラドベルトゥス（Pascasius Radbertus, 在
位 843-851年）やコルビーのラトラムヌス（Ratramnus, 868年頃没）らを輩出し、同修道院の図書館学芸員
（custos librorum）として知られるハドアルドゥス61（Hadoardus, 生没年不詳）が稀覯本の蒐集と写本の制
作に務めるなど、同修道院が宮廷の置かれたアーヘンから地理的には遠く離れながらも、カロリング朝期
の学問的な要所であったことが窺える。 
 881年にヴァイキングによって同修道院は破壊され、10世紀初頭には断続的に続く侵略に対して要塞が
施される。回廊や共同寝室、宿坊等を伴う一連の修道院建造物は、13-17 世紀にかけて幾度となく再建・
改修され、聖堂はステンドグラスや扉口彫刻によって装飾された。1636年にスペイン軍によって同修道院
が占領されると、翌々年には約 400点もの写本がサン=ジェルマン=デプレへと移送されている。その後コ
ルビー修道院はサン＝モール修道会の傘下に入り、18世紀前半には修道院長の座に就いた枢機卿ポリニャ
ックの始めた改築工事によって、中世建築の殆どが姿を消している。修道院はフランス革命下の 1790年に
解体され、現在ではアミアンの市立美術館に中世彫刻の一部が保存されている。 
 コルビー修道院の蔵書は現在ではサン=ジェルマン=デプレに由来するものの大部分がパリのフランス
国立図書館に、そしてフランス革命の際に同修道院から持ち出されたものの多くが、アミアン市立図書館
とサンクトペテルブルクのロシア国立図書館を中心とした、各地の図書館に所蔵されている。 
                                                      
58 カール大帝の教育改革に対する態度は、784/785年の「学問振興に関する書簡」（Epistola de litteris coledis）、及び「一
般訓令」（Epistola generalis）に現れている。Monumenta Germaniae Historica, Legum section II: Capituralia regum francorum, 
T. I, denuo edidit Alfredus Boretius, Hanover 1883, repr. Stuttgart 1960, pp. 78-81. ［大谷啓治訳「カール大帝書簡集」『中世思
想原典集成 6：カロリング・ルネサンス』（上智大学中世思想研究所編訳）平凡社 1992年、148-151頁］ 
59 アダラルドゥスとワラについては、以下を参照。WEINRICH, Lorenz: Wala, Graf, Mönch und Rebell: die Biographie eines 
Karolingers, Historische Studien, Heft 386, Lübeck 1963; CABANISS, Allen: Charlemagne’s Cousins: Contemporary Lives of 
Adalard and Wala, New York 1967; KASTEN, Brigitte: Adalhard von Corbie: die Biographie eines karolingischen Politikers und 
Klostervorstehers, Studia humaniora, Bd. 3, Düsseldorf 1986. 尚、コルヴァイ修道院の蔵書を紹介する展覧会が、2011年に
コルヴァイ修道院博物館を始めとした各地で開催された。拙稿「一千年を知る—コルヴァイ帝国修道院図書館の復
元—（展覧会評）」（Aspects of Problems in Western Art History, vol. 11, 2013を参照。 
60 CABANISS, Allen: Charlemagne's Cousins: Contemporary Lives of Adalard and Wala, with English translation of Vita 
Adalhardi and Vita Walae, New York 1967, 10. 
61 ハドアルドゥスについては、以下を参照。BISCHOFF, Bernhard: Hadoard und die Klassikerhss. aus Corbie, Mittelalterliche 
Studien, 1, Stuttgart 1966, S.49-63. 
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B) カール大帝の宮廷と知識人達 
 コルビー修道院は創設当初のメロヴィング朝時代よりカロリング朝時代にかけて、フランク王国内でも
有数の知的中心地であった。その為、歴代の修道院長を始めとして宮廷とは近しい関係にあり、政治的動
向とコルビー修道院とは無関係ではなかった。カール大帝の宮廷にはノーサンブリアのヨーク出身のアル
クィン（Alcuinus, 740-804年）や、西ゴート出身のテオドゥルフ（Teodulf, 760年頃-820年）、サン＝リキエ
修道院長アンギルベルト（Angilbert, 750年頃-814年）、後に『カール大帝伝 Vita Carolini』を記したエイン
ハルドゥス（Einhardus, 770年頃-840）といった知識人達が集まり、互いに旧約聖書の人物や古典古代の文
人家の名で呼び合い交流し、カール大帝に政治的・文化的助言を行い宮廷のブレーンを形成していた62。
コルビー修道院はこうした宮廷の中枢と、深い繋がりを持っていたのである。 
 コルビー修道院とフランク王国の宮廷との結びつきを最もはっきりと示すのは、《コルビー修道院》が制
作されたと思われる 9世紀初頭当時、同修道院の院長の座にあったアダラルドゥス63（Adalardus, 752年頃
-826年、780-820年コルビー修道院長、822-826年コルヴァイ修道院長）であろう。アダラルドゥスはフラ
ンク王国ピピン 3世（ピピン短躯王）の兄弟、ベルンハルトとその最初の妻との息子であり、カール大帝
の従兄弟である。パスカシウス・ラドベルトゥスの記した『アダラルドゥス伝 Vita Adalhardi』の記述を信
用するならば、アダラルドゥスは後のカール大帝及びその弟であったカールマンと共に養育されたようで
ある64。カールがランゴバルト王女であった 2 番目の王妃との婚姻関係に終止符を打ち、ランゴバルト王
国との同盟が解消するとアダラルドゥスはこれに異議を唱え、771 年にはコルビー修道院に入り修道士と
なる。780 年に修道院長の座に就くと、翌年にはイタリア王となったピピン（カールマンの息子）の摂政
となる。ピピンの死後その遺児ベルンハルトがイタリア王に任ぜられた後も、アダラルドゥスは摂政とし
てイタリア統治に携わる。詳細な時期や期間は不明だが、少なくとも 77年にモンテ・カッシーノを、809
年にはローマを訪れるなど、アダラルドゥスがしばしばアルプスを越えてイタリアとコルビーとの間を往
来したことは確かなようである65。カール大帝の宮廷では、政治的にも文化的にも重要な位置を占めたア
ルクィンや、『ランゴバルト史 Historia Langobardorum』を記したパウルス・ディアコヌス（Paulus Diaconus, 
720年頃-799年）とも親交を持っており、こうしたアダラルドゥスの宮廷での交流が、コルビー修道院の
蔵書等にも関わっていた可能性が指摘できる。822 年にはサクソニアにコルビーの娘修道院であるコルヴ
ァイ修道院を創建し、同修道院でも没年まで修道院長を務めている。 
                                                      
62 カール大帝はイスラエル王ダヴィデ、アルクィンはホラティウス、アンギルベルトはホメロス、モードウィンはオ
ウィディウス、エインハルドゥスは「出エジプト記」のベツァルエル、アダラルドゥスはアントニウスの渾名で呼び
合っていた。尚、フランク王国において王をダヴィデやソロモンといった古代イスラエルの王に例える習慣は、7世紀
前半のクロタール2世の治下から存在したようである。五十嵐修『王国・教会・帝国-カール大帝期の王権と国家
-』知泉書館 2010年、179頁。 
63 ドイツ語風にアダルハルト（Adalhard）或いはフランス語風にアダラール（Adalard）と表記されることも多い。 
64 MGH SS 2, S. 525. アダラルドゥスの生涯については、KASTEN 1986を参照。 
65 CABANISS, Allen: Charlemagne's Cousins: Contemporary Lives of Adalard and Wala, with English translation of Vita 
Adalhardi and Vita Walae, New York 1967, 5; 36. 
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 アダラルドゥスの異母兄弟であり、ベルンハルトの 2 番目の妻の息子であるワラ（Wala, 773 年頃-836
年、824-831年コルビー修道院長、826-831年コルヴァイ修道院長、834-836年ボッビオ修道院長）もまた、
アダラルドゥスと同様にカール大帝と共に養育された。早々に修道院に入ったアダラルドゥスとは異なり、
ワラは伯（comites）の肩書きを持ち、俗人として長きに渡ってフランク王国の統治に関わっていたようで
ある。811 年にはデーン人との和平交渉に関わり、その翌年には北アフリカやイベリア半島のイスラム勢
力との交戦の為にイタリア半島に送られるなど、軍指揮官或いは交渉役としてカールのもとで政治的手腕
を発揮している66。ワラがコルビー修道院に入るのはカール大帝の死後の 814 年であり、クーダーによる
《コルビー詩編》の制作年代同定を信用するならば、ワラのコルビーでの動向が直接的に同写本の成立に
関係するとは考えられない。但し、カロリング朝フランク王国の血縁者であり政治家としても修道院長と
しても活躍したワラは、修道院に入った後もロタール 1世のイタリア統治に関わり、その際にローマから
コルビーへ『交唱聖歌集 Antiphonal』写本を持ち帰ったという記述も残されている67。ワラもまたアダラル
ドゥスと同様に、コルビーとフランク王国の宮廷を結びつける要人であり、イタリアからコルビーへの蔵
書の流入を齎していた一人である。 
 興味深いのは、ピピン 3世からカール大帝の治世にかけて、即ち 8世紀後半に、オスティアの司教であ
りアミアン司教も務めたゲオルギウス（Georgius, オスティア司教、アミアン司教）である。ゲオルギウス
はその名からして東方、恐らくはギリシア出身との見方もあり68、教皇特使として幾度にも渡ってフラン
ク王国の宮廷に赴いた他、786 年にはイングランドで、カールの宮廷サークルに加わる直前のアルクィン
に会うなど、ローマ教皇およびカールの宮廷にとって、東方教会に対抗する為の情報源となっていたよう
である69。彼はアレクサンドリアの『世界年代記』のギリシア語からラテン語への翻訳者と見做されてお
り、彼がアミアン司教を務めていた期間から程なくして同司教区内のコルビーで制作されたのが、《コルビ
ー詩編》と同じ写本画家によるイニシアルを持つ先述の『世界年代記』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 4884）
なのである。従ってポルシェが指摘したように70、ゲオルギウスを介して東方由来の写本がオスティアや
アミアンへ齎され、それが 8世紀末から 9世紀初頭のコルビーの蔵書形成に、ひいては写本画に、少なか
らぬ影響力を持っていた可能性が高い。 
 《コルビー詩編》が制作された当時の同修道院には、こうした政治的・文化的要人らの活動と密接に関
わっており、修道院といえども世俗の政治的闘争から無縁ではなかった。事実、アダラルドゥスやワラは
修道士としてコルビーに在籍しながらもイタリア王の摂政として長期間に渡り統治の助言役となり、また
同修道院はしばしばカール大帝の政敵の墓場として用いられたのである。カールはランゴバルト王デシデ
                                                      
66 CABANISS 1967, 5.  
67 AMALARIUS, Prologus antiphonarii, 2, in: Amalarii episcopi opera liturgica omnia, t. 1, edita a HANSSENS, Ioanne Michaele, 
Studi e Testi, 138, Città del Vaticano 1948, 361; CABANISS 1967, 11. 
68 LE BOURDELLÈS, Hubert: L’Aratus Latinus: étude sur la culture et la langue latines dans le Nord de la France au VIIIe siècle, 
Lille 1985, 131. 
69 NOBLE, Thomas F. X.: Images, Iconoclasm, and the Carolingians, Philadelphia 2009, 162. 
70 PORCHER, Jean: Les Manuscrits à peinture, in: L'Europe des invasions (ed. par HUBERT, Jean/ PORCHER, Jean/ VOLBACH, 
Wilhelm Friedrich), L’univers des formes 12, Paris 1967, 200-202. 
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リウス（Desiderius, 在位 756年-774年）の娘を 770年に娶りフランク王国とランゴバルト王国は同盟関係
を結んだが、翌年離縁されたデシデリウスの娘がランゴバルトへ送り返されると、カールは 774年にはラ
ンゴバルト王国を征服しデシデリウスとその息子をコルビー修道院に幽閉する。デシデリウスが幽閉から
786 年に没するまでの間、コルビーに自身の王国から持参物を持ち込むことが出来たかは不明だが、少な
くとも、カールがランゴバルドを直接支配下に置いたことで、イタリアからフランクへは多くの書物や聖
遺物が齎されたようである71。コルビーとデシデリウスとの関連から、《コルビー詩編》のイニシアルに見
られる東洋的なモティーフを、ササン朝美術といったオリエント美術の、デシデリウスの幽閉を契機とし
たランゴバルト経由の介入と考える研究者も少なくない72。 
 8世紀末から 9世紀初頭にかけての同修道院は、外界から隔離された純粋に宗教的な施設ではなく、カ
ロリング朝家の血縁者やアルプスや海峡を越えて活動する宮廷の知識人ら、そして王位を追われた政敵の
往来する、カロリング朝フランク王国の中心的修道院であったことは明らかである。そして《コルビー詩
編》が制作されたのは、800 年にカールが西ローマ皇帝として戴冠し帝国の領土を最大版図まで広げ、宮
廷の知識人らの助言を得て帝国の統治体制を完成させつつあった、その時期のことなのである。 
 
 4"  $#% 
 
A) 修道院に於ける詩編とその役割  
旧約聖書の『諸書（ケスビーム םיִבוּתְכּ）』に分類される『詩編 Psalmi / Psalterium』は『古代イスラエル
の第 2代の王であるダヴィデがその著者とされ、通常全 150編ないし外典を含め全 151編の韻文から構成
される。『詩編』の内容は、神への賛美や感謝の詩、災難や迫害からの救済を嘆願する詩などが中心であり、
比喩や象徴表現が多用されている為に説話性に乏しいが、しかしながら出エジプトなど八大書の内容、或
いは新約聖書のキリスト伝を想起させる章句が含まれる為、アウグスティヌス（Augustinus, 354-430 年）、
カッシオドルス（Cassiodorus, 490年頃- 580年頃）、アンブロシウス（Ambrosius, 339-397年）、ヒエロニム
スなどを始めとして、古代から初期中世にかけて多くの教父らによって重要視され、多様な注解が与えら
れてきた。 
『詩編』は原語であるヘブライ語では「テヒリム רֶפֵס םיִלִּהְתּ」、即ち賛歌を意味し、古代ユダヤ教の礼拝
に於いて歌われる賛美歌集であった。初期キリスト教では、遅くとも 4世紀以降には、公同の祈りに於い
て詩編を歌う習慣があったようである73。修道院に於いては、聖務日課に於いて宗教歌として歌われ、1週
間で詩編全編を通して朗唱される詩編唱の方式が6世紀以降に確立されると、中世を通じて広く浸透した74。
                                                      
71 FOURACRE, Paul: Frankish Gaul to 814, in: The New Cambridge Medieval History, II, c. 700- c. 900, ed. by McKITTERICK, 
Rosamond, Cambridge 2005, 102. 
72 DESOBRY 1974, 75-76. 
73 J. M. ハーパー／佐々木勉・那須輝彦訳『中世キリスト教の典礼と音楽』教文館 2010年、99頁。 
74 J. M. ハーパー、2010年、103頁。中世修道院における聖務日課での詩編朗唱のサイクルについては、同書巻末付録
2を参照。 
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扉絵やイニシアル、挿絵といったミニアチュールを伴う詩編写本は、中世を通じてキリスト教文化圏、即
ち西ヨーロッパ及びビザンティンの両地域で多く制作されたが、これらの多くに「竪琴を奏でるダヴィデ」
等の音楽を示すモティーフが頻繁に見られるのは75、詩編がもともと単に「読まれる」だけではなく、「歌
われる」ことを想定されたものであることを端的に示している。 
 或いはまた、詩編は個人の勤行の為に読まれたのみならず、初等教育の教科書としても用いられ、修道
士や司祭などの聖職者だけではなく、教育を受けた一般信徒にとっても暗記すべきものであった76。写本
の数が少ない初期中世に於いては特に、日々朗唱する詩編の暗記は重要視され、既にメロヴィング朝に於
いては、一般信徒の貴族であれば女性を含め、いくつかの詩編を一字一句記憶している必要があったよう
である77。その為に詩編集は写本の中でも生産量が多く、時祷書が登場する 14世紀までは、個人の祈祷に
於いて最も普及した一般的な祈祷書でもあった78。 
詩編写本は中世を通じて多く制作され、しばしばカンティカだけではなく、アンティフォナや特祷、朗
読、連祷やカレンダーを同時に収録した。詩編全 150編は用途或いはその地の習慣に応じて分割されるこ
とが多く、初期中世のアイルランドやゲルマン諸国では第 1, 51, 101編を区切りとした、3分割の方式が一
般的であった。ローマ式典礼では 1日 8回の時課に合わせ、第 1, 26, 38, 52, 68, 80, 97, 109編を始まりとす
る 8分割の方式が採られた。イングランドでは、聖アウグスティヌスによって齎されたローマの 8分割の
方式が元の 3分割方式と合わさり、第 1, 26, 38, 51, 52, 68, 80, 97, 101, 109の 10分割詩編が誕生した。ミラ
ノ周辺で広まった所謂『アンブロジア詩編 Psalterium Ambrosianum』もまたこれと同様の10分割の方式を
採っていた79。第 1, 41, 72, 89, 106編で区切る 5分割詩編も存在したが、稀であった。こうした詩編分割の
各分割の冒頭は、全頁大ミニアチュールやイニシアルなどの写本彩飾で強調され、目印とされることが多
かった。《コルビー詩編》は、第 1編は全頁大のイニシアルで飾られ、第 51, 101編のイニシアルはその他
の編と比較し大きめの、コラムひと幅分を占める大きさで強調されており、3 分割の方式を採用している
ことが確認出来る80。 
 個々の詩編写本がどのような目的・用途をもって制作されたかは、写本の形式から判断する必要がある
                                                      
75 例えば初期の詩編扉絵の例として《ヴェスパシアン詩編》（カンタベリー、8世紀第2四半期）の「竪琴を奏でるダ
ヴィデ」（fol. 30r）が挙げられる。中世の挿絵付き詩編写本を音楽的観点から論じたものとしては、以下が挙げられる。
SEEBASS, Tilman: Musikdarstellung und Psalterillustration im Fühen Mittelalter: Studien ausgehend von einer Ikonologie der 
Handschrift Paris Bibliothèque nationale fonds latin 1118, 2 Bde., Bern 1973; MARCHESIN, Isabelle: I’image organum: la 
représentation de la musique dans les psautiers médiévaux, 800-1200, Turnhout 2000.  
76 中世社会における詩編の役割については、以下に簡潔にまとめられている。Van der HORST 1996, 36-37. 
77 RICHÉ, Pierre: Éducation et culture dans l'Occident barbare, VIe-VIIIe siècles, Paris 1962, Eng. trans. by CONTRENI, John J.: 
Education and Culture in the Barbarian West, Sixth through Eighth Centuries, Columbia 1976, 461-464; メアリ ・ーカラザース／
別宮貞徳監訳 『記憶術と書物: 中世ヨーロッパの情報文化』工作舎 1997年、152頁。 
78 CALKINS, Robert G.: Illuminated Books of the Middle Ages, Ithaca, New York 1983. 
79 『アンブロジア詩編』は『ミラノ詩編』とも呼ばれる。テクストの詳細については、以下が詳しい。MAUR, H. J.: Das 
Psalmenverständnis des Ambrosius von Mailand : ein Beitrag zum Deutungshintergrund der Psalmenverwendung im Gottesdienst 
der Alten Kirche, Leiden 1977未入手. 
80 第1, 51, 101編に加え、外典詩編第151編のイニシアルも他のイニシアルと比較してやや大きいことから、本写本に
於いては第151編も一つの区切り目と想定されているのではないかという仮説を、和光大学の永澤峻教授から口頭で
ご教示頂いた。 
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だろう。例えば、ヒエロニムスによる三種のラテン語校訂版を併記した三欄対訳詩編（Psalterium Triplex）
は、一般信徒が普段の勤行で用いるものではなく、神学を営む修道士や高位聖職者によって使用されたも
のであろう81。詩編写本の中には、詩編著者としてのダヴィデ像や、テクストの内容に基づいてダヴィデ
伝が挿入されるのみならず、新約聖書からのキリスト伝も予型論的に表された、様々な挿絵付き詩編写本
も制作された。こうした挿絵付き詩編写本は先行研究に於いてはしばしば、初学者による詩編テクストの
記憶の補助手段の為に制作されたという推論がなされてきた。例えば中世の書物に於ける記憶術について
の大著を記したM. カラザースは、本写本とほぼ同時代の挿絵付き詩編写本であり、詩編の章句を逐語的
に絵画化した「リテラリスム82」の特徴を持つランス派の《ユトレヒト詩編》（ユトレヒト、大学図書館、
Ms. 32）の挿絵を、記憶への視覚的な入り口としての好例として挙げている83。カロリング朝写本の物語イ
ニシアルについて精査した Ch. ヤコビ＝ミアヴァルトはカラザースの説を受けて、《コルビー詩編》のイ
ニシアルも記憶を助ける機能を担った可能性を指摘している84。 
 《コルビー詩編》と称されるこの詩編写本がそもそも、どのような用途で制作されどういった機能を担
っていたのかについて、先行研究に於いては詳細には論じられてはいない。J. デゾブリーはその大きさか
ら、本写本が典礼での朗唱で用いられたものではないと考え85、L.ベセットは修道院での礼拝での朗唱に、
特に個人的な祈祷に使用される為のものであるという前提に立って論を展開している86。H. プリアムは同
写本の挿絵に女性像が多いこと、及び同写本との類似がしばしば指摘されるイギリス・ロマネスクの傑作
である《セント・オルバンス詩編》（ヒルデスハイム、ザンクト・ゴデハルト聖堂宝物庫）が女性個人の為
に制作された詩編写本であることから、女子修道院の為に制作された写本である可能性を示唆している87。
プリアムの説はあくまでも仮説にすぎず、もし仮に女子修道院の注文であるならば、コルビーと近しい女
子修道院を具体的に想定する必要があるだろう。《コルビー詩編》がコルビー修道院の図書館に留まり続け
たことを考えれば、何らかの理由の為に制作途中で用途が変更された可能性も考えられる。但し少なくと
も、同写本がコルビー修道院内で聖務日課の詩編朗唱に用いられたことは確かである。第一に、本写本は
彩色も質素であり、宮廷の貴族個人の為に制作されたものとは考え難く、修道院内で使用されることを想
定していたと考えるほうが自然である。例えばほぼ同時代の詩編写本であり、カール大帝によって教皇ハ
ドリアヌス 1世の為に注文された宮廷派写本《ダグルフ詩編》は、小型ながらもイニシアル頁は緋紫色の
羊皮紙を思わせる地の色の彩色と、金銀を多用した絢爛な装飾文字で埋められている。それに対して《コ
                                                      
81 コルビー修道院の12世紀の蔵書目録には、この対訳詩編集の記載がある。ベルリン、国立図書館、Ms. Phillips 1865, 
fol. 1r. 詳細は本章第1節C) 来歴を参照。 
82 詩編の章句を字義的に表す《ユトレヒト詩編》の「リテラル」な挿絵の特徴を指摘したのは、G. ベンソンである。
BENSON, Gertrude R./ TSELOS, Dimitri T.: New Light on the Origin of the Utrecht Psalter, in: The Art Bulletin 13, 1931, 3-79.  
83 CARRUTHERS 1990, 221-227. 
84 JAKOBI-MIRWALD, Christine: Text - Buchstabe - Bild: Studien zur historisierten Initiale im 8. und 9. Jahrhundert, Berlin 1998, 
136ff. 
85 DESOBRY 1974, 74. 
86 BESSETTE, Lisa: The Visualization of the Contents of the Psalms in the Early Middle Ages, Ph.D. dissertation, University of 
Michigan, 2005,  
87 PULLIAM, Heather: "The Eyes of the Handmaid": the Corbie Psalter and the Ruthwell Cross' in: Listen O Isles unto Me: Studies 
in Medieval Word and Image in Honour of Jennifer O'Reilly (ed. by MULLINS, E./ SCULLY, D.), Cork 2010, 262.
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ルビー詩編》は、顔料の中でも比較的安価であった緑青による緑色を基調としており88、高価な仔牛の皮
（vellum）ではなく羊の皮（parchment）が用いられている。第二に、ミニウムで朱書きされた各編の標題
から、同写本が聖務日課で朗唱される為に用いられた可能性が高いと考えられる。例えば「聖母マリアの
カンティクム」（fol. 136v）では、「聖マリアのカンティクム、晩課に（Canticum Sanctae Mariae ad vesperum） 」
と描かれているのが確認出来る（図 1-32）。退色の激しい標題文字は先行研究では殆ど触れられてこなか
ったが、この標題は聖母賛歌が 1日 8回の時課のうち晩課に朗唱される歌であることを示しており、同写
本が聖務日課で用いられたものであることの証左となるだろう。 
 
B) 同時代の挿絵入り詩編写本 
 8 世紀以降、写本の生産量の増加に伴い、挿絵を施された詩編写本も多く制作されるようになった。こ
れらの挿絵付き詩編本の間には当然ながら、写本の用途や制作地などによって、挿絵の性格に於いて大き
な差異があり、また必ずしも挿絵の主題と詩編テクストの内容に整合性があるとは限らない。以下では、
8-9世紀の挿絵付き詩編写本を、挿絵のレイアウト形式によって大別し、《コルビー詩編》の性格を明らか
にしておく。 
 カロリング朝の挿絵入り詩編写本の代表的作品である《ユトレヒト詩編》の研究に於いて鼓氏は、詩編
全編に渡ってテクスチュアルな挿絵を持つ詩編写本のレイアウト形式を以下の 4つ、即ち見出し挿絵形式、
欄内挿絵形式、欄外余白挿絵形式、物語付きイニシアル形式に大別して論じている89。ここではこれらの 4
つに加え、インキピット・ページとしての機能を持つ全頁大挿絵を加え、1) 全頁大挿絵、2) 見出し挿絵、
3) 欄内挿絵、4) 欄内余白挿絵、5) 物語イニシアル、の 5つに分けてそれらの代表的写本を挙げて特徴を
概観する90。尚、本論文で取り上げた主要な挿絵入り詩編写本は、別冊の資料 IVにカタログの形で基礎情
報を纏めた。 
 
1) 全頁大挿絵 
 詩編第 1編や詩編分割の冒頭部等に、全頁大ミニアチュールを配する形式である。古代末期写本に範を
取った形式であり、『福音書』写本の著者像に多く見られるが、詩編に於いても以下の写本に見られる。 
・《ヴェスパシアン詩編》（ロンドン、大英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I）、カンタベリー、8世紀第 2
四半期 
詩編第 26編（fol. 30v、図 1-33）に「ダヴィデと奏楽者達」の全頁大挿絵が挿入されている。尚、第 26編
                                                      
88 本章第1節D) ミニアチュールを参照。 
89 鼓みどり「テクスチュアルな詩篇挿絵のイメージ変換をめぐる一考察」『富山大学教育学部研究論集』第15号 富
山大学 2002年、103頁。西欧中世の詩編挿絵をレイアウト形式に従って大別し、詩編内容の視覚化の様相を通観す
るという試みは、挿絵形式の相違が挿絵サイクルの形成のみならず、絵画化に於ける時間表象や空間表象に対しいか
に重要であったかを考察するのに有用であろう。 
90 尚、西欧中世彩飾写本に於ける挿絵のレイアウト論について詳しく論じたものとして、以下が知られている。
MARTIN, Henri- Jean/ VEZIN, Jean (sous la direction de): Mise en page et mise en texte du livre manuscrit, Paris 1990. 
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は詩編の 8分割或いは 10分割方式に於いて全頁大挿絵やイニシアルによって強調される部分だが、同写本
の全頁大挿絵は制作当初は別の箇所、即ち失われた詩編第1編の対向頁に挟まれていたと考えられている91。 
・《ダーラム・カッシオドルス》（ダーラム、大聖堂図書館、B. II. 30）、ノーサンブリア、8世紀 
 詩編本文ではなく、カッシオドルスによる『詩編注解』をテクストとして持つ。扉絵として、組紐文や
幾何学文によって充填された枠の中に「勝利者としてのダヴィデ」（fol. 172v、図 1-34）と「竪琴を奏でる
ダヴィデ」（fol. 81v、図 1-35）の全頁大挿絵が現存するが、写本の冒頭部が失われていることから、制作
当初はおそらくもう 1点の全頁大挿絵があったと推測される。 
・《モンペリエ詩編》（モンペリエ、大学図書館、Ms. 409）、モンド湖周辺、788年以前 
竪琴を持つダヴィデ（fol. 1r、図 1-36）とキリスト（fol. 2v、図 1-37）が双方ともに、組紐文のあるアーチ
の下に立像形式で表されており、6世紀のラヴェンナにその手本が求められると考えられている92。金銀を
用いて彩飾された豪華写本であることから、恐らくはバイエルン公であったアギロルフィング家のタシロ
3世（Tassilo III, 741-796年頃）の為に制作された写本とされている。 
・《トロワ詩編》（トロワ大聖堂、Ms. 12）、ランス派（オーヴィレル修道院？）、9世紀前半 
第 51編の全頁第挿絵（fol. 41v図 1-38）のみが残されており、第 1, 101編の挿絵は現存しない。金色の枠
に縁取られた「エドム人ドエグのサウル王への密告」の場面から、《ユトレヒト詩編》と同じ古代末期写本
が手本であると想定されている93。 
・《ドゥース詩編》（オックスフォード、ボドレアン図書館、Ms. Douce 59）ランス派（オーヴィレル修道
院？）、9世紀中葉 
詩編第 51編（fol. 51v、図 1-39）、及び上記の《トロワ詩編》では失われた第 101編（fol. 100v、図 1-40）
が残されているが、冒頭の第 1編の挿絵は現存しない。緋紫色に染められた羊皮紙に、装飾付きの枠取り
絵画が全頁大挿絵として描かれており、対向頁は全頁大のイニシアルによるインキピット・ページとなっ
ている。 
・《アンジェ詩編》（アンジェ、市立図書館、Ms. 18）、サンス、サン＝レミ修道院（？）、842-850年頃 
線描に淡彩の同写本では、詩編第 1編の前に見開きで「竪琴を奏でるダヴィデ」と「奏楽者たち／書記家
たち」の 2点の全頁大挿絵が挟まれている（fol. 13v-14r、図 1-41）。同写本にはこの他に、プレファトリー
（序文）にシタールやプサルテリウムといった弦楽器の挿絵が描かれている94。 
・《ヴァチカンのアンブロジア詩編》（ヴァチカン、教皇庁図書館、Ms. Vat. lat. 83）ミラノ周辺、9世紀末
（？） 
                                                      
91 The Vespasian Psalter: British Museum, Cotton Vespasian A.I., ed. by WRIGHT, David Herndon, English Manuscripts in 
Facsimile 14, Copenhagen 1967, 24. 
92 Illuminierte Handschriften der Agilolfinger- und frühen Karolingerzeit (Einführung von MÜTHERICH, Florentine, Katalog von 
WEINER, Andreas), München 1989, 12, Kat. Nr. 1. 
93 ランス派の《ユトレヒト詩編》、《トロワ詩編》、《ドゥース詩編》は挿絵の類似から、カロリング朝写本画の研究史
に於いてその血縁関係が議論されてきた。越宏一氏は第51編挿絵が共通の手本に遡ることを簡潔に論じている。越宏
一『線描の芸術―西欧初期中世の写本を見る―』東北大学出版会 2001年、129-135頁。 
94 LEROQUAIS, Victor: Les psautiers: manuscrits latins des bibliothéques publiques de France, Macon 1940-1941, 19-24. 
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テクストとして『アンブロジア詩編』を持つ詩編写本であり、インスラー風の組紐文装飾によるイニシア
ルに加え、竪琴を奏でるダヴィデと書記家らの全頁大挿絵（fol. 12v図 1-42）を持つ。 
・《ミュンヘンのアンブロジア詩編》（ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm. 343）、ミラノ周辺、9世
紀末（？） 
テクスト、ミニアチュールともに上述のヴァチカン本との近似性が認められる。物語イニシアルを多く含
むが、竪琴を奏でるダヴィデと書記家らによる全頁大挿絵（fol. 12v、図 1-43）が、プレファトリ （ー序文）
の後に挟まれている。 
・《クルドフ詩編》（モスクワ、国立歴史博物館、Cod. grec. 129d）、コンスタンティノポリス（ステュディ
オス修道院？）、9世紀後半 
現存するビザンティンの挿絵入り詩編写本の最古のものである《クルドフ詩編95》は、全編に余白挿絵（後
述の d）を参照）を持つばかりでなく、巻頭に全頁大の扉絵（fol. 1v、図 1-44）を備える。顔料の剥落が激
しいが、竪琴を奏でるダヴィデとその両脇を固める奏楽者、そしてダヴィデの頭上のメダイヨンに、キリ
ストの胸像が描かれているのが確認出来る。 
 
2) 見出し挿絵 
 各詩編の冒頭部分に、複数の章句の内容が反映された 1 点の挿絵を配する形式である。後述の c) 欄内
挿絵形式と異なるのは、挿絵がテクストに対応して各編の内部に挿入されるのではなく、あくまでも各編
に先立ち、後続の詩編テクスト全体の内容を表す挿絵が配置される点である。 
・《ユトレヒト詩編》（ユトレヒト、大学図書館、Ms. 32）ランス派、オーヴィレル修道院、820-835年頃 
代表的作例として挙げられるのは、《ユトレヒト詩編》（図 1-45, 1-46）である。この挿絵形式では詩編各編
に対しひとつの挿絵が与えられるが、同写本では、詩編章句を多くのモティーフを用いてパノラマ構図の
中に絵画化しており、言葉そのものを逐語的に視覚化するリテラリスムの代表的作品として知られる。こ
の挿絵形式のこの他の例としては、11世紀のアングロ＝サクソン写本である《ハーレー詩編》（ロンドン、
大英図書館、Harley Ms. 608）や 12世紀イギリスのロマネスク写本《エドウィン詩編》（ケンブリッジ、ト
リニティ ・ーカレッジ図書館、Ms. R.17.1）、12世紀のアングロ＝カタランの《パリ詩編》（Paris, Bibliothèque 
Nationale, Ms. Lat. 8846）の 3点の《ユトレヒト詩編》のコピーが挙げられる。 
・《ザンクト・ガレン黄金詩編》（ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod.Sang. 22）、ザンクト・ガレン／
ソワッソン、870-900年 
後期カロリング朝の挿絵付き詩編写本として代表的な写本である同写本には、全頁大挿絵に加え、見出し
挿絵を備える。詩編標題と主に各編の冒頭に挿絵が置かれ、後続の詩編のテクストの内容に関わるダヴィ
                                                      
95 高氏は同写本を旧蔵者の名の正確な発音に基づき《クルドフ詩編》ではなく《フルドフ詩編》と表記すべきである
としている。高晟埈「『フルドフ詩篇』(モスクワ国立歴史博物館所蔵Cod.gr.129d)に関する諸問題」『新潟県立万代
島美術館研究紀要』第2号 新潟県立万代島美術館 2007年、1, 9-31頁。但し多くの研究者が《クルドフ詩編》の表
記・発音を用いており定着していることから、本論文中でも慣例に従い《クルドフ詩編》とする。 
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デ伝を中心とした場面が描かれているが、例えば第 51編の「サウル王の前のドエグ」（p. 122, 図 1-47）を
見れば明らかなように、詩編のあらゆる章句を視覚化しようとした《ユトレヒト詩編》とは異なり、《ザン
クト・カレン黄金詩編》ではモティーフは限定的であり、各編の章句の一部分を挿絵として絵画化してい
る。 
 
3) 欄内挿絵 
 欄内挿絵形式は、段落の冒頭のみならず、各編内にそのテクストに呼応する挿絵を配し、一つの詩編に
複数の挿絵が描かれる形式である。前述の 2) 見出し挿絵の形式に対して、テクストに対応した箇所に挿
絵を配置することが可能である。 
・《シュトゥットガルト詩編》（シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23）、825-830
年頃、サン＝ジェルマン＝デ＝プレ 
《ユトレヒト詩編》と並んでカロリング朝期の挿絵付き詩編本の代表作例として名高い。古代末期写本に
手本が遡るとされる同写本では96、枠取りされた挿絵がテクスト内の該当箇所に挿入されている。例えば
第 51編は、1編につき 2点の挿絵（fols. 64v-65r、図 1-48）を持つ。 
 この他、11世紀のイングランドの写本である《パリ詩編》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 8824）や、12世
紀のイタリア写本である《ハミルトン詩編》（ベルリン、国立美術館版画室、Hamilton 78 A 5）がこの形式
で挿絵を持つ。《ハミルトン詩編》は《シュトゥットガルト詩編》と異なり、見出し挿絵形式と同様に 1
編につき挿絵 1点の方式を採っている97。 
 
4) 欄外余白挿絵 
 対応する章句の欄外の余白部分に、対応するモティーフを描く挿絵形式であり、ビザンティンの所謂「修
道院的・神学的詩編」に多い98。この形式では一つの詩編に対して対応する章句毎に複数の挿絵が与えら
れることが多く、欄外に次々と図解出来るという点で、上述の二つの形式よりテクストに密接に対応した
逐語的な挿絵表現が可能である。 
・《クルドフ詩編》（モスクワ、ロシア国立図書館、Cod. grec. 129d）、コンスタンティノポリス（ステュデ
                                                      
96 C. ノルデンファルクが《シュトゥットガルト詩編》が6世紀北イタリアの手本に遡るとし、H. ベルティングは8
世紀末の北イタリアの、古代末期写本の特徴を残す写本をコピーしたものであると論じている。NORDENFALK, Carl/ 
GRABAR, André: Le haut moyen age. Du quatrième au onzième siècle, Genéve 1957, 145; BELTING, Hans: Probleme der 
Kunstgeschichte Italiens im Frühmittelalter, in: Frühmittelalterliche Studien, 1, 1967, S. 133. 
97 鼓みどり『ユトレヒト詩篇挿絵研究 : 言葉の織りなしたイメージをめぐって』中央公論美術出版 2006年、137頁。 
98 ビザンティンの詩編挿絵に関する総括的な研究書を刊行した J. J. ティッカネンは、余白挿絵を持つ写本を「修道院
的神学的詩編（Mönchisch-theologische Redaction）」とし、それに対して豪華な全頁第挿絵による詩編写本を「貴族的
詩編（Die aristokratische Psaltergruppe）」と分類している。TIKKANEN, Johan Jakob: Die Psalterillustration im Mittelalter, 
Helsinki 1895-1900, repr. Soest 1975, 3ff; 135ff. この用語法については、以下も参照。高晟埈「『フルドフ詩篇』(モスク
ワ国立歴史博物館所蔵Cod.gr.129d)に関する諸問題」『新潟県立万代島美術館研究紀要』第2号 新潟県立万代島美術
館 2007年、9頁、注6。本稿では挿絵のレイアウト方式を問題にしているので単純に「余白挿絵詩編」とする。 
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ィオス修道院？）、9世紀後半 
現存するビザンティンの余白挿絵詩編では最古のものである。1 段コラム形式のテクストの余白に、L 字
方に挿絵が施されている（fols. 45v-46r, 図 1-49, 1-50）。ビザンティンの欄外余白挿絵を持つ詩編写本はこ
の他、《テオドロス詩編》（ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 19352）や《バルベリーニ詩編》（ヴァティカ
ン、教皇庁図書館、Cod. Vat. Barb. gr. 372）、《パントクラトール詩編》（アトス山、パントクラトール修道
院、Cod. 61）、《パリ詩編》（パリ、国立図書館、Ms. gr. 20）等が挙げられる99。  
 このレイアウト形式を持つ西欧の作例はさほど多くはなく、10 世紀末以降、例えば《オドベルト詩編》
（ブーローニュ＝スュル＝メール、市立図書館、Ms. 20）等、特に注釈（gloss）を持つ詩編写本に見られ
るようになるが100、越宏一氏はこの欄外余白挿絵というレイアウト形式が、《ユトレヒト詩編》の見出し挿
絵より、リテラリスムに基づく詩編挿絵の発展段階として、より初期段階にあることを指摘している101。
事実、現存する最古の挿絵入り詩編写本である 7世紀の《ヴェローナ詩編》（ヴェローナ、カピトラーレ図
書館、Ms. 1）はこの形式をとっている102。 
 
5) 物語イニシアル 
 各詩編の冒頭を飾るイニシアルの中で図像を展開し、詩編内容を視覚化する形式である。イニシアルに
挿絵を組み込む「物語イニシアル103」という表現方法は西欧では写本装飾全般に広く用いられ、13世紀以
降の大半の詩編本がこの挿絵形式を採用している104。原則として 1編につき 1点のイニシアルしか持たな
いので、必然的に挿絵も詩編内容に関わるひとつの主題を限定的に表すことが多い。 
・《ヴェスパシアン詩編》（ロンドン、大英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I）、カンタベリー、8世紀第 2
四半期 
                                                      
99《テオドロス詩編》を中心としたビザンティンの余白詩編挿絵について、辻絵理子氏による博士論文がある。辻絵理
子「ビザンティン余白詩篇研究−『テオドロス詩篇』とストゥディオス修道院工房−」早稲田大学学位論文、2012
年（2016年現在未刊）。 
100 鼓氏はこの他に《バリー詩編》（ヴァティカン、教皇庁図書館、Cod. Reg. lat. 12）、《オドン・ダスティ詩編註解》（パ
リ、国立図書館、Ms. Lat. 2508）、《マントヴァ詩編》（マントヴァ、市立図書館、C. III. 20）の4点の西欧に於ける欄外
余白挿絵詩編及び詩編註解本を挙げている。鼓 2002, 108頁を参照。 
101 越宏一『線描の芸術―西欧初期中世の写本を見る―』仙台、東北大学出版会 2001年、106-107頁を参照。 
102 《ヴェローナ詩編》は現存する最古の挿絵入り詩編写本としてしばしば言及されるが、しかしながら十分な先行研
究があるとは言えず、殆ど唯一のモノグラフィーとして挙げられるのはA. ゴルトシュミットによる1900年の論文で
ある。GOLDSCHMIDT, Adolph: Die ältesten Psalterillustrationen, in: Repertorium für Kunstwissenschaft, 23, 1900, 265-273. 尚、
《ヴェローナ詩編》に関しては、別冊資料 IVのカタログを参照。 
103 「物語イニシアル」は ‘historiated initial’（英）、 ‘historisierte Initiale’（独）、 ‘initiale historiée’（仏）の訳語として用
いる。越氏は「物語付きイニシアル」と訳している一方（infra）、多くの研究者らは「物語イニシアル」としている（infra）。
本論文中では用語法の統一を優先し「物語イニシアル」とする。イニシアルの研究史に於ける用語法の問題について
は第3章で詳しく論じる。越宏一「西洋中世の写本芸術」『西洋中世の彩飾写本 ファクシミリ展』東京藝術大学藝術
資料館 1984年、14頁; 同著『西洋美術論考 : 古代末期・中世から近代へ』中央公論美術出版 2002年、; 鼓 2007、
126頁; 近藤真彫「12世紀シトー会写本の挿絵芸術：修道院長ステファヌスと『シトー派第一様式』」『工学院大学共通
課程研究論叢』47 (1)、工学院大学 2009年、58頁、その他多数。  
104 13世紀の物語イニシアルに関する研究として、PETERSON, Elizabeth Anne: Iconography of the Historiated Psalm Initials 
in the thirteen Century French Fully Illustrated Psalter Group, Ph. D. diss., University of Pittsburgh, Pittsburgh 1991が挙げられる。 
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全頁大挿絵に加え、第 26編（fol. 31r、図 1-51, 1-52）、第 52編（fol. 53r、図 1-53, 1-54）に、それぞれダヴ
ィデ伝の一部である「ダヴィデとヨナタン」（『サムエル記 上』第 18章）、「ライオンと熊を倒すダヴィデ」
（『サムエル記 上』第 17章 32-37節）の場面が表されている。同写本は、DやO、Bといった開口部を持
つイニシアルのその内部空間に図像を表す「図像を閉じるイニシアル（Bildeinschluß-Initiale）105」最初期の
写本である。 
・《コルビー詩編》（アミアン、市立図書館、Ms. 18）、コルビー、800-810年頃 
本写本では図像の示す主題が不明瞭なものも多く、人物像を持つイニシアルの全てがその後続のテクスト
に関わる内容であるとは言い難い。しかし全 156点のイニシアルのうち計 60点が人物像を伴っていること
から、全編に渡って挿絵を施された《ユトレヒト詩編》や《シュトゥットガルト詩編》と並んで、カロリ
ング朝期の代表的詩編挿絵として論じられることが多い。「図像を閉じるイニシアル」に加え、人物像や動
物といったモティーフそれ自体で文字を組み立てる「形象イニシアル（Figureninitiale）」も多く見られる。 
・《ミュンヘンのアンブロジア詩編》（ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm. 343）、ミラノ周辺、9世
紀末（？） 
全頁大挿絵に加え、人物像を伴う物語イニシアルを持つ（図 1-55, 1-56）。「図像を包囲するイニシアル」と
「形象イニシアル」の双方の特徴が混在したイニシアルが見られ、初期の《ヴェスパシアン詩編》や《コ
ルビー詩編》と比較して、文字の装飾システムが複雑化していることがわかる。 
 時代の降った作例では、後期オットー朝写本である《ヴェルデン詩編106》（ベルリン、国立図書館、
Preussischer Kulturbesitz, Ms. Theol. Lat. Fol. 358）や、先項で挙げた《オドベルト詩編》にも物語イニシアル
が多数見られる他107、全詩編がキリスト伝を中心とした物語イニシアルによって始まり、図像表現を伴わ
ない装飾イニシアルを一切持たない、イギリスのロマネスク写本《セント・オルバンス詩編》等が残され
ている。 
 通常、各詩編の冒頭は 1点のイニシアルによって強調されるので、この形式ではそのイニシアルに続く
テクストを挿絵に反映させることが出来る。但し挿絵の有無及び主題選択は文字の形体に大きく依存する
ので、全てのイニシアルに挿絵が施されるとは限らない。 
  
 以上の 5つの詩編挿絵に於けるレイアウトの形式を対照させて明らかになるのは、イニシアル装飾に挿
絵を組み込むというこの方法に於いては、他の挿絵形式と比較して原則的に一編につき一主題が選ばれる
                                                      
105 JAKOBI-MIRWALD 2015, 56-57; 59. イニシアルの研究史に於ける用語法の問題は、第3章を参照。 
106 《ウェルデン詩編》のモノグラフとしては、以下が挙げられる。KAHSNITZ, Rainer: Der Werdener Psalter in Berlin, Ms. 
Theol. Lat. Fol. 358. Eine Untersuchung zu Problemen mittelaltericher Psalterillustration, Beiträge zu den Bau- und 
Kunstdenkmälern im Rheinland 24, Düsseldorf 1979; 拙稿「《ヴェルデン詩編》: Werdener Psalter : Berlin, Staatsbibliothek zu 
Berlin, Preussischer Kulturbesitz, Ms.theol. lat. Fol. 358」（研究プロジェクト報告）『東京芸術大学西洋美術史研究室研究紀
要』第12号 2014年、80-85頁。 
107 《オドベルト詩編》の物語イニシアルについては、以下の文献を参照。KAHSNITZ, Rainer: Der christologische Zyklus 
im Odbert-Psalter, in: Zeitschrift für Kunstgeschichte, 51, 1988, 33-125; idem: Frühe Initialpsalter, in: The Illuminated Psalter: 
Studies in the Content, Purpose and Placement of its Images (ed. by BÜTTNER, Frank O.), Turnhout 2004, 137-155; DENNY, 
Don: The Historiated Initials of the Odbert Psalter, in: Studies in Iconography 14, 1995, 51-82. 
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傾向にあるということ、しかしながら図像表現を展開せず、単に幾何学模様や動植物のみによって構成さ
れる装飾的なイニシアルも多数含むことが多い、ということの 2点である。《コルビー詩編》をはじめとす
る、物語イニシアルによる挿絵入り詩編本が、続く詩編テクストの内容を逐語的に視覚化する所謂テクス
チュアルな詩編の挿絵サイクルという観点から、しばしばレイアウト形式が度外視され、異なる挿絵形式
による詩編本と並置されて取り扱われてきた。しかしながらヤコビ=ミアヴァルトが本作品のイニシアル
について、「モティーフの選択の際にはイコノグラフィー上の理由ではなく、文字形体が決定的な役割を担
う108」と指摘しているように、物語イニシアルでは先ず、そこに組み込むべき文字の形体それ自体という
前提条件が存在し、それが主題選択或いは図像生成に於ける要因のひとつとなっているのである。それ故
《コルビー詩編》は、全頁大挿絵や見出し挿絵、欄内挿絵、欄外余白挿絵といった、その他のレイアウト
形式を採用する詩編写本と同等にイコノグラフィーの問題を扱うことは出来ない。物語イニシアルという
特殊な挿絵形式に於いては、物語図像の主題特定や図像生成の過程を解明するイコノグラフィカルな手続
きに於いても、文字装飾の伝統に留意する必要があるのである。 
 
 

 
 《コルビー詩編》についての基本的な情報は、以下のように纏められる。制作年代及び制作地は、9 世
紀初頭のコルビー修道院のスクリプトリウムと見て間違いないだろう。本写本が制作された時期には、カ
ロリング朝フランク王国の領土が西ローマ皇帝となったカール大帝のもとで最大版図へと達し、その領土
内でもコルビー修道院は有数の知的中心地であった。同修道院には、カール大帝の宮廷サークルに出入り
のあった知識人らを通して、宮廷の中枢との知的・政治的交流もあっただろう。しかし本写本それ自体に
ついての、注文主或いは用途といった具体的な制作経緯は不明であり、同じ写本画家によるミニアチュー
ルを持つ写本が 2点残されていること以外、イニシアルを描いた写本画家についての情報も無い。 
 本写本の特徴は、イニシアルによって詩編の挿絵を施すという、物語イニシアルという挿絵形式をとっ
ていることである。図像を多く持つ詩編写本としても、多様な装飾語彙によるイニシアルを多く持つ写本
としても、カロリング朝期には有数の作例である。こうした特徴を踏まえて、次章では《コルビー詩編》
を巡る先行研究を概観したい。 
 
 
 
 
 
 
                                                      
108 JAKOBI-MIRWALD 1998, 142-143. 
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 本章では、《コルビー詩編》のイニシアルに関する美術史学に於ける先行研究を、主に様式批判と図像学
との 2つの点から概観し、その成果と限界を示した上で問題提起を行う。 
 《コルビー詩編》の芸術性はその先行研究に於いて、様式的には主に二つの解釈が与えられてきた。即
ち、J. ポルシェや O. ペヒトに代表される、カロリング朝の宮廷派写本画を当時の主流の芸術的動向と見
なし、本作品を「プレ＝カロリング」と位置付ける解釈と、U. クーダーによる、当時の芸術の多様性を認
めた上で、本作品をカロリング朝芸術の中に位置付けようとする解釈とである。同写本のこうした様式解
釈にはそもそも、「カロリング朝芸術とは何か」という大前提が反映されている。 
 図像研究については、J. ポルシェや U. クーダーによる、テクストと図像との照合に基づいた図像系譜
学的研究以降は、L. ベセットやH. プリアムの研究に代表されるように、詩編の朗読に際する瞑想や不可
視のものの視覚化といった、修道院に於ける詩編の役割や挿絵の機能といった点にその中心が移行してい
る。比較に挙げられるのは主に同時代の詩編挿絵だが、イニシアルという特殊な挿絵形式を採る本作品の
図像ではしばしば、単にその独創性が強調されるに留まってきた。ここでは近年の研究動向を踏まえた上
で、問題提起を行う。即ち、本作品の図像の独創性を解明するには、テクストや他の詩編挿絵との比較だ
けではなく、文字装飾の伝統という観点からの研究が不可欠と言える。 
 
 
 1 	
 
 
 第 1 章では本作が 9 世紀初頭のコルビーで制作されたことを確認したが、この時代はカロリング朝
（751-987 年）フランク王国に於いて、まさにカロリング・ルネサンスと呼ばれる文芸復興運動が開花し
ようとしていた時代である。それ故に本作は対立する 2つの様式、即ち所謂インスラー芸術という蛮族の
伝統と、中世美術史に於ける大々的な古代復興であったカロリング朝芸術との二項対立の間でどう位置付
けられるべきかが先行研究に於ける様式上の争点であった。 
 
A) バルバロイの伝統としてのプレ・カロリング芸術 
 多くの美術史家は《コルビー詩編》のイニシアルの様式を、カロリング朝に於ける古代復興運動以前の
芸術、すなわち「プレ・カロリング」の、「バルバロイの」芸術と解釈した。 
 中世芸術研究全般に於ける古典古代の復興と存続の問題への偏重を批判し、《コルビー詩編》の装飾イ
ニシアルを一つの反古典主義、即ちバルバロイの伝統に恩義を持つ作例の一つとして挙げたのはペヒトで
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ある。ペヒトの小論稿「初期ロマネスク芸術のプレ・カロリングの淵源1」は、当時（1960 年代前半）の
中世美術史研究を度重なる「ルネサンス」から説明しようとする動向を批判的に捉え2、プレ・カロリング
とロマネスクの芸術性に於けるバルバロイ芸術の貢献として取り上げるものであり、この約 300年間の開
きのある 2つの芸術の様式に通底する特徴として、「再現的要素の非再現的構造への従属と適応が新たなる
存在や複合体の創造に帰結する3」という原理が指摘されている。この原理は更に 4つの特徴、即ち、「イ
ニシアルのアニミスティックな着想4」、「（動物の）棲み付いた唐草5」、「形体の変幻自在な発展の原理6」、
「全ての芸術的形体の両面価値7」で説明されており、これらの特徴の殆どがペヒトによれば、《コルビー
詩編》のイニシアル芸術に既に見出される8。 
 第一の、「イニシアルのアニミスティックな着想」については、ペヒトはまずメロヴィング朝写本に典型
的な鳥魚文イニシアル（図 2-1）と、ミシェリによって《コルビー詩編》との様式的類似が指摘された 8
世紀末の写本9《エッセンの福音書》（エッセン、大聖堂宝物庫）の動物イニシアル（図 2-2）の比較から始
めている10。前者に於いては文字を形成する垂直軸・水平軸に鳥と魚のモティーフが当てはめられ、諸部
分が単純に「マッチ棒のように11」繋げられているのに対し、後者に於いては二つの四足獣の接合点が単
純に文字の角には置かれていないことによって、文字には四足獣の激しい動きが生じているという点は、
《コルビー詩編》では例えばイニシアル N（図 2-3）に於けるモティーフ同士の襲撃による連結とそこか
ら生まれる文字の活性化を例に説明されている12。 
 第二の、「棲み付いた唐草（inhabited scroll）」はペヒトによれば、既に古代末期に見られたものがプレ・
カロリングのインスラー芸術に於いて花開き、紀元一千年前後のアングロ＝サクソン芸術を介してロマネ
スクで完成されたとしている13。この「動物の棲み付いた唐草」の概念はイニシアル芸術にも、動物或い
は人間像の「棲み付いたイニシアル（inhabited initial）」として転用されるが、ペヒトは《コルビー詩編》
                                                      
1 PÄCHT, Otto: The Pre-Carolingian Roots of Early Romanesque Art, in: Romanesque and Gothic Art, Studies in Western Art 1, 
Acts of the Twentieth International Congress of the History of Art, Princeton 1963, 67-75. 
2 ペヒトはここで、E. パノフスキーが1960年に発表した「ルネサンスとリナスシンズ」で引用されたW.イェーガー
による、中世に於ける絶えざるルネサンス運動を自明のものとして考える言葉を挙げて批判している。PÄCHT 1963, 67, 
note 1; PANOFSKY, Erwin: Renaissance and Renascences in Western Art, Stockholm 1960. [邦訳：中森義宗・清水忠訳『ルネ
サンスの春』思索社 1973年、16頁、249頁注12]; JÄGER, Werner: Humanism and Theology, Milwaukee 1943, 23. 
3 PÄCHT 1963, 71: “...in which the submission and adaptation of representational elements to non-representational structures, be 
they ornament, the shape of a letter or of an architectual member, results in the creation of new entities or compounds.”  
4 PÄCHT 1963, 70: “There is, first, the animistic concept of the initial.” 
5 PÄCHT 1963, 71: “Other instances are the inhabited scroll, …” 
6 PÄCHT 1963, 71: “...common to pre-Carolingian and  Romanesque art is the principle of the kaleidoscopic development of 
form.”   
7 PÄCHT 1963, 73: “…phenomenon is the ambivalence of all artistic form.” 
8 PÄCHT 1963, 70. 
9 MICHELI, Geneviève Louise: L’Enluminure de haut moyan âge et les influences irlandaises, Brussels 1939, 84. 
10 PÄCHT 1963, 68-69; PÄCHT, Otto: Buchmalerei des Mittelalters, München 1984, 51-53. 
11 PÄCHT 1963, 69. 
12 PÄCHT 1963, 70; PÄCHT 1984, 54. 尚、メロヴィング朝写本の静的な鳥魚文イニシアルから《コルビー詩編》の活気
あるイニシアルへの発展段階の仲介を成すものとして、アレクサンダーは 8 世紀前半の《ヨブ記注解》（Cambrai, 
Bibliothèque Municipale, Ms. 470）のイニシアルを挙げている。ここではＶの形体に合わせて身体をくねらす海獣とそれ
を踏みつける人物像の激しい格闘が文字に生命を与えている。ALEXANDER, Jonathan James Graham: The Decorated 
Letter, London 1978, 11. 
13 PÄCHT 1963, 71-72. 
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のイニシアルは挙げておらず、10世紀のアングロ＝サクソン写本のイニシアルをその初期の例として挙げ
ている14。 
 「形体の変幻自在な発展の原理」はこの特徴の発展上にある。ペヒトは《コルビー詩編》の「海中へ投
じられるヨナ」のイニシアル（図 2-4）を例示し、ある一つの物質が素早くまた別のものへ、人間から動
物へ、動物から植物へ、有機体から非有機体へと変形するこの原理をまた別の著作では「カレイドスコー
プ的メタモルフォーゼ（kaleidoskopische Metaohorphose）15」と名付けている。
 プレ・カロリング朝芸術とロマネスク芸術に共通する原理としてペヒトが最後に挙げた、「全ての芸術的
形体の両面価値」は「主要なものと副次的なものの、或いは伴奏と主題の互換性、即ちデザインの対位法16」
とも換言されており、《リンディスファーン福音書》に見られるような地と図の相互互換性について、イン
スラー芸術の研究史に於いて指摘されてきた概念である17。 
 これら 4つの原理による、「再現的要素の非再現的構造への従属と適応が新たなる存在や複合体の創造へ
の帰結」として、ペヒトは《コルビー詩編》のイニシアルを、古典古代の復興という当時の芸術的機運に
逆らった、バルバロイの芸術として解釈している。それが最も特徴的に現れているのは、彼が C. ノーデ
ンファルクによる指摘18に賛意を示しつつ、《コルビー詩編》のイニシアル芸術の同時代に於ける異端性と
ロマネスクの到来を予告する先駆性を指摘した以下の言葉である。 
  
「《コルビー詩編》の芸術性は二重の意味でアナクロニズムである。インスラーと大陸の双方の
バルバロイの伝統に染まっているので、同時代であるシャルルマーニュ支配下の宮廷芸術の基
準から判断するとアルカイックである。他方、それは時代を遙かに先取りし、来たるべき遠い
未来の青写真を含んでいる」 
 
                                                      
14 ここで挙げられているのは10世紀ウィンチェスター派の《ユニウス詩編》（オックスフォード、ボドレアン図書館、
Ms. Junius 27）のイニシアルである。PÄCHT 1963, 71-72; PÄCHT 1984, 82. 尚、《コルビー詩編》ではこの「（人間像や
動物の）棲み込んだイニシアル」の前段階を示すものが見られる。これについては以下第3章で論じる。 
15 PÄCHT 1984, 53. 同様の表現はノルデンファルクにも見られる。NORDENFALK 1957, 142. 
16 PÄCHT 1963, 73: “... the interchangeability or major and secondary, or accompanying, themes, a counterpoint way of design.” 
17 《ダロウの書》から《リンディスファーン福音書》への動物文・幾何学文の発展における地と図の関係についてT. D. 
ケンドリックが分析しており、それ以降インスラー芸術の様式分析に於いて、M. シャピローによる「視覚的対位法」
や J. J. G. アレクサンダーによってこの「形体の交替と対位法」といった言葉が用いられている。KENDRICK, Thomas 
Dowing: Anglo-Saxon Art, to A. D. 900, New York 1938, 107-108; SCHAPIRO, Meyer: The Decoration of the Leningrad 
Manuscripts of Bede, in: Scriptorium 12, 1958, 191-207, repr. in: Late Antique, Early Christian and Medieval Art, Selected Papers: 
Meyer Schapiro III, New York 1979, 204; ALEXANDER, Jonathan James Graham: Insular Manuscripts, 6th to the 9th Century, 
London 1978, 10. 
18 PÄCHT 1963, 70. ペヒトはここで、「実際に、シャルルマーニュの時代には既にヨーロッパ芸術が、もしその道から
外れることが無ければそこで頂点を迎える筈であったロマネスク様式へと向かって動いていた徴候がある」というノ
ルデンファルクの主張に賛同している。NORDENFALK, Carl: Early Medieval Painting, Stockholm 1957, 142: “Indeed there 
are indications already in the days of Charlemagne European art was moving towards the Romanesque style in which it would have 
culminated, had nothing deflected it from its path.”  
19 PÄCHT 1963, 70: “The art of the Corbie Psalter is an anachronism in a double sence. Steeped as it is in the Barbarian tradition of 
both insular and Continental art, it is archaic when judged by the standards of the official art of Charlemagne’s reign, with which it is 
contemporary; on the other hand, it is far ahead of its time and contains the bluepoint of things to come in the distant future.” 
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ペヒトは《コルビー詩編》のイニシアルを、二つのバルバロイの芸術という「プレ・カロリング朝20」の
所産の発展形としており、古代の復興を志向したカロリング朝の宮廷芸術との対極に位置付けているので
ある。 
 ここで重要なのは、ペヒトによるこの様式的位置付けの言葉の裏に、翻って、ペヒト自身が既に指摘し
ているように、カロリング朝芸術の主流を宮廷芸術、古典古代を志向する芸術に代表させるという美術史
研究の風潮が伺えるという点である。文化的・芸術的動向と歴史の時代区分は必ずしも一致するとは限ら
ず、政治史上の時代概念と美術史上の時代概念に不一致が見られることは珍しくはない。カロリング朝に
於いてもそれは顕著であり、歴史的にはフランク王国の第 2王朝であるカロリング朝は 751年にピピンに
よって始まるが、「カロリング朝芸術」と言った時には所謂カロリング・ルネサンス、即ちカール大帝とル
イルイ敬虔帝の 2代の治下に渡って宮廷が中心となって牽引した、古典古代に刺激を受けた芸術とその発
展を示すことが多い。《コルビー詩編》の制作年代の同定が研究史に於いて 8世紀末から 9世紀初頭の間で
揺れ動いていたとはいえ、明らかにカロリング朝時代に入ってからの作品であるにも関わらず、多くの美
術史家らによって「プレ・カロリング」という言葉で形容されてきたことからも分かるように、「カロリン
グ朝芸術」が中世美術史に於いて意味するものは、まず第一にルネサンスと称される復興運動だったので
ある。 
 
B) カロリング朝に於ける地方芸術 
 ペヒトが《コルビー詩編》のイニシアルの造形的特質を反古典的な蛮族の遺産に帰したのに対して、本
作に同時代の宮廷芸術との一定の共通項を見出したのは、初期中世写本画の泰斗 J. ポルシェであった。 
本写本は第 1章で論じたように、修道院のスクリプトリウムで制作され、恐らくは初めから修道院内で
用いることを前提とされた写本であり、同時代のカール大帝の宮廷派或いは宮殿派による、緋紫色の羊皮
紙に金銀を多用した豪華写本21とは一線を画すものである。しかしながら修道院写本と宮廷派写本という
差異は、ポルシェによれば、より一般的な時代様式の共通性、或いは写本画家の手の類似を完全に否定す
るものではなかった。 
ポルシェは《コルビー詩編》のイニシアルと《ゴデスカルク典礼用福音書抄本22》(パリ、国立図書館、
Ms. , Nouv. acq. lat. 1203)とを取り上げた論考や、「形態の宇宙」のシリーズ名を持つヨーロッパ美術史の通
                                                      
20 ペヒトは1984年の著書に於いても同様に、本写本の成立時期がカロリング朝に帰されるとしても、そのイニシアル
がプレ・カロリングの芸術意欲を示していることを指摘している。PÄCHT 1984, 54. 
21 カール大帝宮廷派の写本画についての近年の研究は以下を参照。MÜTHERICH, Florentine: Die Erneuerung der 
Bucjmalerei am Hof Karls des Großen, in: 799 Kunst und Kultur der Karolingerzeit, Karl der Große und Papst Leo III. in Paderborn 
(hgg. von STIEGEMANN, Christoph/ WEMHOFF, Matthias), Mainz 1999, 560-609. 
22《ゴデスカルクの典礼用福音書抄本》についての詳細は、以下を参照。REUDENBACH, Bruno: Das 
Godescalc-Evangelistar: ein Buch für die Reformpolitik Karls des Großen, Frankfurt am Main 1998; Tresors carolingiens: livres 
manuscrits de Charlemagne a Charles le Chauve (ed. par LAFFITTE, Marie-Pierre/DENOËL, Charlotte./BESSEYRE, 
Marianne/CAILLET, Jean-Pierre), Paris 2007, 93-34; CRIVELLO, Fabrizio/ DENOËL, Charlotte/ ORTH, Peter: Godescalc 
Evangelistar: eine Prachthandschrift für Karl den Großen, Darmstadt 2011. 
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史の『民族大移動期のヨーロッパ』と『カロリング朝美術』の巻の一節で、《ゴデスカルク典礼用福音書抄
本》をそれ以降の宮廷派写本と区別した上で、同写本と《コルビー詩編》の様式的類似を指摘している23。
《ゴデスカルクの典礼用福音書抄本》は、シャルルマーニュがその妻ヒルデガルトの為にゴデスカルクと
いう写字生に命じて制作させたもので、781-783年の間に完成された24豪華写本であり、献呈詩からその注
文主とその経緯、写字生の名が分かる写本の一例である25。カール大帝の宮廷派写本は同写本を含め 8 点
が知られているが26、《ゴデスカルク典礼用福音書抄本》はその最初期の例であり、ポルシェによればそれ
以降の作品と様式的に区別される27。まずポルシェは、このカール大帝宮廷派の最初の写本の福音書記者
像のミニアチュールの縁取りの装飾に注目し、ブリテン諸島の写本に多く見られた角が梭形を成す組紐文
や櫛形文（図 2-5, 2-6）という装飾モティーフの面からして、同写本の挿絵が「バルバロイの」手によるも
のであるとする28。更には、正面観で描かれたキリストの黒く太い眼や輪郭線の縁取りといった「オリエ
ント的手法」或いは「シリア的」な雰囲気が、《ゴデスカルク典礼用福音書抄本》と《コルビー詩編》の両
者（図 2-7, 2-8）に於いて非常に類似している29として、《コルビー詩編》をカロリング朝の世紀に於ける最
高傑作の一つ30と評価しているのである。 
但しポルシェに於いて留意しておかなければならないのは、彼があくまで《ゴデスカルクの典礼用福音
書抄本》と《コルビー詩編》との間に様式的類似性を認めながらも、前者が宮廷周辺で制作されたもので
あるのに対し、後者が宮廷から離れた「地方の」芸術であるという点である31。ポルシェは「カロリング
朝芸術」という呼称が一般的にはカロリング朝の宮廷周辺の芸術を指している事実を指摘した上で、実際
にはカロリング朝の写本画だけを取り出しても多くの流派が存在し、それらを細分化して説明している。
即ち、ポルシェの見解は次のようにまとめられるだろう。カロリング朝芸術はそもそも様式的には一枚岩
                                                      
23 PORCHER 1957, 54: “Sauf erreur jamais ce Psautier don’t nombre d’images sont restées à l’état de dessins n’a été mis en 
parallèle avec l’Évangeliaire de Charlemagne; je suis persuade cependant que l’un et l’autre appartiennent à la meme lignée.” 
24 PORCHER, Jean : Les Manuscrits à peinture, in: L'Empire carolingien (ed. par HUBERT, Jean/ PORCHER, Jean/ VOLBACH, 
Wilhelm Friedrich), L’univers des formes v. 13, Paris 1968, 75. 
25 献呈詩の翻刻及びドイツ語訳は以下を参照。CRIVELLO, Fabrizio/ DENOËL, Charlotte/ ORTH, Peter: Godescalc 
Evangelistar: eine Prachthandschrift für Karl den Großen, Darmstadt 2011, 42-48. 
26 《ゴデスカルク典礼用福音書抄本》、《サン・マルタン・デ・シャン福音書》（パリ、アルセナル図書館、Ms. 599）、
《アダ福音書》（トリーア、私立図書館、Cod. 22）、《ダグルフ詩編》（ウィーン、国立図書館、Cod. Vind. 1861）ハーレ
ー福音書》（ロンドン、大英図書館、Ms. Harley 2788）、《サン・リキエ福音書》（アブヴィル、市立図書館、Ms. 4）、《サ
ン・メダール・ド・ソワッソン福音書》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850）、《ロルシュ福音書》（アルバ・ユリア、Batthyaneurn 
II. 1/ ヴァティカン、教皇庁図書館、Pal. lat. 50）である。以前は「アダ派」と呼ばれていたこれらの写本グループに「カ
ール大帝宮廷派」の呼称を与えたのは、『カロリング朝の写本画』の名で刊行され続けたカロリング朝写本画のコーパ
スの著者であるW. ケーラーである。KOEHLER, Wilhelm: Die karolingischen Miniaturen, Bd. 2, Die Hofschule Karls des 
Großen, Berlin 1958. 
27 PORCHER 1968, 78. 尚ここでポルシェは、ゴデスカルク以後のカロリング朝芸術に於ける古代ローマ帝国的発想へ
の方向転換、即ちカロリング・ルネサンスの鼓吹者として、カール大帝の伝記作家であったアインハルト（775頃-840
年）の名を挙げている。 
28 PORCHER 1968, 75: “Mais l’ouvrage, ne serait-ce que matériellement, est d’exécution « barbare». ” 
29 PORCHER 1968, 78 :  “il suffit d’ouvrir ceux-là pour y retouver toutes les caractéristiques de l’Évangéliaire, et nous comprenons 
alors à quoi tient chez Godescalc cet air «syrien »...  ” 
30 PORCHER 1957, 54: “…l’un des grands chefs-œuvre du siècle carolingien.” 
31 PORCHER 1957, 51; idem: La peinture provinciale, in: Karl der Grosse, Lebenswerk und Nachleben: das Geistige Leben, 
Düsseldorf 1965, 54. 
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ではなく、そこには地域差や系譜の差が認められる。《コルビー詩編》は宮廷芸術とは区別されるべき地方
芸術であり様式的にはバルバロイのそれに帰されるが、「カール大帝宮廷派」とされる一連の写本グループ
に於いても、それ以降の宮廷派と区別される最初期の作品《ゴデスカルク典礼用福音書抄本》と《コルビ
ー詩編》は、制作された環境や経緯の差に関わらずその挿絵の装飾モティーフや人物像の面貌表現に於い
て類似が認められる。《コルビー詩編》のイニシアルの芸術性をバルバロイの伝統の恩義に帰しているとい
う点ではペヒトとポルシェは共通しているが、ポルシェは地域差や流派の違いといったカロリング朝芸術
の多様性を前提とした上で、このコルビーの写本とゴデスカルク写本の様式的類似、より具体的には、両
者の手の近さ、画家の出自の近さを指摘しているのである32。 
 
C) カロリング朝美術としての《コルビー詩編》 
 ポルシェがカロリング朝期の写本画の様式的多様性を前提とした上で、《コルビー詩編》の写本画の造形
的特質を、線描を基調とした修道院写本として単に宮廷芸術と別個に考えたのではなく、同時代の宮廷芸
術に於ける豪華写本の最初の作例であるゴデスカルク写本との間に手の類似を見出したのに対し、ゴデス
カルク以降のカールの宮廷派写本-ポルシェが《ゴデスカルクの典礼用福音書抄本》の様式からは一線を
画す新しい宮廷芸術と考えた-のうちにも、コルビー写本のイニシアルとのより一般的な時代様式の共通
性を発見したのが、U. クーダーである。 
 クーダーは《コルビー詩編》のイニシアルをモノグラフィックに研究した 1977年の学位論文、及び、同
写本の幾つかのイニシアルを取り上げた 1993年の論文に於いて、カール大帝宮廷派の一連の写本群と《コ
ルビー詩編》との間には「帝国の写本」と「修道院の写本」であるという差異があれども、その差異は芸
術的特質には影響を与えるものではないとし、《コルビー詩編》のイニシアルとカール大帝宮廷派写本の挿
絵とを比較し、そこに様式的類似点を見出している33。 
 クーダーは主に人物像の表現にその共通項を指摘している。《コルビー詩編》の詩編第 103編イニシアル
B（fol. 84v、図 2-9）の開口部に表された二人の女性の胸像と、《サン＝リキエ福音書》の福音書記者マタ
イ像（fol. 17v、図 2-10）を例示し、頭部のかしげ方に加えて、両眼、鼻、顔といった面貌、太い描線によ
る輪郭線の類似が指摘されている34。更に後者の福音書記者像がインク壺に浸したペンをとる優雅で軽や
かな身振りは、《コルビー詩編》のモーゼのカンティクムのイニシアルA（fol. 129r、図 2-11）の、ヨシュ
アの頭上に手を伸ばすモーゼに見られる、身振りの様式化とも近似している35。クーダーはこうした《ゴ
デスカルク典礼用福音書抄本》より時代の降る宮廷派の豪華写本と《コルビー詩編》との間に、共通して
見られる人物像描写の類似について言及することで、アーヘンの宮廷周辺とコルビー修道院という制作環
境や地域差を超えた共通様式を見出しているのである。 
                                                      
32 PORCHER 1957, 58. 
33 KUDER 1977, KUDER 1993, 240: “S’il est vrai que les manuscrits de l’école de Charlemagne sont des manuscrits impériaux et 
le Psaltier de Corbie un manuscript monastique, toutefois cette difference n’a pas eu d’influence sur la qualité artistique du dessin”. 
34 KUDER 1993, 240. 
35 KUDER 1993, 240. 
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 人物像の容貌や身振り表現に加えてクーダーは、メロヴィング朝写本の常套手段であった魚文イニシア
ルや、イニシアルとそこに表されたモティーフ、或いはモティーフ同士の関係からも、カロリング朝美術
に共通する様式を《コルビー詩編》に見出している。クーダーはまず、魚文から構成されるという点で共
通する 2つのイニシアルL、即ち《グンドヒヌス福音書》（オータン、市立図書館、Ms. 3）（fol. 94r, 図 2-12）
と《コルビー詩編》の第 145編イニシアル（fol. 120v、図 2-13）を比較し、前者は一方の大きな魚の口が
他方の小さな魚の尾に噛み付いているのに対し、後者では小さな魚の向きを前者とは反転させることで、
二つの魚モティーフの頭部と尾の重なりに於ける硬さを回避し、小型の魚の頭部は大型のそれの口に柔ら
かく取り込まれている点に注目している36。クーダーはカロリング朝美術に共通する造形的特質を「異質
なものの統合37」という点に置き、《コルビー詩編》に見られるこのモティーフ同士の接合部の柔軟さを、
異質なもの同士の統合に於けるその付加と順応の柔軟性であると評価している38。同様の原理は、人物像
を含むイニシアルにも見られる。詩編第 113編のイニシアル I（fol. 96r、図 2-14）の、組紐文やロゼッタ文
から構成されるＩという文字の柱身の上部には天使の上半身が取り付けられ、下部は獣の足に変化してい
る点を挙げており39、こうした文字の形体に合わせた異なるモティーフを組み合わせてイニシアルを作り、
モティーフ同士を柔軟に接合するという特徴は、本作のイニシアル全般に共通して見られるものである。 
 同様の原理が、イニシアルの枠とモティーフとの関係にも観察出来る。《コルビー詩編》の「ザカリアへ
のお告げ」のイニシアルB（fol. 136r、図 2-15）では、ザカリアの手の輪郭線は祭壇の直線的輪郭線と殆ど
同化するほどに適合しており40、お告げの天使の翼の描く円弧の、文字形体そのものをなぞるような曲線
への一体化は、他のイニシアルでも同様に観察出来る。更にクーダーは、ある一つの物質が素早くまた別
のものへ、人間から動物へ、動物から植物へ、有機体から非有機体へと変形する原理を持つ、第 129編イ
ニシアルD「海中に投じられるヨナ」のイニシアル（fol. 110r、図 2-16）-ペヒトが「カレイドスコープ
的メタモルフォーゼ」と表現した-についてすら、各々の形象は混じり合うのではなく各自の自律性を保
ち、単にその境界線が柔軟に統合されている点を指摘している	。これらのイニシアルの造形的特質を、
異質なもの同士の統合に於ける付加と順応の柔軟性と結論づけている42。 
 クーダーはこうした造形的特徴から、本作品のイニシアルを最終的にはカロリング朝的であると結論付
                                                      
36 KUDER 1977, 310-312. 
37 KUDER 1977, 310: “Die Initialen des Amienspsalters vereinigen Heterogenes, …” 尚、カロリング朝美術のこうした解釈は
W. メッサーラーを始めとした、クーダーより一世代前の美術史家によって主張されたものである。MESSERER, 
Wilhelm: Der Stil in der karolingischen Kunst. Zum Stand der Forschung, in: Deutsche Vierteljahrschrift für Literarurwissenschaft 
und Geistesgeschichte 42, Jg., Stuttgart 1967, 117. 
38 KUDER 1977, 310: “Der Stil des Amienspsaltermeisters offenbart sich gerade darin, wie er das verschiedene verbunden hat: seine 
Kunst ist die einer bewundernswerten Weichheit des Anfügens end Einpasses.” 
39 KUDER 1977, 310. 
40 KUDER 1977, 311. 
41 KUDER 1977, 311: “Jede Gestalt bleibt für sich, plastisch fest; sogar in der Jonas-Initiale (Ps 129 (fol. 110r)) sind die Gestalten 
eindeutig begrenzt. Nur die begrenzenden Linien kegen sich weich zusammen...”  
42 同様の言及は1993年の小論稿でも確認出来る。KUDER 1993, 241: “Cette fluidié du passage d’une forme à l’autre enchaîne 
étroitement non seulement l’image et la lettre, mais aussi les divers elements représentés.” 
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けている43。しかしここで注意しておきたいのは、クーダーの主張する「カロリング朝的」という概念そ
のものが、単なる古典古代の復興を志向した芸術を意味するものではないという点である。クーダーは
W. メッサーラーや W. ブラウンフェルスといったカロリング朝美術研究の大家らによるカロリング朝芸
術の様式分析を継承し44、彼らによる古代末期と古代復興としてのカロリング朝芸術との間の様式的相違
点を、例えば詩編第 7編（fol. 6r、図 2-17）の「獅子を倒すダヴィデ」のイニシアルDとその古代末期の
手本との間に応用している。即ちクーダーはカロリング朝芸術を古代末期の芸術とは差異化した上で、寧
ろ多分に中世化されたカロリング朝芸術と《コルビー詩編》との間に共通項を見出しているのである。 
 クーダーによれば人物像を含むイニシアルというものがそもそも非古典的、中世的な形式であるので、
カロリング朝芸術を単なる古典古代の存続と復活として捉えるならば、《コルビー詩編》のイニシアルはカ
ロリング朝芸術と呼ぶことは出来ない45。彼は寧ろ本作品に於ける人物像を含むイニシアルを、カロリン
グ朝芸術を一面的に古典古代の復興と見做すことへの反証とし、本作品をカロリング朝芸術の時代様式へ
と帰属させているのである。ペヒトが本作品のイニシアルとロマネスク芸術に共通する原理として挙げた
「再現的要素の非再現的構造への従属と適応46」は、即ちクーダーに於いては「異質なもの同士の統合」、
「像と細部の接合47」であり、《コルビー詩編》のイニシアル芸術を寧ろ同時代のカロリング朝へと近づけ
るものであった。 
 ペヒトは《コルビー詩編》のイニシアルを、古典古代を志向する同時代の宮廷芸術とは正反対に位置付
けられるバルバロイ芸術と解した。ポルシェもまた本写本をバルバロイ芸術と見做しながらも、カロリン
グ朝写本画の多様性を確認した上で、宮廷派初期のゴデスカルク写本との様式的類似から、画家の手の近
さを指摘した。クーダーは、まずカロリング朝芸術全般を単なる古典古代の復興と見做すことの否定、即
ち文字と図像という異質なもの同士の統合という中世的な側面を評価することでカロリング朝芸術と古典
古代との差異化を図り、その中に《コルビー詩編》のイニシアルを位置付けた。こうした様式評価の背景
には当然、そもそもカロリング朝芸術とは何かという、カロリング朝美術そのものの様式解釈の変遷があ
った筈である。
 
                                                      
43 KUDER 1977, 310: “Die Initialen des Amienspsalters vereinigen Heterogenes, darin, unter anderem, sind sie typisch 
karolingisch.” 
44 KUDER 1977, 312. メッサーラーやブラウンフェルスは、例えば古代末期の芸術としてイスタンブール考古学博物館
の石棺を、カロリング朝芸術として《ロルシュ福音書》の写本装飾象牙浮彫板の例示し、メダイヨンを持つ天使の肩
の後方へとはためく衣服が、前者に於いてははばたくように動くのに対し、後者に於いてはぴったりと隣接し張りつ
めていることを指摘し、同じモティーフを用いた古代末期芸術とカロリング朝芸術とを様式的に差異化している。メ
ッサーラーについては以下を参照。MESSERER, Wilhelm: Der Stil in der karolingischen Kunst. Zum Stand der Forschung, in: 
Deutsche Vierteljahrschrift für Literarurwissenschaft und Geistesgeschichte 42, Jg., Stuttgart 1967, 145. ブラウンフェルスについ
ては以下を参照。BRAUNFELS, Wolfgang: Die Welt der Karolinger und ihre Kunst, München 1968, 384. 
45 KUDER 1977, 320: “Figurierte Initialen sind, wie Zierbuchstaben überhaupt, als solche unantik. Charkterisiert man die 
katolingische Kunst einseitig als Fortleben und Erneuerung der klassischen Antike, als Renovatio, dann kann der Amienspsalter nicht 
eigentlich der karolingischen Kunst angehören.” 
46 PÄCHT 1963, 71: “… in which the submission and adaptation of representational elements to non representational structures, …” 
47 KUDER 1977, 312: “Darin, daß er die Gestalten und Details aneinanderlegt, ist der amienspsaltermeister karolingisch und, 
verglichen mit antiken Gestaltungen, mittelalterlich.” 
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 ポルシェが《コルビー詩編》のイニシアルを同時代の豪華写本のうち《ゴデスカルクの典礼用福音書抄
本》という、バルバロイの伝統の色濃い作品のみと関連付け、他の宮廷芸術との共通性は否定したのに対
し、クーダーは本作品の豊富なイニシアルの包括的な研究と詳細な観察によって、よりカロリング朝芸術
の一般的時代様式との類似点を見出している点は、バルバロイの芸術と古典古代の復興としての宮廷芸術
という単純な二極的理解に一石を投じる意味では画期的であると言えよう。しかしながら、本作のイニシ
アルの様式をカロリング朝様式という一つの時代様式の概念に位置付け、個別的特質としてのその異種の
モティーフ同士の統合に於ける柔軟性という評価は、前段階である 8世紀のメロヴィング朝写本からの発
展形としては外面的で不十分に思われる。本論文ではこれに対して、《コルビー詩編》のイニシアルを単に
一つの時代様式に帰属させるのではなく、先行する写本芸術、即ちバルバロイの文字装飾の伝統と、古代
の人間像中心の図像世界および、それを受容したカロリング朝の宮廷を中心とする芸術に於いて開花した
豊かな図像表現が、どのように結びつき物語イニシアルという形で統合されたかを論じることで、同時代
芸術に於ける、そして中世美術史に於ける本作品の位置付けを試みたい。 
 
 
 2  
 
 《コルビー詩編》のイニシアルの図像、特に人物像を伴うイニシアルの図像は、従来の美術史学の研究
では、詩編の内容を示す物語イニシアルという観点から、詩編テクストと図像の主題との照合を中心に研
究がなされてきた。それは 8、9世紀を通じて類例を見ない、人物像を含むイニシアルの豊富さの為であり、
詩編写本としても扉絵以外にも挿絵を多く持つ最初期の例である為だろう。J. ポルシェによる本作品の初
期の図像研究では、幾つかのイニシアルについて詩編テクストやその注解書と物語図像との照合が究明さ
れ48、J. デソブリーは更に多くのイニシアルを取り上げて解説を試みた49。U. クーダーはそれに加えて本
写本のイニシアル全点を取り上げ、同時代の詩編挿絵との比較を中心に、図像のタイプ分けや手本となり
うる作例を挙げるなど、図像系譜学的な分析を行ったのみならず、詩編話者の視覚化という観点を導入し
た50。中世の修道院や礼拝での詩編の役割という機能面からの観点を踏まえ、クーダー以降の図像研究の
動向は、こうした詩編挿絵に於ける詩編話者或いは詩編読者の視覚化という点に、その重心を移行させつ
                                                      
48 PORCHER 1957; idem: Aux origines de la lettre ornée médiévale, in: Mélanges Eugène Tisserant, Rome 1964, 273-280 ;この他
に《コルビー詩編》の詩編テクストと物語イニシアルの主題との照合を中心として書かれたものとして、以下が上げ
られる。KAHSNITZ, Rainer: Frühe Initialpsalter, in: The Illuminated Psalter: Studies in the Content, Purpose and Placement of its 
Images (ed. by BÜTTNER, Frank O.), Turnhout 2004, 137-155; PULLIAM, Heather: Eloquent Ornament: Exegesis and 
Entanglement in the Corbie Psalter, in: Studies in the Illustration of the Psalter (ed. by CASSIDY, Brendan/ WRIGHT, Rosemary 
Muir), Stamford 2000, 24-33. 
49 DESOBRY 1974. 
50 KUDER 1977, idem: 1933.  
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つある51。以下では先行研究に於ける図像研究を概観し、その成果と限界を明らかにしておきたい。 
 
A) 詩編テクストと図像との照合  
 詩編写本は西欧初期中世を通じて非常に多く制作されたものの52、人物像表現による挿絵を伴う現存例
は非常に少ない。現存する最古の挿絵入り詩編写本は 7世紀の《ヴェローナ詩編》（ヴェローナ、カピトラ
ーレ図書館、Ms. 1）だが、8世紀の挿絵入り詩編写本或いは詩編注解写本は、全てブリテン諸島或いはそ
の影響下の地のもの、即ち広義でのインスラーのものであった53。それに対し 9 世紀に入ると詩編全編に
渡って挿絵の与えられた 2点の現存する詩編写本、即ち《ユトレヒト詩編》及び《シュトゥットガルト詩
編》が登場する54。この 2点の詩編写本は想定される手本が異なるものの、洗練された挿絵のその豊富さ、
そして詩編のテクストを十分に反映するリテラルな詩編挿絵という点で共通し、カロリング朝写本画の代
表例として詩編挿絵研究の中核を成してきた55。 
 この 2点の挿絵付き詩編写本とは対照的に、《コルビー詩編》のイニシアルはしばしば同写本のモノグラ
フ以外の、時代や地域を跨いだ詩編挿絵研究の対象からはしばしば外されてきた。例えば S. デュフレン
ヌは 1978年に西欧・ビザンティン双方の中世の代表的な挿絵入り詩編本を詩編及びカンティクムのテクス
トに対応させて共観表に纏めたが56、そこで扱われている12点の例に《コルビー詩編》は含まれていない。
それは、《ユトレヒト詩編》や《シュトゥットガルト詩編》とは異なり同写本ではファクシミリが刊行され
てはおらず、計 156点にものぼるイニシアル全ての図版を参照することが困難であった為、写本画として
の全体像が長い間把握されてこなかった点に加え57、イニシアルによって物語場面を展開するという挿絵
                                                      
51 BESSETTE 2005. また、クーダーの説を直接受け継ぐ形ではないが、H. プリアムの近年の研究も、修道院に於ける
詩編と読者の関係や礼拝に於ける詩編挿絵の機能という点を重視している。PULLIAM, Heather: "The Eyes of the 
Handmaid": the Corbie Psalter and the Ruthwell Cross' in: Listen O Isles unto Me: Studies in Medieval Word and Image in Honour of 
Jennifer O'Reilly (ed. by MULLINS, E./ SCULLY, D.), Cork 2010; idem: Exaltation and Humiliation: The Decorated Initials of the 
Corbie Psalter (Amiens MS 18), in: Gesta 49/2, 2010. 
52 Van der HORST, Koert, The Utrecht Psalter : Picturing the Psalms of David, in : The Utrecht Psalter in Medieval Art. Picturing 
the Psalms of David (ed. by van der HORST, K, NOEL, W., WUSTEFELD, W. C. M.), Utrecht 1996, 55. 
53 BESSETTE 2005, 10. ここでは8世紀の挿絵入り詩編本として《レーニングラード詩編》（サンクト・ペテルブルク、
国立図書館、Ms. Q v XIV. N）、《ヴェスパシアン詩編》（ロンドン、大英図書館、Cotton MS Vespasian A I）、《モンペリ
エ詩編》（モンペリエ、大学図書館、Ms. Cod. 409）の3点が、詩編注解写本として《ダーラム・カッシオドルス》（ダ
ーラム、大聖堂図書館、Ms. B. II 30）の1点が挙げられている。これらの詩編写本についての基本的情報は本論文第1
章第4節B) を参照。 
54 基本事項は本論文第1章第4節B) を参照。 
55 9世紀の挿絵入り詩編本としてベセットはこの 3点に加え、人物像による詩編挿絵を持つ写本 11点、《カール大帝
の詩編》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 13158）、《ヴォルフコッツ詩編》（ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod. Sang. 20）、
《アンジェ詩編》（アンジェ、市立図書館、Ms. 18）、《トロワ詩編》（トロワ、大聖堂宝物庫、Ms. 12）、《ドゥース詩編》
（オックスフォード、ボドレアン図書館、Ms. Douce 59）、《ロタールの詩編》（ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 37768）、
《カール禿頭王の詩編》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 1152）、《フォルヒャルト詩編》（ザンクト・ガレン、修道院図書
館、Cod. Sang. 23）、《ザンクト・ガレン黄金詩編》（ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod. Sang. 22）、《ヴィヴィアン
聖書》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 1）、《サン・パオロ・フォーリ・レ・ムーラの聖書》（ローマ、サン・パオロ・フォ
ーリ・レ・ムーラ）を挙げている。BESSETTE 2005, 10-11. 
56 DUFRENNE, Suzy: Tableaux synoptiques de 15 psautiers medievaux à illustrations intégrales issues du texte, Paris 1978.  
57 JAKOBI-MIRWALD 1998, 45. またヤコビ＝ミアヴァルトは同書巻末の写本カタログで、《コルビー詩編》の図版掲
載のある文献をミニアチュールの一覧表の中に示しているが、そこからは翻って多くのイニシアルが長年の間、マー
ルブルク大学編纂の『フランス美術写真目録』に収録されたマイクロフィッシュ以外に、閲覧の手段が無かったこと
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形式の特殊性という点にも起因するであろう。 
 本写本のイニシアルは、詩編挿絵としての文脈からはモノグラフィックな研究以外では長らく焦点を当
てられなかった一方、図像表現を示すイニシアルの初期中世の類い稀なる例として、即ち中世彩飾写本に
於けるイニシアル装飾史の文脈で登場した。その際に本作品の前段階として、イニシアルによる挿絵とい
う恐らくブリテン諸島で発明された挿絵形式をとる例としてしばしば言及される、8 世紀の第二四半期の
作と考えられる《ヴェスパシアン詩編》が、所謂「物語イニシアル」の最初期の例として挙げられる。し
かしながらこのインスラー写本の物語イニシアルが、「ダヴィデとヨナタン」（fol. 31r）、及び「獅子を倒す
ダヴィデ」（fol. 53r）の僅か 2点のみに留まっている点と比較するならば、凡そ 50点ものイニシアルが人
物像を伴い、それに続く詩編テクストの内容との何らかの関連を示唆する《コルビー詩編》は、その図像
の豊かさ故に、《ユトレヒト詩編》や《シュトゥットガルト詩編》に次ぐカロリング朝期の挿絵付き詩編写
本として取り扱われることになったのである。 
 《コルビー詩編》のイニシアルの図像の表す主題やその生成の解明の為に、図像と詩編テクストとの照
らし合わせを最初に行ったのは、初期中世写本画研究の大家ポルシェである。彼は《ゴデスカルク典礼用
福音書抄本》と本写本のミニアチュールの様式的類似を指摘した最初の論文で既に、詩編テクストから直
接説明される図像と、教父らによる『詩編注解』など詩編本文外のテクストに着想を得ているイニシアル
とが本写本にあることを指摘している。例えば外典詩編第 151編では、ペリシテ人に少年ダヴィデが挑む
際の唄の内容を、イニシアルP（fol. 123v、図 2-18）の「ダヴィデとゴリアテの戦い」によって視覚化して
おり、詩編テクストと挿絵の関係は明快である58。一方、詩編第 51編イニシアルQ（fol. 46r, 図 2-19）や
ハバククのカンティクムのイニシアルD（fol. 133r, 図 2-20）では、そのイニシアルに続くテクストには図
像を直接説明する箇所がなく、ポルシェは、カッシオドルスやテオフュラクトスといった教父の詩編に対
する注解がテクスチュアルソースとなっている可能性を指摘している59。 
 デゾブリーは各イニシアルの図像と詩編テクストの関係の詳細には立ち入らなかったが、ポルシェと比
較し多くのイニシアルを取り上げ、詩編内容の挿絵として図像を説明している。これらの 1950年代後半か
ら 1970年代前半にかけての個別研究を包括する形で継承したのがクーダーであり、その博士論文の大半は
同写本のイコノグラフィーの問題に頁が割かれている。クーダーの研究は本写本のイニシアルのイコノグ
ラフィーを論じるに先立ち、まず 9世紀までのイニシアルの形状を分類し、イニシアル装飾史の中に位置
付けている。その後全 156点の全てのイニシアルを詩編及びカンティクムのテクストとの関連性に従って、
テクストの内容との関連性を示すものと全く関連性を持たないものに二分し、前者を更に詩編著者像の図
                                                                                                                                                                               
が窺える。JAKOBI-MIRWALD 1998, 184-193; Index photographique de l'art en France, hrsg. von Bildarchiv Foto Marburg im 
Forschungsinstitut für Kunstgeschichte der Philipps-Universität Marburg, München 1980. 尚、《コルビー詩編》の全フォリオは
2012年1月9日以降現在まで、フランス国立図書館オンラインアーカイヴであるGallicaにてカラーで公開されている。
http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b8452190t （2016年11月29日最終閲覧） 
58 この他、詩編本文から着想を得ている図像を持つイニシアルとして、ここでは第7編イニシアルD「獅子を倒すダ
ヴィデ」（fol. 6r）やシメオンのカンティクムのイニシアルN（fol. 137r）が挙げられている。PORCHER 1957, 55-56. 
59 PORCHER 1957, 56; PORCHER 1964, 274; PORCHER 1967, 195-199. 
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像を表したイニシアル、新旧約聖書に典拠を持つ物語場面を表したイニシアル、詩編・カンティクムの「話
者（Ich der Psalmen und Cantica）」、即ちダヴィデでありまた祈祷者である「我」の視覚化としての図像表現
を示すイニシアル、詩編に於ける神としてのキリスト像を示すイニシアル等に細分化している。新旧約聖
書に言及のある物語場面を主題として表したイニシアルについては、同様の場面を表した作例として詩編
写本を中心とした複数の図像例が挙げられており、また詩編及びカンティクムの内容と関連性を持たない
闘争図や動物文イニシアルについては、厄除としての機能が推測されている60。クーダーによる研究は、
ポルシェによる物語場面を展開するイニシアルの詩編テクストや注解書との関連性の考察から、その他の
図像を示すイニシアルにまで発展し、単にイニシアルを詩編内容の挿絵として説明するだけでなく、詩編
写本の修道院に於ける機能の問題まで含意するものであった。 
 クーダーの 1977年のモノグラフの翌年には、デュフレンヌによる詩編挿絵の一覧表61が出版され、他の
詩編挿絵との比較が容易になったことは、本作の物語イニシアルもまた詩編挿絵研究の一端に取り入れら
れる傾向を強めたと言える。R. カースニッツの 2004 年の論文62は物語イニシアルによる詩編挿絵を取り
扱うものであり、そこではその最初期の例として本写本が取り上げられ、とりわけ新旧約聖書に言及のあ
る物語場面を表すイニシアルが、各詩編の章句といかに結びついているかという点に再び重点が置かれた。
その中で《コルビー詩編》の物語イニシアルの主題やモティーフの選択が、必ずしもそのイニシアルに始
まる詩編章句の内容と関連するのではなく、時には予め与えられた文字の形体そのものに動機付けられて
いる点について言及している63。しかし彼はその帰結としての本作に於ける物語場面の叙述方法の特質や
造形原理については触れておらず、物語イニシアルによる挿絵を持つ数点の詩編本の本文とイニシアルの
主題選択の関連について、先行研究での議論を相対化するに留まっている。 
 
B) 詩編話者・読者の視覚化 
 《コルビー詩編》のイニシアルの図像が、そのイニシアルに続く詩編テクストに関連する新旧約聖書の
特定の物語場面に典拠を持つものだけではなく、詩編の「我」の視覚化を含むという点は、クーダーによ
って初めて提示された64。詩編に於ける主語である「我」或いは「我々」はクーダーによれば、詩編の著
者とされているダヴィデ王とは基本的に区別して考えられるものであり、詩編によってはダヴィデであり、
キリストである。更に、詩編の主語は対話や祈りを表す身振りを伴う人物像から、詩編テクストやそれに
関わる事象の描写を伴うものまで多岐に渡るといい、《コルビー詩編》のイニシアルのうち 32点がこのよ
うな詩編の主語の視覚化に該当するとされている。例えば第 3編の修道士の胸像（fol. 3v、図 2-21）や第
                                                      
60 KUDER 1977, 256ff. 
61 DUFRENNE 1978. 但しここに《コルビー詩編》は含まれていない。 
62 KAHSNITZ, Rainer: Frühe Initialpsalter, in: The Illuminated Psalter: Studies in the Content, Purpose and Placement of its Images 
(ed. by BÜTTNER, Frank O.), Turnhout 2004, 137-155. カースニッツはここで《ヴェスパシアン詩編》、《コルビー詩編》、
《ミュンヘンのミラノ詩編》、《オドベルト詩編》の、イニシアルによる挿絵を持つ4点の詩編写本を取り上げている。 
63 KAHSNITZ 2004, 151. 
64 KUDER 1977, 150ff. 
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30編のダヴィデ（fol. 25r、図 2-22）、第 101編のキリスト（fol. 82r、図 2-23）がそれに当たる。 
 詩編の主語の視覚化というクーダーによって提唱された説を継承し発展させたのが、カロリング朝期の
修道院の詩編挿絵を研究したベセットである65。彼女は 9世紀前半の 2点の挿絵付き詩編写本、即ち《ユ
トレヒト詩編》と《シュトゥットガルト詩編》の挿絵の多くが古代末期の手本に範を得ているのに比べて、
《コルビー詩編》のイニシアルが、詩編読者の瞑想といった修道院生活を重視していることを指摘してい
る。詩編は修道院に於いては聖務日課で朗唱されるものであったが、ベセットは、例えば既にクーダーに
よって取り上げられた詩編第 76編のイニシアルV（fol. 67v、図 2-24）が、このイニシアルから始まる “Voce 
mea...”という章句の視覚化、即ち話者の声の視覚化である点を強調し66、本作の図像表現を含むイニシアル
がしばしば物語場面を図解するというよりは、詩編読者、話者の視覚化によって、詩編テクストの朗読に
於ける読者の瞑想を助ける起点となったであろうという、読者とテクストの結びつける機能として本作の
イニシアルを理解している67。類似の観点はプリアム68やU. レーム69にも見られ、《コルビー詩編》のイニ
シアルを扱った近年の研究動向はますますこの詩編読者という立場に比重が置かれる傾向にある。この観
点は確かに、朗唱と祈祷という詩編本の用途からすれば、挿絵の役割として適切な理解ではあるだろう。
しかしながらこうした研究の殆どでは、図像に解釈を与えようとしているにも関わらず、修道院文化の文
化史研究から挿絵を説明するに留まっている。これは、特定の物語場面を表した図像の場合の図像系譜学
的な手続きとは異なり、図像の比較対象となるものが当時の礼拝や朗読に於ける身振りや声といった、史
料としては残されにくいものである為だろう。従来の研究に対する新しい視点が、視覚資料の比較例を以
って挙証されてはいない為に、本写本のイニシアルの独創性や孤立性が強調されているのが現状である。 
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 《コルビー詩編》のイニシアルの、同時代の他の写本に類を見ない装飾語彙と図像との多彩さは、先行
研究に於いて次のような問題を生んできた。即ち、様式面では、その前時代性からバルバロイ、即ちプレ・
カロリング朝美術として位置付けるべきか、或いはカロリング朝美術全般に共通する特徴を認めるべきか、
という点が問題とされ、図像学的には、専ら詩編やカンティクムのテクストとイニシアルの主題との照合
                                                      
65 BESSETTE 2005; idem: Corbie Psalter, in: Pen and Parchment : drawing in the Middle Ages (ed. by HOLCOMB, Melanie), 
New York 2009, 36-38. 
66 BESSETTE 2005, 107-108; BESSETTE 2009, 38. 
67 BESSETTE 2005, 51. 
68 PULLIAM, Heather: Eloquent Ornament: Exegesis and Entanglement in the Corbie Psalter, in: Studies in the illustration of the 
psalter, Stamford 2000, 24-33;  idem: "The Eyes of the Handmaid": the Corbie Psalter and the Ruthwell Cross' in: Listen O Isles 
unto Me: Studies in Medieval Word and Image in Honour of Jennifer O'Reilly (ed. by MULLINS, E./ SCULLY, D.), Cork 2010; 
idem: Exaltation and Humiliation: The Decorated Initials of the Corbie Psalter (Amiens MS 18), in: Gesta 49/2, 2010.プリアムはカ
ッシオドルスやアウグスティヌスなど教父らによる詩編の註解書に着眼し、人物像を含むイニシアルだけでなく動物
からのみなるイニシアルにもまた瞑想を助ける意味があったと考察している。 
69 REHM, Ulrich: Der Körper der Stimme: Uberlegungen zur historisierten Initiale karolingischer Zeit, in: Zeitschrift für 
Kunstgeschichte v. 65, München 2002, 441-459. 
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とその関係性内容の追及や、詩編朗読に於ける瞑想の補助という観点からの詩編内容視覚化の探求に従事
させるあまり、図像の主題もテクストとの関連も不明確なイニシアルについては、専ら「独創性」という
言葉で評価されるにとどまってきたという点である。クーダーによる本写本のモノグラフでは、イニシア
ルの装飾システムをそれ以前のイニシアル装飾の伝統に体系付けながらも、装飾形式や様式の問題と主題
や図像の問題が基本的には分けられて論じられているので、イニシアルの装飾形式についての分析の成果
が、イコノグラフィーの問題に反映されているとは必ずしも言い難い。 
 既にしばしば指摘されてきたように、イニシアルの主題選択が文字の形状に大きく左右されている以上、
文字の装飾と主題選択や図像生成という二つの側面は別個に扱われるのではなく、交叉させて論じられる
必要があるだろう。本論文では《コルビー詩編》のイニシアルの図像が何を意味し、どのように成立した
のかについて、文字装飾の伝統という観点からの解明を試みる。以下、第 3章では本写本のイニシアルの
装飾システムをイニシアル装飾史の中で位置付け、それに基づき第 4章では物語イニシアルを中心に図像
生成の過程を観察する。カロリング朝美術史に於ける本作品の位置付けは、文字装飾の伝統と図像生成の
過程から見えてくるだろう。 
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 《コルビー詩編》は幾何学文や植物文、動物文から成るイニシアルだけではなく、文字と図像とを融合
させたイニシアルを数多く持つ。これらのイニシアルの装飾形式は、インスラー写本とメロヴィング朝写
本の主に二つの潮流を継承していると言える。人物像を持つイニシアルでは、前者は文字の開口部に物語
図像を表す「図像を包囲するイニシアル（Bildeinschluss-Initiale）」を、後者は人物や動物のモティーフその
もので文字を構成する「形象イニシアル（Figureninitiale）」を発明したとされている。本章では、まずイニ
シアル装飾の先行研究に於ける用語法を整理した上で、《コルビー詩編》に先立つ写本芸術に於けるイニシ
アルの装飾形式を詳細に分析し、それらの装飾伝統がどのように本作品に受け継がれているかを分析する。
例えば幾つかのイニシアルでは、インスラー写本に由来する「図像を包囲するイニシアル」と、メロヴィ
ング朝写本を踏襲した「形象イニシアル」との、双方の装飾形式を統合する形でイニシアルを構成してい
ることが分かる。それに加え、「人物の棲み込んだイニシアル（bewohnte Initiale）」は、古代末期の芸術に
その源流を求められ、インスラー写本や彫刻にも類似する装飾形式を示しており、本作品のイニシアルに
出自の異なる多様な装飾伝統が採用されていると言える。 
 カロリング朝期には《コルビー詩編》の他にも図像を示すイニシアルを持つ写本が多く制作された。こ
こでは加えて、本作品を同時代写本と比較しその特徴を論じる。まず本写本のイニシアルのコルビー修道
院に於ける位置付けを観察し、その次に即ち、カロリング朝芸術の主流とされている宮廷派（Hofschule）
や宮殿派（Palastschule）の流れを組む写本のイニシアルとの比較を試みる。本写本ではイニシアルに対し
て人物像や動物といった一つのモティーフの占める割合が大きく、必ずしも枠取り絵画の物語場面をその
ままイニシアルに組み込んではいないということが明らかになり、この特徴が本作品の特異な図像の生成
の一因となるだろう。 
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 イニシアル装飾は写本彩飾の一分野として、決して西欧中世写本画の先行研究に於いて等閑視されては
こなかった。西欧写本のイニシアルについては、古くは K. ランプレヒトが、インスラー及びその影響化
の大陸写本の組紐文イニシアルを中心とした、イニシアル装飾に特化した研究を行い1、A. シャルトや E. 
ヴァン・モエもこれに続いている2。イニシアル研究が特に盛んになったのは、1960年代であろう。E. J. テ
                                                      
1 LAMPRECHT, Karl: Initial-Ornamentik des VIII. bis XIII. Jahrhunderts: vierundvierzig Tafeln meist nach Rheinischen 
Handschriften nebst erläuterndem Text, Leopzig 1882. 
2 SCHARDT, Alois: Das Initial, Berlin 1938; van MOÉ, Emilie A.: La lettre orneé dans les manuscrits du VIIIe au XIIe siècle, Paris 
1949. 
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ィールは初期中世のイニシアルを3、J. グートブロートは初期中世からロマネスク期までを中心とした、イ
ニシアルをその形状の特徴に従って分類した研究を行い4、D. デーベスはビザンティンを含めた写本から
20世紀の出版物までのイニシアルの歴史をまとめている5。O. マツァールやW. ザウアーレンダーもイニ
シアル装飾の通史を扱った小論考を刊行した他6、O. ペヒトはイニシアルの造形論について、西欧写本画
についての著作の中で一章を割き7、Ch. ヤコビ＝ミアヴァルトは 8-9世紀のイニシアルを中心に、それま
でのイニシアル装飾に関する研究を網羅的に整理している8。ビザンティン写本については、イニシアル装
飾という彩飾形式がそもそも西欧に比べて一般的ではない為に研究は少ないものの、L. ブルーベイカーの
雑誌論文や E. マーヤン＝ファナーの博士論文で取り扱われている9。日本国内では、斎藤稔氏が主にグー
トブロートの研究に基づきイニシアルのみを扱った文献を刊行した他10、越宏一氏の諸研究でもたびたび
取り上げられている11。 
 こうしたイニシアル装飾の先行研究の中で、イニシアルの造形や、その図像のテクストとの関連を示す
用語は、必ずしも一貫して用いられては来なかった。文字の各部位の名称についてすら、研究者らの間で
用語の統一は図られてはいない。そこで本節では、文字装飾の形態論を展開する上で必要な概念について、
主にヤコビ＝ミアヴァルトの『写本画：美術史に於ける用語法12』に基づいて先行研究に於ける用語法を
整理する。尚、文字の各エレメントについては、タイポグラフィーとカリグラフィーの文献を参考に、図
3-1に示し13、本論文では原則としてこの図に表した言葉を用いる。 
 
A) イニシアルの形体に関する用語 
 装飾文字に関する用語は、先行研究に於いてしばしば、純粋にその形体に関する用語と、イニシアルに
表された図像とテクストとの関連性を含む用語との間で、混同されて用いられてきた。特に、「物語イニシ
                                                      
3 THIEL, Erich Joseph: Studien und Thesen zur Initialen-Ornamentik des früheren Mittelalters, Frankfurt am Main 1963. 
4 GUTBROD, Jürgen: Die Initiale in Handschriften des 8. bis 13. Jahrhunderts, Stuttgart 1965. 
5 DEBES, Dietmar: Das Figurenalphabet, München 1968. 
6 MAZAL, Otto: Das Buch der Initialen, Wien 1985; SAUERLÄNDER, Willibald: Initialen: ein Versuch über das verwirrte 
Verhältnis von Schrift und Bild im Mittelalter, Wolfenbüttel 1994, Nachdruck in: Romanesque Art : Problems and Monuments, 
London 2004, 127-170. 
7 PÄCHT, Otto, Die Initiale, in: idem: Buchmalerei des Mittelalters, München 1984, 45-95. 
8 JAKOBI-MIRWALD 1998. 
9 BRUBAKER, Leslie: The Introduction of Painted Initials in Byzantium, in: Scriptorium 45, 1991, 22-46; MAAYAN-FANAR, 
Emma: Byzantine Pictorial Initials of the Post-Iconoclastic Period (From the End of the 9th Century to the Early 11th Century), Ph.D. 
diss. in Art History, The Hebrew University of Jerusalem, 2003. 
10 斉藤稔 『イニシアルのデザイン：中世写本の装飾文字』岩崎美術社 1975年。 
11 越宏一編 『中世の写本画と工芸』（週刊朝日百科39）朝日新聞社 1979年; 同著『ヨーロッパ中世美術講義』（岩
波セミナーブックス82） 岩波書店 2001年; 『西洋美術論考 : 古代末期・中世から近代へ』中央公論美術出版 2002
年等。 
12 JAKOBI-MIRWALD, Christine: Buchmalerei: ihre Terminologie in der Kunstgeschichte, 1 Aufl., Berlin 1991, 4. überarbeitete 
Aufl., 2015. イニシアル装飾の用語法の問題については、以下も参照。JAKOBI-MIRWALD 1998, Kapitel I, 11ff. 
13 図3-1の文字の各構成要素の用語は、下記を参考に作成した。HARRIS, David: The Art of Calligraphy, London/ New York 
1995. [邦訳：弓狩直子訳『もっと知りたいカリグラフィー：絵と写真で見る歴史と技法』雄鶏社 1997年]; 小宮山博
史編『タイポグラフィの基礎 : 知っておきたい文字とデザインの新教養』誠文堂新光社 2008年；河南美和子『カリ
グラフィー&写本装飾の魅力』マガジンランド 2013年。 
 
 	
 
 51 
アル」という用語についてはその傾向が顕著である。以下 1) ～ 7) はイニシアルの形体を示す言葉であり、
本論文でこの用語を用いた際は、引用箇所を除いては原則としてイニシアルの形体的特徴を指す。尚、（ ）
内に英語、独語、仏語の順で原語（欧文）を表記した14。 
 
  1) 形象イニシアル（figure initial; Figureninitiale; lettre figurée; iniziale figurata/ 
iconografica） 
 文字体（Buchstabenkörper）そのものを、動物や人物像といった代替モティーフ（Ersatzmotiv）によって
構成するイニシアルである。人間像イニシアル（anthropomorphic initial; anthropomorphe Initiale; initiale 
anthropomorphe; iniziale antropomorfa）、動物文イニシアル（zoomorphic initial; zoomorphe Initiale/ Tierinitiale; 
initiale zoomorphique; iniziale zoomorfa）や鳥魚文イニシアル（fish-bird-initial; Fisch-Vogel-Initiale; initiale en 
forme de poisons et oiseaux）もこれに含まれる。しばしば用いられる「統合的頭文字（syntetische Initiale; initiale 
synthétique）」もほぼ同じ内容を指す15。「形象イニシアル」という邦訳は、越宏一氏による著作16で用いら
れており、以後定着しているようである。斎藤稔氏は「人像的イニシアル」という言葉を用いているが、
これは形象イニシアルのうちの人間像イニシアルを指していると思われる。形象イニシアルの例としては、
《コルビー詩編》第 75編イニシアルN（図 3-2）や、シトー派写本（ディジョン、市立図書館、Ms. 170）
のイニシアル（図 3-3）が挙げられる。 
 
  2) 図像を包囲するイニシアル（Bildeinschluss-Initiale） 
 O、Q、D等の開口部（カウンター）を持つ文字を枠として、その枠内に人物像などによる図像を表すイ
ニシアルである。しばしばこの形式のイニシアルは「物語イニシアル（historisierte Initiale; historiated initial; 
initiale historiée; iniziale istoriata）」という言葉で指されたが17、この言葉は主に図像とテクストとの関連性に
於いて用いられることが多かった為、混乱を防ぐ為にヤコビ＝ミアヴァルトによって提案された新しい用
語が「図像を包囲するイニシアル」である18。開口部に表される図像が人物像の胸像であれ、あるいはあ
る特定の場面を表した物語絵画であれ、この言葉で指し示される。例として、《コルビー詩編》第 8編イニ
シアル I（図 3-4）や、《ドロゴ典礼書》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428）のイニシアルO（図 3-5）が挙
げられる。 
 
  3) メダイヨンイニシアル（Medaillon-Initiale） 
 主に人物の胸像などを表す円形のメダイヨンを、文字体の一部に付随させたイニシアルである。この言
                                                      
14 先行研究それぞれに加え、JAKOBI-MIRWALD 2015, 208-235の独語、英語、仏語、伊語の対訳一覧表を参考とした。 
15 PORCHER 1965, 206; KUDER 1977, 63. 
16 越宏一「西洋中世の写本芸術」『西洋中世の彩飾写本 ファクシミリ展』東京藝術大学藝術資料館 1984年、14頁；
同著 『ヨーロッパ中世美術講義』（岩波セミナーブックス82）岩波書店 2001年、20頁。 
17 PORCHER 1965, 276; PÄCHT 1984,  
18 JAKOBI-MIRWALD 1998, 28; idem 2015, 59. 
 
 	
 
 52 
葉はクーダーに於いてはほぼ「図像を閉じるイニシアル」の意味で使われているが19、本稿ではヤコミ＝
ミアヴァルトの提案に従い20、文字自体がメダイヨンとして機能しているものではなく、文字の一部にメ
ダイヨンを伴うものを指すこととする。例として挙げられるのは、カール大帝宮廷派写本（アブヴィル、
市立図書館、Ms. 4, 図 3-6）や、その装飾形式を受け継いだコルビーの 9世紀後半の写本の、全頁大イニ
シアルである（フィレンツェ、ロレンツォ・メディチ図書館、Ms. San Marco 257, fol. 1r, 図 3-7）。 
 
  4) 動物／人物の棲み込むイニシアル（inhabited initial; bewohnte Initiale; initiale 
inhabitée; iniziale abiata） 
 イニシアルの文字体が、そこに表された人物や動物といった形象表現の為の舞台となるイニシアルであ
る21。ペヒトによって提唱された概念であり、ペヒトに於いては “historisierte Initiale” （ここでは「図像を
包囲するイニシアル」の意）と対を成す概念である22。もとは、ヘレニズム期及び古代ローマの「植民さ
れた渦巻き（peopled scroll）」という、トインビーによって提案された言葉が、ゴフによって「人の棲み込
む渦巻き（inhabited scroll）」と言い換えられ、盛期中世の唐草模様まで敷衍されとして用いられるようにな
り、ペヒトによってイニシアル芸術の概念へと転用された23。唐草に人物像や動物といったモティーフの
棲み込んだイニシアルを指す場合が多いが、広義では人物像のよじ登る、或いは座るイニシアルもこれに
含まれる24。《コルビー詩編》では第 111編イニシアル B（図 3-8）がこれに当たる他、ロマネスク写本で
あるアウグスティヌスの『詩編注解』写本（エヴルー、市立図書館、Ms. 131）のイニシアルB（図 3-9）
など、詩編第 1編のイニシアルBに多く見ることが出来る。 
 
5) 動物文イニシアル（zoomorphic initial; zoomorphe Initiale/ Tierinitiale; initiale 
zoomorphique; iniziale zoomorfa） 
 動物のみから構成されるイニシアルであり、形象イニシアルの一種である25。鳥魚文イニシアルや龍文
イニシアル（initial with dragons; Dracheninitiale; lettre dragonée）等、動物の種を具体的に表したイニシアルも
このうちに含まれる。《コルビー詩編》では第 14編イニシアルD（図 3-10）等、またアウグスティヌス『七
書研究』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12168）のイニシアルE（図 3-11）等が例として挙げられる。 
 
6) 具象的イニシアル（figurative intial; figürliche Initiale; initiale figurative; iniziale 
                                                      
19 KUDER 1977, 63-64. 
20 JAKOBI-MIRWALD 2015, 60. 
21 JAKOBI-MIRWALD 2015, 58. 
22 PÄCHT 1984, 77. 
23 尾形希和子氏は “peopled scroll/ inhabited scroll” という概念を訳出せず「ピープルド・スクロール／インハビティド・
スクロール」と英語のまま用いている。尾形希和子『教会の怪物たち：ロマネスクの図像学』（講談社選書メチエ）講
談社 2013年、172頁。一方、越宏一氏は “inhabited scroll” を「人の住んだ渦巻き」と訳している。越 2001、81頁。 
24 GUTBROD 1965, 156ff. 
25 JAKOBI-MIRWALD 2015, 60. 
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figurativa/ iconica） 
 人物像や動物モティーフを持つイニシアルである。形象イニシアル／図像を包囲するイニシアル／動
物・人物像の棲み込んだイニシアルなどの装飾形式に関わらず、またその人物像や動物と後続のテクスト
との関連に関わらず、人物像や動物をモティーフとして含むイニシアル全般を指す広義の概念である。従
って必然的に、上記 a)～e)もこの内に含まれることになり、装飾イニシアル（ornamentai initial; 
Ornament-Initiale; initiale ornamentale; inziale decorativa/ ornamentale）と対置される。 
 
  7) 装飾イニシアル（ornamental initial; Ornament-Initiale; initiale ornamentale; 
iniziale decorativa/ ornamentale） 
 人物像や動物モティーフを持たないイニシアルであり、具象的イニシアル（figurative intial; figürliche 
Initiale; initiale figurative; iniziale figurativa/ iconica）の対となる概念である。植物文イニシアルや幾何学文イニ
シアルがこれに含まれる。例として《コルビー詩編》では第 48編イニシアル A（図 3-12）や第 102編イ
ニシアルB（図 3-13）が、その他にはインスラー写本、例えば『福音書』断片（ダーラム、大聖堂図書館、
A. II. 17）の連綴文字による動物組紐文イニシアル（図 3-14）や、フランコ＝サクソン派様式の豪華写本（ボ
ルティモア、ウォルターズ・アート・ギャラリー、Ms. W. 751）のイニシアル頁（図 3-15）等、数多くが
挙げられる。 
 
B) イニシアルの図像とテクストに関する用語 
 以下 1) ～3)は、具象的イニシアルのうち、そのイニシアルの後に続くテクストと図像との関係性を示す
言葉である。上述の A) の用語がイニシアルの形体やモティーフに関するものであったのに対し、下記の
用語は図像の内容に関連するものである。 
 
1) 物語イニシアル（historisierte Initiale; historiated initial; initiale historiée; 
iniziale istoriata） 
  「物語絵画（historia）を備えたイニシアル」の意味であり、イニシアルに続くテクストの内容と関連す
る図像を表すものを指す。「物語イニシアル」という言葉は、イニシアル装飾に関する先行研究に於いて最
も多義的に用いられてきた用語である。ペヒトは純粋にイニシアルの形体を示す言葉として、上記の「図
像を包囲するイニシアル」の意で用いた26。一方、H. ケルナー以来27、多くの研究者は上記の意味でこの
                                                      
26 形象イニシアルに対置される「文字が形象の代わりとなるのではなく、また逆に形象によって文字が体現されるの
でもなく、その形象の為に存在空間を与えるイニシアルのタイプ」の一つとして、「文字体が枠として図像の充填の為
に用いられる」ものとしている。PÄCHT 1984, 76-77: “… in denen das Schriftzeichen die Figur nicht vertreten und auch nicht, 
umgekehrt, von ihr verkörpert werden will, sondern für sie einen Existenzraum bildet. […] indem der Buchstabenkörper als 
Rahmung für eine Bildfüllung dient...” 
27 KÖLLNER, Herbert: Zur Katalogisierung mittelalterlicher und neuerer Handschriften, in: Zeitschrift für Bibliothekswesen und 
Bibliographie, Sonderheft 1 (hrsg. von KÖTTELWESCH, Clemens), Frankfurt am Main 1963, 145. 
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言葉を用いてきた28。この「物語イニシアル」の用語法についてはヤコビ＝ミアヴァルトが詳細に論じ、
後者の用法、即ちテクストに関連する図像を持つイニシアルの意味で用いることを提唱していることから
29、本論文でもその意味で用いることとする。 
 
2) 場面的イニシアル（initial with scene; szenische Initiale） 
 具象的イニシアルのうち、その図像がテクストの内容に必ずしも関連しないが、何らかの場面を表すイ
ニシアルである。物語イニシアルに対置されるものとして、アレクサンダーやヤコビ＝ミアヴァルトによ
って用いられている30。但し図像が後続のテクストをどのように可視化したものであるかが不明な場合は、
物語イニシアルと場面的イニシアルの境界線は曖昧なものとなる。前述のシトー派写本のイニシアル（図
3-3, 3-16）が例として挙げられる。 
 
3) 指示する像のイニシアル（Zeigefigur-Initiale） 
 具象的イニシアルのうち、その図像がテクストの内容との関連を持たず、単に人物像（或いは動物）を
表すイニシアルである31。何らかの説話的或いは日常風景の場面を表していた「場面的イニシアル」に対
して、「指示する像のイニシアル」は多くの場合は単身像によるもので、後続のテクストを指差すなどして
読者の視線を導く役割を果たす。例として『民族法集成』（ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod. sang. 731）
写本の人物像（図 3-17）や、《ジェローヌの典礼書》の神の手による祝福を示すイニシアル（図 3-18）が
挙げられるが、場面的イニシアルと同様に、テクストとの関係が不明瞭な場合には物語イニシアルとの区
別がしばしば難しいものとなる。 
 
 
 2 %*)$-" 
 イニシアルは古代末期写本には既に見られ、次第に様々な装飾を伴うようになったが、テクストに関連
した図像を持つ物語イニシアルが誕生したのは、8 世紀頃であった。そして、古代末期から初期中世にか
けて準備された装飾語彙が、初期カロリング朝の《コルビー詩編》で開花することとなる。以下では、古
代末期から中世末期までのイニシアル装飾史を概観することで、《コルビー詩編》のイニシアルの中世写本
画史の中での位置付けを確認する。 
 
A) 古代～初期中世  
                                                      
28 例えばアレクサンダーは物語イニシアルを「それらが導入するテクストに特に関連する叙述的ないし象徴的意味を
有するもの」と規定している。ALEXANDER, Jonathan James Graham: The Decorated Letter, London 1978, 11: “… historiated 
initials, that is, having a narrative or symbolic significance specifically connected with the text they introduce…” 
29 JAKOBI-MIRWALD 1998, 11-32; idem 2015, 56-57. 
30 ALEXANDER 1978a, 18; JAKOBI-MIRWALD 2015, 57. 
31 JAKOBI-MIRWALD 1998, 28; idem 2015, 57. 
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 西欧古代に於いては、アルファベットは装飾されるものでも絵画化されるものでもなく、文字と絵画と
いう二つの領域は分け隔てられていた。古代エジプトでは象形文字であるヒエログリフ（図 3-19）が、文
字とイメージ、そして意味を一つの記号によって同時に表していたが32、表音文字であるアルファベット
を用いたラテンの古代世界では、文字と絵画、記号と図像は別種のものであった。イニシアル芸術、即ち
強調された頭文字の装飾が、文字と絵画の共生として自律的表現領域を占めるようになったのは中世に於
いてであったが、文頭の一文字を際立てるというイニシアルの発明自体は、古代末期のものである。古代
の文章は、緻密に並んだ文字列の壁に空間を作ることを嫌い、従って、いかなる単語間の分割も、また段
落や章の始めや終わりを示すための空白をも持たなかった。古代末期のモニュメンタルな碑文には、カピ
タリス・クワドラータで分かち書きを持たない文字の列が刻まれている。（図 3-20）。文章の区切りを示し
たものは、パラグラフォス（paragraphos）と呼ばれる行間に引かれた線や、コロンやコンマであった33。し
かし遅くとも 4世紀迄には、文頭を左端へ寄せる習慣が誕生し、5世紀には文頭の一文字を後続の文字よ
り一回り大きく書く書法が定着していたようである34。5世紀前半のギリシャ語写本《コデックス・アレク
サンドリヌス》（ロンドン、大英図書館、Royal Ms.1 D. VIII）（図 3-21）では、文章のはじめの文字が余白
へと移され、その後に続く文字列より一回り大きく書かれることで差異化されている35。更に、ラテン語
のヴェルギリウス写本である《ヴェルギリウス・アウグステウス》（ベルリン、国立図書館、Ms. Lat. fol. 416; 
ヴァティカン、教皇庁図書館、Ms. Vat. lat. 3256, 図 3-22, 3-23）に於いては、他の文字より一際大きく、縁
取られ着彩された一文字が文頭を明確にしており、この頃までにイニシアルという習慣が成立していたこ
とが分かる。しかしここでは、強調される個所は段落の文頭ではなくページの冒頭であり、イニシアル装
飾とテクストの内容は連関していない。又、拡大されたこの頭文字と後続する文字との絶対的な大きさの
差が、装飾と文字という異質な要素の混交を嫌う古代芸術の性質を示している。 
 イニシアルに図像が表されるようになったのは、現存する写本の例から 6世紀頃と考えられる。6世紀
中葉のラヴェンナのラテン語写本（フィレンツェ、ロレンツォ・メヂィチ図書館、Plut. LXV. 1）では、イ
ニシアルOの中に十字架が表される例が見られる（図 3-24）。これに非常に近い十字架記号が、ギリシャ
語写本（シナイ、修道院図書館、Cod. 30）のエクスプリキット（巻末）を示すマークに用いられており（図
3-26）、元は文字とは別に表されていた記号が、文字の中に取り込まれていったと推測することが出来るだ
ろう。文字の開口部に十字架を示す例は、他にも大グレゴリウスの『司牧規則書』（トロワ、市立図書館、
                                                      
32 SAUERLÄNDER 2004, 127-128. 
33 PÄCHT 1984, 45; BISCHOFF, Bernhard: Paläographie des römischen Altertums und des abendländischen Mittelalters, 4. 
Auflage, Berlin 2009, 224 [邦訳：佐藤彰一/瀬戸直彦訳『西洋写本学』岩波書店 2015年、230頁]. 古代ラテン文字の句
読点法については、下記に詳しい。MÜLLER, Rudolf Wolfgang: Rhetorische und syntaktische Interpunktion, Untersuchungen 
zur Pazsenbezeichnung im antiken Latein, Ph. D. Diss., Tübingen 1964（未読）; OTHA WINGO, E.: Latin Punctuation in the 
Classical Age, Den Haag 1972（未入手）. 
34 NORDENFALK 1970, 125. ノーデンファルクによれば、4世紀のギリシャ語『新訳聖書』写本である《コデックス・
シナイティクス》に既にその兆候が見られるという。 
35 PÄCHT 1984, 47. 
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Ms. 504）の冒頭のイニシアルP（図 3-26）にも見られる36。北イタリア或いはイベリア半島のパウロによ
る書簡の写本（ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm 6436）では、イニシアルの開口部に人物の頭部
が描かれる例が既に 6世紀の前半に登場する。2点のイニシアルP（図 3-27, 3-28）の円形のカウンターに、
それぞれ横顔と正面観とで、男性と思われる人物の頭部が描かれている。ここに表された人物像は、その
テクストとの関連性は不明であるが37、文字の開口部に人物像の頭部或いは胸像を表すという手法は、金
彩ガラス（図 3-29）やコイン、メダル（図3-30）といった、円形の小さなスペースに人物像による図像を
表現する、工芸の分野から着想を得ていると考えられる。図像を包囲するイニシアルの形式による絵と文
字の共生は、ここに誕生したのである。それと前後して、形象イニシアルも鳥や魚をモティーフとして登
場した。先述の 6世紀のラヴェンナの写本（フィレンツェ、ロレンツォ・メヂィチ図書館、Plut. LXV. 1）
には、既に魚によって文字の一部を代替する形象イニシアルの原型が現れている（図 3-31）ばかりでなく、
文字の上部に鳥を伴うイニシアル（図-32）をも持つ。6-7 世紀の『教会規則』写本（オックスフォード、
ボドレアン図書館、Ms. e Mus. 101）では、十字架を伴う鳩のモティーフがイニシアルAの一部を成し、形
象イニシアルを構成している（図 3-33）。鳥と魚は写本に限らず、古代末期から初期キリスト教時代の美
術では、それぞれ福音やキリストの象徴として頻繁に登場するモティーフであった38。これが形象イニシ
アルとして文字芸術に取り入れられたのが、6-7世紀の写本に於いてのことである39。8世紀にはメロヴィ
ング朝フランクやランゴバルトの写本で、このモティーフがイニシアルの分野でより一層の装飾性を高め
ていくことになる。 
 イニシアルが単に頁の始まりではなく、段落の始めや終わりを強調するという機能を持つ記号となった
のは、凡そ 600年以降と考えられている40。7世紀後半の作例である《ヴァレリアヌス福音書》（ミュンヘ
ン、バイエルン国立図書館、Clm 6224）写本では、『ルカによる福音書』の冒頭のページ（図 3-34）で “Quoniam 
quid” のイニシアルQが大きな装飾頭文字で描かれており、テクストの内容上の区切りをイニシアルで強
調している。同写本の『ヨハネによる福音書』冒頭のイニシアル I（図 3-35）では、 “In principio erat verbum” 
のイニシアル Iの上に翼を広げた鳥のモティーフが描かれている。『ルカによる福音書』冒頭頁（図 3-34）
の左側コラムに牡牛が挿絵として描かれていることを考えれば、このイニシアル Iの上部に止まる鳥は福
音書記者ヨハネの象徴動物である鷲と考えられる。十字架や鳥、魚といった一般的な象徴モティーフで装
飾されていたイニシアルは、ここでより具体的な、後続のテクストと明らかな関係性を持つ物語イニシア
                                                      
36 これら3点の写本の例はノーデンファルクによる。NORDENFALK 1970, 143. 
37 ノーデンファルクはこの人物像が若く髭を蓄えないことから、使徒パウロの像ではないとしている。NORDENFALK 
1970, 144. 
38 L. ケンドリックによれば、キリストの象徴としての魚のモティーフがイルカやサメといった様々な水棲動物による
ヴァリエーションを生んだのに対し、鳩（鳥）モティーフの孔雀やヨハネを表す鷹などその他の鳥類モティーフへの
変化は漸次的であった。KENDRICK, Laura: Animating the Letter: the Figurative Embodiment of Writing from Late Antiquity to 
the Renaissance, Columbus 1999, 74. 
39 NORDENFALK 1970, 150. 
40 ノーデンファクルは従来のイニシアルを「遊びのイニシアル（Spiel-Initialen）」、これ以降のイニシアルを「強調イニ
シアル（Auszeichnungs-Initialen）」と評して区別している。NORDENFALK 1970, 126-127. 
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ルへと近づいたのである。 
 
B) プレ・カロリング  
古代末期写本に於いて誕生した黎明期のイニシアルが、ページの冒頭の一文字を拡大する極めて簡素な
ものであったの対し、装飾的な文字芸術を豊かに開花させたのは、インスラーの写本である。アイルラン
ド最古の写本である《聖コルンバヌスのカタック》（アイルランド、王立アカデミ sー. n., 図 3-36 – 3-38）
では、末端部が渦巻きを形成する強調されたQから、後続の文字へと徐々に小さくなりつつ緩やかに移行
する、いわゆるディミヌエンド（漸進的縮小）の原理が認められる41。更にこのイニシアルは、古代末期
の《コデックス・アレクサンドリウス》（図 3-21）とは対照的に、文字列のコラムの中に組み込まれてい
る。即ちこのインスラーの写本では、装飾文字とその他の文字が互いに分離されるのではなく、混和して
いるのである。インスラー写本では文字が更に豊かな装飾表現を伴うようになると、文字体が自在に変形
し華麗なイニシアル頁となる。680年頃に制作された、《ダロウの書》（ダブリン、トリニティ・カレッジ、
Ms. 57, 図 3-39）の『マルコによる福音書』の冒頭では、大文字の IとNが連字となり、末端には渦巻き
模様が生成し、文字の形体が複雑化している。ディミヌエンドの原理はより体系化され、徐々に幅の狭く
なる帯状装飾に従って文字の大きさは縮小され、後続のテクストへと繋がれている。《リンディスファーン
の書》（ロンドン、大英図書館、Cotton Ms. Nero D. IV）のChi- Rhoのページ（図 3-40）では、モノグラム
XPI の装飾が一層複雑となり、曲線を描いて変形する X の文字と随所に表された大小無数の渦巻き文が、
文字の判読を難解にしている。装飾文字はそれ自体が絵画的価値を獲得し、モノグラムは次第にページ全
体を占めるようになる。こうした傾向の最たるものが、インスラーの写本芸術の最高傑作である、9 世紀
初頭に制作された《ケルズの書》（ダブリン、トリニティ・カレッジ、Ms. 58, 図 3-41）である。XPIのモ
ノグラムは今やページ全体を支配し、文字の端は渦巻き模様へと終わりのない変貌を見せている。羊皮紙
の地色が見えないほど、文字の間の余白は精巧な渦巻き文や動物組紐文、高度にパターン化された人物に
よって充填されておりここでは文字の判読性は放棄され、装飾的価値が絶対的に優先されていることを見
ることが出来るのである42。 
テクストとの関連性を示す図像のイニシアルへの付加は、既に 7 世紀の《ヴァレリアヌス福音書》（図
3-34, 3-35）で行われていたが、図像と文字との混合と一体化は、地中海世界の人間像を伴う図像を受容し
た、8世紀前半のインスラー写本で起こった。8世紀第 2四半期にカンタベリーで制作されたとされる《ウ
ェスパシアン詩編》（図 3-42 – 3-45）では、開口部を持つ文字を枠として借り、その中に出来た空間にテク
ストと関連する場面が示される、「図像を包囲するイニシアル」の形式の物語イニシアルが登場したのであ
る43。こうしたナラティヴなダヴィデ伝の図像は、キプロス出土のビザンティンの銀皿（ニューヨーク、
                                                      
41 NORDENFALK, Carl: Celtic and Anglo-Saxon Painting: Book Illumination in the British Isles, 600-800, New York 1977, 14; 
PÄCHT, 1984, 63. 
42 PÄCHT, 1984, 68. 
43 多くの研究者らが、図像を閉じるタイプの物語イニシアルの発明をインスラー写本に帰しており、シャルトだけが
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メトロポリタン美術館、Acc. no. 17.190.394; 図 3-46, ニコジア（キプロス）、考古博物館、図 3-47）のよう
な東方の手本が想定されている。しかしこのインスラー写本のイニシアルでは、ペヒトが指摘するように、
楕円形の開口部に物語場面を移植し組入れることで、地面や背景の空間は狭められ、イリュージョニステ
ィックな空間価値は最早ここでは放棄されている44。図像を閉じるイニシアルのもう一つの例は、《ヴェス
パシアン詩編》とほぼ同時期にウェアマス＝ジャロウ修道院で制作された、『イギリス教会史』写本（サン
クトペテルブルク、国立図書館、Lat. Q v I 18）のイニシアルH（図 3-48, 4-39）である。十字杖を持つトン
スラ頭の人物像の胸像は、そのニンブスに “AUGSTINUS” の銘があることから、著者像としての尊者ベ
ーダではなく、イニシアルに続くテクストにその記述のあるアウグスティヌスであることが分かる。《コル
ビー詩編》とほぼ同時期に制作された《ケルズの書》にも、図像を包囲するイニシアルが見られるが、装
飾の豪華さにも関わらずこのタイプのイニシアルは同写本には多くはない45。物語イニシアルは大別して
二つの形式、即ち図像を包囲するイニシアルと形象イニシアルから成るが46、前者はカンタベリーやウェ
アマス＝ジャロウといった、イタリアの影響下にある修道院で制作された写本で誕生したのである。古代
末期或いは東方の、地中海世界の図像世界が、ノーサンブリアを中心としたアングロ＝サクソンに齎され
たこの時代、図像を包囲するイニシアルの誕生は、ノーサンブリア・ルネサンスと称される中世史上のひ
とつの復興と再生の潮流を内包しているのである。 
 ハイバノ＝サクソンの写本芸術に於ける壮麗で変化に富んだモノグラム・ページの発達や、図像を包囲
するイニシアルの登場の一方で、大陸の写本に於けるイニシアル装飾は、古代末期に誕生した鳥や魚をモ
ティーフとしたイニシアルを発展させていた。6-7 世紀のイタリアの写本で既に、鳥や魚が文字の一部を
成す形象イニシアルの萌芽が見られたが（図 3-31 – 図 3-33）、それは 8世紀までにより様式化された形で
普及していた。イタリアの 7世紀後半の写本（ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod. sang. 730）では、
コンパスを用いてパターン化された鳥文イニシアルが登場する（図3-50）。8世紀後半のイタリア写本（パ
リ、国立図書館、Ms. lat. 10318）では、インスラー系の写本に特徴的な赤い点描を伴った、より装飾的な
魚文イニシアル（図 3-51）を持つ写本が制作されている。8世紀のガリアでは、こうしたイタリアで広ま
っていた写本装飾を取り入れ、より装飾的価値の高い、様式化された鳥魚文イニシアルを完成させる。コ
ルビーで制作されたアンブロシウスの『ヘクサメロン』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12135, 図 3-50）
では、黄色やオレンジ、緑といった鮮やかな色彩で彩られた鳥魚文イニシアルが、あたかもマッチ棒を並
べたかのように、水平・垂直の要素に合わせて配列されている。同じく北フランスの例であるゲラシウス
の『サクラメンタリウム』写本（ヴァティカン、教皇庁図書館、Reg. lat. 316）でも、十字架装飾の隣には
                                                                                                                                                                               
これをカール大帝宮廷派写本の発明であるとしている。SCHARDT 1938, 48ff; SCHAPIRO, Meyer: The Decoration of the 
Leningrad Manuscripts of Bede, in: Scriptorium 12, 1958, 191-207, repr. in: Late Antique, Early Christian and Medieval Art, 
Selected Papers: Meyer Schapiro III, New York 1979, 199; PÄCHT, 1984, 77. 
44 PÄCHT 1984, 77. 
45 SCHAPRO 1974, 202, 220, note 9. 
46 シャピローは物語イニシアルに二つのタイプがあるとし、その発明の一方をイングランドに、もう一方を大陸に帰
している。SCHAPIRO 1979, 199. 
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魚文イニシアルが見られる（図 3-53）。鳥魚文イニシアルそのものは西ゴートやランゴバルドなどでも広
く用いられた装飾方法であったが、クロワゾネによる金工装飾（図 3-54, 3-55）のような色彩鮮やかな鳥魚
文イニシアルは、特にメロヴィング朝フランクの写本の常套手段であった。しかし 8世紀の文字装飾はこ
うした動物モティーフの静的な組み合わせのみに留まった訳ではない。『説教集』写本（図 3-56）では、
魚のモティーフがその身体を柔軟に曲げ、Q の文字の円弧やカウダに適応しており、8 世紀後半の『教会
法選集』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12444）のイニシアルA（図 3-57）やアウグスティヌスの『七
書研究』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12168）のイニシアルE（図 3-58）では、鳥や犬のような四足
動物が手足を折り曲げることで、文字にアクロバティックな動きを生み出している。古代末期の簡素な鳥
や魚のイニシアルと比較して、次第に動きを獲得し始めたこの時期の大陸のイニシアルこそが、カロリン
グ朝の《コルビー詩編》の生き生きとした動物文イニシアルの前段階なのである。 
 8 世紀後半の大陸写本では、このような動的な形象イニシアルが次第に登場し、ついには人物像までも
激しい動きを示すようになった。インスラーの影響下にある大陸の修道院で制作されたと考えられている
『ヨブ記注解』写本47（カンブレー、市立図書館、Ms. 470）では、2つのイニシアル（図 3-59, 3-60）で、
海洋生物や四足獣と格闘する人物像が描かれている。単に文字の形に当てはめるだけではなく、イニシア
ルVのメインステムを担う動物を、人物像は銛や槍でそれぞれ獣を突いており、ここでは生きた形象イニ
シアルとなっているのである。同じく8世紀後半の《ジェローヌの典礼書》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048）
のイニシアルE（図 3-61）では、人物像が身体を直角に屈曲させ両腕を突き出すことで、大文字のイニシ
アルEを形成している。 
 物語イニシアルの二つのタイプのうち、もう一方、即ち形象イニシアルによる図像が誕生したのは、こ
の頃のガリアであったと考えられる。この《ジェローヌの典礼書》写本の最も有名なミニアチュールであ
る、 “Te igitur”の冒頭のイニシアル T（図 3-62）では、Tという文字そのものを十字架に見立て、キリス
トの磔刑図が描かれている。ここでは “Te igitur clementissime Pater, per Iesum Christum Filium tuum Dominum 
nostrum, supplices rogamus, ac petimusさて神よ、最も恵まれたる者よ、われわれはイエス・キリストを通
してあなたにお願いします）” という言葉が、犠牲の十字架に架かるキリストによって表されているので
あり、ここに、文字と絵、そしてテクストの統合が起こっているのである。この “Te igitur” を磔刑図で表
すという手法は、以後の典礼書で定着することになる。 
 プレ・カロリング期には、インスラー写本に於いて図像を包囲するイニシアルが、そして大陸のメロヴ
ィング朝写本では、形象イニシアルが誕生し、物語イニシアルという文字と図像の共生が始まった。そし
てここで獲得された、再現的・具象的モティーフによるナラティヴな物語場面を、幾何学的・非有機的構
                                                      
47 同写本の制作地の同定は、未だ研究者らの間で見解が分かれている。インスラーの使節による大陸の修道院である
とする意見もあれば、イングランドで制作されたという説もある。LOWE, Elias Avery: Codices Latini Antiquiores: a 
Palaeographical Guide to Latin Manuscripts Prior to the Ninth Century, Oxford 1934-1966, pt. 6, 740; GNEUSS, Helmut/ 
LAPIDGE, Michael: Anglo-Saxon Manuscripts: a Bibliographical Handlist of Manuscripts and Manuscript Fragments Written or 
Owned in England up to 1100, Toronto 2014, 578. 
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造の中に移植する手法こそが、《コルビー詩編》の多種多様な物語イニシアルの基礎となったのである。 
 
C) カロリング朝～オットー朝 
8 世紀の終わりまでに、インスラー及びメロヴィング朝写本で、物語イニシアルの二つの形式、即ち図
像を包囲するイニシアルと形象イニシアルとが発明された。これらの双方を恐らく初めて取り入れたのが、
《コルビー詩編》である。例えば図像を包囲するタイプの物語イニシアルでは、第 7編イニシアルD（図
3-63）の「ライオンと闘うダヴィデ」が上げられる。アンシャル体のDの楕円形の開口部に、ライオンと
思しき四足獣の口を開いて闘うダヴィデ像が表されている。ダヴィデもライオンも完全な側面観で描かれ
ているので、四分の三面観をとっていた《ヴェスパシアン詩編》（図 3-45）と比較すると、ここではより
一層余白が排除されていることが分かる。《ヴェスパシアン詩編》では助けられた子羊（或いは子山羊）が
ダヴィデの肩の輪郭線を駆け上がっていたが、ここではライオンが文字のリボンを駆け上がることで、開
口部に表されたダヴィデ伝の物語場面と文字そのものとが、殆ど同一平面上にあるかのような印象を与え
ている。形象イニシアルのタイプでは、第 151編イニシアルP（図 3-64）の「ダヴィデとゴリアテの闘い」
が挙げられる。文字のステムは巨大なゴリアテの身体によって、そしてボウルはダヴィデの投石器の描く
軌跡によって代替されており、《ジェローヌの典礼書》と比較して、生き生きとした動的な物語場面と文字
の形状とが一体化されている。 
《コルビー詩編》の形象イニシアルに与えられた動的な生命は、単に文字の形状にモティーフを当ては
めて文字を構成する受動的な装飾方法に止まらず、文字の形状を積極的に解体し物語場面を展開した。詩
編第 129編イニシアルD（図 3-65）の「ヨナと海獣」の場面では、海獣の長い胴体がアンシャル身体のD
のカーヴを描き、アセンダー部分ではそれは船体へと変化するが、その舳先は再び預言者ヨナへと接続さ
れ、彼を飲み込もうとする海獣の口へと押し戻される。ここでは動物・人物・静物がその形を文字の形体
に合わせて自由自在に湾曲させたり脱臼させたりすることで、あるモティーフから別のモティーフへと滑
らかに移行している。ここでは物語場面と文字とが一体化し、時間と動きという要素が発生しているので
ある48。ハバククのカンティクムのイニシアル D（図 3-66）でも同様に、馬から船の船体へ、その舳先か
らフリジア帽を被った人物へと変貌しており、モティーフ同士の接合点は滑らかに接続されている。ペヒ
トは同写本のこうしたイニシアルを「カレイドスコープのような形体の展開49」と呼んでおり、クーダー
はこうしたモティーフ同士の滑らかな移行が、互いのモティーフの輪郭線が接合点で柔軟にまとめられて
いる為であるとしている50。預言者ヨナのイニシアルでもハバククのイニシアルでも、船と海獣、或いは
船と馬の接合点は、太い輪郭線ではなく細い描線のみで示されており、ヨナのイニシアルではさらに、海
獣から船へと変貌する箇所か海中へと投じられるヨナと殆ど重なることで、巧妙に隠されている。アンシ
                                                      
48 PÄCHT, 1984, 53. 
49 PÄCHT, 1963, 72: “… is the principle of the kaleidoscopic devepment of form.” 
50 KUDER 1977, 311. 
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ャル体の D は一般的に、アセンダーからボウルの半分を一筆で、ボウルのもう半分を一筆で書く。《コル
ビー詩編》のこのカレイドスコープ的な変貌を見せるイニシアルでは、一筆で書かれる文字の構成要素の
中で異なるモティーフが接合される場合には、その輪郭線が控えめに引かれることで、あたかもモティー
フが変貌しているかのような印象を与えているのである。 
但し、図像を包囲するイニシアルと形象イニシアルだけが、《コルビー詩編》の図像を伴うイニシアルの
装飾語彙ではなかった。第 50編イニシアルM（図 3-67）では、向かい合う一対の有翼獣によってイニシ
アルMが構成されており、その点では形象イニシアルであるが、その有翼獣の作る二つのアーチの下に、
ニンブスを持つ二人の人ずつがそれぞれ向かい合って表されており、その点では図像を包囲するイニシア
ルに近い特徴を備えている。同写本ではしばしば、先行する写本芸術から継承した相異なる装飾語彙の混
成物の様相を呈するイニシアルが見られるのである。更に、第 111編イニシアルB（図 3-68）では、上段
の開口部に描かれた葡萄唐草を啄む一対の鳥を、下段に表された人物が矢で射ようとする様が表されてい
るが、下段の人物の両足や弓矢は、ボウルから突出し文字の枠を超えている。その為に、文字体は枠とし
て用いられているというよりは、一つの舞台のように扱われている。動物／人物の棲み込んだイニシアル
の萌芽が、同写本のイニシアルには見られるのである。 
 しかし《コルビー詩編》に見られるような、多様な装飾語彙を混成させた物語イニシアルは、カロリン
グ朝写本では稀であり、寧ろ図像を包囲するイニシアルが主流であったと考えられる。アーヘンのカール
大帝宮廷派の写本では、メダイヨンイニシアルと図像を閉じるイニシアルが、全頁大ミニアチュールとし
て描かれており、メッス派写本では、文字を枠或いは舞台装置のように用いた物語イニシアルが多数備わ
っている51。8 世紀の後半の《ジェローヌの典礼書》で初めて現れた “Te igitur” の磔刑図のみが、カロリ
ング朝期に定着し頻繁に用いられた図像付きの形象イニシアルであった52。カール禿頭王の為に制作され
たと考えられる豪華写本《カール禿頭王の典礼書》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 1141）では、金色の枠取
りや唐草、組紐文で装飾された全頁大イニシアルとして、キリスト磔刑図が表されている（図 3-69）。 “Te 
igitur” に磔刑図を当てはめる形式の全頁大挿絵は、オットー朝写本にも引き継がれ、より広い地域に伝播
していった。10世紀後半のフルダ派の《フルダ典礼書》（ミュンヘン、国立図書館、Clm 10077）（図 3-70）
では、図像システムはより複雑化し、全頁大ミニアチュールの枠取りの左右上下に取り付けられたメダイ
ヨンの中に、聖母マリアと福音書記者ヨハネ、神の手、そしてストラ（祭服様頚垂帯）を手にしたトンス
ラ頭の司祭が描かれており、図像はより複雑化している。キリストの両腕は《ジェローヌの典礼書》や《カ
ール禿頭王の典礼書》とは異なり、イニシアルTの背地から離れて垂れ下がっている。ここでは最早、文
字の形に図像を当てはめた形象イニシアルというより、文字を離れたモニュメンタルな全頁大挿絵となっ
ているのである53。11世紀中葉のサン＝ヴァーストで制作された『典礼書』写本（パリ、国立図書館、M. 
                                                      
51 カール大帝宮廷派及びメッス派写本の物語イニシアルについては、本章第4節で論じる。 
52 Te igiturのイニシアルと磔刑図について詳細に論じたのはグートブロートである。GUTBROD 1965, 17-73. 
53 GUTPROD 1965, 45-46. 
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lat. 9436）では、 “Te igitur” のイニシアルTと磔刑像は上下に分離している（図 3-71）。カロリング・ルネ
サンス前夜に一体化した筈の文字と図像は、ここで再び別のものとなった。プレ・カロリング期に準備さ
れ、《コルビー詩編》に於いて完成された形象イニシアルや図像を包囲するイニシアルは、直接的な後継者
を持たなかったのである。 
カロリング朝写本では、図像を伴う物語イニシアルよりも寧ろ、豪華写本の全頁大イニシアルが華やか
な発展を見せた。カール大帝宮廷派の初期の豪華詩編写本である《ダグルフ詩編》では、緋紫色に染めら
れた羊皮紙を模して、赤紫に地を塗られた枠内に、組紐文による金字イニシアルBが描かれている（図3-72）。
第 51編イニシアル Q（図 3-73）でも、文字の上端が画枠に一部接しているものの、文字と画枠、濃紺色
に地塗りされた背地とは互いに明瞭に分け隔てられている。ここには、ほぼ同時期に成立した《ケルズの
書》のキリストのモノグラム（図 3-41）のような判読の難解さは存在しない。古代のローマン・キャピタ
ルで描かれた文字は、読むための文字としての自律性を保っているのである。カール大帝宮廷派の写本で
は、組紐文を主としてインスラー芸術の装飾語彙を取り入れながらも、文字と画枠とははっきりと区別さ
れ、文字は判読可能な明瞭性を保っていた。9 世紀後半のカール禿頭王の時代になると、宮廷派写本でも
大きな変化が起こる。ルートヴィヒ敬虔帝の宮廷派で制作された《ルートヴィヒ敬虔帝の詩編》（ベルリン、
国立図書館、Ms. theol. lat. fo. 58図 3-74）では、背地は地塗りされず、その代わりに枠取りやイニシアルそ
のものの装飾が複雑化している。鳥頭付き組紐文はインスラー写本の装飾に範を得ているにも拘らず、イ
ニシアルに続く文字がカピタリス・クワドラータで書かれており、《ダグルフ詩編》より一層、文字は背景
に対して浮かび上がるように判読性が高められている。《カール禿頭王の第二聖書》（パリ、国立図書館、
Ms. Lat. 2, 図 3-75）でも同様に、鳥頭付きの組紐文を多用した金地イニシアルが全頁大ミニアチュールと
して描かれている。《ダロウの書》のイニシアル（図 3-39）で見られたような連綴文字（ligature）はここ
では避けられ、文字ひとつひとつがその自律性を保持しているだけでなく、イニシアル Iはその上下の組
紐文装飾で画枠と一体化しており、文字はあたかも画枠と同一平面上にある装丁のように機能している。9
世紀後半の宮廷派を中心として、インスラー、即ちハイバノ＝サクソンの写本芸術にその装飾モティーフ
の多くを借りながらも、背地に対して明瞭に文字が浮かび上がり判読性を高めたフランコ＝サクソンの写
本芸術が、サン＝タマン、サント＝メール、サン＝ヴァーストといった北フランスの各地で開花した。 
 こうした金を用いたモノグラム・ページは後期カロリング朝写本からオットー朝写本に引き継がれた。9
世紀後半のサンクト・ガレン修道院の豪華写本《フォルヒャルト詩編》（ザンクト・ガレン、修道院図書館、
Cod. sang. 23, 図 3-76）では、パルメット文のような金色の装飾を持つ枠取りの中全体に、複雑な組紐文で
編まれたイニシアルQがほぼ左右対称に配され、モニュメンタルなモノグラム・ページを成している。こ
のモノグラム・ページは、1000年頃にライヒヒェナウで制作された《オット 3ー世の福音書》（ミュンヘン、
バイエルン国立図書館、Clm. 4453, 図 3-77）になると、組紐文と結目文が縁の外にまで進出し枠と絡み合
うことで、枠取りはイニシアルの支柱となっている。《カール禿頭王の第二聖書》のイニシアル・ページと
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同様に、《ルートヴィヒ敬虔帝の詩編》から《カール禿頭王の第二聖書》への発展と同じ変化がここでは起
きているのである。 
 オットー朝の写本芸術の中心地のひとつであったライヒェナウ派の写本では、こうした人物像を伴わな
いモニュメンタルな全頁大イニシアルだけが興隆したわけではなかった。《バンベルクの旧約聖書注解》写
本（バンベルク、国立図書館、Misc. Bibl. 22）の『ダニエル書注解』冒頭のページ（図 3-78）では、金で
表された唐草イニシアルのアセンダー部分に、執筆する人物像が座っている。ここでは文字の開口部に場
面が表されるのでも、文字自体を人物像によって構成するのでもなく、文字を一種の舞台装置として椅子
のように用いた、人物の棲み込んだ物語イニシアルとして表されている54。唐草に座っているのは天使か
ら霊感を受け執筆する預言者ダニエルであり、ここでは《コルビー詩編》の第1編イニシアルBと同じよ
うに、著者像が物語イニシアルとなっているのである。一方、同じくライヒェナウで制作された《ライヒ
ェナウの聖書抜抄》（ヴォルフェンビュッテル、アウグスト公爵図書館、Cod. Guelf. 84.5 Augusteus 2）では、
全頁大イニシアルの Iを木のように登る人物像が表されている（図 3-79）55。この人物像にはアトリビュー
トにも欠けており、後続のテクストとの関連は不明である56。オットー朝写本では稀ではあったものの、
テクストとの関連性が不明確な人物像を伴う、画家の遊びやファンタジーによる図像を持つイニシアルの
萌芽はここに見られ、これがロマネスク写本で開花することとなる。 
 
D) 紀元先年前後 
 人物像を伴うイニシアルが西欧に於いて多様化するのは、紀元先年前後である。オットー朝の写本画芸
術はライヒェナウ島のスクリプトリウムを中心として花開いていたが、様式的にはフルダやケルンに近い
ヴェルデン修道院でも、物語イニシアルを持つ写本が制作された。後期オットー朝芸術に属する《ヴェル
デン詩編57》（ベルリン、国立図書館、Cod. theol. lat. fol. 358）では、文字体を建築モティーフに見立てたイ
ニシアルや形象イニシアル、そして唐草と人物が戯れるイニシアルが現れる。詩編第 77編では、イニシア
ルAを半円アーチ付きの建築物として用いて、その下で修道士が祈りを捧げており（図 3-80）、第 131編
ではイニシアルMを建築物の列柱として、その下で十字杖を持つキリストと頭を垂れ対話する（或いは祈
                                                      
54 イニシアルをその形体別に論じたグートブロートは、このような文字体に座る人物像を持つイニシアルについても
例を複数挙げている。GUTBROD 1965, 156-174. 
55 グートブロートは「登攀者付きイニシアル（Initialen mit Kletterern）」と名付けている。GUTBROD 1965, 156. 
56 木を登る人物像は、イエスを見ようとして桑の木に登ったザカアイの逸話（『ルカによる福音書』第19章1-10節）
等、キリスト教美術のイコノグラフィーで時折見られるが、ここではマントを纏った人物像が登るのは木ではなくイ
ニシアルであり、特定の聖書場面と結びつけるのは難しい。ALEXANDER 1978a, 66. 
57 《ヴェルデン詩編》については、以下を参照。KAHSNITZ, Rainer: Der Werdener Psalter in Berlin, Ms. Theol. Lat. Fol. 358: 
eine Untersuchung zu Problemen mittelaltericher Psalterillustration, Beiträge zu den Bau- und Kunstdenkmälern im Rheinland 24, 
Düsseldorf 1979; Werdener Psalter: vollständige Faksimile-Ausgabe im Originalformat von Ms. theol. Lat. fol. 358 aus dem Besitz 
der Staatsbibliothek Preussischer Kulturbesitz, Berlin, Kommentar von KNAUS, Hermann, Codices selecti phototypice impressi, v. 
63-63*, Graz, Akademische Druck- u. Verlagsanstalt, 1979; 拙稿「《ヴェルデン詩編》 Werdener Psalter: Berlin, Staatsbibliothek 
zu Berlin, Preussischer Kulturbesitz, Ms.theol. lat. Fol. 358」（研究プロジェクト報告）『東京芸術大学西洋美術史研究室紀
要（Aspects of Problems in Western Art History）』 第14号 2014年、80-85頁。 
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りを捧げる）修道士の姿が描かれている（図 3-81）。同様に修道院で制作された詩編写本である《コルビ
ー詩編》と比較すると、人物像の占める割合は文字の枠組みに対して小さく、人物像のプロポーションも
一定に保たれている。モーセのカンティクムのイニシアル（図 3-82）では、二等辺三角形のAという文字
を、開脚した人物像に見立てて形象イニシアルとしている一方、第 135編イニシアルC（図 3-83）の開口
部では、人物像が金や銀で書かれた唐草と格闘している。これら 2点のイニシアルの人物像は、ライヒェ
ナウ派の登攀者付きイニシアル（図 3-79）と同様にアトリビュートに欠け、詩編テクストの内容を示唆す
る図像というよりは、単なるドロレリーとしての役割しか果たしていない。 
 動物や人物像の棲み込んだ唐草イニシアルは、カロリング朝期の《コルビー詩編》にその萌芽が見られ
るものの、《ヴェルデン詩編》以前には現存する洗礼が存在せず、例えばフルダの写本装丁板（バンベルク、
国立図書館、Msc. Lit. 1, 図 3-85）に見られるような、動物／人物像の棲み込んだ唐草からイニシアルへと
移植されたのだと考えられる58。《ヴェルデン詩編》の人の棲み込むイニシアルと比較すると、《コルビー
詩編》は手本となった唐草の形態をより良く留めている。「動物／人物像の棲み込んだ唐草（inhabited scroll; 
bewohnte Ranke）」の発明そのものは、ヘレニズム期からローマ帝国時代にかけて広まった「人の棲み込ん
だ渦巻き（peopled scroll）」に帰せられる59。既に紀元前 4世紀には、人の棲み込む唐草モティーフの萌芽
が見られる。マディトス（現在のトルコのエジェアバト）出土の金のディアデマ（図 3-85）には、中央の
ディオニュソスとアリアドネーの脇に、渦巻く唐草に腰掛け楽器を奏でるミューズらが表されており、人
物の棲み込んだ唐草の萌芽を見ることが出来る60。古代末期の《コンスタンティナの石棺》（図 3-86）では
唐草は、プットーの遊ぶ円形のメダイヨンのような空間を提供している61。この唐草の織りなす円形空間
に人物や動物を棲まわせる装飾形式は、《ラズウェルの石彫十字架》（図 3-87）のような8世紀のノーサン
ブリアの石彫十字架に輸入されている。古代末期の例では蔓の作る円形空間はフリースペースに近いもの
であったのが、8 世紀のノーサンブリアの例では蔓と動物は激しく絡み合い、動物は唐草の織りなす平面
へと還元されている。カロリング朝期の象牙二連板の浮彫（図 3-88）では、唐草モティーフに葉が備わり
地中海的な写実性を備えている一方で、その開口部では動物と人物像が互いの唐草に領域を超えて格闘し
ているこうした、唐草と格闘する動物モティーフは、《ユニウス詩編》（オックスフォード、ボドレアン図
書館、Ms. Junius 27）のような 10世紀の第 2四半期のアングロ・サクソンの写本画（図 3-89）に於いて既
にイニシアルの中に移植され62、そして紀元一千年頃のサン・ベルタン修道院で制作された《サン・ベル
                                                      
58 KAHSNITZ 1979, 238. 
59 「動物／人物像の棲み込んだ唐草（inhabited scroll）」という言葉はドーフィンによれば、もともとはトインビーとウ
ォード=パーキンズによってヘレニズム期の作例に対して与えられた “peopled scroll” を、ゴフが “ inhabited scroll” と
言い換えたものである。DAUPHIN, Claudine: The Development of the "Inhabited Scroll" in Architectural Sculpture and Mosaic 
Art from Late Imperial Times to the Seventh Century A.D., in: Levant, Journal of British School of Archaeology in Jerusalem and 
the British Institute at Amman for Archaeology and History, vol. 19, 1987, 183-213; TOYNBEE, J.M.C/ WARD-PERKINS, J.B.: 
Peopled Scrolls: a Hellenistic Motif in Imperial Art, in: Papers of the British School at Rome, vol. 18, 1950, 2-43; GOUGH, M.R.E.: 
Anazarbus, in: Anatolian Studies, vol. 2, 1952, 82-150. 
60 TOYNBEE/ WARD-PERKINS 1950, 4. 
61 PÄCHT 1984, 81. 
62 PÄCHT 1963, 72; idem: 1984, 82. 
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タン福音書》の写本画の枠取り装飾（図 3-90, 3-91）の中に見られるようになっている63。ここでは動物は
蔓の間を縫いながら渦から渦へと狩人に追い立てられ、蔓の作るフリースペースとしての開口部ではなく、
完全に唐草の織る空間に棲みついている。これらの象牙浮彫や写本装丁板、写本画の縁の装飾と同様に、
《コルビー詩編》第 111編のイニシアル（図 3-68）は、唐草の渦巻きが形作る二つのメダイヨンを、そこ
に表されたモティーフが境界を超えて連結している。本写本のこのイニシアルの装飾システムが、ヘレニ
ズム期に誕生し古代末期やインスラー芸術を経て完成された、人間像や動物の棲み込んだ唐草模様に由来
していることが明らかになるのである。 
 サント・メールのサン・ベルタン修道院で修道院長オドベルトが制作した写本は、ロマネスク前夜の現
存する写本の中では最も、物語イニシアルの装飾形式の豊かな例である。《サン・ベルタンの福音書》の『ル
カによる福音書』の全頁大イニシアルでは、開口部に祭壇を前にしたザカリアとお告げの天使が描かれて
おり、カウダの先にはキリスト降誕図が補助的に表されている（図 3-90）。ほぼ同時期にオドベルトによ
って描かれた注釈付き詩編写本《オドベルトの詩編》では、組紐文イニシアルや動物モティーフによる形
象イニシアルの他、第 108編イニシアルD（図 3-91）の「使徒達への出現」のように、図像を包囲するタ
イプの物語イニシアルや、第 28編イニシアル A（図 3-92）の子羊を捧げる人物（アベル？）のように、
部分的に形象イニシアルの特徴を持つものも多く見られるのであるが、《コルビー詩編》のイニシアルと比
較すると、相対的に人物像は小さく、より多くのモティーフを用いたキリスト伝をナラティヴな物語場面
として表す傾向にあり、カロリング朝期の物語イニシアルでは寧ろ《ドロゴ典礼書》などメッス派写本に
近い64。 
 《ヴェルデン詩編》やオドベルトによる 2写本に見られる装飾語彙の多様化は、その様式的近似性から、
アングロ・サクソン写本のイニシアルと深い関連性を持っている65。先述の 10世紀前半の《ユニウス詩編》
は既に、イニシアル D などの開口部に図像を示すタイプの物語イニシアルを数点備えていたが（図 3-94, 
3-95）、1000年頃のイングランド写本では例えばイシドルス写本（ロンドン、大英図書館、Ms. Royal 6. B. VIII）
稀に形象イニシアルが見られ（図 3-96）、11世紀第 2四半期の《ケンブリッジ詩編》（ケンブリッジ、大学
図書館、Ms. Ff. 1.23）では、テクストと関わりの無い裸体の人物像が文字体を構成する、ドロレリーの形
象イニシアルが爆発的に増える（図 3-97, 3-98）。F. ウォーマルドはメロヴィング朝やカロリング朝の形象
イニシアルが 10世紀後半にイングランドに輸入され、それが 11世紀に定着したのだと推測している66。
一方、直接的な関連性を見出すのは難しいが、ほぼ同時期にビザンティンのギリシャ語写本（トリノ、大
学図書館、Cod. C. I, 6）でも、裸体のドロレリーによる類似の形象イニシアルが散見される（図 3-99）67。
                                                      
63 PÄCHT 1984, 84. 
64 《コルビー詩編》とメッス派写本の物語イニシアルの比較は、本章第4節で詳細に論じる。 
65 《ヴェルデン詩編》と《ケンブリッジ詩編》は、テクスト比較からも近似性が指摘されている。KAHSNITZ 1979, 108. 
66 WORMALD, Francis: Decorated Initials in English Manuscripts from A.D. 900 to 1100, in: Archaeologia, 91, 1945, repr. in: 
Collected Writings: Francis Wormald, Studies in Medieval Art for the Sixth to the Twelfth Centuries (ed. by ALEXANDER, 
Jonathan James Graham/ BROWN, T. Julian/ GIBBS, Joan), New York 1984, 63-64. 
67 A. グラバールは、ビザンティン写本に於いてこうした人物像によるイニシアルが用いられるのは、西方による発
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これらの形象イニシアルは《コルビー詩編》とは異なり、大半が裸体の人物像であり、テクスト内容と直
接的な関連を見出せないドロレリーである。しかし、西欧で広くロマネスクのイニシアル芸術の装飾形式
を準備したのは、紀元一千年前後から 11世紀前半のこうしたドロレリーのイニシアルなのである。 
 
E) ロマネスク期 
 プレ・カロリング期から紀元一千年前後までの間に準備され発展した、あらゆるイニシアルの装飾語彙
を用いて文字と絵を共生させたのは、ロマネスクの写本芸術であった。詩編写本の第 1編冒頭 “Beatus vir” 
のイニシアルBは特に、詩編著者であるダヴィデ王の図像が表される主要な箇所であり、その最も早い例
が、カロリング朝期の《コルビー詩編》（図 3-100）である。この第 1編のイニシアルBは特に 11世紀以
降、様々な形態でダヴィデ王に関連する図像の展開される場となった。既に後期オットー朝写本《ヴェル
デン詩編》では人の棲み込んだイニシアルとして、金銀の蔓の中で執筆に勤しむ写字生がイニシアルBの
二つの開口部に移植されている（図 3-101）。12世紀第 3四半期のイングランドの詩編写本《アルンデル詩
編》（ロンドン、大英図書館、Ms. Arundel 60）では、赤や青を基調とした鮮やかな唐草イニシアルBの全
頁大ミニアチュール（図 3-102）に於いて、上段には蔦に手足を絡め取られるフリジア風の帽子を被った
小さな人物像が、下段には竪琴を奏でるダヴィデ王が、やはり渦を巻く蔦の上に座している。ノルマンデ
ィーの『詩編注解』写本（エヴルー、市立図書館、Ms. 131）の例では、図像は一層複雑化する。第 1編イ
ニシアルB（図 3-103）では、上段ではライオンの口を開き闘うダヴィデの、下段では巨人ゴリアテに投石
するダヴィデの場面が唐草の中で展開され、3つのパネルに分けられた柱身では、上から喇叭を吹く人物、
竪琴を奏でるダヴィデ王、槌を持つ人物、刀を持つ人物と、ダヴィデ伝が表され、ダヴィデ伝に関わる主
要な物語場面がひとつのイニシアルの中に凝縮されているのである。また人間／動物の棲み込んだイニシ
アルは、ダヴィデ伝に関する図像を提供する場となっただけではなく、挿絵としては殆ど無意味な、《ヴェ
ルデン詩編》や《ケンブリッジ詩編》に見られたドロレリーのイニシアルとして表されることも稀ではな
かった。12世紀後半のイギリスの詩編写本《コペンハーゲン詩編》は、プレファトリーにキリスト伝を中
心とする多くの全頁大挿絵を持つにも関わらず68、詩編冒頭のイニシアル Bの唐草に絡めとられるのは裸
体の人物や四脚獣であり、著者像もダヴィデ伝の一場面をも伝えてはいない（図 3-104）。 
 “Beatus vir” のイニシアル Bは、唐草による人物の棲み込んだイニシアルとしてのみ、図像を与えられ
たわけではなかった。《ウィンチェスター聖書》の『詩編』冒頭の 2つのイニシアル Bでは、それぞれ熊
やライオンと闘い子羊を助けるダヴィデの場面と、キリストの悪魔祓い（『マルコによる福音書』第 9 章
14節）及び冥府降下の場面が、図像を包囲するイニシアルとして予型論的に表されている（図3-105）。《コ
ルビー詩編》のこれと類する主題のイニシアルである、第 7編イニシアルD（図 3-63）と比較すると、《ウ
                                                                                                                                                                               
明の後であるしている。GRABAR, André: Une pyxide ivoire à Dumbarton Oaks: quelques notes sur l’art profane pendant les 
derniers siècles de l’Empire byzantin, in: Dumbarton Oaks Papers, 14.1960, 121-146, repr. in: L’art de la fin de l’antiquité et du 
moyen âge, Paris 1968, 246-247.  
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ィンチェスター聖書》では文字の枠とダヴィデや獅子、熊といったモティーフとの間の空間がやや広がっ
ているが、背地が濃色で着彩されている為に空間的な広がりは感じられず、像を支える無機質な地として
機能している。 
 これに対して、《セント・オルバンズ詩編》（ヒルデスハイム、ザンクト・ゴデハルト聖堂宝物庫）のイ
ニシアルは文字の枠とその内部に表された像の関係という点で、《コルビー詩編》と近い造形原理を示して
いる。詩編第 1編冒頭（図 3-106）では、竪琴を手にし書物を開く詩編著者ダヴィデは、イニシアルBの
二つのカウンターを跨いでおり、文字の開口部内に描かれているというよりは、文字自体がダヴィデの座
る椅子の一部であるかのように用いられている。この《セント・オルバンズ詩編》は、詩編全編に渡りキ
リスト伝を中心とした物語イニシアルで飾られる、ロマネスク期のイニシアル芸術の傑作である。文字体
は物語場面の展開する枠或いは舞台装置として機能するが、聖母マリアのカンティクムのイニシアル M
（図 3-107）と《コルビー詩編》第 50編（図 3-67）、そして《ヴェルデン詩編》の第 131編（図 3-81）イ
ニシアルの 3点を比較すると、3点とも同様に文字体をアーケード状の枠として人物像にを提供しながら
も、《ヴェルデン詩編》のイニシアルは人物像と文字の建築形体の間に余白が多く残されていたのに対し、
《セント・オルバンズ詩編》と《コルビー詩編》では、イニシアルMでは人物像が枠一杯にまで引き伸ば
され、隙間を充填していることが分かる。ロマネスクの人物像彫刻を建築的枠組みに適合せしめる典型的
なシステムの一つとして、フォションが指摘した「オム・アルカード（アーチ列＝人間）」と同様の原理69
が、カロリング朝期の《コルビー詩編》とイギリスのロマネスク写本《セント・オルバンズ詩編》の双方
のイニシアルに観察できるのである。 
 《コルビー詩編》で一時的に開花した様々な物語イニシアルと同様の装飾語彙を多く見せるのが、12世
紀前半に短期的に興隆したシトー派写本である。12世第 1四半期のシトー修道院で制作された、シトー第
一様式70の写本は、人間像を伴うイニシアルを多数備え、フランスに於けるロマネスクのイニシアル芸術
の白眉とされる。『詩編注解』写本（ディジョン、市立図書館、Ms. 147）の冒頭 “Ecce un pauter orat” 冒頭
のイニシアルE（図 3-108）では、クロスバーを挟んで開口部の上下に、ライオンと闘うダヴィデと、竪琴
を奏でるダヴィデと奏楽者達という、『詩編注解』テクストに関連する図像によって物語化されている。一
方で、大グレゴリウスによる『ヨブ記注解』写本（ディジョン、市立図書館、Ms. 173）では、有翼獣と闘
う人物のイニシアルQ（図 3-109）や、身体を大きく捻る人物像によるイニシアルS（図 3-110）のように、
テクストの内容とは直接関わらない形象イニシアルが多く表されている。ここでは全身を脱臼させたよう
な人物像が文字の形に当てはめられることで、人間像や動物といった形象像と文字の形との間に緊張感の
あるエネルギーが生じている。シトー派写本ではこうした躍動感に溢れる形象イニシアルに加え、修道士
                                                      
69 FOCILLON 1982, 72, 辻佐保子訳訳84頁。尚、フォシヨンによるオム・アルカードの概念は、本邦では例えば以下
で紹介されている。越宏一『中世彫刻の世界―ヨーロッパ美術史講義』（岩波セミナーブックスS8）岩波書店 2009
年、40-44頁。 
70 「シトー第一様式」は、12世紀のシトー派写本を研究したY. ザウースカによる分類である。ZAŁUSKA, Yolanta: 
L’Enluminure et Scriptorium de Cîteaux au XIIe Siécle, Cîteaux 1989, 12. 
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らの生活を描いた（図 3-111）も散見される。イニシアル Iを木に見立て、その根本に斧を振り上げる修道
士の姿が小さく付け加えられており、木の上部には釜を持ち枝を落とす人物が描きこまれている。オット
ー朝写本の登攀者付きイニシアル（図 3-79, 図 3-83）では単に抽象的な唐草イニシアルを登っていた人物
像が、ここでは写本を制作した修道士らの生活を反映させたかのような、牧歌的なイニシアルとなってい
るのである。 
 人物像の棲み込んだロマネスク期のイニシアルは、単に枠取り絵画の代用として人物像の描かれる空間
を提供しただけではなく、物語場面の展開に積極的に参加する装置でもあった。12世紀前半のドイツ西部
で制作された『殉教者受難録』写本71（シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. Bibl. Fol. 
56）では、文字の形体は聖人の殉教を助ける構造体となっている。例えば聖アドリアノの殉教の章のイニ
シアルF（図 3-112）では、文字のアセンダーから半身を起こす聖アドリアノの身体が突出しており、槌を
振り上げ聖アドリアノの足を切り落とす執行人と、その足を拾い上げる聖ナタリアが文字の柱身に沿って
立っている。聖ゴルゴニウスと聖ドロテウスの殉教を説いた章のイニシアルM（図 3-113）では、文字の 2
つの開口部に絞首刑となる二人の殉教者が吊り下げられ、その縄は文字体のアーチ部分に括り付けられ、
それを柱身の上部に座った執行人が引いている。ここでは文字の構造は、聖人らの殉教の場であると同時
に、殉教道具となっているのである。 
 ロマネスク期に黄金時代を迎えた物語イニシアルは、 ‘Beatus’ のイニシアル B や図像を包囲するイニ
シアル、形象イニシアル、人物像の棲み込む唐草のイニシアルやオム・アルカードのモティーフやだけで
はなく、イニシアルを修道士生活の場として文字通りそこに棲まうものや、文字を殉教道具のように用い
るもの等、《コルビー詩編》で既に見られた装飾語彙に加えて、百花繚乱のイニシアルの装飾体系を確立し
ている。そこでは、あらかじめ与えられた文字の形状をいかに活用し、絵と文字を共生させるかという、
尽きることのない想像力を働かせたていたのである。 
 
F) ゴシック期 
 ゴシック期に入ると、プレ・カロリング期からからロマネスク期にかけて発展した様々なイニシアルの
装飾形式は、より複雑な図像を取り入れ大型化したものが現れる。既に 12世紀末のイングランドの詩編写
本《ハンティングフィールド詩編》（ニューヨーク、ピアポント・モーガン・ライブラリ  ー、Ms. M. 43）
では、 “Beatus vir” のイニシアル Bが全頁大イニシアルとして、キリストの系図である「エッサイの樹」
の図像が多くのアーモンド形のメダイヨンを備えて表されている72。ダヴィデの父であるエッサイの家系
から救世主が現れるであろうという予言（『イザヤ書』第 11章 1-3節）から成立した「エッサイの樹」の
図像は、横たわるエッサイから伸びる芽の作る円形のメダイヨンの中に、ダヴィデや預言者ら、キリスト、
                                                      
71 同写本については、A. ベックラーによる古いモノグラフがある他は、まとまった研究が無い。BOECKLER, Albert: 
Das stuttgarter Passionale, Augusburg 1923. 
72 PÄCHT 1984, 133. 
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聖母が下から上へと予型論的に表されるものであり、ロマネスク美術に於いて成立したものである。《ラン
ベス聖書》（ランベス・パレス図書館、Ms. 3）では、全頁大ミニアチュールの中に、メダイヨンのような
蔓を巻いて伸びるエッサイの木の図像が表されている（図 3-114）。これがモニュメンタルな全頁大イニシ
アルとして展開されるのが、ゴシック写本の詩編本である。詩編第 1編冒頭はゴシック期迄には通常、全
頁大イニシアルがそれに準ずる大きめのイニシアルBで装飾されることが多くなっていた為、二つの開口
部を繋いで「エッサイの樹」の図像が組み込まれた。《イザベラの詩編73》（ミュンヘン、バイエルン国立
図書館、Cod. Gall. 16）の第 1編イニシアルB（図 3-115）では、エッサイの横臥像から伸びた緑色の蔓の
開口部に、ダヴィデや預言者らが描かれ、中央には幼子イエスを抱いた聖母が立っている。《ゴーレストン
詩編》（ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 49622）の同箇所では、キリストの磔刑図や父なる神を備えた複
雑な「エッサイの樹」の図像が、大型のイニシアルBの中に繁茂するかのように表されている（図 3-116, 
3-117）。ここでは、イニシアルBは紋章を伴う枠取りによってテクストから切り離されており、ロマネス
ク写本に於いては共生していた文字と絵とが、ここでは再び分離させられ始めていることが分かる。 
 文字と絵の共生の解体は、特にゴシック期の図像を包囲するイニシアルに顕著に観察出来る。14世紀前
半のイングランドの『聖務日課書』写本（ロンドン、大英図書館、Stowe Ms. 12）では、文字の開口部に表
された人物像は、文字体のクロスバーの手前にモティーフの一部が重なるか、或いは枠を足元で僅かに超
えるなどして、羊皮紙の画平面に浅く浮き出た表層に留まっている（図 3-118, 3-119）。しかし 15世紀に入
ると、図像を包囲するイニシアルでは文字体は文字通り、開口部の図像を閉じるようになる。15世紀後半
のドイツ語による詩編写本（ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Cgm 82）では、イニシアルD（図 3-120）
の楕円形の開口部は完全に閉じられており、ダヴィデ像の身体は文字体の枠より手前に突出することはな
い。金箔の貼られた背景の為に、開口部の内部空間に後退する空間こそ存在せず、竪琴を奏でるダヴィデ
が存在するのは、文字体の手前でも奥でもない、文字と金箔との間の薄い膜の上の画平面上である。16世
紀の初めには、色彩法や遠近法、立体的な肉付法などの表現が発達したことに伴い、イニシアル装飾は小
タブロー的性格を持つようになる。最も頻繁に登場する “Deus” や “Dominus”のD、 “Beatus” のBでは、
タブローの額縁のような枠取りが明確に意識されており、文字体は華麗に装飾される一方で、開口部に表
された物語場面には三次元的空間が出現するようになる。16世紀初頭のドイツ南部の詩編写本（ミュンヘ
ン、バイエルン国立図書館、Clm. 19202）のミニアチュールは、レーゲンスブルクのアルブレヒト・アル
トドルファーの工房で制作されたもので、50点の物語イニシアルを備えている。第 1編のイニシアルB（図
3-121）では、Bという文字の上の段に父なる神が、下の段に跪いて祈るダヴィデが表されている。二つの
開口部は同一空間として表されながらも、ダヴィデの視る精神世界と祈りを捧げるダヴィデの現実世界と
に、意味上は上下で緩やかに分断されている。第 109編イニシアルD（図 3-122）では、「キリストの復活」
                                                      
73 同写本は、14世紀初頭のイングランド、ノッティンガム周辺で制作された詩編写本であり、ラテン語とアングロ・
ノルマン語の対訳形式でテクストが書かれている。Gemalt mit lebendiger Farbe: illuminierte Prachtpsalterien der 
Bayerischen Staatsbibliothek vom 11. bis zum 16. Jahrhundert, MÜNCHEN 2011 
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場面が開口部に出現している。文字の内部に表された場面は、ここでは背景まで緻密に描き込まれており、
三次元的奥行きを持つ小絵画という性質を色濃く示している。 
 《コルビー詩編》やロマネスクの《セント・オルバンズ詩編》では人物像が開口部を余白なく充填しよ
うとしていたのに対し、ゴシック期の図像を包囲するイニシアルはそれとは逆の方向を辿った。即ち、人
物像が占める表面積は文字の大きさに対して小さくなり、余白は奥行きある空間を目指し始めたのである。
イニシアルはタブローの代用となり、文字という装飾的構造体とそこに描かれたナラティヴな再現的物語
場面は一体化を放棄したのである。 
 ゴシック末期には、形象的イニシアルと同様に文字体に人物や動物の像を当て嵌めた、いわゆる「形象
アルファベット（Figurenalphabet）74」も登場した。14世紀末のミラノのジョヴァンニーノ・デ・グラッシ
による見本帖75（ベルガモ、市立図書館、Cod. VII. 14）では、立体的な陰影を施された多数の人物像や動
物があたかも動物柱のように、角張ったゴシック小文字の中に押し込められている（図 3-123）。カロリン
グ朝期の《コルビー詩編》やロマネスクのシトー派の形象イニシアルと比較すると、ここでは文字を構成
する人物や動物等の形象モティーフが格段に増えている。《コルビー詩編》やシトー派の形象イニシアルで
は、文字の形状に合わせて人間像や動物が身体を屈曲させていたのに対し、ここでは人物像や動物はプロ
ポーションを大きく歪曲させることなく、イニシアルという装飾構造の中に無理に詰め込まれたように組
み合わせられている。文字体を成すモティーフは、嘗ての形象イニシアルのそれのように文字の構成要素
を演じる代替モティーフであるというよりは、構造を埋める詰め合わせの一要員であり、文字という枠組
みに適応する為に自身の身体を変化させる柔軟性を持たない。 
 15世紀半ばには、このような形象アルファベットは銅版画で制作され、イメージの伝播に貢献した。マ
イスターE. S.のエングレーヴィングによる見本帖（ドレスデン、国立美術館版画素描室他多数所蔵）（図
3-124, 3-125）では、人物像やグロテスクな動物によって複雑に構成された形象アルファベットが見られる。
同じく 15 世紀のドイツで制作された建築モティーフによる形象アルファベットの銅版画76（ボローニャ、
国立絵画館銅版画コレクション）では、ゴシックの直線的で縦に長い折れ字体をゴシック建築のモティー
フで構成している（図 3-126）。ここに於いてアルファベットに用いられている人物や動物は、もはやその
書物に書かれた文章とは関連性を持たないものとなったのである。こうした形象的アルファベットは、銅
版画だけではなくテクストを伴う写本にも受け継がれている。アングレーム伯シャルル・ドルレアンの為
に制作された 15世紀末の時祷書写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 1173）では、 聖母マリアへの祈祷の冒
頭句 “Ave maria gradia ple [na]” が形象アルファベットで構成されている（図 3-127）。ここではイニシアル
を構成するモティーフは犬やライオン、魚といった動物の他、フリジア帽を被った人物や修道士、修道女、
                                                      
74 ERICH, Oswald: Alphabet, in: Reallexikon zur Deutschen Kunstgeschichte, Bd. 1, 1934, 404–411; PÄCHT 1984, 61; 
SAUERLÄNDER 2004, 169. 
75 建築家であり、彫刻家であり、写本画家でもあったとされるジョヴァンニーノ・デ・グラッシは、1390年に没した
とされる。ALEXANDER, 1978, 111.  
76 建築アルファベットの銅版画見本帖については、以下を参照。SPRINGER, Jaro: Gotische Alphabete, Internationale 
Chalkographische Gesellschaft, Berlin 1897. 
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道化師など様々であり、聖母への祈りのテクストの内容とは無関係と思われ、形象アルファベットはここ
では物語イニシアルではなく、ゴシック写本のバ・ド・パージュと同様にドロレリーとなっている。イニ
シアルの形体は単に芸術上の自己目的となり、書物の内容を挿絵的に図解する、或いはそこから連想され
る内容を想起させる、即ち読解の為の指標という機能としてのイニシアル芸術は幕を下ろしたのである77。 
  
 古代末期に誕生したイニシアルは、次第に鳥や魚というモティーフを得て、プレ・カロリング期の写本
芸術、即ちインスラーやメロヴィング朝期の写本でそれぞれ、図像を包囲するイニシアルと形象イニシア
ルという二つの物語イニシアルの形式によって、図像と文字との共生に成功した。その双方の潮流を組む
のが本写本《コルビー詩編》であり、加えて人物像の棲み込む唐草を起源とするイニシアルや、カレイド
スコープのように変化する形象イニシアル、そしてオム・アルカードのように機能するイニシアル等、人
物と文字との共生を可能にする装飾システムを多様に発展させていた。本写本で示されたこの多彩な装飾
語彙はカロリング朝期には決して流行はしなかったものの、紀元千年前後の西欧各地のイニシアルを経て、
ペヒトやポルシェ、ノルデンファルクが正しく指摘したように、ロマネスク写本に於いて十二分に開花す
ることとなった。ゴシック期に入ると、文字と絵の共生、装飾と文字との融合という点で物語イニシアル
は衰退を見せた。像は枠組みの中で自由に動くか、或いは支持体に密集し始め、黎明期の《コルビー詩編》
で成功していた、再現的要素と装飾的構造体との均衡は失われたのである。 
 
 
 3 (-+0"%*)$-" 
 前節で論じた通り、《コルビー詩編》は先行する時代の写本芸術で成立したイニシアルの装飾語彙、即ち
図像を包囲するイニシアルと形象イニシアルという 2つの系統の形式を取り入れた。それは、詩編内容を
想起させる図像を持つ物語イニシアルや、様々な装飾イニシアルを展開し、後のオットー朝芸術を経て開
花したロマネスク美術の基本形となった。しかし同写本ではメロヴィング朝やインスラーの写本と比較す
ると、特に物語イニシアルではその装飾方法が複雑化し、系譜の異なる装飾形式を一つのイニシアルのう
ちに併用する例も見られる。本節では、《コルビー詩編》の全 156点のイニシアルをその装飾形式別に分類
し、先行するイニシアルの装飾語彙をどのように受け継いでいるのかをより具体的に論じる。 
 
A) 図像を包囲するイニシアル 
 図像を包囲する形式によるイニシアルは、《コルビー詩編》ではダヴィデ像の物語イニシアルを初めとし
て多く見られる。それらは更に 4つのタイプに分類される。 
 
                                                      
77 PÄCHT 1984, 62 
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1) 全身像を開口部に表すアンシャル体のイニシアル D 
 人物の全身像を文字の開口部に表す形式のイニシアルであり、図像を包囲するイニシアルの基本形であ
る。このタイプに分類されるのは、以下の 3点のイニシアルである。 
・第 7編イニシアルD（fol. 6r, 図 3-128） 
・第 21編イニシアルD（fol. 18v, 図 3-129） 
・第 101編イニシアルD（fol. 82r, 図 3-130） 
 上記のうち、第 7編イニシアルDのみが、リボンの形作るイニシアルの楕円形の開口部に旧約聖書のダ
ヴィデ伝「ライオンと闘うダヴィデ」の場面を表しており、図像を包囲する形式の物語イニシアルの最初
期の作例である 8世紀第 2四半期のインスラー写本《ヴェスパシアン詩編》の第 52編の第 52編イニシア
ル D（図 3-131）と類似している。但し《コルビー詩編》では、人物像も四足獣も側面観で表され、文字
の開口部に対してこれらの形象モティーフの占める割合が大きくなっている。アンシャル体のイニシアル
Dの楕円形の開口部に形象モティーフを表すという例は、同じく 8世紀前半のインスラー写本《ハミルト
ン詩編》の第 101編イニシアル D（図 3-132）にも見られ、ここではそのリボンの一端が鳥頭或いは獣頭
となっている点も共通している。リボン状モティーフによるアンシャル体のDは、インスラーの彩飾写本
で多く見られるものである。 
 これに対して第 21編と第 101編のイニシアルは、開口部は楕円形ではなく正円形をしており、アセンダ
ーとして幾何学形体が取り付けられいる。第 21編ではアセンダーの先にもう一つの円形の枠があり、その
開口部から人物の手が差し出されているのが観察出来るが、羊皮紙の端が切り取られている為に制作当初
の図像を復元することは出来ない。第 101編でもアセンダーの中に四足獣の身体が見えるが、頭の部分で
見切れてしまっている。 
 
2) 胸像を開口部に表すイニシアル 
 人物像の胸像を開口部に表すイニシアルである。上述の全身像を表すものと同様に、楕円形によるものと
正円形によるものの 2つがある。 
・第 3編イニシアルD（fol. 3v, 図 3-133） 
・第 8編イニシアルD（fol. 7r, 図 3-134） 
・第 26編イニシアルD（fol. 22v, 図 3-135） 
・第 71編イニシアルD（fol. 63r, 図 3-136） 
・第 6 編イニシアルD（fol. 5v, 図 3-137） 
・第 46編イニシアルO（fol. 41v, 図 3-138） 
 このうち第 3編、第 8編の 2点が、第 7編の「ライオンと闘うダヴィデ」（図 3-128）と同様、緑色のリ
ボンを文字体とした開口部を持つ。《ヴェスパシアン詩編》の第 52編イニシアル D（図 3-131）では枠取
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りである文字体と開口部に著された図像とが別個のものとして扱われていたが、ここではリボンの一端は
それぞれ手と鳥のモティーフへと変化し、その一部が開口部に表された人物のニンブスに接している。 
 第 26編、第 71編、第 6編、第 46編では正円形のメダイヨンを枠とし、その開口部に胸像が表されてい
る。第 26編、第 71編では、開口部に示されるのは第 3編、第 8編と同様に正面観の修道士或いはキリス
トの胸像だが、第 6編、第 46編ではそれぞれ、四分の三面観で天使と対話する人物像或いは両手を広げオ
ランスの仕草を見せる人物像である。 
 文字の開口部に人物像を胸像で表すという形式は、《ヴェスパシアン詩編》と並んで物語イニシアルの最
初期の作例とされる、『イギリス教会史』写本（サンクトペテルブルク、国立図書館、Lat. Q v I 18）の聖ア
ウグスティヌス像（図 3-139）が先例として挙げられる他、ローマ或いはその周辺で成立したと思われる
『説教集』写本78（ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. lat. 3836）のイニシアルP（図 3-140）にも見られ、
インスラーだけではなく、カロリング朝初期迄には大陸でも知られていた形式といえる。8 世紀末の写本
《ジェローヌの典礼書》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048）では、鳥を伴うキリストの胸像を表すイニシ
アルO（図 3-141）や、神の手と三人の人物の頭部を開口部に持つイニシアルO（図 3-142）が表されてお
り、9世紀初頭の《ケルズの書》（ダブリン、トリニティ・カレッジ、Ms. 58）では、オランスを示す天使
がイニシアルOの開口部に示されている（図 3-143）。開口部に表される形象モティーフは、《コルビー詩
編》が制作される頃迄には多様化していたようである。 
 第 26編、第 71編、第 6編のイニシアルでは、アセンダー部分は神の手のモティーフや天使によって構
成されており、形象イニシアルとしての特徴も部分的に備えているといえる。アンシャル体のイニシアル
Dのアセンダーを形象モティーフで代替する例は、《ジェローヌの典礼書》のイニシアルD（図 3-144）に
その萌芽を見ることが出来る。ここではイニシアルDのアセンダーは組紐文と犬頭を取り付けることで構
成されている。 
 
3)  二つの開口部に図像を持つイニシアル B 
 図像を閉じるイニシアルのうち、上下二段の二つの開口部に人物像による図像表現を持つイニシアルで
あり、必然的に大文字のBを用いたものになる。以下 6点がこれに数えられる。 
・第 1編イニシアルB（fol. 1v, 図 3-145） 
・3人のヘブライ青年のカンティクム イニシアルB（fol. 134v, 図 3-146） 
・ザカリアのカンティクム イニシアルB（fol. 136r, 図 3-147） 
・第 143編イニシアルB（fol. 118v, 図 3-148） 
・第 33編イニシアルB（fol. 28v, 図 3-149） 
・第 103編イニシアルB（fol. 84v, 図 3-150） 
                                                      
78 同写本については、以下の論文がある。OSBORNE, John: The Use of Painted Initials by Greek and Latin Scriptoria in 
Carolingian Rome, in: Gesta, 29/1, 1990, 76-85. 
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 第 1編では、上下双方の開口部に全身像による人物像が表わされている。上段の著者像ではダヴィデが
足を文字の枠にかけており、開口部に表されたモティーフの一部が文字体より手前に置かれていることに
なる。他方、下段の天使の翼は文字体の枠と重なり、枠の向こうに翼が透けているように描かれている。
文字の前後に浅い空間の層が意識されていることが分かる。これに対して、3 人のヘブライ青年のカンテ
ィクムのイニシアルでは、上段の天使も、下段の暖炉の中の 3人の青年も、枠から突出することなく開口
部内に収められている。上段の天使は両手や膝、足先、そして翼でボウルの半円に内接し、下段では殆ど
隙間なく暖炉の石で開口部が埋め尽くされている為に、文字とその内部に表された形象モティーフは、完
全に同一平面上にあるような印象を与えている。 
 ザカリアのカンティクムと第 143編では、上段には人物の胸像が、下段には全身像が描かれている。ザ
カリアのカンティクムの下段では、天使のニンブスやザカリアの足が枠の上に重なっている一方、天使の
足は枠の下に重なっている。こうした描写は、イニシアルの大枠を先に描いた後に人物像で開口部を埋め
るという、制作過程に於ける技術的な問題から発生したとも考えられるが、ここでも第 1編イニシアルB
と同様に、文字の前後に浅い空間層が生じている。こうした特徴から、《コルビー詩編》の図像を包囲する
イニシアルでは、基本的な構造は文字体の形成する開口部に形象モティーフが表されるという形式をとっ
ているものの、必ずしもヤコビ＝ミアヴァルトが定義するように文字の枠によって図像が完全に閉じられ
ているとは限らず、動物／人物の棲み込んだイニシアルに近い造形を示しているものもある。 
 第 33編、第 103編では、上下の開口部双方にニンブスのある人物の胸像が表されている。第 33編の下
段の修道士の胸像を除き、これらの人物は四分の三面観で向かって右手を向き、後続のテクストへと視線
を促している。左右対称な正円形や楕円形ではなく、柱身とボウルによって作られる文字の開口部に人物
像の胸像を表し、四分の三面観で後続のテクストを導く例は、《コルビー詩編》とほぼ同時期のイタリアで
成立したと思われる《ユウェニアヌス・コデックス79》（ローマ、ヴァリチェリアナ図書館、Cod. B 25/2）
のイニシアルP（図 3-151）が知られている。 
 
4) 開口部に全身像を持つ大文字のイニシアル D 
図像を包囲するイニシアルのうち、カピタリス・クワドラータによるものである。幾何学文から成る柱身
と、幾何学文或いは蛇状のモティーフによるボウルで文字を構成し、その開口部に全身の人物像を表す。
以下 8点が挙げられる。 
・第 17編イニシアルD（fol. 14r, 図 3-152） 
・第 20編イニシアルD（fol. 17v, 図 3-153） 
・第 59編イニシアルD（fol. 52r, 図 3-154） 
                                                      
79 《ユウェニアヌス・コデックス》については、以下の論文がある。MESSERER, Wilhelm: Zum Juvenianus-Codex der 
Biblioteca Vallicelliana, in: Miscellanea Bibliothecae Herzianae, München 1961, 58-68; ZONGHETTI, Alberto: Il codice di 
Gioveniano, in: Arte medievale, 4.2005, 2006, 1, 21-36. 
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・第 62編イニシアルD（fol. 54r, 図 3-155） 
・第 69編イニシアルD（fol. 61r, 図 3-156） 
・第 142編イニシアルD（fol. 118r, 図 3-157） 
・第 108編イニシアルD（fol. 92r, 図 3-158） 
・第 140編イニシアルD（fol. 116v, 図 3-159） 
 第 17編と第 20編では、文字体は組紐文で充填された幾何学形体によって構成されており、その開口部
に四分の三面観の人物像（ダヴィデ）が全身像で表される。第 59編、第 62編、第 69 編、第 108編、第
140編では、文字の柱身を組紐文或いは植物文で、ボウル部分を蛇のような生物で、第 142編では柱身も
ボウルも魚或いは鱗の描きこまれた蛇のような生物で構成しており、部分的には形象イニシアルの特徴も
備えていると言える。 
 第 17編イニシアルDでは、“Diligam te domine” のDの後に続く Iが、開口部の人物が手にした十字架
によって表されており、クーダーはこのような、文字に表された人物や動物の行為によって文字間の連結
が生まれている連綴文字を「場面的連綴イニシアル（szenische Initialligatur）」と名付けている80。場面的連
綴イニシアルの例は、形象イニシアルでは《グンドヒヌス福音書》（オータン、市立図書館、Ms. 3）のイ
ニシアル IN81（図 3-160）や《ジェローヌの典礼書》のイニシアル IとD82（図 3-161）等、既に先行する 8
世紀の写本に先例が見られるが83、いずれも形象イニシアルである。文字の開口部に表された人物像によ
る場面的連綴イニシアルは、現存する写本のうちでは《コルビー詩編》が最初の例である。 
 第 20編、第 62編、第 69編、第 142編では、開口部に表されたダヴィデの差し出す手が、 “Domine” の
短縮記号となって、後続のテクストを導いており、これに対して第 108編では対話の身振りを示す手が、
第 140編では祈りを捧げるように差し出された両手が、後続のテクストへと視線を促す役割を担っている。 
 祝福や対話を示す手や差し出された両腕によって、後続のテクストへと読者を導くイニシアルは、8 世
紀のイニシアルにその原型を求められ、主に二つのタイプに分けることが出来る。一つは、イニシアルに
手のみを表すもので、《ジェローヌの典礼書》のイニシアルE（図 3-162）やアギムンドゥスの『説教集』
写本（ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. lat. 3836）のイニシアルE（図 3-163）が挙げられる。Eという
文字のクロスバーが祝福或いは対話を示す手のモティーフに置き換えられており、その指先がその後に続
くテクストを指し示している。この形式は 7-8世紀のローマを中心に広く使われたようであり、恐らくカ
ロリング朝期のローマ周辺のスクリプトリウムを通して、ビザンティンのギリシャ語写本にも取り入れら
れた（パリ、国立図書館、Ms. grec. 510, 図 3-164）。もう一つは、全身像による形象イニシアルによるもの
であり、《トマスの福音書》（トリーア、大聖堂宝物庫、Cod. Nr. 61）のイニシアルE（図 3-165）、《ジェロ
                                                      
80 KUDER 1977, 64, 167. 
81 《グンドヒヌス福音書》のイニシアルの詳細については、以下を参照。NEES, Lawrence: The Gundohinus Gospels, 
Medieval Academy Books, No. 95, Cambridge, Massachusetts 1987, 23-32. 
82 但し《ジェローヌの典礼書》のイニシアル IとDでは、Iが “Indulgentia nobis…” の Iであるのに対して、Dはその
3行下の “Deus qui…” のDであり、連続する文字の連綴とは言えない。 
83 KUDER 1977, 167. 
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ーヌの典礼書》のイニシアル E（図 3-166）、『民族法集成』写本のイニシアル G84（図 3-167）が挙げられ
る。開口部を持つイニシアルに表された人物像が手を伸ばして後続のテクストを指し示すものは先例が無
く、同様の先行する作例が失われたのでなければ、多くの装飾形式を混用した《コルビー詩編》の発明で
あると考えられる。 
 
 《コルビー詩編》の図像を包囲するタイプのイニシアルは、8 世紀前半のインスラー写本の先行例に範
を得ながらも、イニシアルの構成要素に従い部分的に形象イニシアルの形式を取り入れ発展させいている。
そしてここでは、文字体による枠取りと形象モティーフによる図像の関係が変化していることが分かる。
即ち、《コルビー詩編》の図像を包囲するイニシアルでは、開口部に表されたモティーフが枠取りと接し、
或いは重なることで、文字と絵の共存が進んでいるのである。 
 
B) 形象イニシアル 
 人間像や動物といった形象モティーフそのもので文字が組み立てられた形象イニシアルは、《コルビー詩
編》では物語イニシアルと動物文イニシアルと双方に見られる。 
 
1) 複数の人物像による形象イニシアル 
 複数の人物像や動物モティーフを文字体の代替として用いて、文字を組み立てるイニシアルである。以
下 10点が挙げられる。 
・第 122編イニシアルA（FOL. 107V, 図 3-168） 
・聖母マリアのカンティクム イニシアルM（図 3-169） 
・モーセのカンティクム II イニシアルA（fol. 129r, 図 3-170） 
・シメオンのカンティクム イニシアルN（fol. 137r, 図 3-171） 
・第 76編イニシアルV（fol. 67v, 図 3-172） 
・第 107編イニシアルP（fol. 92r, 図 3-173） 
・第 36編イニシアルN（fol. 31v, 図 3-174） 
・第 75編イニシアルN（fol. 67r, 図 3-175） 
・第 119編イニシアルA（fol. 106v, 図 3-176） 
・第 151編イニシアルP（fol. 123v, 図 3-177） 
 10点のうち 4点が後半のカンティクムのイニシアルである。構造は単純であり、原則として文字の構成
要素一つにつき一つの人物像或いは動物のモティーフを充てている。モーセのカンティクム IIと第 119編
のイニシアルAでは、文字のメインステムを成す人物像の背後に、幾何学形体による補助線が引かれてお
                                                      
84 このイニシアルがテクストへと読者を導く機能を有している可能性を論じたのはグートブロートである。
GUTBROD 1965, 98. 
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り、文字の形状を補強している。この補助線は、第 151編ではPという文字のボウル部分にも用いられて
おり、ここではダヴィデの投石器の描く軌道となっている。 
 聖母マリアのカンティクムのイニシアルMとと第 75編のイニシアルNでは、後続の文字がそれぞれニ
ンブス付きの人物像の手に掴まれていたり、兜を被り剣を持つ人物の盾となっている。ここでも、図像を
包囲するタイプの第 17編イニシアルD（図 3-152）と同様、場面的連綴イニシアルの特徴を備えている。 
 人間像による形象イニシアルは、8 世紀末の《ジェローヌの典礼書》で後続のテクストの内容を表す物
語イニシアルとなったが、テクストとの関連性を持たないものはそれ以前より存在していた。《コルビー詩
編》の第 36編、第 75編のイニシアルNのように、動物と人間との格闘を表した形象イニシアルは、8世
紀半ばの『ヨブ記注解』写本に既に登場している（図 3-178, 3-179）。第 151編イニシアルPの「ダヴィデ
とゴリアテの闘い」に類似したイニシアルは《ジェローヌの典礼書》にも見られる（図 3-180）。双方とも、
文字の柱身を兵士の身体によって構成しているが、《ジェローヌの典礼書》ではボウル部分は兵士の盾とさ
れている。 8世紀の形象イニシアルでは殆どが単身の人物像によるものか、人物像と動物モティーフによ
るものであったが、《コルビー詩編》の制作された 9世紀初頭には、複数の人物像を組み合わせた形象イニ
シアルが登場した。《コルビー詩編》のシメオンのカンティクムの「神殿奉献」を主題としたイニシアルN
と殆ど同じ構図を持つ、キリストから天使を通して書物を受け取るヨハネのイニシアルが、《ユウェニアヌ
ス・コデックス》（ローマ、ヴァリチェリアナ図書館、Cod. B 25/2）に備わっている（図 3-181）。但しここ
ではイニシアルはNではなく『ヨハネによる黙示録』冒頭の “Apocalypsis Jesu Christi” のAであり、判読
性には欠けている。人物像による形象イニシアルは、8世紀中葉から 9世紀初頭にかけての大陸の写本で
発展したが、インスラー写本にも全く見られないものではなかった。《ケルズの書》の二人の有髭の人物を
組み合わせたイニシアル N（図 3-182）等の例が挙げられるが、ここでは人物像のプロポーションは大き
く引き伸ばされ、四肢の動きも複雑に入り組んでいる。このケルト写本の例と比較すると、カロリング朝
の形象イニシアルの造形的特質は明らかである。即ち《コルビー詩編》では、人物のプロポーションの歪
曲が抑制されており、人物像や動物は文字を構成する為に完全に従属しているのではなく、モティーフ自
体が一定の独立性を保っているのである。 
 
2) 立像によるイニシアル I 
 人物像による形象イニシアルのうち、単身の立像から成るものである。以下 5点のイニシアル Iが挙げ
られる。 
・第 30編イニシアル I（fol. 25r, 図 3-183） 
・第 125編イニシアル I（fol. 108v, 図 3-184） 
・第 34編イニシアル I（fol. 29v, 図 3-185） 
・第 99編イニシアル I（fol. 81r, 図 3-186） 
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・第 10編イニシアル I（fol. 9v, 図 3-187） 
 第 30編と第 125編ではディアデマを被ったニンブスのある人物が、祝福或いは対話の身振りによって、
イニシアル Iの後に続く Nを指し示している。第 34編では兵士がその右手で指差すのは直後に続く文字
ではなく、2行下の “pugna（戦う）” であり、先の 2点のイニシアルとはやや機能が異なっている。第 99
編と第 10編ではそれぞれ、人物は喇叭を吹くか両手を広げオランスの身振りを示しているが、視線を向か
って右手に向けており、後続のテクストへと読者の視線を導く。 
 立像によるイニシアル Iはその他の形象イニシアルと同様に、8世紀後半の写本に先例が見られる。『民
族法集成』写本では、ニンブスのある人物像の立像が “Incipit prologis ” のイニシアル Iに見立てられてい
る（図 3-188）。《ジェローヌの典礼書》では多くの立像形式の形象イニシアル Iが描かれている。典礼書冒
頭の “In nom domini…” の Iが、十字架と香炉を手にした聖母の立像で表される（図 3-189）。更に同写本
では、福音書記者の象徴動物も人間像のような身体を持ちイニシアル Iを演じている。福音書記者ヨハネ
を表す鷲のの立像（図 3-1990）やルカを表す牡牛の立像（図 3-191）である。これらは《コルビー詩編》
のイニシアル Iほど明確ではないものの、向かって右手へと身体を向けており、後続のテクストへの導入
が意識されている。 
 
3) 人間組紐 
人物像から成る形象イニシアルのうち、人物像の一部が組紐分へと変化し編み込まれているイニシアルで
ある。以下 3点が挙げられる。 
・第 9編イニシアルC（fol. 7v, 図 3-192） 
・第 13編イニシアルD（fol. 11r, 図 3-193） 
・第 136編イニシアルS（fol. 113v, 図 3-194） 
 第 9編、第 136編では、人物像の下半身が組紐の結び目へと変化しており、その長く伸びた髭が手に絡
みついている。第 13編では、下半身が文字体を形作るリボンとなり、アセンダー部分で組紐モティーフと
なっている。こうした、引き伸ばされた人物像の身体を組紐文のように編んだイニシアルは、ほぼ同時代
のインスラー写本《ケルズの書》のイニシアル（図 3-195）に類似した例が見られる。但し《ケルズの書》
では胴体が原型を止めないほどに歪曲させられているのに対し、《コルビー詩編》では組紐へと変化するの
は下半身のみであり、上半身の歪曲は抑制されている。 
 
4) 有翼獣一体によるイニシアル V/U 
形象イニシアルのうち、側面観の鳥或いは有翼獣を文字の形状にそのまま当てはめたものであり、以下 4
点が挙げられる。 
・第 5編イニシアルV（fol. 4v, 図 3-196） 
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・第 12編イニシアルU（fol. 10v, 図 3-197） 
・第 73編イニシアルU（fol. 65r, 図 3-198） 
・第 141編イニシアルV（fol. 117v, 図 3-199） 
 向かって左手を向く側面観の鳥或いは有翼獣を、イニシアルV或いはUに見立てている。第 73編では
有翼獣の尾に噛み付く犬をステムとし、第 12編と第 141編では、イニシアルに続く一文字をイニシアルの
中に表している。こうした、有翼獣というモティーフの形状を生かしたイニシアルは、メロヴィング写本
に既に見られた。《グンドヒヌス福音書》（オータン、市立図書館、Ms. 3）では、胴体と長い尾をV字形に
当てはめた鳥のイニシアルが用いられている85（図 3-200）。《コルビー詩編》とほぼ同時期に制作された『訓
戒』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 11699）では、 “Virtutem” のイニシアルV（図 3-201）が、同様に
側面観の孔雀によって表されている。鳥文イニシアルそのものは古代末期からメロヴィング朝にかけて広
く用いられ、側面観の鳥そのものを文字の形に当てはめるという手法は 8世紀半ばの写本に遡って手本が
求められ、9世紀初頭により描き込みの多いイニシアルとなったようである。 
 
5) 一対の動物モティーフによる左右対象のイニシアル M/T 
 鳥や四足動物といった動物モティーフを左右対称に配した形象イニシアルである。殆どがMであり、2
点のみTを持つ。 
・第 55編イニシアルM（fol. 49r, 図 3-202） 
・第 88編イニシアルM（fol. 80r, 図 3-203） 
・第 56編イニシアルM（fol. 49v, 図 3-204） 
・第 100編イニシアルM（fol. 81v, 図 3-205） 
・第 50編イニシアルM（fol. 45r, 図 3-206） 
・第 131編イニシアルM（fol. 110v, 図 3-207） 
・聖母マリアのカンティクム イニシアルM（fol. 136v, 図 3-208） 
・第 64編イニシアルT（fol. 55v, 図 3-209） 
・アンブロシア賛歌（テ・デウム） イニシアルT（fol. 137v, 図 3-210） 
 以上の 9点のイニシアルである。第 55編、第 88編、第 56編、第 100編では、向かい合う一対の動物に
よって左右対称のMという文字が構成されている。第 131編でのみ、イニシアルMは向かい合うのでは
なく尾を内側に向けて対象構図の文字を形成している。イニシアルMを向かい合う鳥による代替モティー
フで形作るという形象イニシアルは、鳥魚文イニシアルで多く先例を挙げることができる。既に 7世紀の
コルビーの写本『フランク史』（パリ、国立図書館、Ms. lat. 17655）に、向かい合う鳥で構成されたイニシ
アルMの先例が見られる（図 3-211）。8世紀後半のヒエロニムス写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12155）
                                                      
85 この鳥文イニシアルは、ザンクト・ガレン所蔵の『民族法集成』写本の鳥文イニシアル（p. 44）との類似が指摘さ
れている。NEES 1987, 30. 
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の、クロワゾネによる金工品のような鳥文イニシアルでも、類似した構図によるものが散見される（図3-212）
ことから、コルビー修道院ではこうした装飾形式のイニシアルが知られていたことが伺える。《ジェローヌ
の典礼書》は、魚モティーフを中心軸とし、向かい合う一対の鳥で構成されるイニシアル M（図 3-213）
と、顔を外に向け尾の側で互いに接する魚文イニシアルM（図 3-214）との双方を持つ。8世紀末の《イン
ゴルシュタットの福音書86》（ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm 27270）写本では、杯のようなモ
ティーフを中心軸として、そこから生え出た犬頭とそれに加えられる有翼の魚モティーフで、イニシアル
M が形成されている（図 3-215）。《コルビー詩編》とほぼ同時期にドイツ南部で制作された『バヴァリア
法』写本87（ミュンヘン、大学図書館、Cod. Ms. 132）も同様に、単純化された形体の鳥モティーフによる
左右対称のイニシアルMを持つ（図 3-216）。インスラー写本では、《ケルズの書》に類似した例が見られ
る（図 3-217）。ここでは、イニシアルMの文字体を構成するのは組紐文と緑色のリボンだが、その末端が
鳥頭へと変化している為、《コルビー詩編》第 131編のように尾の側で結合するイニシアルMに近づいて
いる。 
 聖母マリアのカンティクムのイニシアルMは、こうした向かい合う動物による対象構図のイニシアルM
の亜種と解釈することが出来るだろう。人物像を代替モティーフとして左右対称のイニシアルMを成す形
象イニシアルは、《コルビー詩編》以前には類例が無い。同様に、アンブロシア賛歌のイニシアル T のよ
うに、向かい合う一対の魚を中心軸となる人物像が支えるという構図や、第 50編のように、向かい合う有
翼獣を屋根として、その下の空間に向かい合い対話する人物像を表すイニシアルも、先例は認められてい
ない。 
 
6) 一対の動物モティーフによる上下対象のイニシアル E 
 先に見た 5) のイニシアルM/Tと同様、一対の動物モティーフによる上下対称のイニシアルである。以
下 5点が挙げられる。 
・第 67編イニシアルE（fol. 57v, 図 3-218） 
・第 44編イニシアルE（fol. 40r, 図 3-219） 
・第 132編イニシアルE（fol. 111v, 図 3-220） 
・第 19編イニシアルE（fol. 17r, 図 3-221） 
・第 29編イニシアルE（fol. 24v, 図 3-222） 
 先の左右対称構図のイニシアルM とは異なり、ここではイニシアル Eの外郭を補助する円弧線が引か
れている。第 67編ではフリジア帽を被った頭部で接する二人の人物が外郭を、両手を広げてこの二人を支
                                                      
86 同写本の詳細については、以下を参照。BIERBRAUER, Katharina: Ornamentik frühkarolingischer Handschriften, München 
1979, 87f; Exh. Cat. MÜNCHEN 1989, Kat. 21; Cod. Cat. BSB vorkarolingisch und karolingisch 1990, Kat. 131. 
87 同写本の詳細については、以下を参照。BIERBRAUER 1979, 61; BEYERLE, Konrad: Lex Baiuvariorum. 
Lichtdruckwiedergabe der Ingolstädter Handschrift des Bayerischen Volksrechts mit Transkription, Textnoten, Übersetzung, 
Einführung, Literaturübersicht und Glossar. Zur Jahrhundertfeier der Übersiedelung der Universität Landshut nach München, 
München 1926（未入手）; Exh. Cat. MÜNCHEN 1989, Kat. 40. 
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える小さな天使がクロスバーを成している。先述の聖母マリアのカンティクムのイニシアルMと同様、通
常は鳥や魚といった動物モティーフを用いる対称構図のイニシアルを、人物像で構成する形象イニシアル
の例は、同写本以前には知られていない。 
 第 44編、第 132編はモティーフ、構図ともにほぼ同じであり、向かい合う鳥と、クロスバーを成す組紐
文或いは聖杯のようなモティーフで文字が構成されている。第 19編と第 29編では四足動物又は鳥は、そ
の向きを変えている。第 29編ではクロスバーには魚モティーフによって代替されており、鳥がこの魚を足
で掴んでいるという点は、先の《ジェローヌの典礼書》のイニシアルM（図 3-213）と共通している。 
 イニシアル Eを向かい合う一対の動物モティーフとクロスバーの代替モティーフで形作る例は、8世紀
末の写本に散見される。8世紀末のレーゲンスブルクで成立した、『エゼキエル書』『ダニエル書』『十二小
預言書』をテクストとして持つ写本（ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm 14197）では、『エゼキエ
ル書』の冒頭部分を装飾するイニシアルE（図 3-223）を、一対の魚と組紐文によるクロスバーで構成して
いる。《グンドヒヌス福音書》のイニシアルM（図 3-224）では、こうしたイニシアルEを 90度回転させ
たような構図を取っている。二重の円弧による補助線が引かれ文字の外郭を補強しており、柱身は垂直に
立てられた魚のモティーフが担っている。カロリング朝期のコルビーにあったことが分かっている『詩編
注解』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12150）では、イニシアルE（図 3-225）は三重の円弧による外郭
と、向かい合う一対の生物と、魚のようなモティーフのクロスバーを基本構造とし、外郭の両端に犬頭が
取り付けられている。コンパスを用いた補助線と一対の動物モティーフによって文字の外郭を作り、そし
て魚等のモティーフをクロスバーとする文字の装飾方法が、9 世紀初頭のコルビー修道院のスクリプトリ
ウムで知られていた可能性は高いだろう。 
 
7) 幾何学形体と鳥によるイニシアル C 
 幾何学線によるイニシアルの枠構造に、鳥がその背を添わせるものである。先のイニシアルで見た、文
字の輪郭を補助する線が肥大化したようなイニシアルであり、純粋な形象イニシアルとは言い難いが、鳥
のモティーフが文字の基本構造の一部を成していることから、ここでは形象イニシアルの一つに分類して
おく。以下 3点のイニシアルが挙げられる。 
・第 149編イニシアルC（fol. 122v, 図 3-226） 
・イザヤのカンティクム イニシアルC（fol. 124r, 図 3-227） 
・モーセのカンティクム I イニシアルC（fol. 132r, 図 3-228） 
 いずれも、イニシアルの枠を成すのは両端に組紐文を持つ幾何学構造体であり、その開口部に、大きな
鳥のモティーフがその背を枠に添わせて一体化している。イザヤのカンティクムとモーセのカンティクム
のイニシアルでは、鳥はその嘴で後続の文字をついばんでいる。 
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8) 点対称の一対の動物モティーフによるイニシアル S 
 文字の外郭を幾何学線で形成し、その中に一対の動物モティーフを外郭に沿って配したイニシアルであ
り、180度回転可能な点対称の構図を持つものである。以下 2点が挙げられる。 
・第 11編イニシアルS（fol. 10r, 図 3-229） 
・第 57編イニシアルS（fol. 50v, 図 3-230） 
 コンパスで引かれた円弧の両端に、セリフとして組紐文が取り付けられており、円弧に沿うようにして、
それぞれ鳥或いはパルメット状の尾を持つ動物が、上下に一体ずつ配されている。上下の円弧モティーフ
が接するスパインの部分を中心として、点対称の構図をとっている。 
 このような点対称構図のイニシアルSは、先行する 8世紀の写本の鳥文イニシアルにその先駆を見るこ
とが出来る。人物像による形象イニシアルを多く持つ『民族法集成』写本は、鳥文イニシアルも多く備え
ており、そのうちのひとつであるイニシアルS（図 3-231）では、尾の長い鳥が二羽組み合わせられており、
点対称構図を取っている。しかしこれより《コルビー詩編》に近い例を、コルビー修道院内で制作された
写本に求めることができる。ヒエロニムスの『ルカ福音書注解』写本（サンクトペテルブルク、国立図書
館、Lat. F v I 6）のイニシアルS（図 3-232）では、半円形の幾何学形体が背もたれのように用いられてい
る。同じく同修道院内で制作された『ヨブ記注解』写本（ベルリン、国立図書館、Ms. Theol. lat. Fol. 354）
でも同様に、コンパスで引かれた二重の半円を基本構造とし、それに背を沿わせた鳥文イニシアル S（図
3-233）が観察される。但しこの 2点のコルビー写本のイニシアルSでは、下段の鳥も頭を上に向けており、
点対称構図を取ってはいない。《コルビー詩編》のイニシアル S は恐らく、何らかの写本を通して輸入さ
れた、『民族法集成』写本に見られるような点対称構図のイニシアルと、同修道院内で制作された枠付きの
鳥文イニシアルSとを組み合わせて作られたのであろう。 
  
9) 鳥と組紐によるイニシアル 
 鳥モティーフで文字体を作り、細い組紐でそれらを固く絡めるイニシアルである。メロヴィング朝写本
の装飾形式と、インスラー芸術の特徴との双方を引き継ぎ併用していると言える。以下 3点のイニシアル
が挙げられる。 
・第 77編イニシアルA（fol. 68v, 図 3-234） 
・第 28編イニシアルA（fol. 24r, 図 3-235） 
・第 41編イニシアルQ（fol. 37v, 図 3-236） 
 第 77編と第 28編では、鳥の身体を斜めに組み合わせることでAという文字の柱身を作り、嘴から伸び
た細い組紐や脚に絡まる蛇、菱形モティーフによって、両者は固く結びつけられている。第 41編では、イ
ニシアルQの楕円毛部分を二羽の鳥の翼と胴体で構成されており、その間を嘴から伸びた組紐の網目で充
填している。 
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 鳥を左右対称に配し組紐で編み込むという手法は、インスラー芸術に特徴的に見られる。《リンディスフ
ァーン福音書》の十字架カーペット・ページ（図 3-238）では、頚部を長く引き伸ばされた鳥が組み合わ
せられ、脚や嘴から伸びる組紐が折り合わせられている。こうした鳥と組紐によるパターンは、写本芸術
だけではなく、彫刻の分野でも見られた。アバレディーで発見された 8 世紀の石彫十字断片（図 3-238）
では、《コルビー詩編》第 28編と同様に、頚部や脚を重ねて織り合わされた鳥の組紐が浮彫によって表さ
れている。ここでは《リンディスファーン福音書》の十字架カーペット・ページより鳥の四肢の引き伸ば
しが抑制され、鳥の胴体が一定の量感を保持している《コルビー詩編》のイニシアルに近づいている。8
世紀の鯨骨による小箱の浮彫（図 3-239）では、鳥の身体は引き伸ばされたり解体されたりすることなく、
尾の先が細い組紐文となって網目模様を形成している。こうした鳥と組紐という装飾モティーフは、持ち
運び可能な工芸作品や彩飾写本を通して大陸へと齎されたのであろう。8 世紀末のガリアで制作された、
インスラー様式の福音書写本《フラヴィニー福音書》（オータン、市立図書館、Ms. 4）では、共観表のア
ーチ部分を充填する動物モティーフが、組紐文へと変化し絡み合っている（図 3-240）。《コルビー詩編》
のイニシアルは、こうしたインスラー芸術に由来する鳥と組紐という装飾パターンを、メロヴィング朝写
本の常套手段であった鳥文イニシアルへと転用したのである。 
  
10) 鳥魚文イニシアル 
 鳥と魚を組み合わせた形象イニシアルである。以下 2点が挙げられる。 
・第 27編イニシアルA（fol. 23v, 図 3-241） 
・第 87編イニシアルD（fol. 79r, 図 3-242） 
 第 27編では鳥と魚を互いに斜めに組み合わせることで、イニシアルAの柱身を構成している。第 87編
では身体を丸める鳥或いは有翼獣で文字体を作り、鳥はその口に魚を咥えている。鳥と魚のモティーフを
組み合わせて作る鳥魚文イニシアルは、イニシアル装飾の成立期からメロヴィング朝にかけて広く用いら
れたが、ここでは鳥や魚はより写実的に描かれている。 
 メロヴィング朝期の装飾的でパターン化された鳥魚文から、身体の量感を持つ鳥と魚のモティーフへの
変化は、《ジェローヌの典礼書》のイニシアルに兆しを見ることが出来る。鳥と魚を組み合わせたイニシア
ルA（図3-243）では、鳥や魚はクロワゾネのように区切られたパターンに還元されるのではなく、胴体を
一色で着彩することで、身体の一貫性を保ち量感を確保しており、この手法は《コルビー詩編》と共通し
ている。第 87編のように、背を丸めた一羽の鳥（或いは有翼獣）で形作るイニシアルDも同様に、《ジェ
ローヌの典礼書》のイニシアルD（図 3-244） に類例を見出せる。ここでは鳥ではなく魚が、身を丸め自
らの尾に噛み付くようにして、アンシャル体のDを形成している。 
 
11) 魚文イニシアル 
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 魚モティーフを持つ形象イニシアルである。人物像を伴うものを含めて、以下 7点が挙げられる。 
・第 139編イニシアルE（fol. 116r, 図 3-245） 
・アンブロシア賛歌（テ・デウム）イニシアルT（fol. 137v, 図 3-246） 
・第 42編イニシアル I（fol. 38r, 図 3-247） 
・第 61編イニシアルN（fol. 53r, 図 3-248） 
・第 121編イニシアルL（fol. 107r, 図 3-249） 
・第 145編イニシアルL（fol. 120v, 図 3-250） 
・第 148編イニシアルL（fol. 122r, 図 3-251） 
 このうち、第 139編イニシアルEとアンブロシア賛歌のイニシアルTハ、柱身に人物像が用いられてお
り、バーに魚が充てられている。第 42編と第 61編では、魚は水色で着彩されており、第 121編では白と
紺とで鱗の模様が一枚一枚色付けされ、立体感が与えられている。第 145編と第 148編は未着彩だが、鱗
が細かく描きこまれている。《コルビー詩編》の魚文イニシアルは、メロヴィング朝期の写本、例えば《グ
ンドヒヌス福音書》のそれと比べると（図 3-252）、鱗の細かい描き込みや着彩の効果などによって、装飾
性よりも写実性が高められている。その予兆は鳥魚文イニシアルと同様、《ジェローヌの典礼書》写本に見
出される。同写本は、鱗を一枚一枚描いた魚（図 3-253）や、魚の胴体を一色に抑えて量感の解体を避け
たイニシアル（図 3-254）を多く備えている。 
 
12) 蛇によるイニシアル S 
リボン状の、蛇のような生物による点対称構図の形象イニシアルである。以下の1点のみが含まれる。 
・第 68編イニシアルS（fol. 59r, 図 3-255） 
 口から組紐文を吐き出す双頭の蛇のような生物によって、ロゼッタ文を中心とする点対称構図のイニシ
アル Sが形成されている。基本構造は 9) の点対称の一対の動物モティーフによるイニシアル Sと同じだ
が、外郭に補助線を持たない。 
 イニシアルSを蛇状の生物のモティーフで表す例は、例えば 8世紀前半のノーサンブリアの写本《ハミ
ルトン詩編》に起源が求められる。両端に鳥頭を持つリボンによって、8の字形のイニシアル Sが描かれ
ている（図 3-256）。但しここではリボンは幾つかのパネルに区切られ、イニシアル全体が一つの生命体で
あるというよりは、幾何学モティーフの両端に鳥頭が取り付けられている蚊のように見える。イニシアル
Sが獣頭月の幾何学文イニシアルではなく形象イニシアルとなったのは、恐らく 8世紀半ば以降のガリア
の写本に於いてであろう。《ジェローヌの典礼書》のイニシアル S（図 3-257）では、色と模様で分けられ
た二つの蛇のような生物が、ほぼ点対称構図のイニシアル S を形作っている。『歴史』写本（ラン、市立
図書館、Ms. 137）では、一匹の双頭の蛇の体による形象イニシアルSによる形象イニシアルとなっている
（図 3-258）。 
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13) 動物文による形象イニシアル 
四つ足動物を中心とした、動物モティーフによる形象イニシアルである。以下 6点が挙げられる。 
・第 4編イニシアルC（fol. 4r, 図 3-259） 
・第 14編イニシアルD（fol. 12r, 図 3-260） 
・第 115編イニシアルC（fol. 97v, 図 3-261） 
・第 117編イニシアルC（fol. 98r, 図 3-262） 
・第 137編イニシアルC（fol. 114, 図 3-263） 
・第 150編イニシアルL（fol. 123r, 図 3-264） 
 第 150編のみが二つの動物モティーフを組み合わせており、その他の 5点ではいずれも、文字の基本構
造を担うのは一匹の獣の体である。特に第 115編、第 117編、第 137編では、背を丸めた四足獣或いは水
棲動物によって、Cという半円状の文字を描くという手法が類似している。四足獣による形象イニシアル
Cは、《ジェローヌの典礼書》にすでに先例が認められ、ここではライオンのような四足動物が、四肢を突
き出して文字の形を演じているが（図 3-265）、《コルビー詩編》ではより丸みを帯びた書体の形に当ては
められている。背を丸めた四足獣の表現は、寧ろ《マウルドラムヌス聖書》のイニシアルPのそれに類似
している（図 3-266）。 
 第 14編イニシアルDのように、自らの体の一部を噛むことでアンシャル体の渦巻き形のDの文字を形
成するイニシアルも、同じく《ジェローヌの典礼書》に類例を求められる。犬が頭を捻り自らの腹を噛む
ことで、流転するような文字の形状が表されている（図 3-267）。 
  
14) 人物像を伴うカレイドスコープ型イニシアル D 
 人物像を含む形象イニシアルのうち、あるモティーフから別のモティーフへと流転するように変化する
イニシアルであり、《コルビー詩編》ではアンシャル体のDにのみ見られる。 
・第 129編イニシアルD（fol. 110r, 図 3-268） 
・ハバククのカンティクム（古ラテン語版）古D（fol. 133r, 図 3-269） 
 第 129編の「預言者ヨナと海獣」のイニシアルでは、海獣の口から鱗のある身体へ、そしてその先がア
センダー部分で預言者らの乗る船へと変化し、最後にその舳先が預言者ヨナへと変化し、再び海獣の口へ
と戻される、無限の円環を描いている。ハバククのカンティクムでは、馬から船体へ、その舳先がフリジ
ア帽を被った人物へと変化しているが、第 129編の「ヨナと海獣」のイニシアルとは異なり、無限のルー
プを描くのではなく、カレイドスコープのような変貌は人物像で完結している。 
 このカレイドスコープ型の形象イニシアルは、現存するカロリング朝写本では《コルビー詩編》以外に
例が無い。預言者ヨナのイニシアルに最も類似するのは、《ジェローヌの典礼書》の連綴イニシアルUD（図
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3-270）や、《カール大帝の詩編》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 13159）のイニシアルD（図 3-271）のよう
な、長い胴体と尾ひれに女性の頭部が取り付けられた、サイレーンのようなイニシアルである。しかしこ
れらの先行例では、モティーフは原則としてこの人魚のような像ひとつであり、《コルビー詩編》のように
複数のモティーフが数珠繋ぎに変貌しはいない。類似した図像は《ジェローヌの典礼書》内のイニシアル
C（図 3-272）に現れているが、《コルビー詩編》のイニシアルのように流転する変貌を遂げてはおらず、
男性の頭部を加える魚による簡素な形象イニシアルに留まっている。 
 バククのカンティクムでは更に、先行する類例が無い。恐らく、こうした《コルビー詩編》のカレイド
スコープ型の形象イニシアルに最も近いのは、同写本内の一部のアンシャル体のイニシアルDであり、 
第 130イニシアルD（図 3-273）や第 35編イニシアルD（図 3-274）のように、時計回りに楕円を描くリ
ボンと、その開口部に人物像の表されたものである。この 2点のイニシアルでは、文字体を描くリボンは
開口部の末端でフジリア帽を被った人物に変化しているが、このリボンの部分に馬や船体といった代替モ
ティーフが充てられたのが、ハバククのカンティクムのイニシアルのカレイドスコープ型形象イニシアル
なのである。尚、リボン状のモティーフでアンシャル体を描き、その開口部に形象モティーフを閉じ込め
るという手法は、《サラベルガ詩編》のイニシアルD（図 3-275）で用いられている。ここでは、開口部に
垂れたリボンの末端がのライオンが鳥頭へと変わり、ライオンと対面しており、文字体を形成するリボン
と開口部の生物との関係が、単なる枠と絵ではなく、枠から絵へと変貌しつつあると言うことができる。
《コルビー詩編》のカレイドスコープ型のイニシアルは恐らく、こうした図像を包囲する形式のアンシャ
ル体のDから発展したのだろう。 
 
15) 動物によるカレイドスコープ型イニシアル D 
 あるモティーフから別のモティーフへと流転するように変貌する、カレイドスコープ型の形象イニシア
ルのうち、動物のみによるものである。以下 2点が挙げられる。 
・第 52編イニシアルD（fol. 46v, 図 3-276） 
・第 109編イニシアルD（fol. 94r, 図 3-277） 
 この 2点のイニシアルでは、犬のような四足獣のモティーフを組み合わせ、時計回りに流転するかのよ
うにモティーフからモティーフへと移行し、授乳を受ける子犬を開口部を支柱のように斜めに拝すること
で、この流転運動を支えている。もっとも大きな犬の頭は後続の Iの文字を加えているので、時計回りの
流転運動から自動的に後続のテクストへと読者の視線は導かれる。 
 犬のような生物を 2つ或いは 3つ組み合わせた、これと類似するイニシアルとしては、《コルビー詩編》
とほぼ同時期に北東フランスで制作された『詩編注解』写本のイニシアル D（図 3-278）がある。犬の顔
をした生物を二つ向かい合わせに組み合わせ、アセンダーとしてもう一つ犬の頭を付け加えることで、ア
ンシャル体のDの形を作っている。但しここでは、楕円部分を成す2つの生物のモティーフが向かい合っ
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ている為に、《コルビー詩編》のイニシアルのような絶えず流転する運動は生じていない。より近い作例と
しては、《カール大帝の詩編》のイニシアル D（図 3-279）が挙げられるだろう。ここでは有翼獣が 3体、
《コルビー詩編》のカレイドスコープ型の形象イニシアルとは逆の反時計回りに、尾に噛みつきながら丸
みを帯びたイニシアルDを構成している。アセンダー部分に当たる末端の有翼獣が後ろに振り返っている
為、観者の視線は後続の文字へと導かれる。《コルビー詩編》のカレイドスコープのように変貌流転する動
物イニシアルは、こうした先行する例に範を得ていたのであろう。 
 
C) 人物／動物の棲み込んだイニシアル 
 イニシアルの文字体を枠ではなく、人物や動物の存在する空間を提供する支持体のように用いたイニシ
アルである。人物／動物の棲み込んだイニシアルの装飾形式は、《コルビー詩編》では未だ完成されていな
いが、その初期段階が観察できる。 
 
1) 二つの開口部を持つイニシアル B 
 上下 2段の開口部を持つイニシアルBを用いたものであり、それぞれの開口部に人物或いは動物の形象
モティーフが描かれる。本写本に含まれるのは 1点のみである。 
・第 111編イニシアルB（fol. 95r, 図 3-280） 
 鋭角の組紐文を柱身として、蛇のような生物の胴体で形成された二つのボウルの開口部に、上段では唐
草をついばむ 2羽の鳥が、その下段では上段の鳥に矢を放とうとする人物が表されている。人物像の両足
は枠の上に重ねて描かれており、図像を包囲するイニシアルのように人物像を枠で閉じるというよりは、
枠の上を自由に歩かせているかのようである。弓矢は上段と下段の接合部を跨いでおり、この二つの開口
部が互いに閉ざされ分離しているのではなく、連結した空間であることが分かる。 
 二つの円形の開口部を矢のような武器によって連結する、人物／動物の棲み込んだ唐草は、《コルビー詩
編》よりやや時代の降る例だが、象牙浮彫に類例を見ることができる。クリュニー所蔵の象牙二連板の右
パネルでは、パルメット文のような葉を持つ唐草モティーフの円形の開口部の中に、動物狩りの場面が表
されている（図 3-281）。人物像が長い槍でライオンを突いており、その槍によって 2つの開口部の空間は
連結されている。コルビーの画家は恐らく、写本画や工芸作品のこのような狩りの図像を持つ唐草を、イ
ニシアルへと移植したのであろう。 
 開口部に表された人物像が枠の内部に収まるのではなく、枠の上を歩くか、或いは枠から一部突出する
という特徴は、図像を包囲するイニシアルの項目で挙げた第 1編イニシアルB（図 3-145）や、第 21編イ
ニシアル D（図 3-129）、ザカリアのカンティクムのイニシアル B（図 3-147）にも見られる。これらのイ
ニシアルも人物／動物の棲み込んだイニシアルに分類可能であり、図像を包囲する形式と人物／動物の棲
み込む形式とが互いに完全には分離不可能な造形であると言える。 
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2) 鳥を中央に持つイニシアル C 
  イニシアルCのハーフカウンター部分に、大きな鳥のモティーフを持つものである。以下2点が挙げ
られる。 
・第 18編イニシアルC（fol. 16v, 図 3-282） 
・第 106編イニシアルC（fol. 90r, 図 3-283） 
 第 18編では、両端に組紐文を持つ三日月型の文字体の開口部に、首を大きく反らせた鳥が一羽、片足で
立っている。第 106編では、組紐文による柱身とその組紐の先端が変化した鳥モティーフによって文字の
基本構造が作られ、その中に大きな鳥が両足で組紐に掴まる姿が表されている。いずれの鳥も、足で文字
体を掴み、頸部や嘴で組紐文に接するなどして文字体に随所で内接し、開口部に表されたモティーフと文
字体が同一平面上に存在しているかの様に表されている。 
 鳥というモティーフそのものは、イニシアル芸術という分野では最も頻繁に用いられたものであり、そ
れはしばしば単なる装飾的で抽象的な鳥としてだけではなく、《ジェローヌの典礼書》のイニシアルP（図
3-284）のように、具体的な種を特定できるほど詳細に描き込まれ、アクロバティックな動きを見せるもの
も少なからず存在した。形象イニシアルではなく、開口部を持つ文字の中に鳥を表したものでは、8 世紀
前半のインスラー写本《ヴェスパシアン詩編》のイニシアル O（図 3-285）に先例が見られる。ここでは
鳥は文字を枠としているが、文字の下辺から萌え出た植物と戯れており、動物の棲み込んだ唐草のイニシ
アルへの転用の兆しが垣間見られる。8 世紀末のドイツ南部で成立した『詩編注解』写本88（ミュンヘン、
バイエルン国立図書館、Clm 18168）では、イニシアルQの開口部に鳥が表されている（図 3-286）。ここ
では鳥は枠内に収まっている為、図像を包囲するイニシアルと言える一方で、カウダを表す垂直の柱の上
に立っているので、文字体そのものの上に止まっているかのようであり、動物の棲み込んだイニシアルに
近づいている。 
  
 《コルビー詩編》は人物／動物の棲み込んだイニシアルの黎明期に当たるものであり、未だオットー朝
やロマネスク写本のそれのように複雑な唐草を持つものは無い。しかし、開口部に表された人物や動物と
いった形象が、文字体による枠内に収まるのではなく戯れているという点で、この装飾形式の萌芽である
と言うことができるだろう。 
 
D) 混合型のイニシアル 
 複数の装飾形式を併用したイニシアルであり、《コルビー詩編》では多数に渡る。 
 
                                                      
88 同写本の詳細については、以下を参照。BIERBRAUER 1979, 47; Exh. Cat. München 1989, Kat. Nr. 13; Cod. Cat. BSB 
vorkarolingisch und karolingisch 1990, Kat. 83. 
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1) モティーフ過密型のイニシアル 
 形象イニシアルと図像を包囲するイニシアルの双方の特徴を併せ持つイニシアルである。人物像や動物
によって文字の形体を構成し、その内部を更に形象で埋めるものであり、開口部が隙間なく過密に埋めら
れる。以下 2点のイニシアルが挙げられる。 
・第 114編イニシアルD（fol. 97r, 図 3-287） 
・ハバククのカンティクム（ウルガータ版）イニシアルD（fol. 127v, 図 3--288） 
 この 2点のイニシアルでは、キリスト伝の物語場面の登場人物によって文字が作られ、その開口部にも
人物像や動物が描き込まれている。第 114編ではマグダラのマリアが身体を捩り、天使の翼が湾曲するこ
とで文字の形状に強引に適合させられており、イニシアルの中で詰め込まれたモティーフが結晶化してい
る。ハバククのイニシアルでは、斜めに伸びたアセンダーに人物像が、円形部分を飼葉桶の幼児キリスト
と牛と驢馬とが当てられている。この、形象イニシアルの開口部を更に動物や人物像で満たす形式のイニ
シアルは、《コルビー詩編》以前には類例が認められない。 
 
2) 図像を包囲する形式に部分的に代替モティーフを充てたイニシアル G 
 図像を包囲するイニシアルの一部を、形象イニシアルのように人物像で代替するイニシアルである。以
下 1点が挙げられる。 
・大栄唱（グロリア）イニシアルG（fol. 138v, 図 3-289） 
 文字の基本構造は、組紐文モティーフ付きのリボンであり、そのハーフカウンターにマンドルラの中の
キリストと、それを支えるフリジア帽の人物が表される。アセンダーには、 “Gloria” のOの文字を手で
支える、リボンに絡まるフリジア帽の人物像の身体が充てられており、部分的に形象イニシアルの方法を
とっている。イニシアルGのアセンダー部分のみを代替モティーフで表したイニシアルは、同写本以前に
作例がなく、コルビーの画家の創意によるものと考えられる。 
 文字の開口部にマンドルラを表すという手法は、『民族法集成』写本のイニシアルO（図 3-290）で既に
用いられている89。十字ニンブスのある天使（或いはキリスト）が、正円のイニシアルの開口部に正面観
で表されており、同心円状のマンドルラを背負っている。但しここでは、キリストが文字体のリボンを踏
む《コルビー詩編》のイニシアルGとは異なり、人物像は文字の中に完全に収められている。他方、文字
のディセンダーに部分的に形象イニシアルの手法を用いるという例も、同じく『民族法集成』写本で散見
される。“Quicumque” のイニシアル Q（図 3-291）では、カール大帝のモノグラムの書かれた円形のメダ
イヨンを称揚するように支える人物像が、アセンダーに充てられている。《コルビー詩編》は、こうした先
例をイニシアルGに応用したのであろう。 
 
                                                      
89 開口部を持つ文字をマンドルラに見立てるイニシアルについては、以下で論じられている。但し《コルビー詩編》
以前の例は『民族法集成』のイニシアルO以外には挙げられていない。GUTBROD 1965, 186-195. 
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3) 神の子羊のメダイヨンに部分的に代替モティーフを充てたイニシアル 
 メダイヨンの中に神の子羊を表し、そのアセンダー或いはディセンダーを人物像或いは動物で構成する
ものである。部分的に形象イニシアルの形式をとるという点で、上記 2) の図像を包囲する形式に部分的
に代替モティーフを充てたイニシアルGと類似する。以下 2点が挙げられる。 
・第 2編イニシアルQ（fol. 2v, 図 3-292） 
・第 82編イニシアルD（fol. 75v, 図 3-293） 
 これらのイニシアルでは、正円のメダイヨンの中にニンブス付きの神の子羊を表し、文字の円形部分を
マンドルラのように用いている。アセンダー或いはディセンダー部分には、人物像或いは動物のモティー
フを充てており、それは第 2編では子羊を称揚するように両手でマンドルラを支える天使とその翼であり、
第 82編ではニンブス付きの有翼獣（或いは鷲）である。 
 第 2編のように、イニシアルQのカウダに人物像を充てるという装飾方法は、先述の『民族法集成』の
イニシアルQ（図 3-291）に見られた。更に同写本の別のイニシアルQ（図 3-294）では、十字架モティー
フが表されたメダイヨンを、カウダに当たる人物像が両手で掲げている。『民族法集成』写本では象徴的な
記号であったものが、《コルビー詩編》では同様の装飾方法をとりながらも、神の子羊を讃えるというより
具体的な図像となっている。文字のアセンダーやディセンダーの部分にのみ人物像を用いた部分的形象イ
ニシアルは、Qの他には特にイニシアル Dの先行例が挙げられる。《ジェローヌの典礼書》の「聖十字の
発見」のイニシアルDでは、十字架の描かれたメダイヨンに、鍬のような道具を持つ人物像がアセンダー
として取り付けられている（図 3-295）。同写本のイニシアル D（図 3-296）では、メダイヨンの開口部か
ら人物が書物を手にした顔を覗かせており、アセンダーの部分ではその浮遊する下半身が代替モティーフ
とされている。 
 第 82編のイニシアルDのように、鳥をアセンダーとしてメダイヨンに取り付ける手法も、この 2つの
先行する彩飾写本に起源を求めることができる。『民族法集成』写本のイニシアルD（図 3-297）では、二
重円によるメダイヨンの中に鳥の図が、そしてその上部にはメダイヨンに嘴を近づける鶏が、アセンダー
として描かれている。《ジェローヌの典礼書》でも、鶏をアセンダーとするイニシアルD（図 3-298）の他、
植物を咥えた孔雀がメダイヨンの中に頭部を差し入れ、文字の円形部分がニンブスのように機能している
もの等（図 3-299）、鳥をアセンダーに持つアンシャル体のイニシアルDが多数見られる。 
 メダイヨンの中に子羊を表すという形式に於いても、《ジェローヌの典礼書》が既に先駆けている。三つ
の頭を持つ蛇のような生物をアセンダーとするアンシャル体のイニシアル D（図 3-300）では、円形の開
口部に四足獣が表されている。 “Omnipotens et misericors” のイニシアルO（図 3-301）では、正円の開口
部に、角を持つ山羊のような白い四足獣を備えている。コルビーの画家は、このように四足動物を円形の
開口部に表したイニシアルの例を知っており、それを神の子羊へと変えたのであろう。 
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4) 開口部に人物像を、カウダに動物を持つイニシアル Q 
 図像を包囲する形式と形象イニシアルの混合型であり、文字の円形部分の開口部に人物像を描き、カウ
ダに動物などのモティーフを充てるものである。以下 6点が挙げられる。 
・第 51編イニシアルQ（fol. 46r, 図 3-302） 
・第 72編イニシアルQ（fol. 64r, 図 3-303） 
・第 79編イニシアルQ（fol. 73r, 図 3-304） 
・第 83編イニシアルQ（fol. 76r, 図 3-305） 
・第 124編イニシアルQ（fol. 108v, 図 3-306） 
・アタナシウス信条 イニシアルQ（fol. 139r, 図 3-307） 
 第 51編でのみ、文字の円形部分は 8の字形を描く蛇のような生物で構成されており、その他の 5点では
コンパスを用いた正円のメダイヨンに、人物の全身像が表される。カウダは第 51編と第 83編では腹部に
塒のある生物であり、第 72編では有髭の人物像、第 79編では四足動物であり、第 124編では鱗のある鰐
のような生物、アタナシウス信条では角に蛇の絡まる鹿による、代替モティーフで構成されている。カウ
ダに動物や人物像を充てるという方法は、第 41編のイニシアル Q（図 3-308）でも用いられており、《コ
ルビー詩編》の画家の常套手段であったことが分かる。 
 円形メダイヨンの下に四足動物などの身体を配してQという文字を作る手法は、8世紀後半のイニシア
ル装飾では頻繁に用いられたようである。インスラー様式に強く影響を受けたメロヴィング朝期の彩飾写
本《シュトゥットガルトのアンシャル体の詩編》（シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、
Cod. Bibl. Fol. 12b）では、イニシアルQ（図 3-309）のカウダに鹿のような疾走する四足獣を充てている90。
《ジェローヌの典礼書》では、イニシアルQではなくDのアセンダー部分を円形モティーフの下に置き、
猪に似た動物を充てている（図 3-310, 3-311）。『民族法集成』写本のイニシアルQ（図 3-312）では、簡略
化された犬のような動物が、開口部に樹木の表されたメダイヨンを背負うかのように、Qのカウダを演じ
ている。こうしたイニシアルは当然、コルビーでも知られていただろう。恐らくは同地のスクリプトリウ
ムで制作された『ヨブ記注解』写本（ベルリン国立図書館、Ms. theol. lat. 354）の鳥魚文イニシアルQ（図
3-313）では、装飾的な魚のモティーフが、メダイヨンの下に水平に配されており、円形モティーフと代替
モティーフを併用したイニシアルQが同修道院で《コルビー詩編》以前に既に制作されていたことが分か
る。 
 
5) リボンと人物像によるカレイドスコープ型イニシアル D 
 アセンダーに人物像を持ち部分的には形象イニシアルの形式をとりながらも、リボン状モティーフで文
                                                      
90 K. ビーアブラウアーは、同写本ではインスラー写本の要素よりメロヴィング朝の装飾形式の性格が強いとしている。
BIERBRAUER, Latharina: Der Einfluss insularer Handschriften auf die kontinentale Buchmalerei, in: Exh. Cat. PADERBORN 
1999, 470.  
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字の円形部分を形式し、開口部でその先端が人物像へと変化する、アンシャル体のイニシアル D である。
以下 2点が挙げられる。 
・第 35編イニシアルD（fol. 31r, 図 3-314） 
・第 130編イニシアルD（fol. 110v, 図 3-315） 
 第 35編では、アセンダー部分に跪く人物の身体が充てられており、脚先で瘤のような接合モティーフを
介して、薄紫色のリボンへと繋がる。縦長の楕円形を描いたリボンの先は、開口部に表された人物像のフ
リジア帽へと変わっている。このフリジア帽の人物と格闘している蛇は、文字体を構成するリボンの描く
線を繰り返すような半円を描いて人物の腰に噛み付いている。第 130編でも同様にアセンダーは人物像で
始まり91、リボン状のモティーフが楕円形を描いた後、フリジア帽の人物へと変貌している。この人物の
吹くラッパは、文字の枠を超えて突出し “Deus” の短縮記号の役割を担っている。このような、リボン状
のモティーフと人物像とが併用された、カレイドスコープのように自由自在にモティーフが変貌を遂げる
イニシアルは、同写本以前では作例が無く、《コルビー詩編》の画家の創意によるものと考えられる。恐ら
くは、次に挙げるリボン状モティーフと動物モティーフによるカレイドスコープ型イニシアルと、図像を
包囲するタイプのイニシアルの双方から着想を得たのであろう。 
 
6) リボンと動物によるカレイドスコープ型イニシアル D 
 リボン状のモティーフで文字の基本構造が作られるものの、その一端が開口部で動物へと変化する、ア
ンシャル体のイニシアルDである。以下 3点が挙げられる。 
・第 66編イニシアルD（fol. 57r, 図 3-316） 
・第 78編イニシアルD（fol. 72v, 図 3-317） 
・第 38編イニシアルD（fol. 34v, 図 3-318） 
 第 66編と第 78編では、有翼獣モティーフがアセンダーに見立てられ、その尾の先が楕円形を描く帯へ
と変化し、文字体を形作る。帯の一端は開口部で動物モティーフへと変貌するが、その動物は自らの尾や
角から伸びた組紐に絡め取られる。第 38編でのみ、文字体を形成するリボンは開口部で動物の全身像では
なく頭部となり、Dに続く Iの文字を咥えている。 
 文字のアセンダーに鳥をあてがうという装飾方法は、既に第82編イニシアルD（図 3-293）の例で見た
通りである。他方、リボンによって文字の楕円形部分を作り、その開口部に生物を表すイニシアルは、例
えば《サラベルガ詩編》の開口部にライオンを表すイニシアル D（図 3-319）や、リボンの先端が鳥頭や
獣頭に変わるイニシアル D（図 3-320）といった先行するインスラーのイニシアル芸術にその源流を求め
ることが出来るだろう。8 世紀末のガリアで制作された、インスラーの装飾様式が色濃く反映された《カ
ール大帝の詩編》のイニシアル D（図 3-321）では、犬の頭と長く引き伸ばされた頸部によるアセンダー
                                                      
91 アセンダー部分はその端が裁断され見切れてしまっている為、イニシアルは制作当初の完全な姿で残ってはいない。 
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から始まり、幾つかのパネルに区切られ組紐で埋められたリボンが楕円を描いた後、開口部ではリボンが
再び犬の下半身へと変貌する、身体の分断されたイニシアルへと変わっている。また同写本の別のイニシ
アル D（図 3-322）では、組紐文装飾を持つリボンにで文字体が構成され、その開口部へと巻き込まれた
リボンの先端部分で細い組紐へと変わり、一対の鳥へと再び変化している。コルビーの画家は恐らく、こ
のリボン状のモティーフによるカレイドスコープ型のイニシアルを創作するに際して、《ジェローヌの典礼
書》や『民族法集成』写本に見られたような鳥モティーフをアセンダーとする先行例と、リボン状のモテ
ィーフから組紐を伴う動物の身体の一部へと変化するイニシアルの例の双方を手本とし、両者を折衷させ
たのであろう。《コルビー詩編》に於いては、開口部に表された動物は組紐に絡め取られているが、胴体を
分断されることはない。ここでは、前時代のインスラー様式のイニシアルより、動物モティーフでは量感
の解体が躊躇われていることが分かる。 
 第 38編ではリボンの先が獣頭へと変化しているので、その他の 2点と比較するとインスラー写本の獣頭
付きリボンという装飾形式をより強く残していると言える。このような、非有機的な文字の構造が獣頭と
変化するイニシアルは、《コルビー詩編》が制作された頃のガリアで依然として多く描かれていたようであ
る。ユスティヌスの『トログス・ポンペイウスの歴史書要約』写本92（パリ、国立図書館、Ms. lat. 4950）
の冒頭のイニシアルP（図 3-323）では、文字のボウルを形作る幾何学的で非有機的な三日月型形体が、そ
の下端で開口部へと巻き込まれると、突如として角のある獣頭へと変わっている。リボンの末端が動物へ
と変化するイニシアルは、インスラー写本の装飾に端を発する、先行する動物組紐文イニシアルの発展形
と言えるだろう。 
 
7) 人物或いは動物の頭部を頂点に持つイニシアル I 
 幾何学文イニシアルと形象イニシアルの混合形であり、組紐文を始めとする幾何学モティーフによる柱
身の上端に、生物の頭部を頂くものである。以下の 3点が挙げられる。 
・第 85編イニシアル I（fol. 77v, 図 3-324） 
・第 113編イニシアル I（fol. 96r, 図 3-325） 
・第 86編イニシアル I（fol. 78v, 図 3-326） 
 菱形モティーフや組紐模様、ロゼッタ文による柱身の上部に、獣頭や人物像が取り付けられている。第
85編ではそれはニンブス付きの 3つの獣頭或いは人物の頭部であり（恐らくは福音書記者の象徴動物）、
第 113編では杖を持ち両手を広げる天使の胸像である。第86編でのみ、2つの獣頭はそれぞれ柱身の組紐
文から生え伸びている。 
 このような、イニシアル Iに人物や動物の頭部を持つイニシアルは、既にインスラーの写本に例が見ら
                                                      
92 同写本の詳細については、以下を参照。De MÉRINDOL 1976, vol. 1, 70, vol. 2, 813-814; GANZ 1990, 59, 65, 156; Exh. Cat. 
PARIS 2007, 134-135, Cat. 25. 
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れる。8世紀前半のノーサンブリアで制作された『福音書』写本93（ダーラム、大聖堂図書館、Ms. A II 16）
のイニシアル I（図 3-327）では、細い組紐で編まれた柱身の頂点に、人物像の正面観の頭部が取り付けら
れている。この装飾方法は、8世紀後半のガリアの写本にも取り入れられている。《ジェローヌの典礼書》
のイニシアル I（図 3-328）は、下端に鳥頭を持つ色鮮やかな組紐文による柱身の頂点に、四分の三面視の
人物像の頭部を備えており94、《カール大帝の詩編》では、組紐文による柱身の上部に、犬のような顔の獣
頭を持つイニシアル Iが見られる（図 3-329）。8世紀後半のフランス北部で成立した『七書研究』写本で
は、イニシアル Iの上部で組紐文の先端が 3つの獣頭へと変わっており（図 3-330）、3つの生物の頭部が
放射状に配置される形は《コルビー詩編》の第 85と、組紐文が獣頭へと変化する点では第 86編のイニシ
アルと共通している。更に《コルビー詩編》のこの形式のイニシアルでは、これらの先行するガリア写本
の例と同様に、人物像や動物の頭部の多くが、正面ではなく後続のテクストへと顔を向けている。コルビ
ーの画家は、こうしたインスラーの装飾を取り入れた、8 世紀後半のガリアの写本のイニシアルの装飾形
式を踏襲したのであろう。 
 
8) 組紐文による柱身と有翼獣によるイニシアル B 
 柱身を組紐文で構成し、2つのボウルに鳥或いは有翼獣のモティーフを充てたイニシアルBである。以
下 3点が挙げられる。 
・第 31編イニシアルB（fol. 26v, 図 3-331） 
・第 40編イニシアルB（fol. 36v, 図 3-332） 
・第 127編イニシアルB（fol. 109v, 図 3-333） 
 上記 3点のイニシアルBの間には、有翼獣の扱い方にそれぞれ若干の差異が認められる。第 31編では、
尾が組紐文へと変わり自らの身体に絡みつく有翼獣が、２つのボウル部分の代替モティーフとなっている。
第 40編ではボウル上段の開口部に内接するように鳥モティーフが表されており、B)-8) の幾何学形体と鳥
によるイニシアル C（図 3-226他）と同様に、厳密には形象イニシアルにも図像を包囲するイニシアルに
も分類し難い。第 127編イニシアルでは、ボウルのカーヴするリボンの先端部分にのみ鳥頭が取り付けら
れており、文字の構成要素の一部に動物モティーフが充てられている部分的形象イニシアルというより、
鳥頭付きのリボンによるイニシアルという性格が強い。 
 このような有翼獣モティーフによるイニシアルBは、その手本がインスラー様式を吸収した大陸の写本
に求められる。《カール大帝の詩編》のイニシアルB（図 3-334）は、柱身を鋭角の組紐文が埋める幾何学
形体から、2 つのボウルは有翼獣らしき生物と尾のある二足獣から構成される。ボウル上段には有翼獣の
身体そのものが充てられており形象イニシアルの形象をとるのに対し、下段では組紐文で埋められた三日
                                                      
93 同写本の詳細については以下を参照。KOEHLER 1972, 13, 187, Nr. 10; ALEXANDER 1978b, 45-46, Cat. 16. 
94 《ジェローヌの典礼書》のこの形式のイニシアルを、B. ティセドルは “tête-sur-haste（柱身上の頭部）” と名付け
ており、ヤコビ＝ミアヴァルトは “Köpf-Initiale（頭部イニシアル）” としている。TEYSSÈDRE, Bernard: Le Sacramentaire 
de Gellone et la figure humanine dans les manuscrits francs du VIIIe siècle, Toulouse 1959, 34; JAKOBI-MIRWALD 1998, 175. 
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月形のボウル部分は、二足獣の背の一部とも、幾何学形体にこの二足獣の背が接しているとも解釈される。
《コルビー詩編》の第 31編と第 40編のイニシアルへの過渡的段階が、この《カール大帝の詩編》のイニ
シアルに観察できるのである。 
 Bという文字の 2つのボウルを形象イニシアルのように代替モティーフを充てる例は、これだけではな
い。《シュトゥットガルトのアンシャル体の詩編》の巻頭も同様に、ロゼッタ文を持つ幾何学形体による柱
身に、半円形を描く色鮮やかな魚のモティーフを上下に並べ、イニシアル Bとしている（図 3-335）。《コ
ルビー詩編》が制作された頃のガリアでは、このような幾何学形体と動物モティーフを組み合わせて大文
字のBを構成するイニシアルが広く普及していたと考えらえる。 
 コルビーの画家が参考にしたのは、このような形象イニシアルに近い構造を持つものだけではなく、ハ
イバノ＝サクソンの動物組紐文による彩飾写本をも手本にしただろう。アイルランドで成立した『福音書』
写本95（ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod. sang. 51）のキリストのモノグラムのページでは、斑点で
埋められたイニシアルPのリボンの先に獣頭が取り付けられている（図 3-336）。ノーサンブリアの《サラ
ベルガ詩編》では、イニシアルDのアセンダーの先端が、リボンを嘴で挟む鳥の頭部へと変わっている（図
3-337）。第 127編のように、非有機的なリボン状のモティーフに鳥頭や獣頭を取り付けるイニシアルは、
その他の 2点と比べて、よりインスラー写本の様式が直接反映されていると言える。 
 
9) 有翼獣と蛇によるイニシアル D 
 組紐文や幾何学文による柱身と、末端に獣頭を持つリボンによって構成される、大文字のイニシアルD
である。以下 2点が挙げられる。 
・第 45編イニシアルD（fol. 41r, 図 3-338） 
・第 81編イニシアルD（fol. 85r, 図 3-339） 
 第 45編では両端を組紐文とし半ロゼッタ文のある階段状模様で埋められた柱身に、上端が獣頭へ、下端
が有翼獣へと変わるリボン状の曲線が取り付けられ、Dという文字を形作っている。第 332編では、ロゼ
ッタ文付きの組紐文による柱身に、上端が獣頭へと、下端が尾へと変わり、開口部の有翼獣の足に絡みつ
くリボンによって、文字が構成されている。第 45編のように、ボウルを描くリボンの両端に獣モティーフ
を持つという点は、第 127編のイニシアルB（図 3-333）と共通しているが、一方のリボンの端が動物の全
身像へと変化しており、ボウル部分のリボンも中央が膨らんでいる為、リボン自体も動物の胴体であるか
のような、有機的な量感が感じられる。その点では《カール大帝の詩編》の、槌の子形に膨らんだボウル
の一端が獣頭へと変わるイニシアルDに類似している（図 3-340）。ここでは文字のボウル部分は組紐文の
あるリボン状のモティーフであると同時に、上下で塒を巻いている為に海獣の身体のようでもある。リボ
ン状のモティーフと動物の身体との同化が 8世紀末の写本で起こり、《コルビー詩編》へと引き継がれてい
                                                      
95 同写本の詳細については、以下を参照。MICHELI 1939, 119-20, pl. 47; ALEXANDER 1978b, 66-67. 
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るのである。 
 
10) 動物組紐文イニシアル E/C 
 動物組紐による網目が文字体を構成するイニシアルがである。以下の 4点が挙げられる。 
・第 60編イニシアルE（fol. 52v, 図 3-341） 
・第 135編イニシアルC（fol. 113r, 図 3-342） 
・第 104編イニシアルC（fol. 86v, 図 3-343） 
・第 106編イニシアルC（fol. 90r, 図 3-344） 
 第 60編と第 135編では、蛇のような生物が編まれることで文字体が作られている。第 104編と第 106
編ではそれに対して、鳥のモティーフの尾が長く伸び、細かい組紐となって文字体の形を構成している。 
 蛇のような紐状のモティーフの編み合わせは、インスラー芸術の常套手段であった。7 世紀後半のアイ
ルランドの写本《ダロウの書》（ダブリン、トリニティ・カレッジ、Ms. 57）のカーペット・ページでは、
顔を持つ蛇のような紐が組み合わせられて組紐文を作っている（図 3-345）。アングロ＝サクソン最古の工
芸品として名高いサットン・フー出土の 7世紀前半の留め金では、精緻に組み合わせられた組紐文に鳥の
ような獣頭が取り付けられており、絡み合う蛇のような動物組紐文を見せている（図 3-346）。《コルビー
詩編》の蛇のような組紐文によるイニシアルは、こうしたアイルランドやアングロ＝サクソンの動物組紐
文が、工芸や写本を通してコルビーに齎されたものであろう。 
 第 104編や第 106編では、文字の柱身の部分では肢体を引き伸ばされて組紐のように組み合わせられた
動物モティーフが見られるものの、上下のバーの先端部の鳥では尾や嘴、耳のような突起物が組紐文とし
て絡められるに留まり、鳥の身体の量感は解体されずに保存されている。動物の身体の歪曲が末端部に限
定されているという点は、先に見た 8世紀の鯨骨の小箱（図 3-239）の動物組紐に近いと言えるだろう。 
 
11) 組紐モティーフ付き動物文イニシアル N 
 四足動物による形象イニシアルに、組紐モティーフが絡み合わされたものである。組紐文が代替モティ
ーフ同士を絡み合わせ、文字としての一体感を強化している。以下、2点のイニシアルが挙げられる。 
・第 123編イニシアルN（fol. 108r, 図 3-347） 
・第 126編イニシアルN（fol. 109r, 図 3-348） 
 文字の各構成要素に、四足獣或いは鳥が充てられ、それらは四肢で互いに組み合っており、単純な形象
イニシアルと比較するとモティーフ同士が強く結合されている。さらに動物の末端部が細い組紐へと変わ
り絡み合っている為に、文字としての一体感が高められている。 
 動物モティーフを組み合わせて文字体を構成し、細い組紐を絡ませたイニシアルという点では、《エッセ
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ンの福音書96》（エッセン、大聖堂宝物庫、Hs. 1）の動物文イニシアルに類例が見られる。イニシアルM（図
3-349）では、四足獣が向かい合い口から舌を長く伸ばすことで、シンメトリカルな文字体を構成しており、
四足獣の四肢から伸びる細い鋭角の組紐文が絡み合っている。 
 
12) 組紐文・植物文・動物文を併せ持つイニシアル 
 組紐文と植物文から文字の形が形成され、その末端部に獣頭を持つイニシアルである。以下 1点のみが
挙げられる。 
・3人のヘブライ青年のカンティクム イニシアルD（fol. 135v, 図 3-350） 
アセンダー部分に大きな組紐文のモティーフを持ち、六葉形の花形文や波形の植物文のような装飾のある 
軸とボウルで文字の形を作り、その末端部が動物の頭へと変わっている。動物の耳は再び植物が萌え出て
いる。開口部に巻き込まれた文字の末端部が獣頭に変わり、後続の文字を咥えるという点では、同写本の
第 38編のイニシアルD（図 3-318）と共通しており、ザンクト・ガレン所蔵のアイルランド写本の文字装
飾（図 3-330）のような、獣頭付きのリボン状イニシアルから発展した装飾方法であろう。 
 
13) 四つ巴模様付きのメダイヨンを持つイニシアル D 
 正円形のメダイヨンの中にパターン化された動物や組紐モティーフを 4つ配する、アンシャル体のイニシ
アルDである。以下 4点が挙げられる。 
・第 23編イニシアルD（fol. 20v, 図 3-351） 
・第 37編イニシアルD（fol. 33v, 図 3-352） 
・第 49編イニシアルD（fol. 43v, 図 3-353） 
・第 43編イニシアルD（fol. 38v, 図 3-354） 
 第 23編、第 37編、第 49編ではそれぞれ、メダイヨンの中には 4つの動物モティーフが、四つ巴形に渦
を描いて組み合わせられて描かれている。第 43編でのみ、開口部に表されているのは 4つの組紐の結び目
を持つ花形装飾である。アセンダー部分は、第 23編のみメダイヨンを咥える鳥が代替モティーフとして充
てられており、その他の 3点では組紐モティーフがメダイヨンに取り付けられている。 
 第 23編のように、鳥モティーフが文字のアセンダーの代替モティーフとなるイニシアルは、先行する 8
世紀の写本に類例が見られる。《ヴェスパシアン詩編》では、開口部に鳥が表されたのアンシャル体の D
のアセンダー部分に、顔を近づける鳥の頭が余白装飾として描かれている（図 3-355）。8世紀後半の大陸
の写本では、文字の近くに描かれた余白装飾であった鳥は、文字の構成要素の一部となる。《ジェローヌの
典礼書》のイニシアル D（図 3-356）では、ダイヤ形のメダイヨンを嘴で咥える鳥をアセンダーとしてお
                                                      
96 同写本の詳細については、以下を参照。NORDENFALK, Carl: Fisch-Vogel-Buchstaben, in: Reallexikon zur Deutschen 
Kunstgeschichte, Bd. 9, 1987, 299-305; Exh. Cat. PADERBORN 1999, Bd, 2, 451-453, Kat, Nr. VII. 5; Exh. Cat. AACHEN 2014, 
Bd. 3, 247-248, Kat. Nr. 3. 
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り、部分的に形象イニシアルの装飾形式をとっている。イニシアルの周りは《ヴェスパシアン詩編》と同
様にインスラー写本の写本彩飾の特徴の一つである赤い点で囲まれており、《ジェローヌの典礼書》の画家
が少なからずインスラーに由来する彩飾写本を参考にしていたことを示している。同写本の別のイニシア
ル D（図 3-357）は、《コルビー詩編》の第 23編や第 346編により近い、組紐文で埋められた正円形のメ
ダイヨンと鳥によるアセンダーというモティーフによって構成されている。 
 第 37編、第 49編、第 43編のように、アセンダー部分に組紐文を充てる装飾方法も、《ジェローヌの典
礼書》に先例を求めることが出来る。メダイヨン内部に一対の鳥を持つイニシアル D（図 3-358）では、
先端が二つの鳥頭で装飾された組紐文が、アセンダーとして取り付けられている。 
 メダイヨンの中で渦を描く四つ巴の動物文は、インスラー写本に類例を求めることが出来る。《ケルズの
書》のイニシアルG（図 3-359）では、イニシアルGの楕円形の開口部に、パターン化された 3つの鳥モ
ティーフによる動物紋が描かれている。コルビーの画家は、こうしたインスラー写本の渦巻形の動物文を
知っていたのであろう。このタイプのイニシアルでは特に、インスラー写本のイニシアル装飾を取り入れ
た 8世紀末の大陸の写本や、或いはインスラー写本から直接、装飾形式を引き継いでいるのである。 
 
E) 幾何学・植物文イニシアル 
人物像や動物モティーフを持たず、幾何学模様や植物文のみで装飾されたイニシアルである。アルファベ
ット毎にパターン化される傾向が見られる。 
 
1) 組紐文イニシアル I 
 柱身が組紐文で充填されたイニシアルである。以下、3点が挙げられる。 
・第 25編イニシアル I（fol. 22r, 図 3-360） 
・第 65編イニシアル I（fol. 56r, 図 3-361） 
・第 70編イニシアル I（fol. 61v, 図 3-362） 
 3 点のいずれも、組紐文によってイニシアル I の柱身がが編まれ、その中等部部に大きな網目模様を持
つ。下端ではそれぞれフィニアルが、獣頭付きのリボンか、植物モティーフ付きのリボンへと変わってい
る。 
 組紐文はインスラー芸術で頻繁に用いられた装飾モティーフだが、メロヴィング朝期の彩飾写本でもイ
ニシアルは組紐文によって装飾されていた。8 世紀半ばのコルビー修道院で制作された『福音書の調和に
ついて』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12190）は、既に組紐文によって柱身が充填されたイニシアル I
（図 3-363）を巻頭に備えている。8世紀末のカール大帝宮廷派による『カールの書 Libri Carolini』写本の
一つ（ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. lat. 7207）のイニシアル I（図 3-364）では、柱身のパネルを埋め
る組紐はより複雑化し、フィニアルの先端は《コルビー詩編》の第 25編と同じく、獣頭へと変わっている。
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同じく宮廷派による豪華写本《サン＝マルタン＝デ＝シャンの福音書》（パリ、アルセナル図書館、Ms. 599）
の『ヨハネによる福音書』の冒頭のイニシアル・ページ（図 3-365）では、イニシアル Iの上下は《コルビ
ー詩編》のイニシアル Iと同じく、柱頭のような大きな組紐模様で装飾されている。インスラー芸術に由
来する組紐文によるイニシアル I は、8 世紀末のガリアでは修道院のスクリプトリウムで制作された写本
だけでなく、宮廷の写本でも定着し、広く用いられていたことが分かる。 
 
2) 方形の組紐文イニシアル E/C 
組紐文を編み上げて文字の形状が作られる、長方形形のイニシアルEまたはCである。以下 10点が挙げ
られる。 
・第 16編イニシアルE（fol. 13r, 図 3-366） 
・第 74編イニシアルC（fol. 66v, 図 3-367） 
・第 80編イニシアルE（fol. 74r, 図 3-368） 
・第 32編イニシアルE（fol. 27v, 図 3-369） 
・エゼキアのカンティクム イニシアルE（fol. 124v, 図 3-370） 
・第 144編イニシアルE（fol. 119v, 3-371） 
・第 54編イニシアルE（fol. 47v, 図 3-372） 
・第 63編イニシアルE（fol. 54v, 図 3-373） 
・第 39編イニシアルE（fol. 35v, 図 3-374） 
・モーセのカンティクム I イニシアルC（fol. 126r, 図 3-375） 
 10点の組紐文イニシアルには、ひとつとして全く同じ組紐構造を持つものはなく、編み合わせや組紐の
形状を少しずつ変えることで差異化されている。例えば第 16編の組紐文は鋭角で隙間無く編まれているの
に対し、エゼキアのカンティクムでは丸みを帯びた細い丸みのある組紐紋の間に薄く着彩された地が残さ
れている。第 80編のイニシアルではバーの先端がハート形であるのに対し、第 54編、第 63編、第 39編、
モーセのカンティクム Iのイニシアルでは、同箇所は半パルメット文を 2つ合わせたか、蝿捕草のような
形状をしている。 
 イニシアルEやイニシアルCの文字体を組紐文によって構成する手法は、8世紀のガリアの写本に先例
が認められる。コルビー修道院で制作された写本でも、例えばヒエロニムスの『エゼキエル書注解』（パリ、
国立図書館、Ms. lat. 12155）のイニシアルE（図 3-376, 3-377s）のように、カピタリス・クワドラータによ
る E の文字体を、組紐文を編み上げて構成する例が複数見られる。《コルビー詩編》ではそれを更に発展
させ、より複雑で精緻な組紐文やロゼッタ文を用いることで、組紐文イニシアルが多様化されていること
が分かる。 
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3) 半円形の組紐文イニシアル E/C 
 組紐文を持つ、半円形の形状をしたイニシアル C、或いはアンシャル体の Eである。上記 E-2) 組紐文
イニシアルE/C とは異なり、文字全体が組紐文で織り上げられるのではなく、部分的に組紐文モティーフ
を備える。以下 5点が挙げられる。 
・第 58編イニシアルE（fol. 51r, 図 3-378） 
・アンナのカンティクム イニシアルE（fol. 125v, 図 3-379） 
・第 105編イニシアルC（fol. 88r, 図 3-380） 
・第 15編イニシアルC（fol. 12r, 図 3-381） 
・第 110編イニシアルC（fol. 94v, 図 3-382） 
 第 58編では文字を縁取る二重輪郭線が、バーの先端で鋭角の組紐文へと変わっている。アンナのカンテ
ィクムでは、文字全体が組紐文で構成されている。第 105編と第 15編、第 110編では、カーヴの両端が大
きな喇叭形の組紐文で装飾されている。全てに共通することは、丸みを帯びた文字の円弧の両端に組紐文
が用いられているという点である。 
 アンシャル体のイニシアルEの円弧の両端を組紐で装飾し、セリフのようなアクセントを与えるという
装飾方法は、同修道院内で制作されたヒエロニムス写本に類似している。『イザヤ書注解』（パリ、国立図
書館、Ms. 11627）のイニシアルE（図 3-383）では、文字全体が色鮮やかな組紐文で編み上げられている
が、その半円形のカーヴの両端では、組紐は末広がりに開かれ文字の末端部を装飾している。 
 第105編や第15編、第110編の三日月形の文字体の内側に描かれた、半パルメット文に似た波状模様も、
同様に先行する写本のイニシアルに類例を見ることができる。ヒエロニムスの『詩編注解』写本（パリ、
国立図書館、Ms. lat. 12150）のイニシアルD（図 3-384）では、簡素な線描によるイニシアルであるものの、
ボウルの内側は羊歯の葉のような波状模様で装飾されている。《マウルドラムヌス聖書》（アミアン、市立
図書館、Ms. 12）のイニシアルO（図 3-385）では、特に《コルビー詩編》の第 15編のイニシアルCとよ
く似た波状模様が、文字体の内部をシンメトリカルに装飾している。文字のボウルやカーヴの内側のこの
ような波状模様は、《コルビー詩編》制作当時の同地のスクリプトリウムではよく知られた方法だったので
あろう。 
 
4) 組紐文イニシアル A 
 組紐紋によって構成されるイニシアルAである。以下の 2点が挙げられる。 
・第 24編イニシアルA（fol. 21r, 図 3-386） 
・第 48編イニシアルA（fol. 42v, 図 3-387） 
 文字の上下が組紐装飾で飾られており、その組紐の一部が直線に伸びて斜線部を描いている。先に見た
E-2) の方形の組紐文イニシアル E/Cや、E-3) の半円形の組紐文イニシアル E/Cと同様、文字体は原則と
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して組紐文のみによって構成されている。 
 
5) 組紐文で充填される幾何学形体によるイニシアル 
 組紐文イニシアルのうち、組紐文を編み上げて文字が形成されるものではなく、文字の輪郭を作る幾何
学形体のパネルの中が、組紐文で埋められたものである。イニシアル全体がこの手法で描かれているもの
は、同写本では次の 1点のみである。 
・第 47編イニシアルM（fol. 42r, 図 3-388） 
 二重線によるイニシアルMの輪郭の中を、組紐文が埋めている。先の E-1)～4) のイニシアルとは異な
り、組紐紋自体が文字を形成するのではなく、あくまでも組紐は輪郭線内の充填材として用いられている。
このような組紐文イニシアルも、組紐自体で文字を描く形式のイニシアルと並んで、先行する写本芸術に
既に現れている。例えば 8世紀末の預言書写本のイニシアルE（図 3-389）では、Aの輪郭の内部を、赤と
黄色の組紐文が埋めており、ステムとクロスバー上部の三角形の空間の空間はそれぞれ分け隔てられてお
り、組紐文は角パネル内で完結している。8 世紀半ばの『聖ワンドレギゼルの生涯』写本（パリ、国立図
書館、Ms. lat. 18315）のインキピット・ページ（図3-390）は 2点の組紐文イニシアル IとRを持つが、こ
こでも組紐文は輪郭線で区切られた文字の構成要素毎のパネル内で完結している。こうした、輪郭線と充
填材としての組紐文による装飾は、Mというアルファベットでも当然用いられていた。例えば《カール大
帝の詩編》のイニシアルM（図 3-391）では、《コルビー詩編》と同様にメインステムが太く表されたイニ
シアルMの二重輪郭線による内を、組紐模様が埋めている。 
 
6) 組紐文・植物文によるイニシアル L 
 柱身とバーから成るイニシアルLを、組紐文と植物文で装飾するイニシアルである。以下 6点のイニシ
アルが、写本後半部分に登場する。 
・第 112編イニシアルL（fol. 95v, 図 3-392） 
・第 116編イニシアルL（fol. 98r, 図 3-393） 
・第 146編イニシアルL（fol. 121r, 図 3-394） 
・第 134編イニシアルL（fol. 112r, 図 3-395） 
・第 147編イニシアルL（fol. 121v, 図 3-396） 
・第 120編イニシアルL（fol. 1007r, 図 3-397） 
 第 112編、第 116編、第 146編の 3点は、柱身上部の柱頭部分に組紐装飾を持つが、その他の 3点では、
全体が半パルメットのような植物文で文字が構成されている。第 116編、第 146編、第 134編、第 147編
では柱身に 1点ないし 2点のロゼッタ文を持つ。このようは植物文を中心としたイニシアルLは筆者の知
る限り《コルビー詩編》以前には類例が無いが、半パルメット文という点では、カロリング小文字の完成
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系として名高い《マウルドラムヌス聖書》のイニシアルE（図 3-398）に類似している。8世紀末から 9世
紀初頭のコルビーでは、こうした半パルメットのような植物文によるイニシアル装飾が知られていたので
あろう。 
 
7) 植物文イニシアル 
 植物文を装飾モティーフの中心とするイニシアルであり、以下 5点が挙げられる。 
・第 102編イニシアルB（fol. 83v, 図 3-399） 
・第 22編イニシアルD（fol. 20r, 図 3-400） 
・第 138編イニシアルD（fol. 115r, 図 3-401） 
・第 133編イニシアルE（fol. 112r, 図 3-402） 
・第 128編イニシアルS（fol. 109v, 図 3-403） 
 第 102編では、組紐文装飾を持つ柱身と、波形の植物文と五弁の花のような植物モティーフを持つボウ
ル 2つから構成されている。第 22編と第 138編で用いられている植物モティーフは、第 102編のそれと非
常によく似ており、アンシャル体のDが、半パルメットのような波形の植物文と、開口部に垂れる五弁の
花のようなモティーフから成る。第 133編と第 128編では、文字体の中央がロゼッタ文によて、文字の両
端は三葉形の植物文で装飾されている。 
 半パルメットのような波形の植物モティーフは、先に挙げた《マウルドラムヌス聖書》のイニシアル E
と類似している。アンシャル体によるイニシアル D をこうした植物モティーフを主として装飾する例は、
8世紀末の写本に先例が認められる。《ジェローヌの典礼書》のイニシアルD（図 3-404）では、細身の半
パルメット文のような葉のモティーフでアンシャル体の D が構成されている。《カール大帝の詩編》のイ
ニシアル D（図 3-405）では、アセンダー部分に獣頭を、文字の円形部分に組紐文を持つものの、そこか
ら小さな五弁の花形装飾が萌え出ている。こうした半パルメット文や花形モティーフといった植物文の装
飾語彙が、《コルビー詩編》のイニシアルに引き継がれているのである。 
 
F) その他 
 A）～E）のいずれにも当てはまらない装飾形式によるイニシアルは、以下の 2点である。 
・第 118編イニシアルB（fol. 99r, 図 3-406） 
・第 84編イニシアルB（fol. 77r, 図 3-407） 
 双方ともカピタリス・クワドラータのイニシアルBによるものであり、これまで見てきた多くのイニシ
アルBと同様、ロゼッタ文付きの組紐文モティーフによる柱身を持つ。第118編では細い二重の輪郭によ
るボウルの開口部に、鷲と思われるニンブス付きの鳥が上下二段にそれぞれ表されており、上段の鳥は両
足で魚を掴んでいる。下段では損傷が激しく鳥の足元の図像は観察出来ない。第 84編では、ボウルは中央
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が膨らんだ太いリボンで描かれているが、開口部が損傷している為、その内部に何が描かれていたのかは
不明である。 
 第 118編のイニシアルBの構造は、A-3) の二つの開口部に図像を持つイニシアルB（図 3-145 – 3-150）
に近いが、それらと比較するとボウルによる枠組みが細く、開口部に表されたモティーフが枠内に収まら
ず、枠の上に重ね合わせられている部分が多い。その為、鷲のような鳥が開口部内に表されているという
よりは、2つのボウルの上に貼り付けられたように描かれている。このようなイニシアルBには先例が無
いが、恐らくは、図像を包囲するタイプのイニシアルと、C)-8) の鳥モティーフを用いた混合型のイニシ
アルBの 2つの装飾形式から成立したものであろう。 
 
 本節では、《コルビー詩編》のイニシアルをその構造の特徴に即して類型化し、写本のイニシアル芸術を
主とした先行する類例との比較を試みた。その観察結果として、同写本ではインスラー写本や、《ジェロー
ヌの典礼書》や《カール大帝の詩編》、ザンクト・ガレン所蔵の『民族法集成』写本 8世紀後半のガリアの
写本に恩義を持つ装飾形式を発展させていることが分かった。《コルビー詩編》の画家は同写本のイニシア
ルを描くに当たって、恐らくメロヴィング朝から初期カロリング朝の大陸の写本だけではなく、インスラ
ーの写本の彩飾写本も参照可能な環境にあったと考えるのが妥当であろう。ペヒトの言葉を借りるならば、
「インスラーと大陸との双方のバルバロイの伝統に染まっていた97」、ことで、双方の装飾形式を取り入れ
た、カロリング朝期に於いては独歩の装飾語彙を展開出来たのである。9 世紀初頭のコルビー修道院の図
書室や写字室で具体的にはどのような写本を参照し得たのかは、次節で論じる。 
 
 
 4 &.,/'
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 《コルビー詩編》のイニシアルの装飾形式が、イニシアル装飾史やカロリング朝美術の中でどのような
性格を持つものだったのかを明らかにする為には、地域と時代という二つの観点から同写本のイニシアル
を観察する必要がある。以下では本写本のイニシアルを、まず制作地であるコルビー修道院の写字室・図
書室で制作・所蔵された写本のイニシアルと、次にカロリング朝の他の地域で制作されたイニシアルと比
較し、その造形的特質を分析する。 
 
A) コルビー修道院のイニシアル様式  
 《コルビー詩編》のイニシアルが、制作当時のコルビー修道院のスクリプトリウムでどのような写本彩
飾を手本とし得たか、カロリング朝期の同修道院の図書室でどのように位置付けられるのかを明らかにす
る為には、まず 8-9世紀の同修道院で制作・所蔵された彩飾写本の総体を把握する必要がある。同修道院
                                                      
97 PÄCHT 1963, 70. 
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のカロリング朝期の蔵書については、幸いなことに古書体学の大家らによって、研究が比較的進歩してい
る。 
 コルビー修道院の蔵書研究では、コルビーの修道士であった J. マビヨンによる『古文書の形式について 
De re diplomatica』（1681年）が濫觴であり、サン・モール会士トゥスタンとタッサンによる『新文書形式
学提要 Nouveau traité de diplomatique』（1750-65年）に引き継がれた。その後、同修道院の図書館に由来す
る写本は、主に古書体学と写本学の面から研究が進められてきた。L. ドリールはパリ所蔵の、A. スター
クはサンクトペテルブルク所蔵のコルビー写本についてそれぞれ目録を作成し98、ドビアス＝ロドシェン
スキーはサンクトペテルブルク所蔵の写本より 9世紀前半までのコルビー修道院のスクリプトリウムにつ
いて研究を進めている。B. ビショッフやT. A. M. ビショップ、U. ヴィンター、D. ガンツらはカロリン
グ朝期の写本の目録化を試みる中でコルビーの蔵書についても精査し99、それはK. ツェキエル＝エッケス
による補足と共に現在ではMonumenta Germaniae Historicaのウェブサイト上で公開されている100。美術史
学の立場からは、C. ド・メランドルによる 12世紀のミニアチュールの研究を除いて101、写本ごとの個別
研究に留まっているのが現状である。古書体学や写本学、文献学の立場から既に目録化が進められてきた
コルビーの蔵書一覧に基づき、これまで等閑視されてきた同修道院スクリプトリウムの絵画様式の究明が
望まれるだろう。 
 メロヴィング朝からカロリング朝にかけて同修道院の写字室で制作された、或いは同修道院の図書室に
所蔵されていたであろう写本のうち、彩飾を伴うものを可能な限り、別冊の資料編（資料V）にまとめて
一覧化した102。ここでは、このコルビーの彩飾写本のカタログに基づき、《コルビー詩編》がその制作地と
なった修道院のスクリプトリウムでどのようにそのミニアチュールの装飾語彙や様式を継承したのかを観
察する。 
 
                                                      
98 DELISLE, Leopold Voctor: Recherches sur l’ancienne Bibliothèque de Corbie, in: Bibliothèque de l’Ecole des Chartres, vol. 21, 
1860, pp. 104-141, repr. in: Le cabinet des manuscrits de la Bibliothèque imperiale, vol. 2, 1. ver., 1874 Paris, Réimpression, 
Hildesheim/ New York 1978; DOBIAŠ-ROŽDESTVENSKAÏA, Olga: Histoire de l'atelier graphique de Corbie de 651 à 830: 
reflétée dans les corbeienses leninopolitani, Труды Института истории науки и техники, Sér. 2, Fasc. 3. Codices corbeienses 
leninopolitani, Leningrad 1934; STAERK, Dom Antonio: Les manuscrits latins du Ve ou XIIIe siècle conservés à la Bibliothéque 
impériale de Saint-Pétersbourg, 2 vols., St. Petersburg 1910, repr., Hildesheim/ New York 1976. 
99 BISCHOFF, Bernhard, Mittelalterliche Studien, 3 Bde., Stuttgart 1967-1981; idem, Katalog der festländischen Handschriften des 
neunten Jahrhunderts (mit Ausnahme der wisigotischen), Bde. 1-3, Wiesbaden 1998-2014; BISHOP, Terence Alan Martyn: The 
Script of Corbie: A Criterion, in: Varia Codicologia Litterae Textuales. Essays Presented to G.I. Lieftinck, Amsterdam 1972, pp. 
9-16; WINTER, Ursula: Die mittelalterlichen Bibliothekskataloge aus Corbie: kommentierte Edition und bibliotheks- und 
wissenschaftsgeschichtliche Untersuchung, Berlin 1972; idem: Die mittelalterlichen Bibliothekskataloge von Corbie, in: 
Altertumswissenschaft mit Zukunft: dem Wirken Werner Hartkes gewidmet, Sitzungsberichte des Plenums und der Klassen der 
Akademie der Wissenschaften der DDR, Jahrg. 1973, Nr. 2, Berlin 1973, S. 116-124; GANZ 1990. 
100 Monumenta Germaniae Historica. Klaus Zechiel-Eckes, Handschriften aus Corbie (bis 850). Eine Bestandsaufnahme: 
http://www.mgh.de/datenbanken/pseudoisidor/corbie/ （2016年2月8日閲覧） 
101 De MÉRINDOL, Christian: La production des livres peints à l’abbaye de Corbie au XIIè siècle: Étude historique et 
archéologique, 3 vols., Lille 1976. 
102 GANZ 1990, p. 124-158. 制作地や制作年代については、ビショッフによるカタログをはじめとする資料を参考に適
宜変更・修正を加えた。BISCHOFF 1998-2014; KOEHLER 1972. 
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  1) 鳥魚文・動物文イニシアルの発展 
 7 世紀後半に創設されたコルビー修道院では、組紐文や幾何学文によるカーペット・ページやインキピ
ット・ページ、鳥魚文や動物文から成るイニシアルが、メロヴィング朝期の写本彩飾の大半を占めていた。
そしてこうした人間像を伴わない装飾は、インスラーの写本芸術の他、コルビーの母修道院であるリュク
スイユから更に遡り、アイルランド出身の聖コルンバヌスによって創設されたボッビオ修道院など、北イ
タリアを起源としていた。従ってコルビー修道院の蔵書は、地中海地方に由来するものと、インスラーに
由来するものとが混在していたと想定される。例えばリュクスイユの『サクラメンタリウム』写本（ヴァ
ティカン、教皇庁図書館、Reg. lat. 317, fol. 、図 3-408）やコルビーの『聖バレイオスの規則』写本（サン
クトペテルブルク、国立図書館、Lat. F v I 2, fol. 図 3-409）のロゼッタ文とアーチのある柱廊のミニアチュ
ールは、北イタリア作と想定される写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 2769, fol. 、図 3-410）に、アーチと
列柱という形式の起源が求められると指摘されている他103、8 世紀のコルビーで制作されたアウグスティ
ヌス写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12190）では、地中海沿岸地域で制作されたと推測される組紐文に
よるカーペット・ページ（図 4-411）が、インスラーに由来する組紐文のイニシアル（図4-412）を持つ写
本に挿入されているなど、起源の異なる装飾模様の共存が既に見られる。 
 鳥や魚を組み合わせて文字を作る鳥魚文イニシアルは古代末期より既に見られたが104、7-8世紀にはオレ
ンジや緑、黄色を基調とした鮮やかな文字装飾として様式化された。この鳥魚文イニシアルは、メロヴィ
ング朝期の写本字装飾の常套手段として定着し、実際には政治史上のカロリング朝期に入っても用いられ
続けており、また非常に多くの地域で多用された為に、コルビーの地にも齎された。7 世紀にリュクスイ
ユ或いはコルビーで制作され、カロリング朝期のコルビー修道院の図書室に所蔵されていたと考えられて
いる『フランク史』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 17655）には既に鳥魚文イニシアルが散見されるが
（図 3-413, 3-414）105、8世紀後半にコルビーで制作されたヒエロニムス『エゼキエル書注解』写本106（パ
リ、国立図書館、Ms. lat. 12155, 図 3-415）やアンブロシウス『ヘクサメロン』写本（パリ、国立図書館、
Ms. lat. 12135, 図 3-416, 3-417）では、文字装飾を担う鳥や魚のモティーフの表面はメロヴィング朝の金工
品のようにパターン化され、O. ペヒトが指摘するように、その色鮮やかさの為に個々のモティーフは解体
されている107。 
 《コルビー詩編》にもモティーフとして鳥や魚を用いたイニシアルは見られるが108、同写本のイニシア
                                                      
103 PORCHER 1965, p. 165. 
104 古代末期の鳥魚文イニシアルについては、次を参照。BRUUN, Patrick: Symboles, signes et monogrammes, in: Sylloge 
inscriptionum christianarum veterum Musei Vaticani: ediderunt commentariisque instruxerunt sodales Instituti Romani Finlandiae 
(ZILLIACUS, Henrico), Acta Instituti Romani Finlandiae, v. 1, Helsinki 1963, pp. 73-166; NORDENFALK, Carl: Die spätantiken 
Zierbuchstaben, 2 Bde., Stockholm 1970, S. 163, 178f. 
105 ZIMMERMANN, Heinrich: Vorkarolingische Miniaturen, Denkmäler deutscher Kunst, 3, Sektion: Malerei, 1, Berlin 1916, Bd. 
2, Taf. 90-91. 
106 ZIMMERMANN 1916, Bd, 2, Taf. 104-c. 
107 PÄCHT 1963, p. 68. 
108 Fols. 4v; 11v; 16v; 20v; 23v; 24r; 24v; 26v; 33v; 37v; 38r; 40r; 53r; 55v; 65r; 68v; 75r; 75v; 79r; 90r; 99r; 107r; 110v; 111v; 
116r; 117v; 120v; 122r; 122v; 124r; 132r; 137v. 
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ルではメロヴィング朝写本のこうした典型的な鳥魚文イニシアルをそのまま模倣したというよりは、より
多くの手本に由来する多様なモティーフが段階的に混交し発展していったと考えられる。8 世紀のコルビ
ーで制作されたパテリウス写本（アミアン、市立図書館、Ms. 220）は、鳥文イニシアルを 1点持つ（fol. 65v, 
図 3-418）。ここではしかし先の 2点の鳥魚文イニシアルとは異なり、二重の円と組紐文を持つアセンダー
によって文字の基本構造が作られ、そのカウンターに鳥のモティーフを、円にその背を添わせる形で表さ
れている。これとよく似た構造のイニシアルは、《コルビー詩編》の第37編イニシアルd（fol. 33v, 図3-419）
にも見られる。二重の円と組紐文によるアセンダーによって形作られた文字の中に、鳥モティーフが渦状
に配されており、同写本がそれに先立つコルビー写本の装飾語彙を継承していることが分かる。但しここ
では 4羽の流転する鳥のモティーフに《ケルズの書》（ダブリン、トリニティ・カレッジ、Ms. 58）のよう
なアイルランドの装飾要素がより色濃く反映されている。コルビーで制作されたアンブロシウスの『ルカ
福音書注解』写本（サンクトペテルブルク、国立図書館、Lat. F v I 6, 図 3-420）では、コンパスを用いて
描いた半円を組み合わせ、そこに鳥のモティーフを沿わせることでSの文字を形成し、パルメットのよう
な植物文を加えることで装飾性を高めている。これによく似たイニシアルは、恐らくコルビーで制作され
た『ヨブ記注解』（ベルリン、国立図書館、Ms. Theol. lat. Fol. 354）写本にも見られ、（図 3-421）、このよう
な鳥文イニシアルが 8世紀後半のコルビーで隆盛を極めていたことが分かる。《コルビー詩編》第 11編の
イニシアルS（fol. 10r, 図 3-422）も同様に、コンパスによる二つの円弧の補助線によって文字の輪郭を設
定し、そこに二羽の鳥を沿わせることで形成されている。鳥モティーフは二重の輪郭線によって平面化さ
れているものの、胴体を分断する鮮やかな色彩によって解体されるのではなく、胴体と翼部を各一色ずつ
に抑えることで個々のモティーフの同一性が保たれ、装飾性は二つの円弧に取り付けられた組紐モティー
フによって付加されている。 
 鳥文イニシアルは彩色の抑制だけではなく、細部まで詳細に描き込まれることでその写実性を高めてい
った。《コルビー詩編》とほぼ同時期の北東フランスで制作されコルビーに齎されたと考えられる『訓戒』
写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 11699）の鳥文イニシアル（図 3-423）は、尾の羽飾りの描き込みからそ
れが単に抽象的な鳥モティーフなのではなく、孔雀であると認識できる。《コルビー詩編》第 141編イニシ
アルV（fol. 117v, 図 3-424）でも同様に、Vという文字の形状を利用して側面観の孔雀が描かれている。
ここでは頭に耳が描かれている為に、孔雀そのものというよりは孔雀に似た有翼獣となっているが、尾の
羽飾りはハート状のモティーフを重ねて描きこまれることで、より詳細で複雑なミニアチュールとなって
おり、メロヴィング朝のパターン化された鳥文イニシアルからは大きく発展していることが分かる。 
 魚モティーフも同様に、《コルビー詩編》に於いてはメロヴィング朝写本のそれより写実性を高められて
いる。8世紀後半のコルビーの作である『イザヤ書注解』写本（図 3-425）では、未だ色鮮やかで金工品の
ようであった魚モティーフは、『ヨブ記注解』写本のイニシアル（図 3-426）では単彩となり、口から吐き
出されたパルメットのような植物モティーフによって装飾性が付加されている。《コルビー詩編》にも、魚
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文から成るイニシアルが散見される（図 3-427 – 3-429）。しかしここでは、これらの先例のような多色使用
による金工品のような鮮やかさや、勢いのある線描による装飾的な植物モティーフのある魚文イニシアル
とは異なり、その魚がほぼ青一色で着彩され、口から吐き出されたパルメット文が簡素な表現に抑えられ
ていることで、魚モティーフそのものの生々しい描写に注力されている。 
 鳥や魚を装飾パターンに還元せず、個々のモティーフの同一性を保証することで、描かれた生物に一定
の写実性を与えるという手法は、《コルビー詩編》のイニシアル全般に見られる。それとほぼ平行して同修
道院の写本彩飾で獲得されたのが、文字を構成する動物の有機的な運動性である。8 世紀中葉の北仏で制
作されコルビーに所蔵されていた、鳥頭付きの組紐文等にインスラー写本の強い影響が見られるアウグス
ティヌス写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12168, 図 3-430, 3-431）では、文字を構成する動物が胴体を捻
り頭や肢体を動かすことでアクロバティックな動きを見せていることが、既にイニシアル装飾史の先行研
究で指摘されている109。それよりやや時代の下る 8世紀末にコルビー修道院内で制作された写本のミニア
チュールでは、身体の同一性を保ちつつ運動性を示す動物文イニシアルが現れる。修道院長マウルドラム
ヌスのもとで制作され、カロリング小文字の完成に於いて決定的な役割を果たした、《マウルドラムヌス聖
書》と称される聖書写本（アミアン、市立図書館、Ms. 6, 図 3-432）では、イニシアル Pの柱身を幾何学
模様のパターンが、円弧を犬のような四足獣が担っており、その身体は薄い黄色と背から臀部にかけて描
き込まれた毛のような陰影の二色のみで着彩されることで、四足獣の胴体から四肢に至るまでの身体の同
一性と写実性が担保されている。それと同時に、獣がその頭を大きく振り返らせることで、生き生きとし
た動きを示しながら読者の視線を後続のテクストへと促しているのである。この《マウルドラムヌス聖書》
の四足獣の隆々とした四肢や長い耳を持つ獣頭の描写は、《コルビー詩編》の第109編イニシアルD（fol. 94r, 
図 3-433）の四足獣と類似しており、修道院長マウルドラムヌスの頃に完成された写実的で活気ある動物
文イニシアルが、《コルビー詩編》の動物文イニシアルに受け継がれたと考えられるだろう。 
 《コルビー詩編》第 109編のこのイニシアルDではしかし、動物の動きはアクロバティックな身体の捻
りによってではなく、互いに噛み合う大小の三頭の獣が組み合わせられ、渦を描く三つ巴によって作られ
ている110。メロヴィング朝写本の典型的な鳥魚文イニシアルとは決定的に異なる、ペヒトが「万華鏡的変
貌111」と名付けたこの複数の動物モティーフの絶え間ない流転運動は、その前段階が幾分素朴な形で、同
修道院の所有していた他の写本に現れているのである。800 年頃の北東フランスの作であるヒエロニムス
の『詩編注解』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12150）では簡素ながらも、後期メロヴィング朝から初
期カロリング朝のコルビーで制作された写本と同様の、幾何学形体による文字の基本構造に鳥や犬を添え
たイニシアルだけではなく、変形する複数の動物を組み合わせて作るイニシアルDが観察できる（図3-434, 
3-435）。ここでは向かい合う二匹の犬がアンシャル体のDの文字の円形部を、そしてもう一つの首を伸ば
                                                      
109 PÄCHT 1984, Buchmalerei des Mittelalters, München 1984, 52, Abb. 58. 
110 類似のイニシアルが第52編イニシアルD (fol. 46v)にも見られるが、ここでは犬は二匹であり、文字の形を構成す
る大部分は犬の躯体ではなく緑色のリボン状装飾である。 
111 PÄCHT 1984, S. 53: “Das Prinzip dieser Initialerfindung ist das der kaleidoskopischen Metamorphose, …” 
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した犬のモティーフが文字の緒部を構成しており、三つの犬のような動物モティーフを組み合わせて文字
を形作る手法は《コルビー詩編》と類似している。しかしここでは獣はそれぞれ、四肢まで描かれること
が放棄され、互いのモティーフの結節点で突如として完結させられるか、他のモティーフによってその接
合点の処理が隠されている。《コルビー詩編》では獣が向かい合うのではなく一定の方向、即ち時計回りに
向きを変えられ、更に互いに尾を噛み合わせ、犬の肢体まで描き切ることで、流転運動と写実性との双方
が獲得されているのである。 
 《コルビー詩編》のアンシャル体のDを用いたイニシアルには、こうした動物モティーフ自体によって
文字を構成するものに加え、インスラー写本に特徴的なリボン状の線で文字を描くものが散見され、そこ
にはインスラー芸術の強い影響が看取できる112。《コルビー詩編》にはコロフォンが無く写本画家の名や出
自も不詳だが、こうした文字の装飾方法は、仮に画家がインスラーの出身ではなかったとしても113、イン
スラーの強い影響下にある大陸写本の先行例から説明することが出来るだろう。800 年頃の作であり、カ
ロリング朝期のコルビーにあったことが分かっているイシドルス写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 13396）
は、鳥魚文イニシアル（図 3-436）や組紐文イニシアル（図 3-437）だけではなく、イシドルスとフロレン
ティナの全頁大の献呈図を持つ、所謂メロヴィング朝、インスラー、そして素朴ながらも古代末期の人物
像表現という、起源の異なる複数の要素が混交した挿絵入り写本である。同写本のイニシアルD（図3-438）
では、インスラー・アンシャル体のDの楕円部をリボンで形成し、朱による点描で囲み、その一方の末端
部に人頭と鳥頭による装飾を付け加え、もう一方の末端部を組紐文に変えるという、インスラー写本に特
徴的な装飾方法をとっている。これと類似した装飾文字が、《コルビー詩編》第 78編イニシアルD（fol. 72v, 
図 3-439）や第 35編イニシアルD（fol. 31r, 図 3-440）に現れている。第 78編では、薄茶糸と濃茶色で陰
影の付けられたリボン状の帯がアンシャル体のDの楕円部を成し、一端は犬に似た獣の絡みつく有翼獣へ
と、もう一端は自らの耳或いは角から変化した組紐に絡め取られる有翼獣へと変化している。第 35編では、
跪く人物像から成るアセンダの足元から伸びるリボンが文字の形状を作り、リボンの先端は開口部に表さ
れた人物像のフリジア帽へと変化している。《コルビー詩編》では有翼獣や人物像がより有機的な表現とな
り複雑化しているものの、リボンの上端を動物モティーフで装飾し、文字の開口部を組紐文で充填し、そ
の地を緑色で着彩するという基本的な文字の装飾方法は、イシドルス写本と《コルビー詩編》との間で類
似しており、前者に見られるようなイニシアルDがコルビー修道院のスクリプトリウムで知られていた可
能性は十分考えられるだろう。但し《コルビー詩編》の第 78編のイニシアルDでは、リボン状装飾に鳥
頭や人頭といったモティーフの一部のみが取り付けられるのではなく、無機的形体であるリボンから有機
的生命体である有翼獣へと暫時的に変貌しており、更に開口部の有翼獣が文字を構成する帯を噛み、その
隙間を埋める組紐モティーフの一端が “Deus” の短縮記号へと変化することで、より文字の形体と動物モ
                                                      
112 リボン状のモティーフを持つイニシアルの例として、以下が挙げられる。第3編 fol. 3v; 第7編 fol. 6r; 第8編 fol. 7r; 
第35編 fol. 31r; 第38編 fol. 34v; 第78編 fol. 72v; 第130編 fol. 110v。 
113 多くの研究者はその様式から、《コルビー詩編》の写本画家がインスラー出身だと推測している。KUDER 1977, S. 
329. 
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ティーフ、そして後続のテクストとの繋がりが堅固なものとなっている。第 35編イニシアルDでは、人
物像に絡みつき腰を噛む蛇のモティーフが、リボンの帯で描かれたアンシャル体のDを繰り返すように円
弧を描いている。インスラー写本に由来する装飾方法を用いながらも、《コルビー詩編》では、より細部ま
で描き込まれた動物モティーフによって、文字の形体とモティーフとの間に有機的連関と活気が与えられ
ているのである。 
 メロヴィング朝的な鳥魚文イニシアルと、リボン状装飾や鳥頭・獣頭といったインスラー写本に由来す
る装飾モティーフが、8 世紀後半に北東フランスで混交し、コルビー修道院でもこうしたイニシアルを持
つ写本が所蔵されていた。そして、《コルビー詩編》のイニシアルは、そうした写本の文字装飾に範を得な
がらも、鳥や四足獣といった動物モティーフの写実性や運動性を発展させる形で成立していたのである。 
     
  2) 人物像表現  
メロヴィング朝期からカロリング朝期にかけてのコルビー修道院に於いては、現存する写本から判断する
限り、人物像による挿絵を持つ写本は制作・所蔵ともに極めて稀であったと考えられる。このことは、12
世紀の同修道院の蔵書目録に、 “psalterium depictum（絵の施された詩編）” という言葉で記されている写
本が、どうやら人物像による多くの挿絵を持つ《コルビー詩編》を指しているからも推測できる114。 
 8-9 世紀のコルビーで制作された、或いは他地域で制作されカロリング朝期までにコルビーに所蔵され
ていた写本のうち、人間像による写本挿絵として、先述のイシドルス写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 13396）
の、イシドルスとフロレンティナによる献呈図の全頁大挿絵（fol. 1v, 図 3-441）が挙げられる。《コルビー
詩編》と時を殆ど違わず制作された同写本の冒頭には、組紐文装飾を持つアーチの下で、著者イシドルス
と書物を受け取るフロレンティナが線描で描かれており、身体の量感の減じられた力強いながらも素朴な
人物像表現は、《コルビー詩編》の人物像とはかけ離れている。 
 人物像の量感ある有機的身体表現という点では、やや時代の遡るコルビーの作であるヒエロニムス写本
（サンクトペテルブルク、国立図書館、Lat. Q v I 13）が興味深い例として挙げられる。メロヴィング朝期
のコルビー修道院で制作された同写本は、半パルメット文付き幾何学文・魚文イニシアルの他、冒頭に著
者像としてのヒエロニムスの全頁大挿絵を備えている（図 3-442）。柱頭付きの柱に支えられた古代ローマ
風の半円アーチと、カピタリス・クワドラータによる銘文、その下に座す著者ヒエロニムスの身体の、僅
かに残された有機的な量感と動きは、このミニアチュールが古代末期の写本挿絵を手本としただろうこと
を想起させる115。《コルビー詩編》の第 1編（図 3-443）でも、全頁大挿絵として描かれたイニシアルBの
                                                      
114 ベルリン、国立図書館、Preußischer Kulturbesitz, Ms. Phill 1865, fol. 3r. 同写本の当該記述と《コルビー詩編》との同
定については、以下を参照。KUDER 1977, S. 6. 
115 ケーラーはこのヒエロニムス像が古代末期写本に範を取っているとした上で、古代末期写本を模すことでインスラ
ー写本に人物像の有機的身体表現を齎した、《リンディスファーン福音書》の福音書記者マタイと《コデックス・アミ
アティヌス》（フィレンツェ、ラウレンツィアーナ図書館、Cod. Amiat. I）のエズラ像を引き合いに出している。KOEHLER 
1972, S. 98-99.  
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上段に、詩編著者ダヴィデが著者像として表されている。イニシアルの文字体を枠としてその中に座して
いる為、ダヴィデの身体はヒエロニムス像より正面性が減じられほぼ四分の三正面とされているが、右足
を一歩手前へ踏み出すことによる緩やかな身体の動きは共通しており、ダヴィデ像では肩から足元へと流
れ落ちるマントや差し伸ばされた腕の袖、膝にかかる衣服のドレイパリーが整理されることで、より明瞭
な身体表現に成功している。ヒエロニムス像が両手で書物を持つのに対し、ダヴィデ像は片手でペンをイ
ンク壺に浸し、片手で書物を持っているので、《コルビー詩編》の写本画家はダヴィデを描くに際して、ヒ
エロニムス像だけではなく他の手本も参照した筈である。但し、このヒエロニムス像の全頁大挿絵は、《コ
ルビー詩編》の画家が古代末期を手本とするメロヴィング朝写本、或いは古代末期の写本挿絵を直接参照
し得たこと、そして鳥魚文動物文イニシアルの場合と同様に、文字の形状を用いながら、モティーフのよ
り自然主義的で有機的な表現を獲得したことを示しているのである。 
 8 世紀のコルビー写本の人間像のミニアチュールは、全頁大扉絵の著者像にのみ見られた訳ではない。
『イザヤ書注解』写本では先述の通り鳥魚文イニシアルを備えていたが（図 3-425）、インキピット・ペー
ジには、列柱と二つのアーチから成るペディメント部分に人物像が表されている（図 4-444, 3-445）。この
有翼獣にまたがり手綱を取る人物像には、中東の手本から着想を得た可能性が指摘されているが116、有翼
獣に乗りその手綱を引く人物像は、《コルビー詩編》第 51 編にも見られる（図 3-446）。《コルビー詩編》
では二匹の獣の上の玉座に人物像が座しているという違いはあるものの、人物像と有翼獣、手綱という組
み合わせが既に 8世紀のコルビーに用意されていたことが分かる。 
 古代末期写本のコピーと並んで、カロリング朝期のコルビー修道院図書室が所蔵していた人物像による
挿絵を持つ写本として、インスラー写本も僅かながら存在したと考えられる。初期中世のブリテン諸島で
は人物像表現はそもそも稀であったものの、《リンディスファーン福音書》（ロンドン、大英図書館、Cotton 
MS Nero D.IV）で知られるように、7-8世紀のノーサンブリア・ルネサンスと称される文化的興隆期には、
地中海地方から古代末期写本を中心とした人物像の描写を輸入していた117。カロリング朝期のコルビーに
は、この時期のインスラーの挿絵入り写本が少なくとも 1点は存在していたことが分かっている。パウリ
ヌスの『聖フェリクスの歌』写本（サンクトペテルブルク、国立図書館、Lat. Q v XIV 1）であり、写本冒
頭部のフォリオには「サムエルによるダヴィデの塗油」、「ダヴィデとゴリアテの戦い」の場面が銘文付き
で、上下に分けられて描かれている（図 3-447）118。人物像の表現としては、身体は輪郭線の端的な描写の
みに抑えられ、鉄描線による厳格な様式化が見られる。太い線によるドレイパリーの描写によって身体の
                                                      
116 Trésors carolingiens: livres manuscrits de Charlemagne a Charles le Chauve (ed. par LAFFITTE, Marie-Pierre/ DENOËL, 
Charlotte/ BESSEYRE, Marianne/ CAILLET, Jean-Pierre), Paris 2007, p. 125, Cat. 19. 
117 インスラー写本の人物像表現については以下を参照。ALEXANDER, Jonathan James Graham: Insular Manuscripts, 6th to 
the 9th Century, London 1978. 所謂ノーサンブリア・ルネサンスの芸術については、以下を参照。NEUMAN de VEGVAR, 
Carol L.: The Northumbrian Renaissance: a Study in the Transmission of Style, Selinsgrove/ London 1987. 
118 O. クルツはこの線描挿絵と、10世紀の所謂マケドニア朝ルネサンスの詩編写本《パリ詩編》（パリ、国立図書館、
Ms. gr. 139）の同主題の挿絵とを比較し、インスラーのこのダヴィデ伝挿絵がビザンティンの手本に基づいていると指
摘している。KURZ, Otto: Ein insulares Musterbuchblatt und die byzantinische Psalterillustration, in: Byzantinisch-neugriechische 
Jahrbücher, 14, 1938, S. 84-93. 
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量感や動きを示唆させていた上述のヒエロニムス写本とは異なり、このインスラー写本では四肢の動きを
説明するのは、ダヴィデやサムエル、ゴリアテの肩から大袈裟な身振りで伸ばされた腕や、輪郭線が重な
らないように大きく開かれ或いは屈折させられた両脚、そして身体全体の描写の淡白さに対して細部まで
書き込まれ誇張された手の表現である。《コルビー詩編》では第 151編イニシアルP（図 3-448）に、「ダヴ
ィデとゴリアテの戦い」の場面が描かれている。インスラーの先行例がゴリアテの首を落とすダヴィデの
場面であったのに対し、《コルビー詩編》ではダヴィデのゴリアテへの投石が選択されているので、図像学
的には前者が後者の直接的な手本となったとは言い難い。コルビーの写本画家は寧ろ、従来の研究で指摘
されているように、ダヴィデ伝を浮彫として表したキプロス出土の銀皿119（7 世紀後半、ニューヨーク、
メトロポリタン美術館）のようなより自然主義的でナラティヴな同主題の例を眼にしていたと考えるほう
が妥当である。しかし、《コルビー詩編》第 151編の「ダヴィデとゴリアテ」の人物像では、長槍を握るゴ
リアテの手、石の入った袋や投石機を持つダヴィデの手、そして石を投げる腕の動きが、全身のプロポー
ションに対してやや大きめに誇張されて描かれているのが看取される。《コルビー詩編》の人物像表現にし
ばしば見られるこの手や腕を大きく描くことによる行為の誇張は、自然主義的描写を無視し厳しく様式化
したインスラー写本の線描挿絵に、その前段階を見出すことが出来るのである。 
 カロリング朝時代のコルビーのスクリプトリウムで制作された挿絵入り写本のうち、最も多く人間像を
持つのは《コルビー詩編》であり、同じ手によるミニアチュールと同定されている写本が他に 2点確認さ
れている。『世界年代記』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 4884）と、『文法書』写本（パリ、国立図書館、
Ms. lat. 13025）であり120、前者は「イヴと蛇」を表した冒頭の物語イニシアルP（fol. 1r, 図 3-449）のみ、
後者は人物像を持つ形象イニシアル 3点（fols. 5r, 14r; 図 3-450, 40v）と、鳥文や半パルメット文、幾何学
文から成るイニシアルを持つ。『世界年代記』のイニシアル P では、知恵の実を咥えた蛇によって取り囲
まれた開口部に、眼を閉じた裸体のイヴが表されており、小さなミニアチュールながらも肩にかかった髪
や乳房、肘や膝の屈折といった細部まで描き込まれている。対して『文法書』写本のイニシアルでは、テ
クストの文字の大きさに対してイニシアルが大型化している分、人物像の身体は膨よかなものとなってい
る。人物像自体が文字の形を担っている為に不自然な形で身体が捻じ曲げられているが、細い線描による
ドレイパリーや、P の文字の柱身を成す人物像の僅かに上下の差を付けられた足によって、奥行きと量感
が示唆されている。 
 少なくとも現存するカロリング朝期のコルビー写本には、人物像の表現に於いて《コルビー詩編》の写
本画家を上回る彩飾写本は無く、人間像による挿絵入り写本は多くは制作されなかったと考えられる。9
世紀半ば以降のテレンティウス写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 7900, 図 3-451）や『アラテア』写本（パ
リ、国立図書館、Ms. lat. 12957, 図 3-452）といった数点の古典写本に見られる無着彩の素朴な線描挿絵を
                                                      
119 例えば以下を参照。KUDER 1977, S. 105; 永澤峻「『ダヴィデとゴリアテの戦い』の図像の変遷−紀元後三世紀か
ら十世紀まで」『和光大学人文学部紀要』第15号 和光大学人文学部 1980年、60頁。 
120 《コルビー詩編》と同じ写本画家によるとされる2写本については、第1章2節F) を参照。 
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除いては、コルビーの写本彩飾は人物像の描写を放棄し、専ら組紐文や植物文によるイニシアルやインキ
ピット・ページといった装飾に移行したようである。 
 
  3) 植物文・幾何学文イニシアルの発展 
 《コルビー詩編》には、動物モティーフや人物像を持たず、植物モティーフや幾何学模様のみから成る
イニシアルも多数含まれている。これらの装飾文もまた、同写本の動物文イニシアルや人間像によるミニ
アチュールと同様、古代末期やインスラーの芸術を模した同修道院のメロヴィング朝写本に、類似した先
例を見ることが出来る。8 世紀中葉にコルビーで制作されたアウグスティヌス写本（パリ、国立図書館、
Ms. lat. 12190）は、冒頭に挿入された組紐文によるカーペット・ページ（図 3-453）に加え、その対向頁に
組紐文イニシアル（図 3-454）を持つ。カーペット・ページは地中海地方の形式である一方、対向頁の組
紐文はインスラー風であることから、カーペット・ページとイニシアルとでは制作地や時期が異なり、地
中海地方の組紐文がカロリング朝期までにコルビーの地に齎されていたと推測されている121。カロリング
朝期のコルビー修道院に所蔵されていたと考えられる 8世紀中葉の『聖ワンドレギゼルの生涯』写本（パ
リ、国立図書館、Ms. lat. 18135）にもまた、冒頭のイニシアル 2点に種類の異なる組紐文が見られる（図
3-455）。このイニシアルRでは文字の柱身と円弧で使用する組紐の種類を変えており、同様の手法は《コ
ルビー詩編》でも観察できる。第1編イニシアルBの柱身の上下に取り付けられた台座部分にはやや大き
めの結び目で、円弧部分には細長く伸びる組紐文によって、パネルの中が充填されている（図 3-456）。 
 《コルビー詩編》に類似する幾何学文イニシアルは、コルビーで制作された 8世紀の彩飾写本にも見ら
れる。『エゼキエル書注解』は、鋭角の幾何学文によるカピタリス・クワドラータのイニシアルE（図 3-457）
を持つ。《コルビー詩編》の第 16編（fol. 13r, 図 3-458）でも同様に、鋭角の組紐文によって大文字のイニ
シアルEが作られている。Eの縦軸を成す文字の柱身部分に、地塗りされた組紐文の空白部分を持つ点も
共通している。但し先行する『エゼキエル書注解』ではイニシアルEの輪郭線がまず引かれ、後からその
輪郭線内を組紐モティーフで充填するように描かれているのに対し、《コルビー詩編》では単純な輪郭線は
無く、文字そのものが組紐によって編み上げられており、より複雑で入念な仕上げがなされていることが
分かる。組紐文を用いた文字の装飾方法は、角ばったカピタリス・クワドラータによるEのみに見られる
ものではない。『イザヤ書注解』写本のアンシャル体のイニシアルE（図 3-459）では、丸みを帯びた文字
の円弧の両端に、大きな組紐文の結び目が取り付けられている。《コルビー詩編》第 15編ではイニシアル
C（fol. 12r, 図 3-460）に、同様に大きな組紐の結び目が取り付けられている。EやCといったイニシアル
の両端をこのような結び目モティーフで飾りセリフとするという装飾方法が、8世紀後半から 9世紀初頭
へと受け継がれていることが分かる。この『イザヤ書注解』写本と《コルビー詩編》との間で共通する幾
                                                      
121 ノーデンファルクは《ダロウの書》や古代ローマの床舗モザイクの組紐文とこのアウグスティヌス写本とを比較し、
カーペット・ページの組紐文が地中海式の組紐文であるのに対し、イニシアルの組紐文がインスラーのそれであるこ
とを指摘している。NORDENFALK, Carl: Corbie and Cassiodorus: a Pattern Page Bearing on The Early History of Bookbinding, 
in: Pantheon, 32, 1974, 27ff. 
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何学モティーフは、組紐文だけではない。イニシアル N（図 3-461）の二つの柱身を埋める階段状の装飾
に似た文様が、《コルビー詩編》第 105編イニシアルN（fol. 88r, 図 3-462）の円弧内に見られる。ここで
は階段状の線が二重化され、その中に配された円が半円のロゼッタ文になっているが、交互に色を替える
配色方法も共通しており、コルビー修道院のスクリプトリウム内でこのような装飾文がよく知られていた
ことが確認出来る。 
 幾何学文に動物文を取り付けるという文字の装飾方法もまた、同修道院内に所蔵された写本から《コル
ビー詩編》へと継承されていた。アウグスティヌスの『七書研究』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12168）
のインキピット・ページでは、イニシアル I（図 3-463）の柱を幾何学モティーフが成し、その上部に柱頭
のように、3 つの獣頭が取り付けられている。これらの獣頭は柱身を充填する組紐文から派生しており、
放射状に三者三様の方向に頭を向けている。《コルビー詩編》第 85編イニシアル I（fol. 77v, 図 3-464）で
は、菱形モティーフとそれらを繋ぐ花の萼に似たモティーフとによって柱身が作られ、その上部に同様に、
福音書記者の象徴動物と思われるニンブスのある獣頭、鳥頭、人頭が、やはり放射状に向きを変えて取り
付けられている。《コルビー詩編》のイニシアルの装飾語彙は、修道院内に保存されていた先行する写本の
装飾に、その先例が求めることが出来るのである。 
 コルビー修道院の図書室で所蔵された、或いはスクリプトリウムで制作された彩飾写本のうち、恐らく
最も《コルビー詩編》に近いイニシアルを持つものは、修道院長マウルドラムヌスのもとで制作された《マ
ウルドラムヌス聖書》（アミアン、市立図書館、Ms. 6, 7, 9, 11, 12）であろう。《マウルドラムヌス聖書》の
12番写本（アミアン、市立図書館、Ms. 12）の『知恵の書』冒頭のイニシアルD（図 3-465）と『シラ書』
冒頭のイニシアル O（図 3-466）は、半パルメット文のような波状装飾を持つ単色のイニシアルである。
このうちイニシアルDは、アンシャル体の卵型の楕円とアセンダーの接触部分の瘤状の接合モティーフと
いう点で、《コルビー詩編》のイニシアル全般と共通しており、特に第38編イニシアルD（fol. 34v, 図3-467）
に非常に類似している。加えて《マウルドラムヌス聖書》のイニシアルDの開口部に垂れた半パルメット
文もまた、《コルビー詩編》によく見られるものであり、第 22編イニシアルD（fol. 20r, 図 3-469）では、
文字の開口部に垂れた花のような植物文だけではなく、半パルメット文が多用されている。《マウルドラム
ヌス聖書》の 12番写本のうち『シラ書』のイニシアルO（図 3-466）は、《マウルドラムヌス聖書》の 11
番写本『マカバイ書』のイニシアルE（図 3-468）と同じ画家によることが先行研究で指摘されているが122、
『マカバイ書』のイニシアル E も半パルメット文や瘤状の接合モティーフを持つことや描線の類似から、
寧ろこの《マウルドラムヌス聖書》のイニシアル 3点（Ms. 11, fol. 3v, Ms. 12, fol. 78v, Ms. 12, fol. 109v）が
同じ画家によるものと考えて良いように思われる。そしてこの 3点の《マウルドラムヌス聖書》のイニシ
アルと《コルビー詩編》のイニシアルもまた、古書体学的には両写本の間に約 20年から 30年もの開きが
あるにも拘らず、半パルメット文や瘤状モティーフ、そして若干の強弱のある描線という点で、非常に手
                                                      
122 GANZ 1990, 133. 
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が近いと考えられる。先述の《マウルドラムヌス聖書》のイニシアルP（図 3-432）と《コルビー詩編詩編》
のイニシアルDの四足獣との間にも、書体に見られるほどの年代の差は認めがたい。写本の文字とイニシ
アル装飾とでは、一般的には文字が先に書かれ後からイニシアルが描かれることが多い。従って、次のよ
うな可能性が考えられる。即ち、《マウルドラムヌス聖書》や《コルビー詩編》の成立年代そのものは、古
書体学の先行研究で同定されている年代に概ね間違いはないだろう。但し、テクストとミニアチュールの
制作年代が異なる可能性が十分にあり、《マウルドラムヌス聖書》と《コルビー詩編》のイニシアルの成立
年代は、恐らく書体ほどには開いていない。《マウルドラムヌス聖書》のイニシアルはそのテクストより遅
れて、《コルビー詩編》のイニシアルと殆ど同時期に後補として描き込まれたとも考えられる。類似のイニ
シアルがこれ以上は現存しない以上、断定することは難しいが、《マウルドラムヌス聖書》のイニシアルは
《コルビー詩編》と同じ画家か、その周辺の極めて近い手によるものである点を指摘しておきたい。 
 《コルビー詩編》以降、9 世紀中葉になると同修道院内で制作された写本のミニアチュールは、人物像
を持たない幾何学文・植物文によるイニシアルが中心となった。9 世紀中葉の『サクラメンタリウム』写
本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12050）では、地中海的なアカンサスやパルメットといったモティーフが
イニシアルに生い茂る一方（図 3-470）、組紐文や鳥頭を伴うイニシアルも見られる（図 3-471）。装飾は全
体として後期メロヴィング朝から初期カロリング朝の同修道院の写本彩飾と比べて、より細かく複雑にな
っていることが分かる。同写本の全頁大イニシアルは更に、コルビー修道院のスクリプトリウムが向かっ
た方向を明確に示している。複雑な組紐文や獣頭・鳥頭といったインスラー写本の装飾語彙を基礎としな
がらも、画面全体を模様で充填するのではなく、ほぼ空の地に硬質で無機質な文字が浮かび上がる、所謂
フランコ＝サクソン派と呼ばれる写本画様式が明確に立ち現れている。植物文と金色の組紐文で飾られた
枠内には、金銀の組紐文から成る “Te igitur clementissime” のTEの文字とアカンサスのような植物モティ
ーフが、白地の上に大きく配されている（図 3-472）。これとほぼ同時期に制作された『サクラメンタリウ
ム』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12051）では、 同じ構成の全頁大イニシアルが、更に硬質な様式へ
と鍛錬された形現れている。緋紫色の羊皮紙の上では、枠内一杯にまで縦に大きく引き伸ばされた金銀の
文字が占領し、植物モティーフまでも金と銀のパターンへと文様化されている（図 3-473 3-474）。鳥頭や
植物文、組紐文による同写本のその他のイニシアル（図 3-475）では、凡そ半世紀前のイシドルス写本の
例（図 3-432）のように鳥頭をリボンに唐突に取り付けるのでもなければ、《コルビー詩編》のようにリボ
ンから有翼獣へ、組紐文へとモティーフを変貌させるのでもなく（図 3-439）、鳥頭の端が網状に入り組ん
だ硬質な組紐文へと入念に解体されており、《コルビー詩編》で獲得されたモティーフの写実性や活気ある
運動性は放棄されている123。メロヴィング朝的な鳥魚文イニシアルや、《コルビー詩編》の写本画家に於い
て隆盛を極めた人物像による物語イニシアルではなく、フランコ＝サクソン派の硬質で静謐な様式が同修
                                                      
123 同写本を含めたコルビー修道院のフランコ＝サクソン派写本については、ホンブルガーによって詳しく様式分析が
為されている。HOMBURGER, Otto: Eine spätkarolingische Schule von Corbie, in: Karolingische und ottonische Kunst: Wesen, 
Werden, Wirkung, Wiesbaden 1975, S. 412-426. 
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道院のスクリプトリウムで主流となったのである。 
 
B) カロリング朝期の物語イニシアル 
 現存するコルビー写本の中では、《コルビー詩編》のイニシアルは人物像表現を持つ比較的珍しい例で
あり、また同写本の画家は、カロリング朝期に人物像を伴うイニシアルを描いた殆ど唯一の例であった。
一方、コルビー修道院という地を離れカロリング朝という時代の枠組みで見るならば、人物像を伴い図像
を示すイニシアルは珍しい例ではなかった。8 世紀の前半に恐らくインスラーで誕生した、イニシアルに
よる装飾と図像の共存というこの非古代的な形式を開花させたのは、カール大帝の宮廷の写本画工房を中
心とした、紛れもなくカロリング朝の写本芸術であった。カロリング朝期の物語イニシアルについては、
Ch. ヤコビ＝ミアヴァルトがテクストと図像との関係を中心とした包括的な研究を行っている為124、ここ
では《コルビー詩編》の様式という観点から、同時代の物語イニシアルとの相対化を試みる。以下では《コ
ルビー詩編》と、物語イニシアルを持つカロリング朝の代表的写本とを比較し、《コルビー詩編》のイニシ
アルの同時代のイニシアル芸術に於ける造形的特徴を明らかにする。比較対象なるのは、1) カール大帝の
宮廷派の豪華写本と、古代的な様式を踏襲した宮殿派の系譜にある 2）メッス派写本である。研究史に於
いてはカロリング朝芸術の様式上の多様性と断絶という文脈の中に於かれてきた、修道院写本と宮廷派の
豪華写本、メッス派写本という互いに成立地域や環境の異なる 3点が、イニシアル装飾という形式で物語
場面をいかに絵画化しているかを比較することを通じて、カロリング朝写本画に於ける《コルビー詩編》
のイニシアルの様式的特徴を再考したい。 
 
  1) カール大帝宮廷派 
  イニシアルによる図像表現を持つ写本は、カール大帝の宮廷の写本画工房にも見られる。以前はアダ
派と呼ばれた、カール大帝宮廷派の写本グループ 8点のうち125、アーヘンでいずれも 800年頃に制作され
た初期の宮廷派の 3点の福音書写本である《サン・リキエ福音書》（アブヴィル、市立図書館、Ms. 4）、《ハ
ーレー福音書》（ロンドン、大英図書館、Ms. Harley 2788）、《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》（パ
リ、国立図書館、Ms. lat. 8850）では、四福音書の冒頭頁が全頁大のイニシアルによって装飾されており、
その中には福音書テクストに関連した図像を示す物語イニシアルが含まれている。 
 《サン・リキエ福音書》はカール大帝或いはその側近によって注文され、カールの宮廷のスクリプトリ
ウムで制作された後、サン＝リキエ（ケントゥーラ）修道院で俗人修道院長を務めたアンギルベルトに贈
                                                      
124 JAKOBI-MIRWALD 1998.  
125 《ゴデスカルク典礼用福音書抄本》（パリ、国立図書館、Ms. Nouv. acq. lat. 1203）、《サン・マルタン・デ・シャン福
音書》（パリ、アルセナル図書館、Ms. 599）、《アダ福音書》（トリーア、市立図書館、Cod. 22）、《ダグルフ詩編》（ウ
ィーン、国立図書館、Cod. Vind. 1861）《ハーレー福音書》（ロンドン、大英図書館、Ms. Harley 2788）、《サン・リキエ
福音書》（アブヴィル、市立図書館、Ms. 4）、《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850）、
《ロルシュ福音書》（アルバ・ユリア、Batthyaneurn II. 1/ ヴァティカン、教皇庁図書館、Pal. lat. 50） 
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られた。福音書全編に渡って緋紫色に染められた羊皮紙に金字で福音書テクストが書かれ、ミニアチュー
ルにも金銀が多用された豪華写本である。『マタイによる福音書』（fol. 18r, 図 3-476）、『マルコによる福音
書』(fol. 67r, 図 3-477)、『ルカによる福音書』（fol. 102r, 図 3-478）の各冒頭部分が全頁大のメダイヨンイニ
シアルで、『ヨハネによる福音書』の冒頭（fol. 154r, 図 3-479）のみが人物像を持たない組紐文イニシアル
で装飾されている。全頁大イニシアルは其々、対向頁に象徴動物を伴う福音書記者像の全頁大ミニアチュ
ールを備えており（図 3-480）、古代末期写本に範を得た挿絵形式の福音書記者像と、インスラーの組紐文
を持つ非古代的なイニシアルが見開きの形で共存している。 
 全頁大のメダイヨンイニシアルでは、『マタイによる福音書』のイニシアル頁のキリストの胸像（図3-481）
は僅かに向かって右手に視線を遣る姿で、その他の、例えば『ルカによる福音書』のイニシアル頁ではザ
カリアと洗礼者ヨハネが正面観で（図 3-482, 3-483）、イニシアルに取り付けられた小さなメダイヨンの中
に胸像で表されている。メダイヨンはほぼ正円の形をしており、古代末期のイマーゴ・クリペアータ（imago 
clipeata）のように、福音書冒頭の内容に深く関わる人物の肖像を表している。 
 イニシアルに取り付けられたメダイヨンではないが、円形モティーフの開口部に人物の胸像を表すとい
う手法は、《コルビー詩編》でもしばしば用いられている。第 3編イニシアルD（fol. 3v, 図 3-484）と第 8
編イニシアルD（fol. 7r, 図 3-485）では其々、修道士とキリストの胸像が正面観の胸像で、楕円形の文字
の開口部に表されている。但しこの 2点のイニシアルでは完全に閉じられたメダイヨンではなく、イニシ
アルが修道士のニンブスに触れる神の手や、キリストの十字ニンブス上の王冠のようなモティーフから鳥
へと変化するリボンで、文字の枠が形成されている。より《サン・リキエ福音書》のメダイヨンイニシア
ルに近い形をとっているのは、第 26編イニシアルDのキリストの胸像（fol. 22v, 図 3-486）である。キリ
ストの胸像そのものは第 8編のイニシアルDと殆ど変わりないが、イニシアルに正円が用いられている。
《サン・リキエ福音書》と《コルビー詩編》とではメダイヨンがイニシアルに取り付けられるか、或いは
イニシアルの形そのものがメダイヨンとして機能するかの違いがあるものの、恐らくこうした円形の開口
部に胸像を表すイニシアルは、同時代の《ロルシュ福音書》の象牙装幀板（ロンドン、V&A美術館、Inv. 
No. 138-1866）のイマーゴ・クリペアータ（図 3-487）のような、象牙浮彫等のイメージに着想を得ている
ものと考えられる。 
 これとほぼ同様のメダイヨンイニシアルは、《サン・リキエ福音書》よりやや遅れて成立したと考えられ
る《ハーレー福音書》にも見られる。同写本も《サン・リキエ福音書》と同様の大型の豪華福音書写本126だ
が、緋紫色に染められた羊皮紙ではなく、それを模して地が紅色に塗られた全頁大のミニアチュールを持
つ。対観表に続く四福音書の冒頭頁は、向かって左手側に福音書記者像が、右手に巨大イニシアルから始
まる福音書の冒頭の言葉がイニシアル頁として見開きで展開される。福音書記者肖像・イニシアル頁共に、
紅と紺の地色に加えて枠取りに金や銀を多用した重厚な彩色が施されている。四福音書のうち『マタイに
                                                      
126 縁が裁断され現在は248×371cmの大きさで製本されている。同写本の詳細に関しては以下を参照。KOEHLER 1958, 
56ff; JAKOBI-MIRWALD 1998, 169-170. 
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よる福音書』のイニシアルL（fol. 14r, 図 3-488）のみ人物像による図像表現が無く、『マルコによる福音書』
のイニシアル I（fol. 72r, 図 3-489）、『ヨハネによる福音書』のイニシアル I（fol. 162r, 図 3-490）は、組紐
模様による幾何学的な文字の節に付けられたメダイヨンの中に福音書記者らの胸像を表している。『ルカに
よる福音書』のイニシアルQ（fol. 109r, 図 3-491）ではメダイヨンの胸像表現に加えて、文字の形体を利
用しその開口部に「ザカリアへのお告げ」（『ルカによる福音書』第 1章 5-22節）の場面が表されており127、
メダイヨンイニシアルと図像を閉じるイニシアルの双方の特徴を備えていると言える（図 3-492）。この開
口部に表された「ザカリアへのお告げ」の場面は、円形建築物の手前で、香壇の向かって左側に立つ天使
ガブリエルと、向かって右側に立ち右手を上げて香炉を振るザカリアによって表されている。これと殆ど
同じ構図を持つ写本挿絵が、カール大帝宮廷派或いはそれに非常に近い写本に由来するとされる、『福音書』
写本断片（ロンドン、大英図書館、Ms. Cotton Claudius B.V., fol. 123v, 図 3-493）に残されている128。古代末
期写本を彷彿とさせる朱色の四角い枠取りを持つ「ザカリアへのお告げ」の挿絵では、聖所の外でザカリ
アを待つ群衆が、横長の画面に応じて円形建築物の左右に配されて描かれている。写本全体が残されてい
ない為にこの挿絵がどのようなレイアウト形式で配されていたのかは不明だが、赤い枠取りとその上下に
テクストが見えることから、恐らくはテクストに対応した箇所に枠取り絵画を挿入する欄内挿絵形式を採
っていたと考えられる。これに対して《ハーレー福音書》の『ルカによる福音書』冒頭のイニシアル頁の
同場面では、文字の開口部という円形空間に図像を適応させるためか、群衆は省略され、円形建築物とガ
ブリエル、ザカリアのグループだけが描かれている。この聖墳墓にも似た円形建築物の丸屋根は金銀の組
紐文によるイニシアルQの円に内接し、建築物の左右が金色で塗られているので、イニシアルQはここで
はあたかもエリザベトの懐妊を告げる天使ガブリエルとそれを聴くザカリアの為に設えられたマンドルラ
のように機能している。そしてその場面を補完するかのように、エリザベトと聖母マリアの胸像が、左右
に取り付けられたメダイヨンの中に表され、二人の聖女は文字の開口部で繰り広げられるお告げの場面に
視線を遣っている。冒頭の全頁大イニシアルの開口部に物語場面が表され、文字の形状に合わせてモティ
ーフを省略したことで、後続のテクストの内容を逐語的に表したというよりは、テクストに対応したナラ
ティヴな物語場面を表しながらも、その内容を凝縮した、より象徴的な図像へと変化させていることが分
かる。 
 同主題の物語イニシアルは、《コルビー詩編》のザカリアのカンティクムにも表されている（fol. 136r, 図
3-494）。イニシアルBが持つ二つの開口部の上段には、書物を広げ祝福の身振りを示す正面観のキリスト
                                                      
127 尚イニシアル研究の第一人者とも言える A. シャルトは、アダ派写本を物語イニシアルの最初の例として挙げてい
る。SCHARDT, Alois, Das Initial, Berlin 1938, 38ff. 
128 アダ派の作例の一つと見られているが、「ザカリアへのお告げ」の挿絵部分はこの福音書写本断片に貼り付けられ
たものであり、制作年代や制作地に関しては議論の余地がある。この福音書写本断片については以下を参照。
KOEHLER, Wilhelm, An Illustrated Evangelistary of the Ada School and Its Model, in: Journal of the Warburg and Courtauld 
Institutes 15, London 1952, 49ff; van der HORST, Koert: The Utrecht Psalter: Picturing the Psalms of David, in: The Utrecht Psalter 
in Medieval Art. Picturing the Psalms of David (ed. by van der HORST, Koert, /NOEL, William/ WÜSTEFELD, Wilhelmia C. M.), 
Utrecht 1996, 80. 
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と思われる人物像が、下段には香壇を挟んで向かい合う大天使ガブリエルとザカリアが表されている。上
段の人物像は宮廷派写本のメダイヨンイニシアルのクリペウスと同様に、胸像で文字の開口部内に表され
ているが、下段の人物群は天使の羽の輪郭線がそのまま文字の円弧の外郭と同化し、ニンブスがその外郭
から外へ突出するなど、文字の開口部に収まってはおらず、図像を閉じるイニシアルとは言い難い。ガブ
リエルとザカリアの位置関係が、先の二つの宮廷派及びそれに準ずる写本画の例とは逆転している為、《コ
ルビー詩編》の画家はこの図像を描くに当たって異なる手本を参考にしたと考えられる。人物像は《ハー
レー福音書》のイニシアルと比較すると、文字の開口部に対して締める割合が大きく、ザカリアがお告げ
を受けた聖所を表す建築モティーフはここでは表されていない。《ハーレー福音書》や『福音書』断片の同
主題では奥行きを示唆するようにやや俯瞰視され四分の三正面で角度付けされていた香壇は、《コルビー詩
編》では完全に水平視で描かれている。人物像も、《ハーレー福音書》では円形建築物の前で天使とザカリ
アが互いに四分の三面観で向かい合っているのに対し、《コルビー詩編》のイニシアルでは完全な側面観で
描かれており、奥行きの表現は放棄されている。そもそも《コルビー詩編》のイニシアルでは、人物や動
物モティーフによる形象イニシアルや図像を閉じるイニシアルが多くを占めるものの、場面の展開される
場所を示す建築モティーフは殆ど描かれず、人物像そのものの表現に重点が置かれている。テクストに対
応した同じ主題を表しながらも、《コルビー詩編》では宮廷派写本のように建築物やモティーフの角度によ
って三次元的奥行きを示唆するのではなく、人物像の行為そのものに注力しているのである。 
 メダイヨンイニシアルの他、図像を閉じるイニシアルとして『ルカによる福音書』の冒頭 “Quoniam 
quidem…” のイニシアル Q を表す例は、《ハーレー福音書》とほぼ同時期に成立した、カール大帝宮廷派
の豪華福音書写本である《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》にもその例を見ることが出来る129。
『マタイによる福音書』冒頭のイニシアル頁（図 3-495）を除き、『マルコによる福音書』と『ヨハネによ
る福音書』のイニシアル頁ではクリペウスを伴うメダイヨンイニシアルが（図3-496, 3-498）、『ルカによる
福音書』のイニシアル頁では円形の開口部を持つ 2つの文字を利用した、図像を閉じる物語イニシアルを
備えている（図 3-497）。また《ハーレー福音書》とは異なり、ここではイニシアルだけではなく、『ルカ
による福音書』のイニシアル頁の枠内上部の左右に、「受胎告知」の天使と聖母マリアのモティーフが小さ
く配されるなど（図 3-499, 3-500）、全頁大の扉絵を捲るとその後に展開される物語を予告する性格が、よ
り強く反映されている。 
 『ルカによる福音書』のイニシアル頁は、福音書記者像の対向頁に位置している（図 3-501）。まずイニ
シアルQの小判形の開口部に玉座のキリストが、そしてその左右の、文字を形作る組紐文の帯に開けられ
た楕円形の開口部にザカリアと洗礼者ヨハネと思われるニンブス付きの人物像が、いずれも全身像で描か
れている（図 3-502）。玉座に座す全身の座像は対向頁の福音書記者ルカと比較すると、ルカ像では四分の
三面観で描かれ、建築モティーフのスパンドレルの半円形の曲線や、足元の台座が画平面に対して斜めに
                                                      
129 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》については、以下を参照。KOEHLER 1958, 70ff; JAKOBI-MIWARD 1998, 
170-172. 
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置かれることで、浅い建築的空間を演出しているのに対し、文字の中というニュートラルな空間に描かれ
た玉座のキリストでは、正面観で描かれ足元の台座の横線が殆ど水平に描かれていることで、人物像の量
感を保存しながらも奥行きの表現が抑えられていることが分かる。 
 イニシアルの開口部に座像を表す形式は、《コルビー詩編》ではキリストではなくダヴィデ像で用いられ
ている。第 1編では、イニシアルBの二つの開口部の上段に、著者像としてのダヴィデ像が四分の三面観
で描かれている（図 3-503）。半円形のイニシアルの枠に両足をかけている為、左右で足の置かれた高さが
異なっているものの、左肩とイニシアルの枠の間の空白を、円にその背が添うように置かれた鳩のモティ
ーフが埋めることで、イニシアル内の余白を極力排除するように描かれていることが分かる。第 20編では
ダヴィデ王と思われるディアデマとニンブスのある人物が、向かって右向きの四分の三面観の座像でイニ
シアルDの開口部に表されている（図 3-504）。文字の柱身にその背がぴったりと接することで、ここでも
空白を充填し余白を減らそうという画家の意図が現れている。《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》
のイニシアルでは、余白は三次元的空間ではなくニュートラルな地であったのに対し、《コルビー詩編》の
図像を閉じるイニシアルに於いては、余白は埋めるべき空白となっているのである。 
 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》の『ルカによる福音書』イニシアル頁のもう一つの物語イ
ニシアルでは、Oという金色の文字の開口部に、「マリアのエリザベト訪問」の場面が、ニンブスのある女
性が二人、互いに腕を伸ばし抱擁する姿で描かれている（図3-505）。ユダの町を表したと思われる六角形
の建築モティーフを書割のように背景にしているので、二人の女性の姿は玉座のキリストのイニシアルと
比べても、文字の開口部の大きさに対して一層小さくなっている。同主題のイニシアルは《コルビー詩編》
では第122編イニシアルAに描かれているが（fol. 107v, 図3-506）、ここでは開口部を持つ文字ではなく、文
字そのものを人物像を組み合わせて構成する形象イニシアルの形式が採られている。その為、「マリアのエ
リザベト訪問」の場所を表す建築物等は省かれており、Aという三角形に近い文字の形状に、マリアとエ
リザベトの全身像を当てはめて、人物像のみで特定の場面を説明している。詩編第122編のテクストは、マ
リアとエリザベトの懐妊と訪問の場面に直接関連する内容ではなく、 “sicut oculi ancillæ in manibus dominæ 
suæ下婢しも め等の眼がその女主人の手に向かうが如し）” という女性を表す第2節の言葉と、文字の形状その
ものに着想を得てこの主題をイニシアルに表している。カール大帝宮廷派の豪華写本に於いては、文字と
図像の組み合わせはメダイヨンを取り付けるか、OやQといった開口部を持つ文字のみで可能であったもの
が、《コルビー詩編》では、写本画家は開口部を持たない文字すらもその形状を利用して、物語場面を展開
する場としているのである。 
 
  2) メッス派 
 宮廷派写本がアーヘンで制作されたのと同じ頃、宮殿派ないし「《ウィーンの戴冠聖書》の写本群」と称
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される、より古代的な絵画表現を志向するもう一つの写本グループが制作された130。この写本グループは
物語イニシアルを持たないが、そのイリュージョニスティックで絵画的な空間表現を、ランス派を経由し
て継承したのが、メッス派である。メッス派の代表的写本である《ドロゴ典礼所》（パリ、国立図書館、
Ms. lat. 9428）と《メッス福音書》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 9388）はともに、数多くの物語イニシアル
を備えており、カロリング朝におけるイニシアル芸術の白眉とも言える。 
 《ドロゴ典礼書》は、カール大帝の庶子の一人でありメッツ司教をつとめたドロゴの下で、遅くとも彼
の没する 855年以前に制作された。同写本は、全 199点のイニシアル装飾のうち図像表現を含むものは 39
点を数え、その殆どで D、O、C といった開口部を持つ文字の形体の内部に物語場面を表す、図像を閉じ
るイニシアルの形式をとっており、アダ派写本のような全頁大ミニアチュールは持たない。 
 《ドロゴ典礼書》は、物語イニシアルを持つカロリング朝期の写本の中では先行研究が多く131、イニシ
アルのイコノグラフィーや、図像と典礼書テクストとの照合関係については、F. ウンターキルヒャーによ
るまとまった研究が挙げられる132。更にメッツ派の傑作として通史にも頻繁に取り上げられており、様式
的には概ね以下のように位置づけられている。まず、イニシアルの中に表された人物像は小さいながら、
その揺れるような衣紋線に特徴的に現れているように、ランス派写本133に見られる印象主義を継承した作
例であること、そして、文字を枠組みとして用いその開口部に表された物語場面が、アーヘンで制作され
た宮殿派による写本の、板絵のような枠取りの中に風景を取り入れた、イリュージョニスティックな空間
表現を受け継いでいることである134。「キリストの昇天」を表したイニシアルC（fol. 71v, 図 3-507）では、
二人の天使を伴い天に導かれて自ら岩山を踏みしめて上る昇天場面が、文字の開口部に表されている。ア
カンサスの葉を持つ蔦の絡まるCの文字は絵画の枠のように機能し、軽い線描と水色の彩色によって表さ
れた雲は、大気のある絵画空間を文字の中に生み出している。キリストの磔刑を表したイニシアルO（fol. 
43v, 図 3-508）でも、背景は大気を思わせるように斑を残して色付けされており、文字の形を枠取りとし
た絵画空間がイニシアルの中に表されている。例えばポルシェは、こうしたイニシアルの絵画的表現を重
視し、「古代的な具象的影響が強く際立てられ135」ていると述べている。《ドロゴ典礼書》のイニシアルは、
カロリング朝写本画における古代復興という側面が強調されているというのである。《ドロゴ典礼書》の図
像を閉じるタイプの物語イニシアルは、《コルビー詩編》の同形式のイニシアルと比較すると、その特徴が
                                                      
130 宮殿派と呼ばれる写本群として例えば《ウィーンの戴冠式の福音書》（ウィーン、美術史美術館宝物庫）や、《アー
ヘンの宝物庫の福音書》（アーヘン、司教座聖堂宝物庫）が挙げられる。 
131 このような背景には、物語イニシアルを持つ彩飾写本の中では比較的早く、本写本のファクシミリが刊行されたこ
とも理由の一つとして挙げられるだろう。Drogo-Sakramentar. Vollständige Ausgabe von Paris, Bibliothèque Nationale lat. 
9428, Kommentar von KOEHLER, Wilhelm/ MÜTHERICHH, Florentine, Codices selecti. 69, Graz 1974. 
132 UNTERKIRCHER, Franz, Zur Ikonographie und Liturgie des Drogo-Sakramentars (Paris, Bibliothèque nationale, Ms.Lat. 
9428), Interpretationes ad Codices 1, Graz 1977. 
133 ランス派写本の代表例として例えば《エボの福音書》（エペルネー、市立図書館、Ms. 1）、《ユトレヒト詩編》（ユト
レヒト、大学図書館、 MS Bibl. Rhenotraiectinae I Nr 32）が挙げられる。 
134 例えばドッドウェルが通史においてこうした位置づけをしている。DODWELL, Charles Reginald, The Pictorial ア rts 
of the West, 800-1200, Yale University Press Pelican history of art, New Haven 1993, 60. 
135 PORCHER, Les Manuscrits à peinture, in: L'Europe des invasions, p.161: “il s’agit là d’un volume fortement marqué d’influence 
figurative antique... .” 邦訳（冨永良子訳『民族大移動期のヨーロッパ美術』(人類の美術) 新潮社 1973年）より引用。 
 
 	
 
 121 
より明確になるだろう。《コルビー詩編》第 21編イニシアルD（fol. 18v, 図 3-509）では、正円の開口部に、
両手を差し出すキリストが描かれている。両手両足は文字の枠の上に掛かっている為、文字の中に絵画空
間を表しているというよりは、文字の上をキリストが歩いているかのような印象を与えている。グロリア
のイニシアルG（fol. 138v, 図 3-510）では、オープンカウンターの開口部に、フリジア帽を被った人物に
よってマンドルラを支えられたキリストが描かれている。ここでも、マンドルラの上下が文字の枠に内接
し、キリストの両足が文字の帯を踏むように表されている。《ドロゴ典礼書》が文字の開口部に奥行きのあ
る三次元的空間を持つ場面を表していたのに対して、《コルビー詩編》では文字と同一平面上に人物が存在
するかのように描かれているのである。 
 しかし、同写本が持つイニシアル全体を見渡した際に、こうした絵画的空間表現を示すイニシアルはご
く限られている。メッス派のイニシアルでは寧ろ、開口部を持つイニシアルを単に枠取り絵画の代用とし
て用いるのではなく、文字の形状を利用して様々な物語場面の展開方法を試作している。例えば、建築モ
ティーフの利用である。「聖霊降臨」のイニシアルD（fol. 78r, 図 3-511）では、丸屋根と三角破風を持つ
建築物の下に使徒らが座しているが、使徒らが文字の円弧の作るカーヴに添って腰掛けているので、建築
モティーフは殆どイニシアル自体に備え付けられているかのようである。ここでは絵画的空間というより
は、イニシアルが持つ建築物に使徒らが棲んでいるかのようである。「ザカリアのお告げ」のイニシアルD
（fol. 83r, 図 3-512）では、Pという文字の半円形の開口部に、三角破風を持つ建築物と、その手前で大天
使ガブリエルからお告げを受けるザカリア、そしてそれを待つ群衆が表されている。建築モティーフは斜
投影図で描かれているので奥行きを感じさせるものの、屋根が文字の上枠に接しているので「聖霊降臨」
のイニシアルと同様、開口部の向こう側ではなく、文字に予め設えられた建造物のように羊皮紙上の画平
面に止まっている。ザカリアを待つ群衆は、《ハーレー福音書》のイニシアル Q の同主題とは異なり、省
くのではなく建築モティーフと文字の枠の間の隙間を埋めるように配されている為、カーヴに添ってザカ
リアと天使のほうへと歩み寄るような印象を与えている。 
 同じように文字の開口部に物語場面を表した「聖墳墓参り」のイニシアルD（fol. 58r, 図 3-513）では、
聖墳墓を表す円形建築物や、天使、三人の聖女たち、兵士といった人物像が悉く小さく描かれ、空いた余
白を文字に絡まる唐草が延長して充填している。ここでは背地は奥行きのある空間ではなく、ニュートラ
ルな地として扱われているのである。更に同写本では、文字の形体に添って場面を展開する物語イニシア
ルの例が見られる。「マギの礼拝」を表したイニシアル（fol. 34v, 図 3-514）は、先の「聖墳墓参り」と同
様にカピタリス・クワドラータのDという文字を戴いているが、開口部を絵画空間として用いるのではな
く、物語場面は文字の柱身と円弧に沿うように展開されている。まずDという文字の柱軸の下端でマギら
がヘロデ王のもとから出発し、エルサレムの門をくぐり星に導かれながら円弧を上るようにしてベツレヘ
ムの門をくぐり、最後にヘロデ王の真上で聖母子を礼拝する。開口部は「キリスト昇天」のイニシアルの
ように背景が描き込まれるのではなく、羊皮紙の地色のまま残され、 “DS QUI HODIERNA DIE...” のS
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の文字がその中央を埋めている。ここでは文字の形体を一種の舞台装置として扱い、一つの主題に於ける
連続した複数の場面を表しているのである。同様の叙述方法は、「聖アンデレの殉教」のイニシアルM（図
3-515）にも表れている。イニシアルMのV字型を成す上部の空間には、聖アンデレを十字架に掛けよう
とする場面が、Δ字型に区切られた下部の空間には、磔にされた聖アンデレが表されており、文字体で場
面を区切り、連続する複数の瞬間を一つのイニシアルの中に表している。 
 ほぼ同時期に制作された《メッス福音書》136でも、同様の特徴が表れている。同写本は、各福音書のイ
ンキピット・ページに福音書記者の象徴動物を表す形象イニシアルに加えて、マリア伝を中心とした場面
を表す物語イニシアルを 4点備えている。『マタイによる福音書』第 1章 18節のイニシアルC（図 3-516）
では、イエスの誕生を予告する同箇所（第 1章 18-23節）に従って、天蓋付きの玉座に座る聖母マリアと、
眠るヨセフにマリアの処女懐胎を告げる主の天使が、上下二段に分けて描かれている。玉座に座る聖母と
天使からお告げを受けるヨセフとの間には細い線が引かれ、この二つの空間が同一でないことが示されて
いる。この「受胎告知」を表す物語イニシアルCは、文字を枠として一つの統一された空間に物語場面を
示す場ではなく、複数の時間或いは場所を一つの開口部内に表す装置となっているのである。『ルカによる
福音書』の第 1章 57節のイニシアル（図 3-517）では、文字の構造が既に上下二つの空間を持つカピタリ
ス・クワドラータのHに、寝台に横たわるエリザベトと、洗礼者ヨハネの割礼の場面が二段に分けられて
表されている。上段のエリザベトの横臥像では、文字自体が建築モティーフを備えているかのように幕屋
を表す建築モティーフの柱や屋根がイニシアルの構成要素と平行して描かれている。ここでは、イニシア
ルそのものが、単に物語場面の展開する場を提供する枠組みとなるだけではなく、その場所をトポグラフ
ィックに表す機能を備えているのである。 
 加えて《メッス福音書》では、ほぼ同時期に成立された《ドロゴ典礼書》で見られなかった、動物や人
物像のモティーフそのもので文字を組み立てる形象イニシアルが、各福音書の冒頭部分を飾っている。カ
ール大帝宮廷派の豪華写本の全頁大イニシアルとは異なり、ここではメダイヨンイニシアルや開口部を持
つイニシアルによって物語場面を表すのではなく、福音書記者の象徴動物、即ちマタイの人間像（fol. 17v, 
図 3-518）、マルコの獅子（図 3-519）、ルカの牡牛（図 3-520）、ヨハネの鷲（図 3-521）が、文字の形に当
てはめられている。形象イニシアルという装飾形式が、《コルビー詩編》だけではなく宮廷芸術の系譜を引
く写本でも知られていたことが分かる。『マタイによる福音書』の跪く人間像のイニシアルと近い形象イニ
シアルが、《コルビー詩編》第 76編のイニシアルV（図 3-522）である。詩編第 76編冒頭の “Voce mea ad 
Dominum clamavi; voce mea ad Deum, et intendit mihi（我主にわが声もて、天主にわが声もて、呼ばわりしに、
彼我に御意を留め給いぬ）” のイニシアルVは、跪くニンブスのある人物と、その人物の口元を指差す天
使によって構成される形象イニシアルである。人物像は跪きながらも、《メッス福音書》のマタイの象徴動
物とは異なり、天使のほうに顔を向けている。先の第 122編イニシアルAの「訪問」イニシアルと同様、
                                                      
136 同写本の写本学的な基本事項については、以下を参照した。JAKOBI-MIRWALD 1998, 202-203; Exh. Cat. PARIS 
2007, 200-2-2. 
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逆三角形のVという文字の形状と、 “Voce mea（わが声）” という冒頭の章句に着想を得て、跪き祈りを
捧げる人物の口を強調した図像が表されているのである。《メッス福音書》の『ルカによる福音書』冒頭イ
ニシアル頁では、カピタリス・クワドラータのイニシアルQのカウダを、ルカの象徴動物である牡牛の後
ろ足が担っている（図 3-520）。イニシアルQのカウダに獣を当てはめる方法は、《コルビー詩編》では常
套手段として用いられていた。例えば第 41編イニシアルQ（fol. 37v, 図 3-523）では、尾が三又に分かれ
た海獣のような獣がQという文字のカウダを成している。ここでは、カウダを成す獣とその上部の円弧を
形成する二羽の有翼獣は、詩編第 41編のテクストに関連する記述が見いだせない。後続のテクストの内容
というよりは、文字の形状そのものが、形象イニシアルを構成するモティーフの着想源となっているので
ある。 
 《ドロゴ典礼書》と《メッス福音書》との 2点のメッス派写本を合わせると、物語表現を持つイニシア
ルの数そのものが非常に多い為、物語場面の描写方法では単一ではなく複数のヴァリアントが生じている
ことが分かる。文字を枠として開口部に絵画的空間表現を示すイニシアル、建築モティーフを用いてイニ
シアルを物語場面が展開する為の舞台装置とするイニシアル、複数の場面を文字の形体に沿わせて連続的
に展開させるイニシアル、そして、各福音書の冒頭部を飾る象徴動物の形象イニシアルである。特に、説
話的な物語場面というよりは象徴的な図像である四福音書記者の形象イニシアルを除いて、その他の物語
イニシアルの示す、文字に対して比較的小柄な人物像が自由に動き回ることで、典礼書の内容に関連する
場面が示されるという点が、メッス派写本のイニシアルの特徴と言える。そしてこれらの手法は、パノラ
マ構図の利用と、その中での複数の主題や場面を展開させる、ランス派の《ユトレヒト詩編》のような見
出し挿絵形式を経て可能になったものと言えるだろう。 
 
9 世紀前半、古典古代の復興を中心とするカロリング朝芸術の刷新運動の一方、物語場面を装飾文字に
組み込む図像イニシアルという分野が、写本画の一分野として定着しつつあったのもこの時代である。そ
してこの挿絵形式は、8 世紀にバルバロイの芸術、すなわちインスラーとメロヴィング朝の写本に端を発
しながらも、カロリング朝期の各派の写本に取り入れられた。ここまで、《コルビー詩編》とは制作環境や
テクストの異なる、イニシアル装飾を持つカロリング朝期の写本、即ちカール大帝宮廷派の 3写本と、メ
ッス派の 2写本の物語イニシアルを概観してきた。それらは其々の制作環境や昨日に応じた展開を見せた
が、その中でも《コルビー詩編》のイニシアルは、カロリング朝芸術の主流とされるカール大帝宮廷派や、
宮殿派の系譜にあるメッス派写本とは大きく異なった特徴を示している。コルビー修道院の写字室で制作
された《コルビー詩編》のイニシアルは、これらの宮廷周辺の写本画工房によるイニシアルと比較して、
次のような特徴を見出すことが出来るだろう。即ち、開口部を持つイニシアルに物語場面を表す「図像を
包囲するイニシアル」と、物語場面の登場人物のモティーフで文字そのものを組み立てる「形象イニシア
ル」の双方を持つことである。そして、前者に於いては、宮廷派やメッス派のそれに比べて、《コルビー詩
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編》では人物像が文字に対して占める割合が格段に大きく、余白を充填しようという空間恐怖（horror vacui）
の傾向が見られた。後者では、《コルビー詩編》では形象イニシアルの数が多いこともあり、文字の形状に
応じてテクストの内容に拘らず、様々な主題やモティーフを選択している。 
 空白を充填しようとする空間恐怖の造形感覚は、細密な装飾模様で埋め尽くされたイニシアル頁を持つ
《ケルズの書》に代表される、インスラー芸術の大きな特徴の一つである。そして、文字の形状に合わせ
て物語場面を表す為に、必要なモティーフを排除するか、或いは文字の形状そのものに着想を得て主題を
選択している点は、装飾体と物語場面のせめぎ合いに於いて、装飾的要素、即ち文字の形状の優位と言え
るだろう。 
 
 

 本章では、《コルビー詩編》のイニシアルを、そこに表された主題を度外視しその形体の特徴に焦点を合
わせて論じた。本写本のイニシアルは、8 世紀のインスラー写本と、その様式を取り入れた後期メロヴィ
ング朝の文字装飾の伝統、即ち二つの「バルバロイ」のイニシアル芸術を継承し発展させるだけではなく、
先行する工芸等の芸術から借用した装飾語彙をもイニシアルへと昇華させている。本写本に於いて獲得さ
れた、文字と像とを共生させる為の多彩な装飾形式は、現存する写本から判断する限り、その後のカロリ
ング朝芸術には殆ど受け継がれなかったようである。但し西欧各地で保存されていたこの装飾形式による
イニシアルの後継者が紀元千年頃に散発的に現れ、ロマネスク期に最盛期を迎えた後に、ゴシック期には
文字と像とは再び次第に分離の道を辿った。《コルビー詩編》は、ロマネスク以前に装飾的構造体と再現的
要素を一体化させた、文字と図像との融合の黎明期のイニシアルなのである。 
 本写本のイニシアルは、その装飾形式に於いて多くを 8世紀のインスラー芸術や、メロヴィング朝から
初期カロリング朝にかけてのガリアの文字装飾の残した遺産に負っている。但し起源となったインスラー
芸術よりは人物や動物の歪曲が抑制され、モティーフの量感と一貫性が獲得されており、メロヴィング朝
写本のそれと比して人物や動物の有機的な連関や運動性を体現していた。この点で、本写本は確かに古典
古代を志向したカロリング朝の「再生」ないし「刷新」を、確かに反映していると言える。一方、カロリ
ング朝期の人物像を伴う物語イニシアルと比較すると、文字の大きさに対して人物像の占める割合が大き
く、余白を充填しようとする空間恐怖とも呼べる造形的特徴が見出せる。この点で、本写本の画家は同時
代の宮廷芸術が目指していた古代の復興、ローマ帝国の再興を象徴する絵画様式ではなく、バルバロイの
造形感覚を有しているのである。 
 8 世紀のインスラー及び大陸の文字装飾の形式は、本写本のイニシアルがモティーフを組み合わせ文字
を構成する上での基礎となっていた。従って、物語イニシアルという挿絵形式を採る本写本では、予め与
えられた文字の形状に適合する図像を表そうとする際、先行する時代のイニシアルからどのような装飾形
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式を借り、どのようにモティーフを選び、どのように配するかが、このコルビーの画家にとっての大きな
課題となっていたと考えられる。次章ではこれを踏まえ、本写本に於いてテクストの内容を視覚化する際
に、どのように文字の装飾形式が挿絵の主題やモティーフ選択の因子となり得たのかという点から、《コル
ビー詩編》の物語イニシアルの図像について論じる。 
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 本章では、《コルビー詩編》のイニシアルをイコノグラフィーの観点から扱う。特に「独創的」と評され
るに留まってきた特異な図像について、その生成過程の解明を試みることが。本作品のイニシアルの図像
の主題には、新旧約聖書の物語場面に加えて、必ずしも聖書テクストに取材しない、詩編著者ダヴィデや
祈りを示す人物像などが含まれている。ここでは詩編写本のみならず福音書や黙示録といった聖書主題の
写本、ひいては古代の神話図像を主題とする工芸作品との比較を通じて、そのイメージの源泉を求める。 
 その際に従来の研究と異なるのは、第 3章で論じたイニシアルの形体論に基づき、文字装飾の伝統とい
う観点に立脚する点である。詩編テクストを挿絵として視覚化するにあたって、本作品のミニアチュール
を描いた写本画家は、インスラーやメロヴィング朝の写本芸術から継承したイニシアルの装飾形式に則っ
た上で図像を文字の中に組み込み、時には新たな図像を創造している。従って、本章の図像研究は原則と
して以下の手順で進める。即ち、第一に図像と該当する詩編テクストとの照合を行い、他の挿絵付き詩編
写本との比較を試みる。第二に、文字の構成要素に沿って類似するイニシアル装飾と比較分析を行い、文
字装飾の慣習がモティーフ選択や主題の変更を決定付けているかを指摘する。最後に、想定される図像源
泉と文字装飾をどのように統合しているかを観察し、小括として本作品のミニアチュールのカロリング朝
美術に於ける位置付けを再考する。 
  
  
 1 	 
 《コルビー詩編》のイニシアルのうち、詩編テクストの内容を示唆する図像を持つ物語イニシアルは、
大きく 2つの種類に分けられる。ひとつは出典が明らかな、新・旧約聖書を中心とした物語場面を表した、
説話的な図像を持つものであり、もうひとつは、一見して出典の同定は難しいが、注解書等を介して複数
の物語場面が結びついて生成した、象徴的な図像によるものである。本節ではそのうち前者の物語イニシ
アルを取り上げ、図像系譜学的手続きに従って、それがどのような図像を手本とし、どのようにイニシア
ルの中に移植されたのかを論じる。 
  
A) 第 7編イニシアル D「獅子を倒すダヴィデ」  
 本写本の物語イニシアルのうち、図像の主題特定が比較的平易なものとしてまず挙げられるのが、旧約
聖書に典拠を持つ「獅子を倒すダヴィデ」（『サムエル記 上』第 17章 32-37節）の場面を開口部に表した、
詩編第 7編の図像を包囲する形式のイニシアル D（図 4-1）である。組紐文装飾付きのアセンダーと緑色
のリボンで構成された文字の開口部には、四足獣の口を両手で開いて闘う人物像が側面観で表されている。 
 
 	
 
 128 
 詩編第 7編に「獅子を倒すダヴィデ」の図像を描いた挿絵入り詩編本は残されておらず、同箇所のテク
ストの内容は、ダヴィデと獅子の闘いに直接言及するものではないが、この逸話を想起させるに十分な以
下の章句を含んでいる。 
 
主わが天主よ、我汝に依り頼めり、すべて我を責むる者より、我を救い、我を助け出し給え、
然らずば、我を贖い救うべき者のなきままに、彼獅子の如く、わが魂を攫い往かん。 
〔わが神ヤハウェよ、あなたのもとに私は逃れます。私を救って下さい、私を追う者どもすべ
てから、そして私を救い出してください。さもないと彼は食い割きます、獅子のように、わが
魂を。〕 
『詩編』第 7編 2-3節 
 
ここでは「獅子の如く、わが魂を攫い往」く者からの救済を神に求める詩編の章句に、獅子を打ち倒し羊
を助けるダヴィデが重ね合わせられていると考えられる1。 
 「獅子を倒すダヴィデ」というこの『サムエル記』に由来する主題は悪に対する勝利の象徴として解釈
され、中世美術に於いては詩編挿絵を中心に頻繁に表された。それらは概ね、以下の二つの種類に分ける
ことが出来るだろう。第一に、ダヴィデが素手で獅子の顎を開いて闘うものであり、その例として下記の
作例が挙げられる。 
・《ヴェスパシアン詩編》第 52編イニシアルD（fol. 53r, 図 4-2） 
・シリアの絹織物（図 4-3） 
・《ムーティエ＝グランヴァル聖書》詩編第 1編イニシアルB（ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 10546, fol. 
234v, 図 4-4） 
・《クルドフ詩編》第 151編（fol. 147v, 図 4-5） 
・ダロウ、オファリーの石彫十字架（西面上部、図 4-6, 4-7） 
・《サウサンプトン詩編》全頁大挿絵（fol. 1v, 図 4-8） 
次に、ダヴィデが素手で獅子の顎を開くのではなく、鬣を掴み棍棒で打つ姿で表されるものが挙げられ、
以下の作例が見られる。 
・《パリ詩編》全頁大挿絵（パリ、国立図書館、Ms. gr. 139, fol. 2v, 図 4-9） 
・キプロス出土の銀皿（図 4-10） 
・コプトの織物（サンクトペテルブルク、エルミタージュ美術館、АВ 11641, 図 4-11, 4-12）  
 後者のタイプは、『サムエル記 上』第 17章 35節の「向かって来れば、そのたてがみをつかみ、打ち殺
してしまいます」という言葉を反映したものであり、ダヴィデ伝の典拠となるテクストを忠実に表してい
                                                      
1 このことは既にクーダーによって指摘されている。KUDER 1977, 114. 
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ると言える。両手で四足獣の口を開く《コルビー詩編》の第 7編の図像は、このうち前者に属している。
特にシリアの絹織物は、ダヴィデが膝を獅子の背の上に置き、両手でその顎を押し開くという点で《コル
ビー詩編》第 7編の図像と類似しており、初期中世ではしばしば聖遺物や高価な書物をこうした絹織物で
包んでいたこと、そしてこれと同じ構図の絹織物が広く流通していたことから、これと同様の図像を持つ
絹織物が《コルビー詩編》の直接的な手本となったと推測している2。 
 四足獣の顎を掴み闘う人物というモティーフは、ダヴィデのみならず、サムソン（『士師記』14 章 5-9
節）や、異教主題ではヘラクレス、ミトラスで用いられた。キリスト教美術の誕生以前に既に、「獅子を倒
すダヴィデ」に似た図像は既に多く知られていた。例えばケンタウロス＝ネッサスと闘うヘラクレスや、
剣を突き立てて牡牛を殺すミトラスの図像（図 4-13）では、動物に片膝を立てて顎を押し開くという身振
りや姿勢が、獅子の口を開いて闘うダヴィデの図像に酷似している。F. ザクスルの指摘するように、こう
した古代の異教主題の図像が初期中世のキリスト教的に解釈された「獅子を倒すダヴィデ」や「獅子を倒
すサムソン」へと継承された3。実際、シリアの絹織物の四足獣と闘う人物の図像は、サムソンを表したも
のであるかダヴィデを表したものであるかの議論が分かれており、その他の多くは写本のようにダヴィデ
に関連したテクストが付随するか、ダヴィデによって助けられた子羊というモティーフが描かれることで、
それがダヴィデ伝の逸話であることが保証されるのである。《コルビー詩編》第 7編イニシアルDの、両
手で獅子の顎を掴むタイプの「獅子と闘うダヴィデ」は、こうした古代から連綿と続く力の表象となる図
像を受け継いだものであろう。 
 同じく素手で獅子の顎を開くダヴィデを表したもののうち《ヴェスパシアン詩編》（図 4-2）、《クルドフ
詩編》（図 4-5）、ダロウの石彫十字架（図 4-7）、《サウサンプトン詩編》（図 4-8）と比較すると、《コルビ
ー詩編》とシリアの絹織物（図 4-3）、《ムーティエ＝グランヴァル聖書》では、ダヴィデが獅子から助け
た羊の姿が表されておらず、物語場面の構成要員は獅子とダヴィデのみである。《コルビー詩編》と《ムー
ティエ＝グランヴァル聖書》では、イニシアルの開口部に当該主題を表す為に、助けられた羊を省略した
のであろう。文字の開口部という限られた空間内で詩編テクストの内容を視覚化する為に、《コルビー詩編》
ではモティーフを最小限に抑えている。単に獅子を打ち倒し羊の群れを助けるダヴィデ伝の一場面である
というより、悪に対する勝利を強調しているのである。 
 
B) 外典詩編第 151編イニシアル P「ダヴィデとゴリアテの戦い」 
 外典詩編の第 151編のイニシアル P（図 4-14）は、巨人ゴリアテによる柱身と、投石器でゴリアテを倒
そうとするダヴィデの描かれた楕円形のボウルによる形象イニシアルである。この図像は、先述の詩編第
7編「獅子を倒すダヴィデ」以上にテクストの内容との関連が明確である。第 1節 “Hic Psal,us proprie scriptus 
david et extra numerum cum pugnavit cum Goliad（これは、ゴリアテとひとり戦った時の、ダビデ自筆の、番
                                                      
2 KUDER 1977, 110-111. 
3 フリッツ・ザクスル／鯨井秀伸訳『イメージの歴史：ザクスル講義選集』ブリュッケ 2009年、13-16頁。 
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外の讃歌である4）” という章句が表す通り、ダヴィデがペリシテ人ゴリアテと戦った時の、ダヴィデ自身
による詩とされる。第 2節 “Pusillus eram inter fratres meos（私は兄弟たちのうちで一番小さく）” という言
葉を文字通り、巨人ゴリアテとダヴィデの体格の差によってイニシアルPのうちに表している。外典詩編
第 151編の挿絵として「ダヴィデとゴリアテの戦い」を表す詩編写本は、例えば以下の例が挙げられる5。 
・《シュトゥットガルト詩編》第 151編（fol. 図 4-15） 
・《ユトレヒト詩編》第 151編（fol. 図 4-16） 
・《クルドフ詩編》第 151編（fol. 図 4-17） 
・《テオドロス詩編》第 151編（fol. 191r, 図 4-18） 
・《ヴァティカン詩編》（ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. gr. 752, fol. 448v, 図 4-19） 
・《ハミルトン詩編》第 151編（ベルリン、国立美術館版画素描室、Ms. 78 A 9, fol. 42r, 図 4-20） 
上記の例のうち、《ヴァティカン詩編》では縦に 3つに区切られた欄外の枠内に「ダヴィデとゴリアテの戦
い」の複数の場面、即ち投石場面と首切り場面の双方が描かれているが、多くの例ではダヴィデがゴリア
テの首を落とす場面が挿絵として選択されている。《コルビー詩編》ではそれに対して、ゴリアテの首切り
場面ではなく、投石器を持ってまさにゴリアテに立ち向かう場面が表されている。クーダーはこのことか
ら、外典詩編第 151編では「ダヴィデとゴリアテの戦い」の投石場面が描かれる際、ゴリアテの首切りの
場面と共に描かれており、《コルビー詩編》の挿絵画家は前者のみを選んだのであろうと推測している。 
 「ダヴィデとゴリアテの戦い」は『サムエル記 上』の第 17章 38-51節を典拠とする、ダヴィデ伝の中
でも頻繁に絵画化された逸話であり、詩編第 151編の挿絵としてのみならず、「獅子を倒すダヴィデ」と同
様に悪に対する勝利の象徴として、古代末期以来多くの作例が残されていた。そのうち、《コルビー詩編》
第 151編と同様、ダヴィデによるゴリアテへの投石場面を表したものとして、例えば以下が挙げられる。 
・キプロス島出土の銀皿（ニューヨーク、メトロポリタン美術館、図 4-21） 
・『サクラ・パラレラ』写本（パリ、国立図書館、Ms. gr. 923, fol. 91r, 図 4-22） 
・《クルドフ詩編》第 143編（fol. 141v, 図 4-23） 
・《パリ詩編》（fol. 4v, 図 4-24） 
・ヴェネツィア宮殿の象牙小箱（ローマ、ヴェネツィア宮殿博物館、図 4-25） 
・《シュトゥットガルト詩編》第 143編（fol. 158v, 図 4-26） 
更に、投石或いは首切りの場面かの判断はつかないものの、ゴリアテと対峙するダヴィデを表したものと
して、以下が挙げられる。 
・《サウサンプトン詩編》第 101編扉絵（fol. 68v, 図 4-27） 
クーダーはこれらの「ダヴィデとゴリアテの戦い」の図像の例を、更に 3 つのタイプ、即ち a) 《パリ詩
                                                      
4 外典詩編第151編にはラテン語からの邦訳が無い為、ヘブライ原文を底本とする邦訳から出典した。松田 1966, 20. 
5 ここに挙げた例はごく一部である。外典詩編第151編に「ダヴィデとゴリアテの戦い」の挿絵を持つ詩編写本の更
なる例については、以下を参照。KUDER 1977, 105-106; DUFRENNE 1978, psaume 151.  
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編》（図 4-24）のように、ゴリアテが顔を盾で隠し槍を投げるタイプ、b) 《クルドフ詩編》（図 4-23）のよ
うに、ゴリアテが両手で槍を持つタイプ、そして c) キプロス出土の銀皿（図 4-21）のように、片手に槍
を、片手に盾を持つタイプに類型化し、《コルビー詩編》第 151編のイニシアルが c) のタイプに属すると
している6。特に、ダヴィデを守護する神の手が描かれているという点で、最も《コルビー詩編》に近い例
は《シュトゥットガルト詩編》の第143編の挿絵（図 4-26）である。同写本では異時同図法でダヴィデの
投石場面と首切り場面が一つの欄内に表されているが、上部の投石の場面では、情報を仰ぎ見るダヴィデ
の視線の先に、神の手が現れている。《コルビー詩編》の第 151編の「ダヴィデとゴリアテの戦い」の手本
となったのは、《シュトゥットガルト詩編》の第 143編のそれと近いものであった可能性が高い。但し、《シ
ュトゥットガルト詩編》を始めとする殆どの同図像とは、《コルビー詩編》ではダヴィデとゴリアテとの位
置関係が左右反転している。これは、形象イニシアルという装飾形式に対応する為であろうと考えられる。 
 詩編第 151編のテクストの内容をイニシアルPを用いて視覚化する際、物語イニシアルという挿絵形式
をとる同写本に於いては、コルビーの写本画家に課せられた課題は文字の形状に図像を合わせるというこ
とであった。文字自体を代替モティーフによって構成する形象イニシアルという装飾形式は、第 3章 3節
で論じたように、8 世紀後半のメロヴィング朝写本で確立された方法であった。P というアルファベット
の構成要素は柱身と半円形のボウルであり、人物像の立像を柱身として見立てるイニシアルには、8 世紀
末の写本に先例が認められる。《ジェローヌの典礼書》の死者の為の祈りのイニシアルP（図 4-28）が形象
イニシアルとして装飾されており、人物像の立像によって柱身が、盾の輪郭線によってボウルが構成され
ている。文字の柱身に人物像を充てる手法は、福音書記者マタイを表す同写本のイニシアル F（図 4-29）
でも用いられている。ここではPではなくFの柱身が、書物と杖を手にして立つ福音書記者マタイの身体
によって表され、その肩に組紐文を取り付けることで、鍵形のイニシアルFを部分的な形象イニシアルと
している。同写本が《コルビー詩編》のイニシアルの直接的な手本にはならなかったとしても、同様の装
飾形式によるイニシアルをコルビーの画家は知っており、柱身に人物像の立像を充てるという手法を常套
手段として用いていたことを示すイニシアルが残されている。《コルビー詩編》と同じ写本画家による『文
法書』写本（パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025）の 2つの形象イニシアルP（図 4-30, 4-31）では、《コルビ
ー詩編》と同様に柱身に兜を被った側面観の人物の立像が充てられている。《コルビー詩編》の画家は、馴
染みのある形象イニシアルの装飾方法と、「ダヴィデとゴリアテの戦い」の図像の手本とを、イニシアルP
のうちに統合したのである。 
 文字の形状に合わせてモティーフを組み合わせるという手法そのものは、《コルビー詩編》の創出ではな
く先行するイニシアルの装飾伝統から借りたものであった。しかし、このイニシアルPを「ダヴィデとゴ
リアテの戦い」の図像を持つ物語イニシアルとしたことによって生じた新たな物語叙述の原理が、コルビ
ーの写本画家の創意であった。《コルビー詩編》第 151編では、ポルシェが指摘しているように7、ダヴィ
                                                      
6 KUDER 1977, 107-108. 
7 PORCHER 1967, 195. 
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デが投石器でゴリアテへと向かうと同時に、既にゴリアテの額にはダヴィデの投げた石が直撃する様が描
かれている。キプロス出土の銀皿や『サクラ・パラレラ』写本、《パリ詩編》、《シュトゥットガルト詩編》
がダヴィデのゴリアテに対する投石と首切りという 2つの物語場面を同時に表しているのに対し、《コルビ
ー詩編》ではひとつの物語場面のうちの連続する 2つの瞬間を異時同図的に視覚化しており、文字の構成
要素であるボウル部分がダヴィデの投げた石の描く軌跡として、時間を表すのに用いられているのである。
この、文字の構成要素に時間軸を含ませるという叙述方法は、後のメッス派による《ドロゴ典礼書》の物
語イニシアルに現れることになる。「マギの礼拝」を表すイニシアル D（図 4-32）では、イェルサレムを
出てベツレヘムへ向かうマギらの道行が、イニシアルのボウル部分によって表されている。文字の構造を
用いて時間を表すという新たな物語叙述の原理の萌芽を、《コルビー詩編》のイニシアル P に見ることが
出来るのである。  
 
C) 詩編第 50編イニシアル M「ダヴィデのもとを訪れるナタン」 
 第 50編イニシアルM（図 4-33）では、向かい合う 2頭の有翼獣によってイニシアルMが形作られ、そ
のアーチの下にニンブスのある人物がそれぞれ一人ずつ向かい合って配されている。向かって左手の玉座
の人物の頭部にはディアデマが、そして右手の人物の手元には巻物が認められる。これらの人物は、当該
詩編の冒頭の章句から同定することが出来る。 
 In finem. Psalmus Daivd, cum venit ad eum Nathan propheta, quando intravit ad Bethsabee. 
終わりまで、ダヴィドの詩。彼がバトサベーの許に入りしにより、彼の許に預言者ナタンの来り
し後の作。 
〔指揮者に。ダヴィデの歌、彼がバト・シェバのもとに入ったので、預言者ナタンが彼のもとに
入ったときに。〕 
『詩編』第 50編 1-2節 
 詩編第 50編第 1-2節が《コルビー詩編》では標題として朱書きされており、『サムエル記 上』第 12章
の、預言者ナタンがバテシバとの婚姻について叱責する為にダヴィデのもとを訪れた際の、ダヴィデ自身
による詩とされている。この標題から、《コルビー詩編》のイニシアルMの二人の人物がダヴィデと預言
者ナタンであると推測することが出来る8。詩編第 50編に「ダヴィデのもとを訪れるナタン」を挿絵とし
て表した詩編写本は、例えば以下の例が挙げられる9。 
・《ユトレヒト詩編》第 50編（fol. 29r, 図 4-34） 
・《チューリヒ詩編》第 50編（チューリヒ、中央図書館、Ms. C 12, fol. 53r, 図 4-35） 
                                                      
8 この図像の人物像をダヴィデと預言者ナタンと同定している研究として、以下が挙げられる。KUDER 1977, 99-102; 
JAKOBI-MIRWALD 1998, 187, KAHSNITZ 2004, 141. 尚、鼓氏はこの人物をダヴィデとウリヤと記述しているが、根拠
は示されていない。鼓 2006年、450頁。 
9 ここに挙げられていない例は、以下を参照。KUDER 1977, 101; HOURIHANE, Colum (ed.): King David: the Index of 
Christian Art, Index of Christian Art Resources, 2, Princeton, N. J. 2002.  
 
 	
 
 133 
・《クルドフ詩編》第 50編（fol. 50r, 図 4-36） 
更に、詩編第 50編以外で同主題が表された例として、以下が挙げられる。 
・《カール禿頭王の詩編の装幀板》（パリ、国立図書館、Ms. lat. 1152）（図 4-37） 
・《パリ詩編》（fol. 136v, 図 4-38） 
《ユトレヒト詩編》の第 50 編の挿絵（図 4-34）と、様式の面でも図像の面でも《ユトレヒト詩編》を引
き継いでいる《カール禿頭王の詩編の象牙装幀板》（図 4-35）では、建築モティーフの前にダヴィデ王を
中心としてバテシバ、そしてダヴィデ王のもとを訪れるナタンが左右に表されており、基本的な構図は同
じである。《チューリヒ詩編》（図 4-37）ではバテシバが表されず、祭壇を前にした預言者ナタンと跪き悔
悛するダヴィデ、そして神の手が表されるが、背景に描かれた建築モティーフによって、ダヴィデのもと
を訪れる預言者ナタンを主題としていることが示唆されている。この、跪き悔悛するダヴィデは、《クルド
フ詩編》（図 4-36）や《パリ詩編》（図 4-38）の挿絵にも見られるが、ダヴィデとナタンの位置関係や、ダ
ヴィデが玉座に座って表されている点では、《パリ詩編》の図像が《コルビー詩編》の第 50編に最も近い。 
 《コルビー詩編》の第 50編では、預言者ナタンがダヴィデのもとを訪問し叱責する原因であるバテシバ
やウリヤ、《パリ詩編》の向かって右手奥に表された、“METANOIA（悔恨）” のインスクリプションを持
つ擬人像、或いは悔悛し祈りを捧げるダヴィデといった副次的モティーフは排除されている。Mという対
称性の強い文字構造に適合した図像を表す必要のあったコルビーの画家は、向かい合うダヴィデと預言者
ナタンという、2 人の人物のみにモティーフを絞り、有翼獣の作る建築枠のようなアーチの下に配した。
この、アーチの下に登場人物を嵌め、建築構造を人物の枠とする手法は、《ユトレヒト詩編》から《カール
禿頭王の詩編の装幀板》への僅かな構図の変化の中に観察することが出来る。《ユトレヒト詩編》ではバテ
シバと預言者ナタンは、幕屋や門のアーチの前に立っているが、《カール禿頭王の詩編の装幀板》の象牙浮
彫では、人物像はアーチの中に収められている。《コルビー詩編》の第 50編では、有翼獣による二つのア
ーチが図像を表す上での所与の条件であった為に、恐らくは《パリ詩編》の「ダヴィデと預言者ナタン」
に似た図像を手本としながらも、アーチの下に表す登場人物をダヴィデと預言者ナタンの 2人に絞る必要
があったのである。 
 《コルビー詩編》以前に、有翼獣或いは建築モティーフによるアーチの下に人物像を表すイニシアルは、
現存する写本では知られていない。ノーサンブリアの『イギリス教会史』写本の図像を包囲する形式のイ
ニシアル（図 4-39）は、開口部がアーチ形をしているという点では共通するが、開口部に表された人物像
は全身像ではなく胸像である。文字を枠とする全身像の複数の人物像による物語イニシアルは、《コルビー
詩編》で初めて発明された可能性が高い。但し、アーチを枠として持つ人物像という表現形式は、《コルビ
ー詩編》の画家には知られていた筈である。 
 アーチ列の下に人物像を配するという、「オム・アルカード（homme-arcade）」とF. フォションが名付け
た形式は、浮彫彫刻を中心に古代末期以来、人間像を非有機的構造の中に配置する為の装置として頻繁に
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用いられた10。建築枠と人物像という組み合わせはカロリング朝でもよく知られたモティーフであり、石
棺や建築彫刻だけではなく写本芸術という分野でも広く用いられていた。《モンペリエ詩編》（モンペリエ、
大学図書館、Ms. 409）のダヴィデ像とキリスト像の全頁大挿絵（図 4-40, 4-41）やカール大帝宮廷派の象
牙浮彫による《ロルシュ福音書の象牙装幀板》（ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. lat. 50）（図 4-42）の中
央及び左右のパネルでは、縦長の形状のアーチに支えられるように人物像が立像が表されている。更に、
オム・アルカードの形式は人物像の立像のみに用いられたものではなかった。カール大帝宮廷派による象
牙浮彫《ハラハシュの二連板11》（ケルン、シュニュットゲン美術館寄託、図 4-43）では、四福音書記者、
「受胎告知」、「キリストの降誕」、「磔刑」、「聖墳墓参り」のそれぞれが、アーチ列を枠組みとしている。
特に最上段の四福音書記者は、建築枠の下で二人ずつ対になって向かい合い座っているという点で、《コル
ビー詩編》の第 50編の「ダヴィデのもとを訪れるナタン」に近い構図をとっている。向かい合う人間像が
建築モティーフを枠として持ち、一方が立像で、一方が座像で表される例は、同時代の写本画が例として
挙げられる。《リウィヌス福音書12》（ゲント、シント・バーフ大聖堂、Ms. 13）の『ヨハネによる福音書』
冒頭の全頁大挿絵（fol. 145v, 図 4-44）では、挿絵の枠取りと一体化した建築枠の下に、書物を手にした福
音書記者ヨハネと玉座のキリストが表されている。コルビーの画家は、図像の手本としては《クルドフ詩
編》や《パリ詩編》のような、玉座のダヴィデのもとを訪れる預言者ナタンの挿絵を参考にしながらも、
イニシアルMを用いて「ダヴィデのもとを訪れる預言者ナタン」という主題を絵画化する為に、この《リ
ウィヌス福音書》に見られるような構図の挿絵を手本としたのであろう。《コルビー詩編》第 50編では、
左右対称の文字へのオム・アルカードの移植によって、ダヴィデとナタンの二人のみによる図像が新たに
創出されているのである。イニシアルMを建築枠のように用いてオム・アルカードの形式で人物像を表す
イニシアルは、後期オットー朝の《ヴェルデン詩編》第 131編（図 4-45）や、ロマネスクの《セント・オ
ルバンズ詩編》の聖母マリアのカンティクム（図 4-46）等、11世紀以降の写本に現れるようになる。 
 
D) モーセのカンティクム II イニシアル A「モーセによる後継者ヨシュアの任命」 
 モーセのカンティクム IIのイニシアル A（図 4-47）は、二人の人物像による形象イニシアルによって、
『申命記』第 32章 1-43節の抜粋であるモーセの歌に関連する内容が視覚化されている。デゾブリーやク
ーダーは、このイニシアルAの図像が、死を前にしたモーセによる後継者ヨシュアの任命を主題としたも
のとしている13。実際に、『申命記』のモーセの歌の後に続く第 34章 9節、及び『民数記』第 27章 18-23
                                                      
10 H. フォション／辻佐保子訳『ロマネスク彫刻：形態の歴史を求めて』中央公論社 1975年、84頁。尚、オム・アル
カードが中世の人物像彫刻の復活に際して担った重要性については越氏が以下で論じている。越宏一『ヨーロッパ中
世美術講義』（岩波セミナーブックス82） 岩波書店 2001年、29-33頁; 同著『中世彫刻の世界―ヨーロッパ美術史
講義』（岩波セミナーブックスS8）岩波書店 2009年、40-42頁。 
11 同象牙二連板の詳細については、以下を参照。KAHSNITZ 2010, 65ff, Nr. 8; Exh. Cat. AACHEN 2014, Bd. 3, Kat. Nr. 2, 
175-177. 
12 《リウィヌス福音書》の全頁大挿絵は、古代末期の手本が想定されている。同写本の詳細については、以下を参照。
Exh. Cat. PADERBORN 1999, Bd. 2, Kat. Nr. 434, 265f; Exh. Cat. AACHEN 2014, Bd. 3, Kat. Nr. 24, 250-253. 
13 DESOBRY 1974, 112; KUDER 1977, 124-125. 
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節では、モーセが後継者の指名に際してヨシュアの頭に手を置くという記述が複数あることから、このイ
ニシアルがモーセによるヨシュアの任命を表した物語イニシアルであると考えて良いだろう。 
 他の詩編付き写本では、《コルビー詩編》のモーセのカンティクム II と同様の、ヨシュアの頭上に手を
置くモーセという図像は観察出来ない。《ユトレヒト詩編》では、モーセはひとり丘の上に書物を手にして
立ち（図 4-48）、《シュトゥットガルト》詩編にはカンティクムが収録されていない。クーダーは『詩編』
ではなくビザンティンの『八書』写本の同主題の挿絵を手本として、イニシアルAの形状に合わせて翻案
されたという仮説を立てている14。しかしビザンティン写本の『八書』の「モーセによる後継者ヨシュア
の任命」の挿絵（ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. gr. 746, fol. 432v, 図 4-49; ヴァティカン、教皇庁図書
館、Vat. gr. 747, fol. 212v, 図 4-50）では、ヨシュアは武装した姿で表され、モーセはヨシュアの頭上に手を
乗せるのではなく、肩に触れている。《コルビー詩編》のイニシアル A のモーセとヨシュアが、これらの
ギリシャ語写本の挿絵と同様の手本に遡るとは考え難い。 
 《コルビー詩編》のモーセの、祝福或いは対話の身振りを示す手を頭上に置くという図像は、寧ろ洗礼
を表すものに近い。洗礼者ヨハネによるヨルダン川でのイエスの洗礼（）の場面は、キリスト教美術の誕
生以降、その多くがヨルダン川に身を浸すイエスとその頭上に手を置くヨハネによって絵画化されてきた。
5世紀後半のラヴェンナの正教徒洗礼堂の円蓋モザイク（図 4-51）では、洗礼者ヨハネはイエスに直接触
れるのではなくその頭上に皿をかざしているが、アリウス派洗礼堂の円蓋モザイク（図 4-52）では、洗礼
の水は鳩の嘴から流れており、洗礼者ヨハネは手でイエスの頭部に直接触れている。カロリング朝期のイ
エスの洗礼図像も、洗礼者ヨハネがイエスの頭に触れるものが主流であったと考えられる。《ドロゴ典礼書
の装幀板》の象牙浮彫では、9つに区切られた方形の区画にそれぞれキリスト伝が表されているが、「キリ
ストの洗礼」ではヨルダン川を表す盛り上がった水に半身を浸すイエスの頭に、向かって左手に立つ洗礼
者ヨハネが手で触れている（図 4-53）。9世紀後半の水晶のインタリオ（図 4-54）では、十字ニンブス付き
のイエスの頭部に洗礼者ヨハネが手を置く形で、洗礼場面が表されている。《コルビー詩編》の画家は、イ
ニシアルAという二人の人物像を組み合わせるのに適した文字の形状に合わせ、モーセの歌の後に続く『申
命記』第 34章 9節のモーセによるヨシュアの後継者任命場面を形象イニシアルとして表そうとした際に、
手を頭上に置くという言葉を契機として、洗礼の図像を参考にしたのであろう。 
 モーセから後継者としての任命を授けられるヨシュアを、洗礼者ヨハネから洗礼を受けるイエスの図像
で表すという引用は、ヌンの息子ヨシュアがイエスと結びつけられた、予型論的解釈から説明される。ヨ
シュアという名はヘブライ語のイエスであり、教父哲学の誕生以降、ヨシュアは旧約に於けるイエスの予
型と見做された。早くは 2世紀のギリシャのユスティノスが、ヨシュアをイエスの予型と見なしている15。
文字の形状に合わせてモーセとヨシュアを視覚化しようとした《コルビー詩編》の画家は、予型論的解釈
                                                      
14 KUDER 1977, 126. 
15 ユスティノスは『ユダヤ人トリュフォンとの対話』に於いて、ヨシュアとイエスの予型と見なしている。FARBER, 
Zev: Images of Joshua in the Bible and their Reception, Beihefte zur Zeitschrift für die alttestamentliche Wissenschaft, Bd. 457, 
Berlin 2016, 300. 
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を経由し、洗礼者ヨハネによるイエスの洗礼場面から図像を借用したのである。 
 
E) 詩編第 129編イニシアル D「海中へ投じられるヨナ」 
 預言者ヨナが海中へ投じられて海獣に飲み込まれる場面を表した、詩編第129編のイニシアルD（図4-55）
は、《コルビー詩編》の中でも最も有名なイニシアルと言えるだろう。鱗のある細長い胴体をうねらせる海
獣と預言者らの乗る船、そして海中へ投げ落とされる預言者ヨナといったモティーフを繋いで構成された
この形象イニシアルは、古代末期以来の「ヨナと海獣」の図像伝統から容易に主題を特定することが出来
る。詩編第 129編には預言者ヨナに関する記述は無いが、 “De profundis clamavi adte, Domine（主よ、我深
き淵より汝に向かいて叫び奉る）” という言葉から、船の上から海中へと落とされ海獣の腹の中で三日三
晩祈りを捧げた預言者ヨナ（『ヨナ書』第1-2章）が連想され、物語イニシアルの主題として選ばれている。 
詩編第 129編と海中へ投げ落とされる預言者ヨナとの結びつきは、クーダーが指摘したように、アウグ
スティヌスやカッシオドルス、大グレゴリウスといった西方の教父らによる詩編への注解では一般的であ
ったものの、東方の教父らには知られていなかった16。コルビー修道院の図書室や写字室では、少なくと
もアウグスティヌスやカッシオドルス『詩編注解』写本を所蔵或いは制作していたので17、この結びつき
は《コルビー詩編》の画家にとっても馴染みのあるものであったと考えてよいだろう。 
 詩編第 129編の挿絵として、「深き淵より」という章句から連想される預言者ヨナと海獣に関する物語場
面を選択する習慣は、初期中世の挿絵付き詩編写本では必ずしも一般的ではなかった。同時代の《ユトレ
ヒト詩編》では同箇所には深淵から神に向かって呼びかける「我」の姿が逐語的に表されている（図 4-56）。
『ヨナ書』を典拠とする物語場面を引用することで、詩編内容を章句からの連想によって視覚化するもの
は、現存する挿絵付き詩編写本では《コルビー詩編》の他には《シュトゥットガルト詩編》（図 4-57）の
みであり18、ここでは預言者ヨナが海獣に飲に込まれる場面ではなく、三日三晩海獣の腹中で祈り続けた
後に無傷で吐き出される場面が選択されている。《シュトゥットガルト詩編》では《コルビー詩編》と同様
のヨナが海中へ投じられる場面を表した挿絵は、第 68編（図 4-58）に表されており、ここでも “Infixus sum 
in limo profundi et non est substantia. Veni in altitudinem maris; et tempestas demersit me（我深き処の泥にはまり、
足の踏処もなし。我海の深みに落ち入りたるに、あらし我を沈めたり）”という第 3節を、そこから連想さ
れ得る預言者ヨナの物語によって表している。ビザンティンの詩編写本では第 129詩編編にこの主題を持
つものは無いが、ヨナのカンティクムではしばしばヨナと海獣の物語が挿絵として表された。《コルビー詩
編》や《シュトゥットガルト詩編》では、深みからの祈りの視覚化としてこの主題が選択されているので
ある。《クルドフ詩編》のヨナのカンティクムでは、巨大な海獣の腹中で祈りを捧げるヨナが表されており
                                                      
16 KUDER 1977, 116.   
17 例えばコルビーで制作ないし所蔵された『詩編注解』写本として、アウグスティヌスによるパリ、国立図書館、Ms. 
lat. 12171-12183, 17451, Nouv. Acq. 1628, ボルドー、市立図書館、Ms. 28が挙げられる。カッシオドルスによるものは、
パリ、国立図書館、Ms. lat. 12239-12241, パリ、サント＝ジュヌヴィエーヴ図書館、Ms. 55が挙げられる。 
18 KUDER 1977, 116. 
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19（図 4-59）、《パリ詩編》では海獣から吐き出されるヨナと祈りを捧げる人物（ヨナ？）が絵画化されて
いる（図 4-60）。《テオドロス詩編》では《クルドフ詩編》のように海獣の中で祈りを捧げるヨナと吐き出
されるヨナ、《パリ詩編》のように神の手に向かって祈る人物が同時に表され（図 4-61）、《バルベリーニ
詩編》では海中へ投じられる場面と海獣から吐き出される場面が同時に描かれている（図 4-62）。《バルベ
リーニ詩編》を除いて東方の詩編写本では、《シュトゥットガルト詩編》のように単に海中へ落され吐き出
される預言者の物語を引用するだけでなく、腹の中で祈る預言者の姿や、神に祈りを捧げる人物を描くこ
とで、祈りと救済に重点が置かれていることが分かる。この東方詩編写本に於ける祈りの行為の重視は、
《コルビー詩編》の同主題にも観察される。《コルビー詩編》の「海中へ投じられる預言者ヨナ」のイニシ
アルDでは、《シュトゥットガルト詩編》の第 68編の挿絵とは異なり、預言者が胸の前で小さくオランス
の身振りを示しており、祈りの行為の視覚化という点では東方の詩編写本のヨナの挿絵と共通していると
言えるだろう20。 
 預言者ヨナが海中へ投げ落とされ、海獣に飲み込まれた後に祈りを捧げたことで無傷で吐き出されると
いう『ヨナ書』の物語は、死の三日後に復活したキリストの予型として古代末期以来、石棺彫刻やカタコ
ンベの壁画といった葬祭美術を中心として頻繁に表された主題である。3世紀の《ヨナの石棺》（図 4-63）
では、ヨナの眠る場面や船上から海中へ落とされる場面、そして吐き出される場面がフリーズ状の浮彫で
展開されている。アクイレイア大聖堂の舗床モザイクでも、「海中へ投じられるヨナ」（図 4-64）ローマの、
「海獣から吐き出されるヨナ」（図 4-65）、「木陰で眠るヨナ」など預言者ヨナに関する複数の場面が表さ
れている。同様の図像は、ローマの「サン・ピエトロ・エ・マルチェリーノサン・ピエトロ・エ・マルチ
ェリーノのカタコンベの穹窿壁画にも見出すことが出来る（図 4-46, 4-67）。巨大な海獣が口を開けて待つ
海中へ同乗者によって船から投げ落とされる預言者ヨナの図像は、遅くとも 3 世紀には成立していた。4
世紀初頭には、アクイレイア大聖堂の床モザイクのように（図 4-64）海中へ投じられる預言者ヨナの頭部
が既に海獣に飲み込まれている図像があり、《コルビー詩編》や《シュトゥットガルト詩編》の画家が手本
としたのは、こうした古代末期のヨナの図像であったと考えられる。《コルビー詩編》では海獣に飲み込ま
れるヨナが胸の前で小さくオランスの身振りを示しているが、預言者ヨナの祈りの視覚化もまた、古代末
期の例に見ることが出来る。サン・ピエトロ・エ・マルチェリーノのカタコンベの海獣から吐き出される
ヨナがオランスのポーズを見せており、クリーヴランド美術館所蔵の3世紀後半のヨナの大理石彫刻群（図
4-68 - 4-70）には、海獣に飲み込まれる場面、海獣から吐き出される場面に加え、オランスのポーズで祈る
ヨナを表した単身の彫像（図 4-70）が含まれている。ビザンティン写本が海獣の腹の中で祈るヨナや、祈
りを捧げるヨナを物語場面に追加して表していたのに対して、《コルビー詩編》では海中に投じられ飲み込
まれる場面に祈りの行為を同時に担わせている。 
                                                      
19 高氏は《クルドフ詩編》のカンティクムの、ヨナが海獣の腹の中で祈るという図像は、《クルドフ詩編》の画家によ
る創意であるとしている。高 2007, 25-26頁。 
20 クーダーは、《コルビー詩編》の「海中へ投じられるヨナ」の図像が、古代末期の手本と東方の詩編写本との双方を
手本としていると推測している。KUDER 1977, 119. 
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 文字体を怪獣に見立てて「海中に投げ落とされるヨナ」の物語イニシアルとする着想は、詩編第 129編
の「深き淵より」という章句によってヨナの物語が連想されたことに加え、リボン状の文字を魚や人魚と
いった水棲動物の代替モティーフで構成するという、本写本に先立つ 8世紀末の写本に於いて、既に先例
があったからである。形象イニシアルを多く持つ《ジェローヌの典礼書》には、イニシアルCがヨナの物
語と思われる、男性の頭部を口から吐き出す魚の形象イニシアルが見出せるだけではなく（図 4-71）、イ
ンキピット・ページの短縮記号を、曲がりくねる人面の魚による代替モティーフで表す例（図 4-72）や、
イニシアルUDの連結文字を、色鮮やかな鱗のあるセイレーンの胴体で構成する例を確認することが出来
る（図 4-73）。これとよく似た例は、《カール大帝の詩編》の二股のセイレーンのイニシアル D（図 4-74）
でも見ることが出来る。《コルビー詩編》のヨナの物語イニシアルは、単にテクストからの要請だけではな
く、先行する写本の文字装飾の常套手段にも動機付けられて成立したのである。 
 
F) ザカリアのカンティクム イニシアル B「ザカリアへのお告げ」 
 ザカリアへのカンティクムのイニシアルB（図 4-75）は、図像を包囲するイニシアルとして二つの開口
部にそれぞれ人物像による図像表現が見られる。上段では右手で祝福を示し左手には書物を開いた、キリ
ストと思われる正面観のニンブス付き人物の胸像が、下段では祭壇のようは箱形モティーフの左右に立つ
香炉を手にした人物と祝福或いは対話の身振りを示す天使が表されており、「ザカリアへのお告げ」（『ルカ
による福音書』第 1章 5-25節）の場面であると分かる。ザカリアのカンティクムは『ルカによる福音書』
第 1章 67-79節のザカリアによる賛歌の抜粋であり、洗礼者ヨハネ誕生の後、ザカリアがガブリエルのお
告げに従い幼子をヨハネと名付け、預言者となることを人々の前で預言する場面が歌われている。従って、
《コルビー詩編》のイニシアルは、イニシアルの後に続くカンティクムの内容を直接挿絵としたものでは
なく、隣接する物語場面によって詩編内容を連想させている。 
カンティクムの内容がエリザベトの受胎を歌ったものではない為、挿絵付き詩編写本では通常、このザ
カリアのカンティクムには挿絵として「ザカリアへのお告げ」という主題は選ばれなかった。《ユトレヒト
詩編》では、画面向かって左手に洗礼者ヨハネの誕生が、中央には幼子ヨハネの頭上に手を置くザカリア
が描かれているが、エリザベトの受胎を告げる場面の描写は無い（図 4-76）。ビザンティンの余白挿絵詩
編写本のザカリアのカンティクムでは、例えば《クルドフ詩編》が幼子ヨハネを抱くザカリアが（図 4-77）、
《テオドロス詩編》では幕屋の前で香炉を手にし、幼子ヨハネを抱くザカリアが表されている（図 4-78）。
従って、《コルビー詩編》の同カンティクムの挿絵は、他の挿絵付き詩編写本の挿絵サイクルに倣ったもの
ではなく、詩編写本以外の手本から図像を借用しイニシアルに組み込んだ可能性が高い。 
「ザカリアへのお告げ」の図像を持つ初期中世の作例としては、例えば以下が挙げられる21。 
・《聖アウグスティヌスの福音書》（ケンブリッジ、コーパス・クリスティ・カレッジ、Ms. 286, 図 4-79, 4-80） 
                                                      
21 KUDER 1977, 132. 
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・《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』冒頭福音書記者著者像上部（図 4-81 – 4-84） 
・《ハーレー福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁（図 4-85, 4-86） 
・『福音書』写本断片（ロンドン、大英図書館、Ms. Cotton Claudius B.V., fol. 123v, 図 4-87） 
・《ドロゴ典礼書》イニシアルP（図 4-88） 
 これらの「ザカリアへのお告げ」を主題とする図像のうち、《コルビー詩編》と《ドロゴ典礼書》のみ、
ザカリアを祭壇の向かって左手に、天使を向かって右手に配置しており、その他の例は天使が左手に、ザ
カリアが右手に立っている。加えて、《コルビー詩編》と《ドロゴ典礼書》では香炉を持つザカリアの手が
下へ垂れているのに対し、《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》と《ハーレー福音書》、そして『福
音書』断片では、ザカリアは手を高く上げ香炉を突き出している。こうした点から、ケーラーが指摘する
ように22、《コルビー詩編》と《ドロゴ福音書》は《聖アウグスティヌスの福音書》やカール大帝宮廷派の
同主題とは別の系統の図像伝統に遡ることが想定される。 
 《コルビー詩編》と《ハーレー福音書》のイニシアルは、それぞれ異なる系統の図像を手本としながら
も、エリザベトの受胎を主の使いがザカリアに告げるという物語場面の挿絵をイニシアルに移植している
という点で共通している。《コルビー詩編》では、イニシアルという限定された空間に物語場面を表す為に、
ザカリアと天使という主要な人物像のみを大きく下段開口部に表し、幕屋の前で待つ群集を省略している。
上段にはエリザベトの受胎と洗礼者ヨハネの誕生を祝福するように、書物を開き祝福を示すキリストと思
しき人物像の胸像を表すことで、単に『ルカによる福音書』第 1章を典拠とする受胎告知の物語場面を引
用しただけではなく、 “Benedictus Dominus Deus Israel（祝すべきかな、主なるイスラエルの神）” という
ザカリアのカンティクムの冒頭の章句を反映している。《ハーレー福音書》でも同様に、イニシアル Q の
開口部という限定された空間の故に、幕屋の外でザカリアを待つ群集は省略されている。そして文字体の
左右に取り付けられたメダイヨンにマリアとエリザベトの胸像が、開口部のザカリアと天使の場面へと視
線を注いでおり、『ルカによる福音書』で「ザカリアへのお告げ」の後に記述されるマリアとエリザベト双
方の懐胎を暗示させる、象徴的なイニシアルとなっている。《コルビー詩編》と《ハーレー詩編》では、イ
ニシアルの形状に即した装飾システムに図像を適合させる為に、手本にはあっただろうモティーフを省略
し、よりテクストの内容を反映させた図像へと変えているのである。 
 
G) 詩編第 122編イニシアル A「訪問」 
 詩編第 122編のイニシアルA（図 4-89）は、二人の人物像の身体によって文字が構成される形象イニシ
アルである。ニンブスのある二人の女性が、互いに向かい合い手を差し出し抱擁している姿は、聖母マリ
アのエリザベト訪問を表す図像と考えるのが妥当であろう。「訪問」を主題とする、互いに腕を差し出し抱
                                                      
22 KOEHLER, Wilhelm: An Illustrated Evangelistary of the Ada School and its Model, in: Journal of the Warburg and Courtauld 
Institutes 15, London 1952. 
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擁する二人の女性の図像は、例えば同じカロリング朝期の《エマイユの十字架型聖遺物箱23》（ヴァティカ
ン、市立美術館、Inv. No. 61881）の幼児キリスト伝を表すうちの一場面（図 4-90）でも、「訪問」が《コ
ルビー詩編》第 122編のイニシアルとよく似た図像で表されている。 
 詩編第 122編には、聖母マリアのエリザベト訪問に関連するものではなく、この箇所の挿絵として「訪
問」を描いた詩編写本は残されていない。カロリング朝期の西欧の詩編写本では、《ユトレヒト詩編》がで
は栄光のキリストを見上げる人々と、主人夫妻に感謝を示す人々、幕屋の中で奢る人々とそれを非難する
人々、そしてその情景をキリストに指し示す詩編著者が表されており24（図 4-91）、《シュトゥットガルト
詩編》では上方を》仰いで両手を差し出し祈る二人の男性が挿絵とされている（図 4-92）。一方ビザンテ
ィンの挿絵付き詩編写本の殆どでは、第 122 編に挿絵が無い25。これらのことから、少なくともカロリン
グ朝期には、詩編の同箇所には決まった図像を表す伝統が存在しなかったことが推測される。 
 聖母マリアのエリザベト訪問という主題と関連しうる詩編第 122編の章句は、以下の通りである。 
 
Canticum graduum. Ad te leavi oculos meos, qui habitas in caelis. Ecce sicut oculi sevorum in minibus 
dominorum suorum; sicut oculi ancillae in amnibus dominae suae: ita oculi nostril ad Dominum Deum 
nostrum, done misereatur nostril. 
階の歌。我汝に向かいてわが目を挙げたり、天に住み給う者よ。視よ、下僕等の眼がその主人
の手に向かうが如く、下婢等の眼がその女主人の手に向かうが如く、然、我等の眼も主我等の
天主に向かいて、その我等を憐み給わん時を俟つなり。 
〔宮詣での歌。あなたに向かって、私は目を挙げる、天に座する方よ。見よ、奴隷たちの目が
主人たちの手に向かうように、女奴隷の目が女主人の手に向かうように、われらの目はわれら
の神ヤハウェに向かう、かれらがわれらを憐れむまで。〕 
詩編第 122編 1-2節 
 
クーダーやプリアムが推測しているように、ここでは「下婢」や「女主人」という女性を指す言葉に関連
して、聖母マリアとエリザベトによる物語場面が選択されていると考えられる26。コルビーの写本画家は
                                                      
23 《エマイユの十字架型聖遺物箱》は教皇パスカリス I世（在位817-824年）がラテラノ宮の至聖所に奉納した聖十字
架の聖遺物を収めていた容器であり、幼児キリスト伝が表されている。エマイユの聖遺物箱は、更に銀の容器に収め
られていた。については以下を参照。THUNØ, Erik: Image and Relic: Mediating the Sacred in Early Medieval Rome, Rome 
2002. 
24 鼓2006年、376頁。 
25 DUFRENNE 1978, Ps. 122. 
26 クーダーは「訪問」と詩編テクストとの関連について、a) 「階の歌」という当該詩編の標題ともなっている冒頭の
言葉と、『ルカによる福音書』第1章39節の “Exsurgens autem Maria in diebus illis, abiit in montana cum festinatione, in 
civitatem Juda（日ならずしてマリア立ちて山地なるユダの町に急ぎ行きしが）” が結びつけられたという説、b) 第2
節の「下婢」や「女主人」という言葉にから、神の下婢たる聖母に関連する物語場面を、文字の形状に合わせて表す
為に「訪問」を選択したという説、そして c) 「下婢等の眼がその女主人の手に向かうが如く」という言葉と、二人の
聖女エリザベトと聖母マリアが結びつけられたという、三つの仮説を立てている。KUDER 1977, 128-129. プリアム
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詩編の章句から、まず聖女に関する主題を候補とし、モーセのカンティクム IIの「モーセによる後継者ヨ
シュアの任命」と同様の形象イニシアルとして詩編内容を表す為に、文字の形状に適合する図像伝統のあ
った「聖母マリアのエリザベト訪問」を選択したのであろう。ここでは、詩編の章句と文字の形状との双
方が、物語イニシアルの主題を決定する要因となっているのである。 
 「聖母マリアのエリザベト訪問」（『ルカによる福音書』第 1章 39-56節）は、キリストや洗礼者ヨハネ
の誕生に関わる物語のひとつとして、聖母マリア伝やキリスト伝、洗礼者ヨハネ伝などで頻繁に絵画化さ
れた主題である。訪問場面を表す初期中世の図像の多くの例は、《コルビー詩編》と同様、二人の女性が向
かい合い抱擁する姿で表された。例えば 6世紀半ばの象牙浮彫《サン＝リュピサン福音書象牙装幀版27》（パ
リ、国立図書館、Ms. lat. 9384）の左パネル下段（図 4-93）では、二人の女性が祝福或いは対話の仕草を示
す姿で「訪問」が表されている。インスラーの石彫十字架《ラズウェルの石彫十字架》では、聖母マリア
とエリザベトは側面観に近い形で向かい合い、互いに手を差し出し抱擁している（図 4-94）。制作地につ
いて議論の多い 8 世紀後半の《ヘヌエルス＝エルデレンの象牙装幀板》（図 4-95）の下段では、ニンブス
付きの二人の聖女がしっかりと抱擁しており、《コルビー詩編》のイニシアル A とよく似た二等辺三角形
のシルエットを形成している。この図像は、カロリング朝期の写本や工芸でも殆ど変らず受け継がれてい
る。カール大帝宮廷派写本の《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》の『ルカによる福音書』扉絵の
イニシアル頁では、 “Quoniam” のイニシアルQに続くOも、その開口部に図像が表されている（図4-96）。
ユダの街を表すと思われる城壁のような建築モティーフを前に抱擁し頬を寄せる二人の女性によって「訪
問」が表されている。9世紀中葉のメッス派の象牙装幀板28（フランクフルト、ゲーテ大学図書館、Ms. Barth. 
180, 図 4-97）や、《象牙製のシトラ》（ニューヨーク、メトロポリタン美術館、Acc. No. 13.190.45）の一場
面（図 4-98）は、聖母マリアとエリザベトが完全に側面観で抱擁し口づけを交わす「訪問」図像を示して
いる。抱擁だけではなく口づけを交わす「訪問」の図像は、ビザンティンの詩編写本にも観察出来る。例
えば《クルドフ詩編》（図 4-99）や《バルベリーニ詩編》の余白挿絵（図 4-100）では、「憐憫と真実と互
に相迎え、正義と平和と接吻したり」という詩編第 84編 11節の章句を、ユダの街を表す建築モティーフ
の前で抱き合い頬を寄せ口づけを交わす「訪問」という主題によって視覚化している。これらの初期中世
の「訪問」図像と比較すると、《コルビー詩編》の「訪問」のイニシアル A の二人の女性は完全な側面観
で互いに抱擁し見詰め合っているが、接吻を交わしていないことが分かる。《クルドフ詩編》や《バルベリ
ーニ詩編》が詩編第 84編の「接吻」という言葉を反映しているように、《コルビー詩編》では第 122編の
                                                                                                                                                                               
は《コルビー詩編》の「訪問」に於いて、マリアとエリザベトが互いに視線を交わすことで主を仰ぎ見ているのだと
している。PULLIAM, Heather: "The Eyes of the Handmaid": the Corbie Psalter and the Ruthwell Cross' in: Listen O Isles unto Me: 
Studies in Medieval Word and Image in Honour of Jennifer O'Reilly (ed. by MULLINS, E./ SCULLY, D.), Cork 2010, 260-262. 
27 《サン＝リュピサン福音書象牙装幀板》については、以下を参照。VOBACH, Wolfgang Fritz: Elfenbeinarteiten der 
Spätantike und des frühen Mittelalters, 3. Aufl., Mainz am Rhein 1976, Nr, 145; LOWDEN, John: The Word Made Visible: the 
Exterior of the Early Christian Book as Visual Argument, in: The Early Christian Book (ed. By KLINGSCHIRN, William E/ 
SAFRAN, Linda), Washington D. C. 2007, 40ff. 
28 『読誦集』写本に取り付けられた象牙装幀板であり、写本自体は13世紀のものであるが、象牙装幀板はメッス派の
ものが取り付けられている。 
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「我等の眼も主我等の天主に向かいて」等の「眼」という言葉を重視して、頬を寄せ接吻をするという行
為ではなく視線を交差させることで、単なる『ルカによる福音書』第 1章からの物語の引用ではなく、詩
編の章句に対応した図像へと僅かな変更を加えているのである。 
 
H) ハバククのカンティクム（ウルガータ版）イニシアル D「降誕」 
 《コルビー詩編》にはハバククのカンティクムが 2編収録されており、一方はウルガータ版、一方は古
ラテン語版で書かれたものである。前者のイニシアルD（図 4-101, 4-102）は物語イニシアルとして、飼葉
桶の幼子イエスとそれを覗き見る牡牛と驢馬、そしてニンブスのある人物と鳥から成る「キリスト降誕」
の図像が与えられている。 
 預言者ハバククのカンティクムは、『ハバクク書』第 3章 2-19節のハバククの賛歌を抜粋したものであ
り、ウルガータ版のハバククのカンティクムには、新約聖書のキリスト降誕に関連する記述は無い。ハバ
ククのカンティクムとキリストの降誕図像を結びつけるのは、七十人訳聖書のハバククのカンティクムの
テクストである。ウルガータ版ラテン語聖書のハバククのカンティクム第 2節 “in medio annorum vivifica 
illud（この幾年の間に活かし給え）” は、七十人訳ギリシャ語聖書では “ἐν µέσῳ δύο ζῴων γνωσθήσῃ（ふた
つの生物の間で聞き給え29）” と書かれている。クーダーは、アウグスティヌスら西方の教父によってこ
の七十人訳の「ふたつの生物」がキリスト降誕の牡牛と驢馬と見なされ、且つハバククのカンティクムが
このイニシアルの主題選択の要因となったとしている30。「キリスト降誕」の物語イニシアルから始まるウ
ルガータ版のハバククのカンティクムには「二つの生物の間で聞き給え」という章句は無いが、同写本に
は古ラテン語版のハバククのカンティクムも同時に収録されており、そこでは七十人訳聖書と同様、第 2
節に “in medio duorum animalium cognosceris（二つの生物の間で聞き給え）” という章句がある（fol. 133v）。
《コルビー詩編》の画家が何故、ウルガータ版のカンティクムに古ラテン語版の内容を反映させているか
は不明だが、少なくともこの「二つの生物」という言葉を挿絵画家が知り得たことは確かである。 
 現存する詩編写本で、ハバククのカンティクムに「キリストの降誕」図像を挿絵として表しているもの
は《ユトレヒト詩編》のみである31。《ユトレヒト詩編》（図 4-103）では、画面中央の磔刑図を中心として
「受胎告知」から「昇天」までのキリスト伝が展開されており、そのうちのひとつとして飼葉桶のキリス
トによる降誕図が表されているが、これは第2節ではなく第 13節を反映したものであるとされている。更
に《ユトレヒト詩編》の降誕図では、飼葉桶の幼児キリストはごく小さく描かれており、《コルビー詩編》
の大きな目を持つ牡牛と驢馬を伴う目を見開いた幼児キリストによる降誕図とは異なっている。ハバクク
                                                      
29七十人訳ギリシャ語聖書の以下の英語訳から訳出した。BRENTON, Lancelot Charles Lee , Sir: The Septuagint with 
Apocrypha: Greek and English, Peabody 1986. 
30 KUDER 1977, 135-136. クーダーはこの他に、ローマの聖務日課書の降誕祭の聖務日課でハバククのカンティクムの
冒頭が引用されたことも、《コルビー詩編》のイニシアルの主題決定の一因としている。 
31 ビザンティンの詩編写本にも、ハバククのカンティクムに飼葉桶のキリストを表したものは無い。詳細は以下を参
照。KUDER 1977, 137; DUFRENNE 1978, Canticum Habacuc. 
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のカンティクムに降誕図を表すという伝統はカロリング朝期に皆無ではなかったものの、《コルビー詩編》
と《ユトレヒト詩編》では降誕図を挿絵とした動機が異なると考えられる。 
 飼葉桶の嬰児キリストによる「降誕」図像は、『ルカによる福音書』第 2章 1-20節を典拠とするが、牡
牛と驢馬についての記述が登場するのは、8-9 世紀に編纂されたとされる『偽マタイ福音書』に於いての
ことである32。カロリング朝期には既にキリスト伝の一部として、牡牛と驢馬を伴う飼葉桶のキリストと
いう降誕図像が成立し、定着していた。カール大帝宮廷派による《ロルシュ福音書象牙装幀板》のマリア
の面（表面、ロンドン、ヴィクトリア＆アルバート美術館、Inv. No. 138-1866, 図 4-104）では、横長のパ
ネルの形状に沿って表された廐の中に、飼葉桶に横たわるキリストとそれを覗く牡牛と驢馬が表され、そ
の左手には横たわるマリアと頬杖をつくヨセフが配されている。ほぼ同様の構図は、同じくカール大帝宮
廷派の象牙浮彫《ロンドンの象牙二連板》の「降誕」（図 4-105）でも用いられている。ここでは廐モティ
ーフは省略されているものの、飼葉桶に横たわるキリストと牡牛と驢馬、そしてマリア王画像とヨセフの
座像で場面が構成されている。《エマイユの十字架型聖遺物箱》の中央部分（図 4-106）でも、飼葉桶のキ
リストと身を横たえたマリアが並んでおり、その右下に小さくヨセフが配されている。カロリング朝期の
飼葉桶のキリスト降誕図は多くの場合、マリアとヨセフを伴うのが通例であった。ケルン所蔵の《ハラハ
の象牙二連板》の左側中央パネル（図 4-107）では、天使の祝福する前で牡牛と驢馬が覗く中に、布に包
まれた嬰児キリストが横たえられ、その左右にマリアとヨセフが対称構図で配される。天使というモティ
ーフが加えられた他、マリアが横臥像ではなく座像で表されている点が他とは異なるが、降誕場面を構成
する主要モティーフはそのほかの例と大きな差がない。飼葉桶のキリストが聖母マリアやヨセフを伴わな
いものは通常、隣接する場所にマリアとヨセフ、或いはその他の副次的人物が表されている。メッス派の
象牙浮彫（図 4-108）では、幾つかの区画に区切られたパネルの上段に、ヨセフと横たわるマリア、そし
て助産婦らしき人物像が、下段に飼葉桶の嬰児キリストと牡牛と驢馬とが、上下に分けて配されている。
《ドロゴ典礼書》の降誕祭のイニシアルC（図 4-109, 4-110）でも同様に、キリスト降誕に関する場面はひ
とつのイニシアルの中で複数に分けられている。文字体上部では牡牛と驢馬を伴う飼葉桶のキリストが、
そしてそのすぐ右手のセリフ部分の区画にはマリア横臥像と助産婦、頬杖をつくヨセフが配されている。
開口部の蔦の形成する円形空間内には羊飼いが、文字体下部のセリフの区画内には嬰児キリストの入浴が
表されている。 
《コルビー詩編》のハバククのカンティクムのイニシアルDでは、牡牛と驢馬、そして飼葉桶のキリス
トがイニシアルの円形部分の、ニンブスのある人物がアセンダーの代替モティーフとなっている。マリア
やヨセフを伴わない稀な降誕図像であることに加え、ニンブスのある人物が新たに付け加えられているこ
とが異例であり、《コルビー詩編》の画家がハバククのカンティクムに挿絵を与える際に、単に当時既に普
及していただろう降誕図をそのまま引用しなかったことが分かる。この図像の変更は次の二つの理由によ
                                                      
32 但し牡牛と驢馬を伴う飼葉桶のキリストによる降誕図像自体は、古代末期の作例にも見られる。例えばヴァティカ
ン市立美術館の2世紀の石棺や、ミラノのサン・タンブロージョ聖堂の4世紀の石棺等に既に現れている。 
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るものであろう。第一に、イニシアルDに形象イニシアルという装飾形式で物語化するにあたって、丸み
を帯びた飼葉桶を文字の円形部分に見立てると、マリアとヨセフの二人を表す余地が無かったということ
である。既に第 3章で論じたように、本写本のイニシアルでは人物像や動物といった文字を構成する個々
のモティーフが大きく、従って登場人物の多い複雑な物語挿絵を表すのには適さなかった。第二に、この
イニシアルの図像がハバククのカンティクム第 2節の七十人訳版、或いは古ラテン語版の「二つの生物の
間で聞き給え」という言葉を反映したものであるならば、詩編内容を視覚化するのに必要なモティーフは
牡牛と驢馬とに囲まれた飼葉桶の嬰児キリストであり、マリアとヨセフを伴う通常の降誕図ではなかった、
ということである。アセンダーの代替モティーフとされているニンブス付きの人物像は有翼ではなく、《ハ
ラハの象牙二連板》の降誕図のような祝福の天使とは考え難い。この人物は視線を朱書きされた標題 
“Canticum Habacuc Prophetae（預言者ハバククのカンティクム）” へと向けている。同様の人物像は《コル
ビー詩編》のイニシアルでは、例えば詩編第 30編のイニシアル I（fol. 25r, 図 4-111）等に多く見られる33。
この、“In finem. Psalmus David, pro extasi（終まで、ダヴィドの詩、我を忘れたる時に）” という詩編第 30
編の標題に視線を注ぎ、祝福或いは対話の仕草で後続のテクストを指し示す人物は、ディアデマから詩編
著者であるダヴィデと判断出来る。詩編或いはカンティクムの作者を表す標題を注視する、聖書の特定の
物語場面を典拠としない人物像が、その詩編或いはカンティクムの著者自身を表すならば、降誕を表すイ
ニシアル D のアセンダーを演じる人物像は、「汝の御業を活かし給え」或いは「二つの生物の間で聞き給
え」と神に祈る預言者ハバクク自身の姿であろう。 
 
I) シメオンのカンティクム イニシアル N「神殿奉献」 
 シメオンのカンティクムは『ルカによる福音書』第 2章 29-32節の、シメオンが幼子イエスを受け取り
祝福して述べた言葉を抜粋したものである。イニシアル N（図 4-112）は、十字ニンブス付きのキリスト
を支えるニンブスのある女性と男性とによる形象イニシアルとして表されており、図像は図像伝統からも
詩編写本の挿絵サイクルからも容易に、このカンティクムの前後に記述のある「神殿奉献」（『ルカによる
福音書』第 2章 22-35節）であると分かる。シメオンのカンティクムの挿絵に「神殿奉献」を主題とする
図像を描いている詩編写本は、例えば以下が挙げられる。 
・《ユトレヒト詩編》シメオンのカンティクム（fol. 74v, 図 4-113） 
・《クルドフ詩編》シメオンのカンティクム（fol. 163v, 図 4-114） 
・《テオドロス詩編》シメオンのカンティクム（fol. 163v, 図 4-115） 
・《ブリストル詩編》（ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 40731）シメオンのカンティクム（fol. 263v, 図 4-116） 
・《セント・オルバンズ詩編》（p. 395, 図 4-122） 
《ユトレヒト詩編》（図 4-113）では、三角破風を持つ神殿の前で幼児キリストを抱き差し出す聖母マリア
                                                      
33 本写本の同様のイニシアルについては、第3章3節B)-2)（図3-178 – 3-182）を参照。 
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と、祭壇の上でキリストを受け取るシメオン、そしてマリアの背後に犠牲の鳥を手にしたヨセフと、神殿
の前に預言者アンナと思われる人物が配されている。シメオンのカンティクムの挿絵として「神殿奉献」
という主題は、ビザンティンの詩編写本でも定番であった。《クルドフ詩編》（図 4-114）では天蓋のよう
な丸屋根を持つ神殿の前で聖母が幼児キリストをシメオンへと受け渡し、マリアの背後にヨセフが立って
いる。《テオドロス詩編》（図 4-115）でも同様に、簡素な建築モティーフによって表された神殿の前で、
マリアによって祭壇の上に差し出されたキリストと、それを受け取ろうとするシメオン、そしてマリアの
傍らのヨセフによって「神殿奉献」が絵画化されている。図像タイプがやや異なるのは《ブリストル詩編》
の同カンティクムの挿絵（ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 40731, fol. 263v, 図 4-116）であり、神殿の外
でシメオンに幼子イエスを受け渡すマリアの背後にヨセフが描かれていない点は、《コルビー詩編》の図像
と共通している34。カンティクムに挿絵を持つ《コルビー詩編》と同時代の西方の例が《ユトレヒト詩編》
以外に現存しない為に35、《コルビー詩編》の「神殿奉献」のイニシアルが詩編挿絵の伝統に従ったもので
あるのか、或いは写本画家がアドホックに主題を決定したのかは不明だが、いずれにせよシメオンのカン
ティクムのイニシアル N は、《コルビー詩編》のイニシアルの中でも、カンティクムのテクストと挿絵主
題との関連が最も明快なもののひとつと言えるだろう。 
 「神殿奉献」を主題とする現存する最古の図像は、ローマのサンタ・マリア・マッジョーレ聖堂の勝利
門モザイク（図 4-117, 4-118）である36。天使に導かれて幼子イエスを抱き神殿へと連れて行くマリア、預
言者アンナと対話するヨセフ（図 4-117）、手を布で覆い腰を落とし幼子イエスを崇敬するシメオンとその
背後に控える祭司ら、そして神殿の前に天使と犠牲のつがいの鳥とが表されており（図 4-118）、横に長い
フリーズ状の画面を利用して物語場面を雄弁に描写している。しかしカロリング朝期には「神殿奉献」図
像はサンタ・マリア・マッジョーレ聖堂のモザイクのように多くの副次的人物を伴うものではなく、先に
見た詩編挿絵の例のように、聖母マリアと幼子キリスト、シメオン、そしてヨセフとアンナから構成され
るものが支配的となっていた。《エマイユの十字架型聖遺物箱》の同主題の図像（図 4-119）では、祭壇の
上に差し出された幼児キリストを中心として、その左右にそれぞれマリアとヨセフ、シメオンとアンナが
配される、シンメトリカルな構図をとっている。《ドロゴ典礼書》（図 4-120）では、イニシアルOの開口
部に建築モティーフを中心として、幼子イエスとマリア、シメオン、そしてマリアの背後に立つヨセフと
アンナで同主題が表されている。初期中世からカロリング朝期までの「神殿奉献」図像では、聖母マリア
と幼子イエス、シメオンに加え、ヨセフとアンナを含むのが通常であった。これに対して、《コルビー詩編》
                                                      
34 この他にシメオンのカンティクムに「神殿奉献」を主題とする挿絵を表すビザンティン写本の例として、《バルベリ
ーニ詩編》、《ハミルトン詩編》が挙げられる。KUDER 1977, 140; DUFRENNE 1978, Cantique de Siméon. 
35 時代が下ったロマネスクの詩編写本の例では、《セント・オルバンズ詩編》のシメオンのカンティクムが、「神殿奉
献」を表す物語イニシアルを備えている（p. 395）。 
36 Von ERFFA, Hans Martin: Darbringung im Tempel, in: Reallexikon der deutschen Kunstgeschichte, Bd. 3, 1057-1076. サン
タ・マリア・マッジョーレ聖堂勝利門モザイクの「神殿奉献」図像については、以下を参照した。WILPERT, Joseph: Die 
römischen Mosaiken und Malereien der kirchlichen Bauten vom IV. bis XIII. Jahrhundert : unter den Auspizien und mit allerhöchster 
Förderung seiner Majestät Kaiser Wilhelms II., Freiburg im Breisgau 1917. Bd. 1, 480-483, Bd. 3, Taf. 57-60; 辻佐保子編『西欧初
期中世の美術』（世界美術大全集西洋編第7巻）小学館 1997年、7-373, 作品解説No. 10（名取四郎）。 
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のシメオンのカンティクムでは、主要人物、即ちマリアとシメオン、幼子イエスのみで形象イニシアルN
が構成されており、ヨセフとアンナ、そして祭壇までもが省略されている。 
 《コルビー詩編》の「神殿奉献」図像のヨセフとアンナの省略は、ハバククのカンティクムのイニシア
ルDと同様、文字の形状に合わせるという前提条件がその理由として挙げられるだろう。Nというアルフ
ァベットを構成するのは二つの柱身とそれを繋ぐひとつの対角線であり、3 人の人物像を代替モティーフ
とするのに適している。確かに、イニシアルNの中にヨセフとアンナの二人を組み入れることは、理論上
は可能であっただろう。同時代の《ユウェニアヌス・コデックス》（ローマ、ヴァリチェリアナ図書館、
Cod. B 25/2）の『ヨハネによる黙示録』冒頭 “Apocalypsis Jesu Christi” のイニシアルA（図 4-121）は、天
使を介して神から書物を授かるヨハネによる形象イニシアルとして構成されているが、文字の基本的な構
成要素が二つの対角線とクロスバーであるにも関わらず、ヨハネと天使、そして神の 3人の人物像を当て
はめている為に、文字の形状が歪められ判読性が失われている。ロマネスクの詩編写本の《セント・オル
バンズ詩編》のシメオンのカンティクムでも「神殿奉献」が主題とされており（図 4-122）、聖母マリアの
背後にアンナらしき女性像が表されているが、ここでは物語イニシアルであるにも関わらず最早文字の形
状は無視され、殆ど枠取り絵画となっている。第 3章で論じた通り、《コルビー詩編》では図像を包囲する
イニシアルや形象イニシアルといったその装飾形式に関わらず、個々のモティーフが大きく表される造形
的特質が見られる。特にイニシアルNでは、第 36編（図 4-123）や第 75編（図 4-124）のように、文字の
構成要素ひとつにつきモティーフひとつを与えて文字を形成する手法をとっており、3 人の人物像でシメ
オンのカンティクムのイニシアルNに図像を与えるということが、この写本画家に課せられた課題であっ
た。判読性を犠牲にすることなく、予め与えられた文字の形状という要請に応えてカンティクムの内容を
視覚化しようと試みた結果として、ヨセフとアンナを伴わない、聖母マリアとキリスト、シメオンの 3人
のみから成る「神殿奉献」図像が誕生したのである。 
 
 以上の物語イニシアルは、《コルビー詩編》のうちでも図像の示す主題の同定が容易であり、テクストと
の関連も明快である。しかしこれらのイニシアルはこれまで見てきた通り、詩編テクストの内容を直接的
に表すものであれ、或いは詩編の章句から連想される物語場面を表すものであれ、既存の図像をそのまま
引用するに留まってはいない。これらのイニシアルでは、詩編の章句を連想するのに必要な最低限のモテ
ィーフを、文字の形状に合わせて既存の図像伝統に変更を加え、詩編挿絵としての物語イニシアルとして
いるのである。 
 
 
 2 	 
 本写本の物語イニシアルには、詩編テクストの内容との関連が明快で主題の特定も比較的容易なものだ
 
 	
 
 147 
けではなく、必ずしも詩編或いはその他の聖書の特定のひとつの箇所を典拠とせず、ある物語場面という
よりは詩編内容を象徴的に表す、主題同定の困難なものも含まれる。以下では、これらの象徴的な図像を
示す本写本の物語イニシアルの幾つかを取り上げ、そのテクスチュアル・ソースや図像の生成の過程を論
じる。 
 
A) 詩編第 83編イニシアル Q「勝利者としてのキリスト／ミカエル」 
 詩編第 83編のイニシアルQ（図 4-125）は、竜のような生物とそれに十字杖を刺す人物による、形象イ
ニシアルと図像を包囲するイニシアルの混交型の物語イニシアルである。腹部で蜷局を巻き三又の尾を持
つ、古代神話のケートスのような水生動物がカウダの代替モティーフとなり、メダイヨンのような円形部
分の開口部にはニンブス付きの有翼の人物が浮遊し、頭部と片手をメダイヨンの外へ突出させて、水棲動
物の口元を槍のような十字杖で突き刺している。ビザンティンの写本を含め、第 83編にこのような図像を
持つ挿絵付き詩編写本は知られていない。クーダーはこの図像が、キリストを天使として表す例が本写本
の第 6編（fol. 5v, 図 4-126）に既に見られることから、このイニシアルQの人物像を天使としてのキリス
トとし、ライプツィヒ所蔵のカール大帝宮廷派による象牙浮彫37（ライプツィヒ、グラッシ工芸美術館、Inv. 
Nr. 53.50, 図 4-127）と同様の、詩編第 90編を典拠とする、動物を打ち負かす「勝利者キリスト」の図像
であるとした38。しかし、ライプツィヒの象牙浮彫が勝利者キリストを表したものであるのか、竜の退治
者としての大天使ミカエルを表したものであるのかは議論の余地がある上に39、《コルビー詩編》のイニシ
アルQは動物を打ち負かすキリストの一般的な図像とは大きく異なっている。 
 動物を打ち負かす「勝利者キリスト」は、詩編第 90編 13節 “Super aspidem et basiliscum ambulabis, et 
conculabis leonem et dravonem（汝は毒蛇と蝮との上を歩み、獅子と龍とを蹂躙らん）” を典拠とする図像で
あり40、悪の克服を象徴するものとして、初期中世以降、詩編だけでなく壁画や象牙浮彫等でも頻繁に絵
画化された。初期の例はラヴェンナの大司教礼拝堂のモザイク（図 4-128）に見出すことが出来る。ここ
ではローマ皇帝風の衣装に身を包み、片手に十字架を担ぎ、片手に開いた書物を示すキリストが、獅子と
竜を踏みつけて立つ「戦士としてのキリスト（Christus militans）」として表されている41。同様の図像は同
じくラヴェンナの正教徒礼拝堂のストゥッコ装飾（図 4-129）にも残されている。カロリング朝期にもこ
の獅子と竜を踏むキリストの図像が伝えられていたことは、写本画や写本装幀板に見られる多くの例が明
                                                      
37 Exh. Cat. AACHEN 2014, Bd. 3, Kat. Nr. 5, 187. 
38 KUDER 1977, 215-216. 
39 カースニッツはこのライプツィヒの象牙浮彫の人物像を大天使ミカエルとし、獅子と竜を踏む勝利のキリストと対
の二連板であったと推測している。KAHSNITZ, Rainer: Die Elfenbeinreliefs der Adagruppe. Hundert Jahre nach Adolph 
Goldschmidt. Versuch einer Bilanz der Forschung zu den Elfenbein Goldschmidt I, 1-39, in: Zeitschrift des Deutschen Vereins für 
Kunstwissenschaft, 64, 2010, 97. 
40 『ヘブライ詩編 Psalterium Hebraicum』では同箇所は “Super aspidem et viperam gradieris, Conculabis leonem et draconem
（あなたは獅子やコブラを踏み、若獅子や龍を踏みつける）” となっている。 
41 大司教館礼拝堂ナルテクスの「獅子と竜を踏むキリスト」は、凡そ下半分が後補である。越 2016年、115頁。その
他、同礼拝堂モザイク「戦士としてのキリスト」については以下を参照。BOVINI, Giuseppe: Ravenna: Mosaiken und 
Monumente, Ravenna 2006, 117-129. 
 
 	
 
 148 
らかにしている。《ヘヌエルス＝エルデレン象牙装幀板》（図 4-130）では、二人の天使を左右に伴うキリ
ストが十字杖を肩に担いで書物を手にし、四匹の獣を踏みつけている。これは、詩編第 90編 13節の四匹
の獣、即ち毒蛇（aspis）、蝮（basiliscus）、獅子（leo）、竜（draco）の全てを視覚化したものであろう。《オ
ックスフォードの象牙装幀板》（オックスフォード、ボドレアン図書館、Ms. Douce 176）の中央の区画（図
4-131）でも同様に、十字架を担いだキリストの足元には四匹の獣が表されている。《ロルシュ福音書象牙
装幀板》の背面の中央パネル（図 4-132）では、十字杖を担ぐ代わりに、左手に持った書物を右手で指し
示しているが、足元には《ヘヌエルス＝エルデレン象牙装幀板》や《オックスフォードの象牙装幀板》と
同様、足の下で踏みつけられた獅子と竜に加えて、毒蛇と蝮と思われる生物が足元に落ちている。これら
の例では、足元の生物の数や十字杖を肩に担いでいるか書物を指差しているかという違いがあるが、少な
くとも獅子と竜との二つの生物を踏みつけている、正面観に近い人物像として勝利者としてのキリストが
描かれているという点では共通している。しかし、《コルビー詩編》第 83編イニシアルQでは、天使は水
棲生物を踏みつけるのではなく、その上で浮遊している。 
 獅子と竜、或いはそれに加えて毒蛇と蝮とを踏みつける勝利者としてのキリストの図像は当然、詩編挿
絵でも用いられた。《コルビー詩編》では第 90編が現存しない為に、この箇所のイニシアルにどのような
図像が表されていたかは分からないが、時代の近い2点の挿絵付き詩編写本では、第 90編に動物を踏む勝
利者としてのキリストの図像が見られる。《ユトレヒト詩編》では、同図像が二箇所で登場する。獅子と竜
とを踏む神についての記述のある第 90編の挿絵（図 4-133）では、マンドルラの中で竜を表す蛇のような
生物と獅子とを踏みつけるキリストが描かれており、竜（draco）がカロリング朝期には蛇のような生物と
して描かれる例があったことを示している。詩編第 64編でも画面上部の山の上に、獅子と蛇のような生物
を踏むマンドルラを伴わないキリストが表されている（図 4-134）。第 64 編の「獅子と竜を踏む勝利者と
してのキリスト」は第 7節 “Ppraeparans montes in virtute tua, accinctus potentia（汝は御徳能によりて山々を備
え、権勢を帯び）” に対応することが、同写本の先行研究から明らかにされており42、 力（virtus）の表象
としてこの勝利者としてのキリストという図像が選択されていることが推測できる。《シュトゥットガルト
詩編》では、獅子と蛇のような姿の竜とを踏む神の記述のある詩編第 90編 13節のすぐ下の欄内挿絵（図
4-135）で、鎖帷子に身を包み獅子と竜を踏みつけるキリストが、ラヴェンナのモザイク画と同様、戦士と
して表されている。これらのカロリング朝期の詩編挿絵では、十字杖を肩に担ぐのではなく竜の口を刺す
槍として用いられている点は《コルビー詩編》の第 83編と共通しているものの、動物を打ち負かす勝利者
としてのキリストは、獅子と竜との二つの動物を踏みつけているという点で、《コルビー詩編》のイニシア
ルQとは性格を異にしているのである。 
 二匹の動物ではなく、一頭の獅子の上に立つ「勝利者としてのキリスト」図像は、詩編外の写本挿絵に
例を見ることが出来る。《コルビー詩編》とほぼ同時代の北イタリアで成立した大グレゴリウスの『四福音
                                                      
42 DUFRENNE 1978, Psaume 64. 
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書講話』写本43（ヴェルチェッリ、カピトラーレ図書館、Cod. CXLVIII）の六旬節の主日の訓戒の冒頭イニ
シアル L（図 4-136）は、垂直のステムと水平のクロスバーから成るアルファベットの Lを、キリストの
立像と足元で踏みつけられた獅子による、形象イニシアルとして表されている44。ここでは文字の形状の
為か、キリストが踏みつけるのは獅子と竜の二匹、或いは毒蛇と蝮を加えた四匹の獣ではなく、獅子のみ
である。同じく、《トリーア黙示録》（トリーア、市立図書館、Cod. 31）の巻末に挿入された後世の素描（図
3-137）にも、竜や蛇などを含まず獅子のみを踏む「勝利者としてのキリスト」が表されている45。しかし
詩編第 90編に関する動物を踏むキリストの図像ではいずれも、動物を足で踏んでおり、《コルビー詩編》
のように動物の上を浮遊する天使として表されてはいない。従って、《コルビー詩編》の第 83編の図像は、
詩編第 90編の動物を踏む「勝利者としてのキリスト」以外の図像から着想を得ている可能性が考えられる
だろう46。 
 十字杖或いは槍で竜或いは蛇のような生物を突き刺す人物像という図像そのものは、詩編第 90編の動物
を踏む「勝利者としてのキリスト」を離れるならば、写本挿絵でも皆無ではない。例えば《ミュンヘンの
ミラノ詩編》第 61編のイニシアルN（図 4-138）が例として挙げられる。赤いトーガを纏ったニンブス付
きの人物が、《コルビー詩編》のイニシアル Q と同様に、十字杖を竜のような生物の口に突き刺し、片手
で祝福の仕草を見せている。十字杖によって刺される竜と思われる生物は、腹部と頸部に蜷局を持ち尾が
三又に分かれているという点では、《ユトレヒト詩編》や《シュトゥットガルト詩編》よりも《コルビー詩
編》のイニシアルQの生物に近い。但しここでは《コルビー詩編》とは異なり、人物像は浮遊するのでも
竜を踏みつけるのでもなく両足で立っており、有翼ではない。詩編第 61編には「勝利者としてのキリスト」
に明確に関する章句が見られない為、この竜を突き刺す人物という図像の主題の特定は難しい47。テクス
トとの関連が明からで主題の明確な、竜或いは蛇のような生物を槍で刺す挿絵としては、古代末期の写本
                                                      
43 同写本の詳細については、下記を参照。Exh. Cat. AACHEN 1965, 284-285, Kat. Nr. 462; CRIVELLO, Fabrizio: Le Omelie 
sui Vangeli di Gregorio Magno a Vercelli. Le miniature del ms. CXLVIII/8 della Biblioteca Capitolare, Firenze 2005（未入手）. 
44 このイニシアルLが表すのが詩編第90編13節の獅子と竜とを踏むキリストであるという点については、以下で検
証されている。EUW, Anton von: Die Darstellung zum 90. (91.) Psalm in der frühmittelalterlichen Psalter- und 
Evangelienillustration mit Ergänzungen aus Kommentaren, in: The Illuminated Psalter: Studies in the Content, Purpose and 
Placement of its Images (ed. by BÜTTNER, Frank O.), Turnhout 2004, 408. 
45 《トリーア黙示録》の黙示録部分が9世紀第1四半期のものであるのに対し、巻末の3頁分（fols. 74v, 75r. 75v）は
後世のものであり、制作年代はおよそ9世紀末から10世紀初頭と見られている。同写本については、以下を参照。Trierer 
Apokalypse: vollständige Faksimile-Ausgabe im Originalformat des Codex 31 der Stadtbibliothek Trier, Codices selecti phototypice 
impressi, v. 48, 48*, Graz 1975; Die Trierer Apokalypse: Codex 31 der Stadtbibliothek Trier, Kommentar von KLEIN, Peter K., mit 
Beiträgen von LAUFNER, Richard und FRANZ, Gunther, Glanzlichter der Buchkunst, Bd. 10, Graz 2001; HAMANISHI, Masako: 
Studien zur Trierer Apokalypse: zur Frage der Entstehung und Entwicklung der frühmittelalterlichen Apokalypse-Zyklen in Bild und 
Text, Berlin 2012.  
46 この他、詩編第90編13節の「動物を踏む勝利者としてのキリスト」図像については、以下を参照。SCHILLER, Gertrud: 
Ikonographie der christlichen Kunst, Bd. 3, 2. Aufl., Gütersloh 1986, 35-39, Abb. 60-86; von EUW 2004. 
47 《ミュンヘンのミラノ詩編》はモノグラフィックな研究に欠けており、同イニシアルの図像の主題を体系立てて論
じた研究は無い。クーダーは同写本61編イニシアルと《コルビー詩編》第83編イニシアルとの図像の類似を指摘し
ており、S. ワルサーは詩編第61編2節後半部分 “ab ibso enim salutare meum（そは我が救済彼より出ればなり）” を反
映した挿絵としている。所蔵館であるミュンヘン国立図書館の写本カタログでは竜と戦う大天使ミカエルと記述され
ている。KUDER 1977, 216; WALTHER, Sybille: Histoire et théologie enluminées. Les psautiers illustrés italiens de l’époque 
carolingienne à l’âge grégorien. Le psautier de Polirone (Mantoue, bibl. com., ms. 340) et son commanditaire Anselme de Lucque, 
Weimar 2004, 170.  
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挿絵を手本としたことが想定されているランス派の写本《ベルンのフィシオログス》（ベルン、市立図書館、
Cod. Bongarsianus 318）の「蛇の第 4の性質について」の挿絵（fol. 12v, 図 4-139）が挙げられるだろう。
ここでは、人間が蛇を殺そうとすると蛇は頭だけを守る、という蛇の性質についてのテクストの記述に基
き、背を丸め頭を隠そうとする蛇を長槍で突き刺す人物が表されている48。カロリング朝期に竜（draco）
が蛇のような生物として表されたことを考えれば、竜とそれを長槍で突き刺す人物というイメージは、『フ
ィシオログス』写本の挿絵を通しても広められていたことになる。しかしここでは、人物像はニンブスも
翼も持たない人間である為に、地に足を付けて蛇を退治している。《コルビー詩編》の竜を十字杖で突き刺
す有翼の人物の図像が、《ベルンのフィシオログス》が手本とした古代末期写本にも見られただろう、蛇を
殺す人物の図像を手本としたとは考え難い。 
 竜を槍で突く有翼の人物が登場するのは、『ヨハネによる黙示録』の「ミカエルと竜の戦い」（第 12 章
7-9節）である。《コルビー詩編》とほぼ同時代の黙示録写本であり、P. クラインによる黙示録絵画の系統
図49に従うならば第一系統に属する《トリーア黙示録》（図 4-140）では、有翼の竜を画面向かって右上の
天使が突き刺しており、天使らは竜を踏みつけてはいない50。同じくカロリング朝期に成立した黙示録写
本であり、黙示録絵画の第二系統に属する《ヴァランシエンヌ黙示録》（ヴァランシエンヌ、市立図書館、
Ms. 99）は同箇所の挿絵を持たないが51、同写本と同じ系統に属し近い挿絵サイクルを持つオットー朝の写
本芸術の傑作である《バンベルク黙示録（バンベルク、国立図書館、Msc. Bibl. 140）では、盾を手にし長
槍で竜の口を突き刺す天使がシンメトリカルに配されている（図4-141）。12世紀イタリアの壁画による黙
示録絵画では、マンドルラのキリストの下に表された竜を、軍装の大天使ミカエルとその他の天使らが長
槍で刺している（図 4-142）。ミカエルの足は竜の鼻先へ向けられているが、竜を踏みつけてはいない。第
三系統に属する《オックスフォード・ハイモ52》（オックスフォード、ボドレアン図書館、Ms. Bodl. 352）
では、「ミカエルと竜の戦い」は竜を十字の付いた長槍で刺すマンドルラの中の軍装のミカエルと、その左
右で迎撃する天使らという構図を取っている（図 4-143）。同じく第三系統に属する、ヴォルフェンビュッ
テル所蔵の『リベル・フロリドゥス』写本（ヴォルフェンビュッテル、ヘルツォーク・アウグスト図書館、
Cod. Guelf. 1 Gud. Lat.）の黙示録挿絵53では、ミカエルは竜の翼と尾の一部を軽く踏んでいるが（図 4-144）、
                                                      
48 《ベルンのフィシオログス》の「蛇の第4の性質について」の挿絵については、下記を参照。MÜTHERICH/ GAEHDE 
1976, 63-65. 同写本の詳細については、下記を参照。Physiologus Bernensis: voll-Faksimile-Ausgabe des Codex Bongarsianus 
318 der Burgerbibliothek Bern, Wissenschaftlicher Kommentar von von STEIGER, Christoph/ HOMBURGER, Otto, Basel 1964; 
Exh. Cat. AACHEN 1965, 299-300, Kat. Nr. 484; Exh. Cat. UTRECHT 1996, 190-191, Kat. No. 9. 
49 黙示録挿絵の系統図については、以下を参照。Facs. Trierer Apokalypse 2001, 20. 
50 《トリーア黙示録》からのコピーとされるカロリング朝期の黙示録写本《カンブレー黙示録》（カンブレー、市立図
書館、Ms. 386）でも、同箇所の挿絵はトリーア本と同じ図像がほぼ同じ構図で描かれている。カンブレー本の同挿絵
は、以下を参照。HAMANISHI 2012, Bd. 2, 402, Abb. 71. 
51 《ヴァランシエンヌ黙示録》と極めて近い挿絵サイクルを持つ《パリ黙示録》（パリ、国立図書館、Ms. Nouv. acq. lat. 
1132）にも同場面の挿絵は含まれない。 
52  
53 『リベル・フロリドゥス Liber Floridus』は12世紀前半にサント＝メールのランベルトゥスによって書かれた花樹
についての書物であり、ランベルトゥスによる自筆の写本がゲント大学に残されている（ゲント、）。ゲントの原本か
ら既に黙示録挿絵が含まれていたと考えられるが、ゲント本では失われており、ゲント本に近いとされるヴォルフェ
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第一系統の《トリーア黙示録》とは異なり、チヴァーテやハイモ写本の例と同様、大天使ミカエルが他の
天使らに比べて大きく描かれている。現存する「ミカエルと竜の戦い」の挿絵はトリーア本とカンブレー
本でしか確認できない為に、9 世紀初頭迄に竜と戦うミカエルを大きく描いた黙示録挿絵が存在したかは
不明である54。但し第二・第三系統の後世の例から、《コルビー詩編》が成立した頃までに大天使ミカエル
と竜とが格闘する図像の例が存在した可能性は否定出来ない。 
 黙示録挿絵以外では、11世紀になると詩編写本にも大天使ミカエルと竜を主題とする挿絵が現れる。ア
ングロ＝サクソンの詩編写本である《ティベリウス詩編》（大英図書館、Ms. Cotton Tiberius C. VI）では、
詩編テクストに先立って収録された全頁大挿絵の中に、盾を持ち長槍で竜の口元を突く大天使ミカエルが
表されており（図 4-145）、ここでもミカエルは山或いは丘陵の上に立っており、竜を踏みつけてはいない。
《コルビー詩編》第 83編イニシアルの、竜のような動物を十字杖で刺す人物は、有翼である点、そして動
物を踏まずに口元を突き刺しているという点で、詩編第 90編の動物を踏む「勝利者としてのキリスト」の
みから派生したのではなく、黙示録挿絵の「竜とミカエルの戦い」のイメージが流入しているのではない
だろうか。 
 詩編第 83編のテクストには、この竜のような生物を十字杖で突く有翼の人物についての直接的な言及は
ない。アウグスティヌスやカッシオドルス、大グレゴリウス等による注解書でも、詩編第 83編の内容と詩
編第 90編の「勝利者としてのキリスト」、或いは『ヨハネによる黙示録』第 12章の「ミカエルと竜の戦い」
とを結びつける記述は知られていない。このイニシアルQを「動物を踏む勝利者としてのキリスト」と解
釈したクーダーは、第 10節の “Protector noster, aspice, Deus（我等の保護者なる天主よ、照覧し給え）” と
いう章句がこの図像に反映されているのではないかとしている55。「保護者としての天主（protector nostor）」
という言葉から動物を踏む勝利者としてのキリストを写本画家が挿絵として表そうとしたならば、何故ラ
ヴェンナの例（図 4-128, 4-129）や同時代の象牙浮彫（図 4-130 – 4-132）、詩編挿絵（図 4-133 – 4-135）に表
されている通りの、二匹或いは四匹の獣を踏みつけるキリストとは異なる、黙示録絵画の「ミカエルと竜
の戦い」のように一匹の竜の口を槍で刺す図像を描いたのであろうか。 
 既に本章第 1節で論じたように、《コルビー詩編》の画家が詩編内容を視覚化する際に前提条件となった
のは、所与の文字の形状を生かして図像を表すということであり、その為に画家は従来のイコノグラフィ
ーを逸脱することを躊躇わなかった。第 83編のイニシアルQを構成するのは、円形のメダイヨンと流線
型のカウダであり、この二つの構成要素を用いて詩編の章句を連想させうる図像を描くのが、写本画家の
課題であった。本写本のイニシアルQでは主に、動物の身体をカウダの代替モティーフとし、その上に円
形のメダイヨンを置き開口部に人物像を表すという手法が常套手段として用いられている。例えば詩編第
124編イニシアルQ（fol. 108v, 図 4-146）では、鱗のある動物の胴体がイニシアルのカウダに見立てられ、
                                                                                                                                                                               
ンビュッテル本が黙示録挿絵部分を伝えている。ゲント本については以下を参照。ヴォルフェンビュッテル本につい
ては、以下を参照。 
54 黙示録の挿絵サイクルを含むパンディクト本3点には、「ミカエルと竜の戦い」の挿絵が含まれない。 
55 KUDER 1977, 216. 
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その上の円形メダイヨンの中に、鞭と手綱を手にする人物が立っている。第 72編イニシアルQ（fol. 64r, 図
4-147）では、水平に体を横たえた有髭の人物によってカウダが構成され、メダイヨンの中には同様に手綱
を引き鞭を打つ天使が立っている。アタナシウス信条のイニシアルQ（fol. 139r, 図 4-148）でも、鹿の身
体がイニシアルのカウダとされ、円形メダイヨンの中には人物像が認められる56。 
 このようなイニシアルの構成方法は、第 3章で論じたように、先行する写本芸術の文字装飾を継承し発
展させたものであった。イニシアルQのカウダに動物の身体を充てるという方法は、8世紀末の『民族法
集成』写本（ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod. Sang. 731）のイニシアル（図 4-149）や、コルビー
で制作された『ヨブ記注解』写本（ベルリン国立図書館、Ms. theol. lat. 354）のイニシアル（図 4-150）に
先例を見出すことが出来る。メダイヨン内に表した人物像と動物によるカウダの組み合わせは《コルビー
詩編》の創意であると考えられ、本写本のイニシアルQではこの装飾方法を多用している。コルビーの画
家にとってこの組み合わせによる文字の構成は、主題の選択や図像生成の一因となっているのである。詩
編第 83編のイニシアルに挿絵を与えるに当たって、「保護者としての天主（protector nostor）」という言葉
と、そして何よりも文字の形状に動機付けられて、動物とその上の人物像というモティーフを用いようと
した写本画家は、詩編第 90編の「動物を踏む勝利者としてのキリスト」や『ヨハネによる黙示録』第 12
章の「ミカエルと竜との戦い」を想起したのである。十字杖で動物の口を突く人物が有翼で表されている
のは、クーダーが指摘するように、初期中世に於いてはキリストが天使と見做される神学的解釈や図像伝
統のみに拠るのではなく、黙示録絵画の図像を取り込んでいる為と考えられる。ライプツィヒ所蔵の象牙
浮彫（図 4-127）がカースニッツの指摘する通り、元は「ミカエルと竜の戦い」と「獅子と竜を踏む勝利
者としてのキリスト」が対になった二連板であったとするならば s、この象牙浮彫はカロリング朝期に竜
の退治者としてのミカエルと動物を踏む勝利者としてのキリストが対として考えられていたことの証左に
なるだろう。 
 Qという文字の形状そのものが「竜と獅子を踏む勝利者としてのキリスト」や「ミカエルと竜の戦い」
という物語場面を主題として選択する要因と成りえた、即ちイニシアルの形状と既存の図像伝統との適性
が、物語イニシアルの主題選択に大きな役割を果たしていたという点は、詩編第 83編や 90編に限らず、
後世の物語イニシアルの例からも推測出来るだろう。まず、イニシアルQのカウダに竜を充て部分的に形
象イニシアルの手法をとるものは、写本間の具体的な影響関係に関わらず、《コルビー詩編》以降広範に渡
って、数多くの例が見出せる。後期オットー朝の詩編写本《ヴェルデン詩編》（ベルリン、国立図書館、
Cod. theol. lat. fol. 358）では、例えばアタナシウス信条のイニシアルQ（図 4-151）でこの手法が用いられて
いる。開口部にはトンスラのある修道士の座像が正面観で表され、そのマンドルラのような金色の円形の
文字体に、カウダの代替モティーフとしての有翼獣が噛み付いている。同写本にはこれ以外にも、竜を表
したと思われる有翼獣をカウダに見立てたイニシアルQが複数備えられている。12世紀のシトーのロマネ
                                                      
56 同様の構成によるイニシアルについては、第3章D)-4)（図3-296 – 3-302）を参照。 
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スク写本『ヨブ記講解』（ディジョン、市立図書館、Ms. 173）でも、カウダに有翼獣を充てたイニシアル
Qが見られる（図 4-152）。開口部では馬上の騎士が有翼獣に向かって刀を振り上げており、竜と戦う人物
像をモティーフとする主題が、Qという文字に適していることを示している。 
 物語イニシアルという挿絵形式をとる詩編写本でも、Qをイニシアルとして持つ詩編では、詩編章句や
図像伝統からの必要性に関わらず、頻繁にカウダに竜が充てられた。《オドベルト詩編》（ブーローニュ＝
スュル＝メール、市立図書館、Ms. 20）では、第 83編のイニシアルQ（図 4-153）の開口部には、第 5節 “Beati 
qui habitant in domo tua（至福なるかな、汝の家に住む者）” を反映したと考えられる、神殿のような建築物
とそこから顔を覗かせる人々が、図像を包囲するイニシアルの形式で表されているが、カウダにはこの開
口部の図像に関係しない竜のような生物の代替モティーフが充てられており、Qという文字の構成要素と
して竜のような生物が用いられることが定着していたことを伺わせる。ここでは文字の形状に起因する竜
というモティーフの起用と詩編テクストの内容が必ずしも一致していないが、第 90 編イニシアル Q（図
4-154）では、文字の形状を利用した詩編内容を歓喜する物語イニシアルとしての成功例が見られる。開口
部には詩編第 90編 12-13節に対応して、キリストに悪魔が三つの誘惑を試みる「荒野の誘惑」（『マタイに
よる福音書』第 4章 1-11節、『マルコによる福音書』第 1章 12-13節、『ルカによる福音書』第 4章 1-13
節）の場面が、書物を指し示すキリストと悪魔によって表されている57。しかしそれと同時に、足元には
詩編第 90編第 13節を反映した、キリストによって踏みつけられる獅子と竜が表されており、竜の身体は
カウダの代替モティーフとなっている。即ちここでは、詩編テクストの内容と文字の形状の双方が、挿絵
として表す主題を決定する要因となっているのである。 
 イニシアルQの形状を利用して「動物を踏む勝利者としてのキリスト」の図像を表す例は、ロマネスク
写本の《セント・オルバンズ詩編》にも見られる。第 90編イニシアル Q（図 4-155）は、第 13節を反映
した動物を踏みつけるキリストの図像が与えられており、カウダを竜の身体で表す為に、その他の三匹の
動物は頭のみが小さく描かれている。獅子と竜、毒蛇と蝮を踏むキリストの図像をQという文字に当ては
めるには、いずれかの動物ひとつの身体を大きく描く必要があったのである。 
 「獅子と竜を踏む勝利者としてのキリスト」、或いは「ミカエルと竜の戦い」といった、獣の退治者とし
て悪の克服を象徴する図像は、詩編第 90編以外のイニシアルQでも物語イニシアルの主題として選ばれ
た。特に詩編第 51編は詩編を三分割した際の区切り目となる為に、イニシアルも比較的大型で図像を伴う
ことが多かった箇所であり、冒頭の “Quid gloriaris” のイニシアル Qにはしばしば、竜や獅子を退治する
図像が表された。例えば物語イニシアルを多く持つロマネスク期の『対訳詩編』写本（ケンブリッジ、セ
ント・ジョンズ・カレッジ大学図書館、Ms. B 18）では、対訳詩編の為に各編 3つずつイニシアルを備え
ており、第 51編イニシアルQ（図 4-156）では左から 2つ（fol. 86ra, 86rb）は、「獅子と竜とを踏む勝利の
                                                      
57 「荒野の誘惑」のうち第三の誘惑に対するキリストの返答は、詩編第90編11-12節を引用したものである。《オド
ベルト詩編》の第90編イニシアルQに挿絵として「荒野の誘惑」という場面が選択されているのはその為である。
KAHSNITZ, Rainer: Der christologische Zyklus im Odbert-Psalter, in: Zeitschrift für Kunstgeschichte, 51, 1988, 43-44, idem 2004, 
154. 
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キリスト」と思われる図像を示している。詩編テクストとの関連から本来であれば詩編第 90編冒頭を飾る
べき図像が、同じQというイニシアルを持つ第 51編に表されているのである。ゴシック期の写本、特に
ドイツ語圏の写本では、第 51編を「ミカエルと竜との戦い」を表す物語イニシアルで装飾する詩編写本の
例も多く見られた58。例えば 13 世紀中葉の《ノンベルク修道院の詩編》（ミュンヘン、バイエルン国立図
書館、Clm 15909）では、第 51編の全頁大イニシアルQ（図 4-157）が、《コルビー詩編》第 83編イニシ
アルQと同様、竜の口を槍で突く有翼の人物による物語イニシアルとして表されている。同様の例は、ア
ウグスブルクで制作された詩編写本（ボルティモア、ウォルターズ・アート・ギャラリ  ー、Ms. W. 78）
にも見られる。カウダの代替モティーフとなる竜の口を、楕円の文字体の開口部に立つ竜が長槍で突いて
いる。 
 《コルビー詩編》第 83編のイニシアルQに表された、腹部に蜷局を持つ動物を十字杖で突く有翼の人
物は、こうした「獅子と竜を踏む勝利者としてのキリスト」や「ミカエルと天使の戦い」といった、動物
の征服によって悪の克服を表象する主題が、イニシアルQの形状に最適化された図像となる、その最初の
例と言える。ここでは、単に詩編テクストの内容を逐語的に表すのではなく、詩編内容から想起しうる、
そして文字の形状に最適化しうる主題を選択し、詩編の章句を象徴的に表しているのである。 
 
B) 詩編第 51編イニシアル Q「アンチキリスト」 
 ロマネスクからゴシック期の詩編写本では、上述のように第51編に「勝利者としてのキリスト」（図4-156）
や「ミカエルと竜の戦い」（図 4-157, 4-158）という主題を持つ物語イニシアルが与えられたが、《コルビー
詩編》の第 51編のイニシアルQ（図 4-159）はそれらと比べると、些か不可解な図像を示している。詩編
の三分割の区切り目に当たる為にその他のイニシアルより一回り大きく描かれた同写本のイニシアルQは、
8 の字形を描き自らの尾を加える巨大な蛇のような生物が文字の円環部分の代替モティーフとなり、蜷局
を巻く胴体と三つ又の尾を持つ竜のような有翼獣が文字のカウダに見立てられた、形象イニシアルによる
構成をとっている。蛇が有翼獣の首に絡み、有翼獣の左右に開いた翼が、蛇の形作る円を支えているので、
両者は複雑に絡み合った一つの混合体として、文字の形を形成している。蛇のような生物の描くマンドル
ラのような円環の開口部には、ディアデマの着いた兜を戴く人物が玉座につき手綱を取る姿が、側面観に
近い形で表されるが、轡を咥えた動物の進行方向に顔だけを向け、身体は逆を向けているので、どちらの
動物に対しても、その向きにそぐわないような印象を与えている。カウダに獣の身体を充て、円形の開口
部に人物像を表すという装飾方法に於いては、詩編第 83編（図 4-125）やその他のイニシアルQ（図 4-146 
– 14-168）と共通しているが、カウダとメダイヨンの双方が動物モティーフで構成される形象イニシアル
の形式をとっているという点が特徴的である。 
 詩編第 51編は、悪事を誇り破滅をもたらす者について唱われている詩編だが、詩編テクスト中には《コ
                                                      
58 BÜTTNER 2004, 24, Anm. 98. 
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ルビー詩編》のイニシアルQの獣に乗る人物の図像を、直接的に説明してくれる箇所は見当たらない。詩
編の冒頭は以下のように始まる。 
 
In finem. Intellectus: David, cum venit Doeg Idumaeus, rt nuntiavit Saulo: Venit Dabid in domum 
Achimelech. Quid gloriaris in malitia, Qui potens es in iniquitate? 
終りまで、ダヴィドの教訓。イドゥメオ人ドエグ来りて、「アキメレクの家のダヴィド行けり」
とサウルに告げし時。何とて悪しき心根を誇るや、汝不義に強き者よ。 
〔指揮者に。ダビデの教訓詩。エドム人ドエグが来てサウルに告げて「ダビデがアヒメレクの
家に入った」と言ったときに。なぜお前は悪行を誇るのか、勇士よ、神の恵みはひねもす（絶
えることがない）。〕 
詩編第 51編 1-3節 
 
同時代に於ける他の多くの挿絵入り詩編本では同箇所は、詩編標題の「イドゥメオ人ドエグ来りて、『アキ
メレクの家のダヴィド行けり』とサウルに告げし時」という節に基づき、『サムエル記 上』第 22章 9節に
典拠を持つ「サウル王とドエグ」の場面、即ち、ダヴィデの居場所をサウル王に教えた裏切り者ドエグの
場面を挿絵としている。例えば同じくカロリング朝ランス派の詩編写本《トロワ詩編》（トロワ、大聖堂宝
物庫、Ms. 12, 図 4-160）は全頁大挿絵では、サウル王の居る神殿に密告するドエグと、それを神に示す詩
編著者ダヴィデの姿がナラティヴな物語場面として描かれており、金色の名文が添えられることでこの挿
絵が「サウル王とドエグ」を表していることを説明している。同じくランス派の、《トロワ詩編》と同じ手
本の可能性が指摘されている《ユトレヒト詩編》の同箇所（図 4-161）でも、幕屋の内のサウル王と密告
者であるドエグ、そしてマンドルラの中のキリストを指し示す詩編著者ダヴィデという、表題に即した物
語場面が描かれている。その他、《ザンクト・ガレン黄金詩編》（ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod. sang. 
22）（図 4-162）や《クルドフ詩編》（図4-163）を始めとした多くの詩編写本でも、図像タイプは異なるが
第 51編にはサウル王に密告するドエグが挿絵主題とされており、初期中世の挿絵付き詩編写本ではこの場
面を第 51編の挿絵とすることが通例であったことが伺える59。 
 これらの例に対して、枠取り絵画や余白挿絵といったフリースペースのある挿絵形式とは異なる、物語
イニシアルによる挿絵という形式をとる《コルビー詩編》では、図像を所与の文字に合わせるという課題
の為に、同様の「サウル王とドエグ」という主題の物語場面を描くことが本作品の様式においては困難で
あったと考えられる。ナラティヴな物語場面を物語イニシアルによって表すこと自体は、無論可能であっ
ただろう。例えば、イングランドのロマネスク様式の写本《ハンタリアン詩編》（グラスゴー大学図書館、
MS Hunter 229）では、詩編第 51編イニシアルQ（図 4-164）に「サウル王に告げ口をするドエグ」の場面
                                                      
59 その他、「サウル王とドエグ」を同箇所の挿絵主題としている詩編写本については、以下を参照。DUFRENNE 1978, 
psaume 51. 
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があらわされている。但し第 3章 5節で既に論じたように、文字に対する人物像の占める割合の大きさな
ど《コルビー詩編》の造形的特質を考慮するならば、本作品において同箇所にランス派と同様の場面を表
すことは、やはり考えがたい。本作品の写本画家は、文字の形状に合わせて、詩編内容を端的に視覚化す
ることを必要としたのである。 
 そもそも本写本の第51編イニシアルQの、二匹の獣に乗る人物という図像は何を意味するものなのか。
ポルシェやデゾブリーをはじめとする幾人かの研究者らによれば60、本作品のイニシアル Qの図像の意味
するところは、詩編注解を媒介として結びつけられるアンチキリスト、即ちキリスト教世界における最終
の敵であり、偽の預言者とされた存在である。まず、先の研究者らの指摘に倣い、カッシオドルスの『詩
編註解』の第 51編より該当箇所を確認したい。 
 
In finem, intellectus Dauid, cum uenit Doech Idumaeus et annuntiauit Sauli et dixit illi: Ecce uenit Dauid in 
domum Abimelech. Vt titulum nobis aperiat causa breuiter intimanda est. Cum Dauid fugeret Saulum, uenit 
ad sacerdotem Abimelech, qui susceptus ab eo et panes propositionis accepit et gladium quo occiderat 
Goliam. Panes propositionis significauerunt sacerdotem, gladius sacratus futurum potentissimum regem. 
Ibi casu inuentus Doech Idumaeus praepositus mulorum, nuntiauit omnia regi Sauli. Tunc iratus Saul, 
Abimelech cum aliis sacerdotibus eiusdem ciuitatis ab ipso fecit interfici. Iste autem Doech per quem talia 
prouenerunt, patriotico nomine cognominatus est Idumaeus. Quae utraque uerba coniuncta, sicut patrum 
tradit auctoritas, indicant motus terrenos. Quaesignificatio  uerborum Antichristi actibus non immerito 
deputatur. Doech Idumaeus enim Dauid aduersarius fuit, sicut Christo Antichristus erit. Iste sacerdotes 
exstinxit, ille facturus est martyres ; iste nominis significatione indicat motus terrenos, ille cunctum orbem 
moturus est, dum eum praesumptione sacrilege ad culturam sui nominis coget. Quapropter per nomen 
Doech Idumaei iure Antichristus intellegitur, cui tantis comparationibus similis approbatur. Et ideo totus hic 
titulus ad aduentum Domini secundum, per tempus Antichristi iure referendus est : quoniam omnia ad 
Christi manifestationem competenter aptantur ; ut psalmo suo titulus non discrepare, sed potius congruere 
uideatur. 
〔出典：Cassiodorus, Expositio Psalmorum, 51.1-2, PL 371-373 (cols 1-26)〕 
 
終まで、ダヴィドの教訓。イドゥメオ人ドエグ来りて、「アキメレクの家ダヴィド行けり」とサ
ウルに告げし時。我々にはこのタイトルを明らかにする原理が簡潔に教示されるべきである。ダ
ヴィデがサウルから逃れていた時、彼は祭司アビメレクのもとへ来た。彼はアビメレクによって
受け入れられ、聖別されたパンと彼がゴリアテを討ち取った剣を手に入れた。聖別されたパンは、
                                                      
60 PORCHER 1957, 56; idem 1967, 195; DESOBRY 1974, 97. 
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彼の祭司としての役割を意味し、神聖な剣は、彼の未来の最も強力な地位を意味する。エドム人
ドエグが偶然そこに居合わせ、全てをサウル王に報告した。するとサウルは怒り、ドエグにアビ
メレクとその都市の他の祭司らを殺させた。この、全てを引き起こさせたドエグは、彼の故郷の
名からエドム人と呼ばれた。権威ある人々が教父を引用するのに従えば、この二つの言葉の結び
つきは、地震を意味する。その言葉の示すものがアンチキリストの行為とみなされるのは不当で
はない。というのは、キリストにアンチキリストがいるように、エドム人ドエグはダヴィデの敵
だからである。ドエグは祭司らを滅ぼし、アンチキリストは殉教者らを生む。ドエグはその名の
意味によれば地震を示し、アンチキリストはその名の崇拝を冒涜的な厚かましさによって強制す
る時に、全世界を混乱させる。アンチキリストは正当にも、エドム人ドエグの名で理解されるた
めに、十分な対応関係によって彼に似た者と認められる。それ故、主の二度目の到来に関するこ
のタイトル全体が、アンチキリストの時代に言及されるべきなのである。何故なら、全てのもの
がキリストの顕現へと向かうべく備えられているからである。この為、この表題はこの詩編と不
一致なのではなく、寧ろ調和するように思われるのである61。 
拙訳〕 
 
ここでカッシオドルスは明らかに、「キリストにアンチキリストがいるように、エドム人ドエグはダヴィデ
の敵だからである」と、詩編標題に記述されたドエグを、アンチキリストと見做している。コルビーの修
道院の図書館には、本作品が制作されるまでに、カッシオドルスの詩編註解が制作・所蔵されていたこと
が既に分かっており62、この写本画家にカッシオドルスが念頭にあったこと、即ち先行研究で指摘された
ように、「サウル王とドエグ」に関する詩編を、アンチキリストという象徴的な表現によって、この詩編の
内容をイニシアルのうちに表そうとした可能性は十分、考えられるだろう。 
 《コルビー詩編》では、第 51編のイニシアルQの文字体を構成するのは蛇と有翼獣である。これらの
モティーフがアンチキリストを象徴するものであり、特に詩編第 51編において「アンチキリスト」がしば
しば蛇や有翼獣によって示唆されたことは、《コルビー詩編》より時代の下った 2点の詩編写本の挿絵が傍
証になる。『アンブロジア詩編 Psalterium Ambrosianum』をテクストとする詩編写本では、“Vox prophetae de 
Iuda vel de Antichristo（ユダ或いはアンチキリストについての預言者の声）” という標題が加えられている63。
即ち、裏切り者であるドエグをユダ或いはアンチキリストと見なすカッシオドルスの解釈を、詩編写本自
                                                      
61 カッシオドルスの翻訳に際しては、WALSH, Patrick Gerard (eng. trans. by), Explanation of the Psalms, vol. 2, New York 
1991からの拙訳をもとに、上智大学教皇庁神学部博士後期課程の坂田奈々絵氏にラテン語原文から校訂して頂いた。
深く感謝を申し上げたい。また、詩編からの引用部分は、光明社の邦訳を引用した。 
62 コルビーの修道院で制作されたカッシオドルスの『詩編注解』写本3点（パリ、国立図書館、Ms. lat. 12239, 12240, 12241）
については、下記を参照。GANZ, David: Corbie in the Carolingian renaissance, Sigmaringen 1990, p. 77; p. 132. 
63 『アンブロジア詩編』の標題は、カッシオドルスによる『詩編注解』をベーダが抜粋したものが、8世紀のイタリ
ア北部で詩編標題として付け加えられたものである。SALMON, PIERRE: Les "Tituli psalmorum" des manuscrits latins, 
Paris 1959, 153-154. 
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体に標題として加えるという週間が成立していた。ヴァティカン所蔵の《ヴァティカンのアンブロジア詩
編》（ヴァティカン、使徒図書館、Ms. Vat. lat. 83）では、第 51編のインキピット・ページ（図 4-166）に、
通常の詩編標題に加えて、「ユダ或いはアンチキリストに関する預言者の声」というインスクリプションが
施されているのが確認できる。そしてその対向頁のイニシアルQの中には、尾が三つ又に分かれ胴がとぐ
ろを巻いた、《コルビー詩編》のそれと同様の有翼獣が描かれており、このタイプの有翼獣がアンチキリス
トを象徴している可能性を指摘出来きる。もう一つの例は、ヴァティカン本との類縁関係が指摘されてい
る《ミュンヘンのアンブロジア詩編》（ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm 343）の第 51編イニシア
ルQ（図 4-166）である。ヴァティカン本と同様、詩編第 51編とアンチキリストを結びつける標題が朱書
きされていると同時に、イニシアルQの中には、蛇をあやす人物が表されている。ここでは蛇を操る人物
が、アンチキリストを象徴しているのである。 
 しかし、カッシオドルスの『詩編注解』の記述では、有翼獣や蛇、或いはそれを操る人物というアンチ
キリストの具体的な容貌については触れられていない。もしコルビーの画家がカッシオドルスの注解に刺
激を受けてアンチキリストとしてのドエグをイニシアルQに描こうとしたのだとしても、蛇と有翼獣に乗
る人物というイメージの由来は、別の典拠に求められることになる。二匹の動物、即ち『ヨブ記』に登場
するレヴィヤタンとベヘモットと、アンチキリストとを結びつけるのは、『ヨブ記』とその注釈書である。
『ヨブ記』41章ではレヴィヤタンを、ラテン語版聖書では 25節に於いて「彼は誇り高い全ての獣の王で
ある（omne sublime videt ipse est rex super uniersos filios superbiae）」、七十人訳ギリシャ語聖書では第 26節に
於いて、「水の中の全てのものの王である（πᾶν ὑψηλὸν ὁρᾷ, αὐτὸς δὲ βασιλεὺς πάντων τῶν ἐν τοῖς ὕδασιν）64」
と表している。まずここに王というイメージ、特にギリシャ語版聖書からは、水に関連する王というイメ
ージが準備される。 
 加えて、アンチキリストとレヴィヤタンの結びつきを保証するのは、教皇大グレゴリウス（在位590-604
年）である。 
 
Numquid illudes ei quasi aui? Quid est quod aduersarius noster prius Behemoth, postmodum Leuiathan 
dicitur, nunc uero aui in perditionis suae illusione comparator? Behemoth quippe, ut diximus, belua 
interpretatur, quae quadrupes ostenditur, dum sicut bos fenum comedere perhibetur. Leuiathan uero, quia 
hamo capitur, procul dubio serpens in aquis innotescitur. Nunc uero ad auis similitudinem ducitur, cum 
dicitur : Numquid illudes ei quasi aui? 
  Cur ergo belua, uel iumentum, cur draco, cur auis appelletur, indagemus. Citius enim nomina eius 
agnoscimus, si tergiuersationis illius astutiam subtiliter exploremus. De caelo quippe ad terram uenit, et ad 
spem caelestium nulla iam respiratione se erigit. Irrationale ergo et quadrupes animal est per actionis 
                                                      
64 Septuaginta : id est Vetus Testamentum graece iuxta LXX interpretes, Deutsche Bibelgesellschaft, Stuttgart 2006より出典 
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immundae fatuitatem, draco per nocendi malitiam, auis per subtilis naturae leuitatem. Quia enim hoc quod 
contra se agit ignorant, bruto sensu belua est; quia malitiose nobis nocere appetit, draco est; quia uero de 
naturae suae subtilitate superbe extollitur, auis est. Rursum, quia in hoc quad inique agit ad utilitatem 
nostram diuina uirtute possidetur, iumentum est; quia uero latenter mordet, serpens est; quia autem 
nonnumquam per indomitam superbiam se etiam lucis angelum simulat, auis est. Humanum etenim genus 
quamuis inexplicabili iniquitatis arte lacessat, tribus tamen uitiis ualde temptat, ut uidelicet alios sibi per 
luxuriam, alios per malitiam, alios per superbiam subdat.65 
〔出典：S. Gregorius, Moralia in Job, LIBER XXIII, XV, 40.24, 30 (cols. 1-27) 
 
お前は彼を小鳥のようにもて遊ぶのか。何故我々の敵は、初めはベヘモットと、その後にはレヴ
ィヤタンと呼ばれ、しかし今やその破滅を皮肉って、鳥と比べられるのだろうか？ベヘモットは、
上述のように、怪物として解釈され、雄牛のように干し草を食むと言われることから、四足獣と
見られる。実にレヴィヤタンは鉤によって捕まえられるから、疑いなく水中の蛇として知られる
のである。しかし、お前は小鳥のようにもて遊ぶと言うとき、今やそれは鳥と比較される。それ
故、何故それが怪物或いは獣と、何故ドラコや鳥と呼ばれるのか検証しよう。我々はその婉曲表
現の巧妙さを正確に検証すれば、その名をさらに容易に認識することが出来る。たしかにそれは
天から地へとやって来て、天の希望にむけて自らを高めることを、もはや志すことはない（もは
や天のものを志して昇ることはない）。それは、それ故、不浄な行いの愚かさ故に理性を持たない
四つ足の動物であり、傷つける行いの邪悪さ故にドラコであり、その狡猾な性質の軽率さ故に鳥
である。彼が自身に対してしていることを知らないから、彼は畜生の感覚を持つ怪物なのである。
彼は悪意でもって我々を傷つけようとするので、彼はドラコなのである。実に彼はその性質の狡
猾さを高慢に誇るから、鳥なのである。更にそれは不正を働くということにおいても、神的な力
によって、私達の利益のために所有されてしまう獣なのである。彼は隠れて噛むから、蛇なので
ある。しかし彼はしばしばその断固たる誇りによって、光の天使と自身を偽るから、鳥なのであ
る。彼は理解しがたい不正の技術によって人類を悩まし、それにもかかわらず、彼は三つの悪徳
によって大いに試みる。即ち、彼に明らかに服従させる為の、欲望と、悪意と、高慢である66。 
グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記講解』第 13巻 15章 40節（拙訳） 
 
 大グレゴリウスは著作『ヨブ記の道徳論』に於いて、レヴィヤタンとベヘモットという二匹の海獣を、
アンチキリストのひとつと見做した。ここで、《コルビー詩編》が制作されるより前に、海獣レヴィヤタン
                                                      
65 S. Gregorius, Moralia in Job, LIBER XXIII, XV, 40. 24, 30, cols. 1-27. 
66 大グレゴリウスの『ヨブ記注解』の翻訳に際しては、STRAW, Carole, et de WISQUES, Moniales (fran. trad. par), Morales 
sur Job, Sources chrétiennes, no. 538, Paris 2010からの拙訳を、上智大学教皇庁神学部博士後期課程の坂田奈々絵氏によっ
てラテン語原文より校訂頂いた。 
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と、王としての支配者と、アンチキリストの結びつきが準備されるのである。尚、『ヨブ記』に於けるこの
ような着想を明らかにするのは、時代の下った、現存するギリシャ語写本の挿絵である。『ヨブ記の注釈集』
第 41章の挿絵（図 4-167）では、前足を持ち腹部がうねる海獣に乗る有翼の人物と、その周りを取り囲む
蛇のような生き物が描かれている。即ちここでは、アンチキリストと同一視されたレヴィヤタンが、水棲
動物に乗り蛇のような生物に囲まれる人物像として表されているのである。このようなヨブ記の図像がカ
ロリング朝期に存在したか不明ではあるものの、図像上の類似に加え、コルビーで 9世紀初頭までに大グ
レゴリウスのヨブ記道徳論写本が制作されていたという事実から、コルビーの画家が『ヨブ記』の記述を
念頭に置いていた可能性が指摘出来る。そして、『ヨブ記』の海獣には無く本作品のイニシアル Q には備
わっている、大きな翼というモティーフも、グレゴリウスによる、レヴィヤタンについての注釈から推察
できる。即ち、「彼はその性質の狡猾さを高慢に誇るから、『鳥』なのである」という記述から、連想しう
るのである。 
 蛇のような生物の形作る偽のマンドルラの中で水棲動物に似た有翼獣に乗る人物という、本写本第 51
編のイニシアルの図像をアンチキリストであるとするポルシェやデゾブリーの解釈は、後世の写本挿絵の
例から裏付けられるだろう。既にR. M.ライトが指摘したように、後代の作例、12世紀にサント・メール
で制作された、『リベル・フロリドゥス』写本67（ゲント、大学図書館、Ms. 92）のアンチキリストを表す
挿絵（図 4-168）が存在している68。そこでは本作品イニシアルQに類似した、とぐろを巻く有翼獣の上に、
王冠と杖を持った支配者が、但し正面観で座している。動物の数や人物像が正面観で描かれている点では
異なるものの、有翼獣の長い尾が円環を描きそこに座る人物に偽のマンドルラを与えている為に、全体の
イメージは《コルビー詩編》第 51編イニシアルQの図像に類似している。そして『リベル・フロリドゥ
ス』では、挿絵上部に書かれたインスクリプション “NTIXPS SEDENS SUPER LEVIATHAN（レヴィヤタ
ンの上に座るアンチキリスト）”によって、この図像の何たるかが説明されているのである。アンチキリス
トの挿絵の直前に表されているベヘモットに乗る悪魔の図像（図 4-169）も、獣に乗り手綱を引く者が悪
魔的イメージを持っていたことを示唆している。ライトはこの『リベル・フロリドゥス』のアンチキリス
トを表す挿絵と《コルビー詩編》第 51編の図像の類似から、《コルビー詩編》が、獣に乗る人物というア
ンチキリスト図像の先駆けである可能性を指摘している69。これまで見てきたように、《コルビー詩編》第
51編のイニシアルQがアンチキリストを表した者であるということは、カッシオドルスによる注解と、『ア
ンブロジア詩編』の標題、その標題に有翼獣や蛇を操る人物という図像が対応していること、そして『リ
ベル・フロリドゥス』の挿絵から明らかである。 
 では、今やその主題が明白となった本作品のイニシアル Q が、『ヨブ記』の挿絵入りギリシャ語写本を
                                                      
67 ゲント大学所蔵の『リベル・フロリドゥス』写本については、以下を参照。DEROLEZ, Albert: The Autograph Manuscript 
of the Liber Floridus: a Key to the Encyclopedia of Lambert of Saint-Omer, Corpvs Christianorvm, Autographa Medii Aevi, 4, 
Turnholt 1998. 
68 WRIGHT, Rosemary Muir: The Rider on the Aea-monster : "Quid gloriaris in malitia...", in: The North Sea world in the Middle 
Ages : Studies in the Cultural History of North-Western Europe, Dublin 2001, 72. 
69 WRIGHT, Rosemary Muir: Art and Antichrist in Medieval Europe, Manchester 1995, 25. 
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前提としないならば、獣に乗るアンチキリストという図像は、具体的に何を手本としえたのだろうか。海
獣の上の邪悪なる人物という図像は、実はカロリング朝期の写本にも類例を見ることが出来る。即ち、『ヨ
ハネの黙示録』第 17章において、同じくアンチキリスト的性格を持つ「バビロンの大淫婦」である。現存
するカロリング朝期の黙示録写本のひとつ《ヴァランシエンヌ黙示録》（ヴァランシエンヌ、市立図書館、
Ms. 99, 図 4-170）のそれが、古代神話の海のニンフであるネレイス（図 4-171）と、古代より伝わる星座
写本『アラテア』の「カシオペア座」（図 4-172）という二つの異教図像を手本としていることは既に、F. フ
ォン・ユラシェックらによって指摘されている通りである70。このことからライトは、《コルビー詩編》の
イニシアルQもまた、古代の神話図像、例えば、海馬の率いる戦車の乗った姿で表された、ポセイドン或
いはネプトゥヌス（図 4-173）といった海の支配者のイメージに由来するのではないかと推測している71。
古代神話に於ける深淵の支配者の図像を借りたコルビーの画家の創意とは、ライトによれば、動物に後ろ
向き乗る人物が愚者や悪の象徴であるという伝承に従って72、二匹の獣から成るイニシアル Qに乗る人物
を後ろ向きに変えたことであった。 
 愚者や悪魔を動物に後ろ向きに乗る人物によって象徴する図像は、キリスト教美術では遅くともオット
ー朝期には既に確認出来る。例えば《オット 3ー世の福音書》（ミュンヘン、国立図書館、Clm 4453）の「ゲ
ラサの人々の悪霊落とし」（『マタイによる福音書』第 8章 28-34節／『マルコによる福音書』第 5章 1-13
節／『ルカによる福音書』第 8章 26-39節）の挿絵では、悪霊が豚に後ろ向きに乗った姿で表されている
（図 4-174, 4-175）。12世紀の黙示録写本《オックスフォード・ハイモ》では、「第四の騎士」（『ヨハネの
黙示録』第 6章 7-8節）が馬に後ろ向きに乗る姿で表されているのが確認出来る（図 4-176）。しかし、《コ
ルビー詩編》第 51編の二匹の獣に乗る人物は、有翼獣に対しても蛇に対しても完全に後ろ向きに乗るので
はなく、体を後ろに向け、頭だけを捻り前を向くという点で、これらの例とは異なっている。この印象的
な姿勢は、海馬に引かれ戦車に乗るポセイドン或いはネプトゥヌスの図像から引き出されるとは考え難い。 
 振り返る姿勢で海馬に乗るイメージは、海馬に率いられた戦車に乗るのではなく、海馬に直接腰掛ける
人物、例えば先の「バビロンの大淫婦」の図像源泉として指摘されたネレイス等の図像に見ることが出来
る。武器を運ぶネレイスのカメオ（図 4-177）では、兜をかぶったネレイスが海馬に横向きに座っている
が、《コルビー詩編》のアンチキリスト図のように、顔は海馬の頭と、身体は尾と同じ方向に向け、身体を
捻った姿勢で表されている。動物に横向きに乗る為に身体を捻った姿勢になる神話図像の作例は、たとえ
こうした彫玉等の持ち運び可能な媒体によってカロリング朝期のガリアに伝えられていなかったとしても、
当時の写本芸術によって知られていただろう。最高神ゼウスにも見ることができる。『アラテア』写本群の
中でもとりわけ古代的な様式を残した 9世紀の写本（レイデン、大学図書館、Cod. Voss. lat. q. 79）には現
                                                      
70 Von JURASCHEK, Franz: Die Apokalypse von Valenciennes, Veröffentlichung der Gesellschaft für Österreichische 
Frühmittelalterforschung, Heft 1, Linz a.d. Donau, 1954., S. 18ff. ここでは大淫婦バビロンの乗る獣としてカプリコルヌスも
挙げられている。 
71 WRIGHT 2001, pp. 82-84. 
72 古代末期から現代までの、動物に後ろ向きに乗る図像の成立と発展については、以下で論じられている。
MELLINKOFF, Ruth: Riding Backwards: Theme of Humiliation and Symbol of Evil, in: Viator, 4, 1973, 153-176. 
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存しないゼウス像が、レイデン本の信頼出来るコピーである 11世紀の『アラテア』写本（ブーローニュ＝
スュル＝メール、市立図書館、Ms. 188）に残されている（図 4-178）。両翼を広げた鷲に横向きに乗るゼウ
スが表されるが、ゼウスの頭部は鷲の進行方向に、下半身はそれとは逆に向けられた、捻れた姿勢をとっ
ており、この写本の手本となった9世紀のレイデン本のゼウスもまた、同様の姿勢であったと推測できる73。
本作品イニシアルQの、獣に乗る人物像のこの奇妙な身体の捻れは、獣に横向きに乗っていた神話図像の
手本を文字装飾の上に移植した結果、有機的な身体の捻りが、頭と身体をそれぞれ別の方向へ向ける奇妙
な人物像へと変換されて生じたのであろう。異教図像にその源泉を求められるアンチキリストに連なるモ
ティーフをイニシアルQの上に再構成した結果、ナラティヴな物語場面ではなく、象徴的に詩編内容を視
覚化した図像が生成したのである。 
 詩編第 51編に「サウル王とドエグ」のナラティヴな物語場面ではなく、カッシオドルスの注解や『ヨブ
記』とその注解を媒介としたアンチキリストの象徴的な図像を表す必要があったのは、先に述べたように、
Qという予め与えられた文字の形状に合わせるという、物語イニシアルという形式をとるが故の前提条件
の為であろう。本写本の第 51編イニシアルQでは、文字の円環部分が 8の字形を描く蛇によって、カウ
ダが竜のような有翼獣によって構成される。このような文字の装飾方法は、文字装飾の伝統から引き出さ
れたものであった。蛇のようなリボン状の生物を文字の枠取りとして用いる例は、先行するインスラー写
本の文字装飾に、その先例を求めることが出来る。例えばノーサンブリアで 8世紀前半に制作された《サ
ラベルガ詩編》では、第 101編のイニシアル D（図 4-179）が、装飾模様の施された蛇の胴体によって表
されている。第 68編イニシアル S（図 4-180）では文字を構成するのは蛇モティーフではないものの、鳥
頭のつけられたリボンが《コルビー詩編》第 51編の蛇モティーフのように 8の字形を描いて絡み合うこと
で、文字の形を描いている。更に、時代の下ったアイルランド写本の《サウサンプトン詩編》（ケンブリッ
ジ、セント・ジョンズ・カレッジ、Ms. C9）では、8の字形を描きながら自分の胴体を噛む、蛇のような
生物によって、詩編第 51編のイニシアルQが形成されている（図 4-181）。蛇状のモティーフで流線型の
文字を描く例は、インスラー写本のみに類例を求められるわけではく、《コルビー詩編》に先行するガリア
のイニシアル芸術にも見出すことが出来る。《ジェローヌの典礼書》のイニシアル S では、蛇のような身
体をした鳥頭付きのリボンがイニシアル S の代替モティーフとされており（図 4-182）、『歴史』写本（ラ
ン、市立図書館、Ms. 137）のイニシアル S（図 4-183）では、自らの身体を噛む双頭の蛇が文字を構成し
ている。このような例は《コルビー詩編》のその他のイニシアルにも見ることが出来る。第 38編イニシア
ルD（図 4-184）と第 68編イニシアルS（図 4-185）は、蛇のような流線形のリボン状モティーフによって
                                                      
73 コルビー修道院で制作されたアラテア写本は現在、少なくとも2点確認されている（パリ、国立図書館、Ms. lat. 7886, 
12957）。このうちLatin 12957は線描による挿絵入りである。これらの挿絵入りアラテア写本は古典古代的な様式を残
しておらず、該当のゼウス像の挿絵も持たないが、コルビーの修道院が少なくとも異教写本を有していたことは確認
できる。アラテア写本については、下記を参照。越宏一「アラテア写本を中心とする星座図像の研究―基礎資料編―」
『星座図像の研究「アラテア」写本を中心に』（研究代表者 越宏一 平成16年度～平成17年度科学研究費補助金 基
礎研究(B)(2)研究成果報告書）東京芸術大学美術学部芸術学科西洋美術史研究室 2006年 10-193頁。また、コルビー
修道院制作のアラテア写本2点については、下記も参照した。GANZ 1990, 49, 57, 60, 153-54. 
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文字体が構成されている。《コルビー詩編》第 51編の、蛇の描く 8の字形の円環は、詩編や注解書等のテ
クストのみから導き出されたものではなく、文字装飾の伝統に根付いたものだったのである。 
 獣の身体を以って文字のカウダとする、部分的な形象イニシアルの手法も、先行するメロヴィング朝写
本で頻繁に用いられた、文字装飾の常套手段であった。8世紀半ばの《グンドヒヌスの福音書》（図 4-186）
では、鳥や魚、四足獣を組み合わせることで、文字の形体を構成しており、イニシアルQのカウダの部分
には鳥が充てられている。同様の例は、コルビーの修道院写字室にも見られる。《ヨブ記道徳論写本》では、
イニシアルQの文字（図 4-150）を、円に沿った鳥と魚を組み合わせることによって構成している。更に、
インスラーの写本芸術の強い影響下にあったエヒテルナッハで制作された《エヒテルナッハの詩編》では、
詩編 51編イニシアルQ（図 4-187）のカウダの部分を、鹿のような四足動物が担っている。8世紀後半の
ガリアでは、カウダに鳥や魚、四足獣といった動物を代替モティーフとして充てる装飾方法が浸透してい
たようである。《ジェローヌの典礼書》では、イニシアルQではなくD（図 4-188, 4-189）でも、本来なら
ばメダイヨンの上部を飾るべきアセンダーが、Qのカウダのようにメダイヨンを担う四足動物として表さ
れている例を幾つか見ることが出来る。コルビーの画家は、このような文字の装飾方法に親しんでいたの
であろう。本写本中でも動物をイニシアルQのカウダに見立てる装飾方法は、第 3章 3節で既に論じたよ
うに、常套手段として用いられていた。例えば第 79編イニシアルQ（図 4-190）では獅子のような四足獣
が74、先に見た第 83編イニシアル Q（図 4-191）では、腹部で蜷局を巻いた生物が、カウダの代替モティ
ーフとなっている。コルビーの画家は、第 51編の “Quid gloriaris” という詩編冒頭の言葉を装飾する際に
も、まず何よりも、カウダに動物を充てるという着想を得ていたのであろう。 
 インスラーとメロヴィング朝の文字装飾の常套手段を踏襲したコルビーの画家は、イニシアルQに挿絵
を施す際に、まず動物などのモティーフを組み合わせて文字を構成すること、即ち、蛇或いはそれに似た
生物で文字の環状形体を構成し、カウダの部分に四足獣などの動物を充てる、というアイディアを前提と
していた。そしてそれらを利用した図像を描く為に、「サウル王とドエグ」ではなく、ドエグをアンチキリ
ストと見なすカッシオドルスと、アンチキリストを二つの生物と結びつけた大グレゴリウスの解釈から、
二匹の獣に乗るアンチキリストという図像を文字の上に創造したのである。即ち、文字の形体そのものと
詩編テクスト及びそれに関連する教父らの著作の双方とが、モティーフの選択と図像の生成の要因となっ
ているのである。 
 
C) 詩編第 124編イニシアル Q「鞭を持ち怪獣の上に立つ罪人」 
 詩編第 51編の「アンチキリスト」と類似するイニシアルを表すのが、第 124編のイニシアルQ（図 4-19）
である。文字の基本構造は上述の第 79編（図 4-190）や第 83編（図 4-191）のイニシアルQと同様、動物
                                                      
74 第79編イニシアルQは、フォリオの下端の損傷により現在では図像全体を確認することは出来ないが、11世紀の
コルビー修道院で制作された写本にそのコピーと思われるイニシアルが残されている（パリ、国立図書館、Ms. lat. 13392, 
fol. 27r）。そこでは、人間の足の断片を加える獅子に似た四足動物がカウダに充てられているのを確認出来るが、動物
の向きは左右反転している。 
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の身体によるカウダと、メダイヨンの中の人物像から成り、本写本の画家のイニシアルQに於ける常套手
段が用いられている。胴体に鱗のある四つ足の鰐のような動物は、頭部の一部がフォリオの端にあたり欠
損しているものの、頚部に手綱がかけられているのが確認出来る。四足獣の上に乗る人物は片手でその手
綱を取り、もう一方の手で鞭を持つが、頭部は退色が激しく詳細が観察出来ない75。 
 第 124編イニシアルQの図像が何を主題としたものであり、後続の詩編テクストのどの箇所を反映して
いるのかは、先行研究では殆ど論じられてはいない。クーダーは先行する時代或いは同時代の類似する図
像の例が無いことから「クロコダイルのような怪獣に立つ勝利者」と記述するに留まり76、この図像の詩
編テクストとの関連や主題、図像の手本については一切言及していない。この第 124編イニシアルQを構
成する、鱗のある怪獣やその上に手綱を取って立つ人物は、詩編テクストには直接的に関連する箇所が見
出せない。唯一関連付けられるのは、この怪獣に乗る人物が手にする鞭である。第 124編 3節「蓋し主は
義しき者の領分に、罪人の笏を遺し給わじ（Quia non relinquet Dominus virgam peccatorum super sortem 
justorum）」という、罪人の笏（virga peccatorum）についての言及があり、詩編のこの言葉は同時代の詩編
挿絵でも視覚化されている。《ユトレヒト詩編》第 124編挿絵では、罪人の笏という章句は長い棒を振り上
げる人物を左右に配することで表されている77（図 4-193, 4-194）。《シュトゥットガルト詩編》の同箇所で
も、細長い枝のような某を持つ人物が左右から、中央に配されたニンブス付きの二人の人物を打とうとし
ている78（図 4-195）。《コルビー詩編》と時代の近い二つの挿絵付き詩編写本では、長い竿を鞭のように振
り上げる人物によって「罪人の笏」という言葉を表しており、鞭打ちのようなイメージがこの章句に抱か
れていたことが分かる。《コルビー詩編》のイニシアルの人物が手にした、柄より先が三つ又に分かれた三
条鞭は、《ユトレヒト詩編》や《シュトゥットガルト詩編》の同箇所の罪人が持つ長い竿とは形状が異なる
が79、「罪人の笏」を反映したものと考えることが出来るだろう。 
 それ以外の、鰐に似た怪獣やその手綱を引く人物というモティーフは、詩編テクスト本文や、教父らに
よるこの詩編への注解などの関連するテクストに典拠は見出せない。これらのモティーフは寧ろ、本写本
内のその他の図像から説明されるだろう。《コルビー詩編》の画家は既に第 51編（図 4-159）や第 83編（図
4-191）で見たように、怪獣のカウダとメダイヨンの中の人物で文字を構成するという方法を、Qという文
字に於いては常套手段として頻繁に用いている。そしてそのカウダの代替モティーフには悪の象徴として
の役割を、メダイヨンの中の人物に悪の克服者或いは悪の支配者としての役割を与える傾向がある。第 124
                                                      
75 プリアムはこの鰐のような動物の上に乗る人物が、第51編イニシアルQと同様に、動物に後ろ向きに乗っている
としている。しかし同ミニアチュールの現在の保存状態からは、人物像の頭部がどちらを向いているのか判別が難し
い。PULLIAM 2010b, 103-104. 
76 KUDER 1977, 272: “”Der Tierbezwinger steht auf einem krokodilartigen Untier, das er mit Zügel und Gießel bändigt.” 
77 《ユトレヒト詩編》の同箇所の挿絵については以下を参照。Facs. Utrecht Psalter, Kommentar, 87.  
78 《シュトゥットガルト詩編》の同箇所の挿絵については、下記を参照。Facs. Stuttgarter Bilderpsalter, Kommentar 140. 
79 三つの結び目を持つ鞭は、アリウス派を異端者として鞭打ったとされる聖アンブロシウスの事物として表されるこ
とがあるが、三条鞭を持つ聖アンブロシウスの図像の9世紀以前の例は確認されていない。例えばミラノのサンタン
ブロージョ聖堂の祭壇飾りには、聖アンブロシウス伝を詳細に表す最初期の作例だが、アリウス派の鞭打ち場面や鞭
を事物として持つ聖アンブロシウスの図像は無い。BRAUNFELS, Wolfgang (hrsg. von): Lexikon der christlichen 
Ikonographie, Bd. 5, Ikonographie der Heiligen, Aaron bis Crescentianus von Rom, Rom/ Freiburg/ Basel/ Wien 1990, 115-120. 
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編イニシアルQでも、写本画家は文字を装飾するにあたって、まずカウダに動物を充て、円形メダイヨン
の中に人物像を表すことを前提としていたのであろう。クーダーはこの鱗のある四つ足の動物をクロコダ
イルと記述しているが、クロコダイルはプリニウスの『博物誌』やその影響を受けた『フィシオログス』
によれば、竜（ドラコ）と並び悪徳の象徴、或いは悪魔に例えられる80。 
 第 124編のイニシアルでは人物像と怪獣の頭部の一部が退色・損傷しており、人物像が怪獣を倒してい
るのか操縦しているのかを正確に判断することは難しい。しかし第 83編のように十字杖で怪獣と格闘する
のではなく、第 51編のように怪獣に掛けられた手綱を引いていることから、クーダーによる「怪獣の上に
立つ勝利者」という解釈よりは寧ろ、怪獣を操縦する者、即ち悪魔を操縦する罪人と解釈したほうが妥当
であるように思われる。第 51編でもアンチキリストは支配者として、有翼獣の轡に掛けられた手綱を手に
しており、12世紀の『リベル・フロリドゥス』写本の「ベヘモットの上に座る悪魔」（図 4-169）でも同様
である。《コルビー詩編》のイニシアルでは、詩編テクストの章句に加えて、同じ構成方法をとるイニシア
ル同士が呼応し、写本内でイメージを増幅させているのである。 
 
D) アタナシウス信条 イニシアル Q「泉を求める鹿と手綱を取る人物」 
 詩編第 51編、83編、124編と類似する構成を取るのは、カンティクムの後に収録された最後の編である
アタナシウス信条のイニシアルである。アタナシウス信条は、 “Quicumque vult salvus esse（凡て救われた
いと願う者は）” で始まる、三位一体について述べた信条であり、アレクサンドリアのアタナシオスによ
って書かれたとされた為に、「アタナシウス信条 Symbolum Athanasianum」と呼ばれてきた81。《コルビー
詩編》ではその冒頭のイニシアルQを、鹿の身体と円形のメダイヨンの中に立つ人物による、形象イニシ
アルと図像を包囲するイニシアルの混合型として構成している（図 4-196）。文字のカウダ部分に充てられ
た、桶のような泉から水を飲む鹿の角には蛇か絡まり、メダイヨンの中で鹿の手綱を引く人物が、鹿の背
の上で歩くような姿勢で表されている。人物像の頭部は近年撮影された写真では確認出来ないが、修復前
の白黒写真からは、ディアデマのようなものを冠した人物の側面観の頭部を確認することが出来る（図
4-197）。 
 自らの角で蛇と闘う鹿とその上に乗る人物という図像は、アタナシウス信条のテクストに典拠となる記
述がなく、アタナシウス信条の挿絵としてこの図像を持つ例は無い。例えばほぼ同時代の《ユトレヒト詩
編》の同箇所（図 4-198）では、円を描いて教父らが座る公会議の様子が挿絵として描かれており、《コル
                                                      
80 ギリシャ語ヴァージョンの『フィシオログス』ではクロコダイルはカワウソの敵とされ、悪魔に例えられているが、
ラテン語写本ではクロコダイルの悪魔の比喩は見当たらない。ギリシャ語の『フィシオログス』はドイツ語訳から日
本語へ訳出されている他、英訳でも確認出来る。オット ・ーゼール／梶田昭訳『フィシオログス』博品社 2012年; GRANT, 
Robert M: Early Christians and Animals, London/ New York 1999. 
81 《コルビー詩編》のアタナシウス信条の標題は退色しており判読が難しいが、《ユトレヒト詩編》の同信条（fol. 90v）
では、 “Incipit fides catholicam” と書かれているのを読み取ることができる。尚、アタナシウス信条の邦訳は、以下に
掲載されている。日本基督教協議会文書事業部『信條集 前編』新教出版社 1955年、8-10頁。 
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ビー詩編》と全く異なる歴史的事象が表されているのである82。本写本のイニシアル Qでは、アタナシウ
ス信条のテクストの内容が直接的に表されるのでも、同時代の詩編写本のようにテクストに関連する歴史
的事象が描かれるのでもなく、蛇と争う鹿とそれを操る人物という、象徴的な図像が与えられている。こ
の図像の典拠は、アタナシウス信条以外の二つのテクストに求めることが出来る。一つは、デゾブリーや
クーダーが既に指摘した83、動物寓意集『フィシオログス』の記述である。『フィジオログス』の「鹿につ
いて（De Cervo）」のテクストでは以下のように、鹿が竜（ドラコ）の敵であり自らが飲んだ泉の水で竜を
殺すという鹿の性質が挙げられている。 
 
De Cervo. In psalmo XLI dicit: Sicut ceruus desiderat ad fontes aquarum, ita desiderat anima mea ad te, 
deus. Ceruus inimicus est draconi; draco autem fugit a ceruo in fissuras terre; et uadens ceruus, et ebibens, 
implet nasa sua fontem aque, et euomit in fissuram terre, et educit draconem, et conculcauit eum, et occidit 
eum. Sic et dominus noster interfecit draconem magnum diabulum ex celestibus aquis, quibus habebat 
sapiente inenarrabilis; non enim potest draco baiulare aquam, neque diabulus sermones celestes. Si enim et 
tu habueris intellegibiles dracones absconsos in corde tuo, inuoca Christum ab euangeliis per orationes, et 
ipse occidet eum: Tu es enim templum dei, et spiritus dei habitauit in te. Capilli autem cerui, ubi 
apparuerint in domo, uel de ossibus incenderis, numquam draconem inuenies: uestigium dei et timor 
Christi si inueniantur in corde tuo, nullus spiritus inmundus introibit tibi.  
〔出典：CARMODY, Francis J: Physiologus Latinus Versio Y, in: University of California Publications in Classical 
Philology, 12, 1941, 95-134〕 
鹿について。詩編第41編は「鹿が水源を求めるように、神よ、私の魂はあなたを求める」と言
う。鹿は竜（ドラコ）の敵である。さらに、竜が鹿から逃げて地中の溝へ隠れると、鹿は泉へ
向かい腹が水で満たされるまで水を飲み、その水を穴に吐きかけて竜をおびき出し、踏み潰し、
殺してしまう。このように、我々の主は巨大な竜、即ち悪魔を、筆舌に尽くしがたい知恵をも
つ天の水で殺す。竜は水には耐えられず、悪魔は天の言葉には耐えられないのである。もしあ
なたもまた心の中に隠れた竜を持つならば、祈りによって福音の中のキリストを呼びなさい。
彼はそれを殺すであろう。「あなたは神の神殿、そして神の精神はあなたの中に在る」。鹿の髪
のある、或いはその骨の燃える家では、あなたは竜を見つけることはないだろう。神の足跡や
神の恐怖があなた心の中に見つかるならば、汚れた精神は一切あなたの中には入らないだろう。 
                                                      
82 Facs. Utrecht Psalter, Kommentar 95. 
83 DESOBRY 1974, 100; KUDER 1977, 230-232.デゾブリーは同図像を、『フィシオログス』の鹿（cervus）とオリゲネス
による『雅歌講話』のかもしか（gazelle）についての記述の融合であるとしているのに対し、クーダーは『フィシオロ
グス』を主たる典拠と見なしている。 
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〔拙訳84〕 
『フィシオログス』の「鹿について」の章のテクストによって、泉で水を飲み竜を殺すという、《コルビー
詩編》のアタナシウス信条のイニシアルQのうち、手綱を引く人物像以外の全てのモティーフが説明され
る。カロリング朝期ランス派の挿絵入り写本《ベルンのフィシオログス》の同箇所では、《コルビー詩編》
のアタナシウス信条のイニシアルQに酷似する、角に蛇が絡みつく鹿の挿絵が枠取り絵画として与えられ
ている（図 4-199）85。《ベルンのフィシオログス》の挿絵では鹿は水を飲んではいないが、角で蛇と戦う
図像の類似から、コルビーの画家が《ベルンのフィシオログス》の鹿の挿絵と同様の図像を目にしていた
ことが推測出来る。 
 もう一つの典拠は、『フィシオログス』の「鹿について」の章で引用されている、詩編第 41編である。
詩編第 41編 2節では、 “Quemadmodum desiderat cervus ad fontes aquarum, ita desiderat anima mea ad te, Deus
（鹿の水源を慕う如く、天主よ、わが魂も女を慕うなり）” という、鹿が泉を求める様子を歌った章句が
ある。挿絵付き詩編写本では第 41編にはこの章句を反映し、泉で水を飲む鹿が挿絵として表す例が多く見
られる。例えば《ユトレヒト詩編》の同箇所では、川へと向かって走る鹿が挿絵として描き込まれており
（図 4-200）、《シュトゥットガルト詩編》では第 41編 3節の下に、水を飲む鹿とそれを眺める預言者の挿
絵が与えられている86（図 4-201）。泉を求める鹿を挿絵として同箇所に表した例は、西方の詩編写本だけ
ではなく、ビザンティンの詩編写本でも同様であった。《クルドフ詩編》では、《コルビー詩編》とよく似
た桶のような泉を前にする鹿と、その隣で神に向かって祈る人物（ダヴィデ？）が表されている（図4-202）。
《テオドロス詩編》でも、水源から流れ出る水に向かう鹿と、その上で神に向かって祈るダヴィデが余白
に挿絵として描かれている（図 4-203）。泉の水を飲む鹿という図像は、9世紀には既に詩編写本では定着
していたと考えて良いだろう87。 
 詩編第 41編を典拠とする泉の水を飲む鹿の図像は、詩編挿絵以外でもモザイク画などで表されている。
「サロナの舗床モザイク（図 4-204）では、カンタロスのような杯から水を飲む二頭の鹿の図像に、詩編
                                                      
84 ここで用いたのは、ラテン語版『フィシオログス』のうちYヴァージョンである。ラテン語からの訳出にあたって
は、以下の英訳を参考にした。Curley, Michael J. (trans. by) : Physiologus: a Medieval Book of Nature Lore, Chicago 2009.  
85 《ベルンのフィシオログス》のテクストは、上述のYヴァージョンとは少し異なり、詩編第41編の引用が無い。 
“Physiolocus dicit quia inimicus est draconis et persequitur, occidere eum vult. Dum fugerit draco ante eum et absconderit se in 
scissuris, velociter cervus vadit ad fontem et implet viscera sua aqua multa et veniens post eum. Turbatur draco ab aqua, axiit, et 
absorbet eum cervus. Itaque dominus Iesus Christus est draconem magnum diabolum et in inferio orateerrae persecutus est eum, et 
effundens de latere suo sanguinem et aquam et effugavit et diaboli opera amputavit.（フィシオログスが言うには、鹿は竜の敵で
あり、竜を追って殺そうとする。竜が鹿から逃げ溝へ隠れると、鹿は素早く泉へ向かいお腹をたくさんの水で満たし、
竜に水を吐きかける。竜は水によって呼び起こされ穴から出で、鹿はそれを飲み込んでしまう。このように、イエス・
キリストも大きな竜を、即ち悪魔を地の底まで追い詰め、彼の血と水とを注ぐことで、再生の沐浴によって追放し、
悪魔の所業を摘み取ったのである。）” ラテン語テクストはFacs. Berner Physiologus, Kommentar より出典、邦訳は同書
出典のドイツ語訳を参考にした拙訳である。 
86 Facs. Stuttgarter Bilderpsalter, Kommentar, 89. 
87 この他、泉の水を飲む鹿の挿絵を第41編に持つものにつては、デュフレンヌの共観表を参照。DUFRENNE 1978, 
psaume 41. 
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第 41編 2節のテクストが銘文として添えられている88。これとよく似た図像は、ラヴェンナのガッラ・プ
ラチディア廟堂の東西のリュネットでも見られるが（図 4-205）、ここでは詩編テクストの銘文は無い。但
し詩編挿絵以外でこの図像が表される場合は、泉を求める鹿は二頭一対の左右対象構図で表されることが
多く、人物像も伴わない。従って、《コルビー詩編》のアタナシウス信条の手本となりえたのは、『フィシ
オログス』の「鹿について」の章や詩編第 41編の挿絵といった、テクストに忠実に表された写本挿絵と考
えるのが妥当であろう。 
 クーダーが明言を避けた、鹿の轡から伸びる手綱を引く人物像の特定については、以下二つの可能性が
挙げられる。一つ目は、他の詩編写本で鹿の傍に描かれている預言者或いは詩編著者の移植である。《シュ
トゥットガルト詩編》では水を飲む鹿の傍に岩に腰掛ける預言者が描かれており（図 4-201）、多くのビザ
ンティンの詩編写本でも詩編著者ダヴィデが、泉を求める鹿の傍で祈りを捧げている（図 4-202, 4-203）。
コルビーの写本画家がこのイニシアルを表すにあたり、こうした他の挿絵入り詩編写本を目にしていたな
らば、鹿の傍に表されたこれらの人物がメダイヨンの中へ移植され、手綱を引く人物に変えられたという
可能性が考えられる。二つ目は、類似する構成による本写本のイニシアルQの図像への応答として、人物
像が加えられたという可能性である。第 51編では、『ヨブ記』の注解でアンチキリストを結び付けられた
動物らを統治する者として、手綱を取るアンチキリストが表されていた。アタナシウス信条ではそれに対
置させる形で、『フィシオログス』に於いてキリストの比喩とされ、或いは詩編第 41編では「我」の比喩
とされる鹿を統べる者としての、キリスト或いは詩編著者として、鹿の手綱を引く人物像が加えられたの
ではないか。ミニアチュールの損傷によりイニシアルの全貌が観察出来ないことから、人物像の断定的な
特定は難しいが、修復前の写真では額にディアデマのような装飾物を確認することが出来る。 
 イニシアルQを鹿による代替モティーフとメダイヨンの中の人物像で装飾し図像を与えるという発想は、
これまで見てきたイニシアルと同様、先行する写本のイニシアル芸術から継承した装飾伝統から生み出さ
れたものである。イニシアルQのカウダに四足動物を充てるものは、第 3章で見たように、『民族法集成』
（図 4-206）や《エヒテルナッハの詩編》（図 4-207）のように、テクストの内容に関わらず散見された。
アタナシウス信条のイニシアルQはこの装飾語彙を用いて、『フィシオログス』の「鹿について」の章と、
そこで引用されている詩編第 41編 2節を典拠とし、これらのテクストに付随する挿絵を、何故イニシアル
の上に融合したものと考えられる。しかし、この図像が何故詩編第 41編ではなく、巻末のアタナシウス信
条のイニシアルに表されている。詩編第 41編はアタナシウス信条と同じくQで始まるにも関わらず、同
箇所のイニシアルは腹部に蜷局を持つ怪獣と二羽の鳥によって構成されている（図 4-208）。本来は第 41
編に表されるべき図像が、何らかの理由でアタナシウス信条に移されたのか、或いはアタナシウス信条の
テクストとこの図像が関連しうるのかは不明である。 
 
                                                      
88 サロナのモザイクについては、以下が詳しい。GERBER, William: Die Bauten im nordwestlichen Teil der Neustadt von 
Salona, Forschungen in Salona, I, Wien 1917（未入手）. 
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E) 聖母マリアのカンティクム イニシアル M「聖女を伴う生命の泉」 
 聖母マリアのカンティクムは、人物像や建築モティーフによる形象イニシアルで冒頭が装飾されている
（図 4-209）。半円文を持つ建築モティーフを中心軸として、その左右でニンブスのある二人の女性が身を
屈め、天使の胸像がその二人の女性の背を支えるという、左右対称の構図が取られている。“Magnificat anima 
mea Dominum（我が魂、主をあがめ奉り、）” で始まる聖母マリアのカンティクムは、『ルカによる福音書』
の第 1章 46-55節の抜粋であり、大天使ガブリエルから受胎告知を受けたマリアが、同じく受胎したエリ
ザベトを尋ねる場面に挿入された賛歌である。 その為、聖母マリアのカンティクムを持つ詩編写本では、
「受胎告知」や「聖母マリアのエリザベト訪問」といったマリアの受胎に関する物語場面、或いは聖母子
像などがこの箇所の挿絵主題として選ばれることが多い89。その為、先行研究ではこの図像の主題を「受
胎告知」或いは「訪問」のどちらかと解釈する傾向にあった。 
 この聖母マリアのカンティクムのイニシアルは、本写本の中でも先行研究に於いて最も、その図像主題
を巡って議論の分かれてきたものであろう。ブラウンフェルスはこのイニシアルについて「マリアとエリ
ザベトが祭壇の前で深くお辞儀をし、その上に天使が現れる」と記述し、「聖母マリアのエリザベト訪問」
と解釈している90。その一方でペヒトは、聖母マリアのカンティクムに適した「受胎告知」の場面をMと
いう文字に合わせて表すという課題の為に、聖母を重複させたのだとしている91。同イニシアルを「訪問」
或いは「受胎告知」のどちらかに帰する従来の解釈に対して、新たな説を展開したのがクーダーであった。
クーダーは、イニシアルMの中央の建築モティーフを祭壇ではなく聖墳墓であるとした上で、同図像はキ
リストの死後二人の聖女が聖墳墓を訪れる場面（『マタイによる福音書』第 28章 1-8節）と、復活したキ
リストが聖女らの前に姿を表す場面（『マタイによる福音書』第 28章 9節）との融合、即ち、「聖墳墓参り」
と「カイレーテ」という二つの場面の組み合わせ」であるとしている92。但しクーダーの説は必ずしも多
くの研究者を納得させるものではなかった。「聖墳墓参り」と「カイレーテ」の組み合わせは図像として判
読性に欠き、且つキリストの死と復活に関わる主題は、聖母の受胎に関する聖母マリアのカンティクムの
内容とそぐわないという理由から、カースニッツは再び同イニシアルの主題を「聖母マリアのエリザベト
訪問」とする一方93、プリアムは従来の説を認めながらも、この図像は聖女らによる敬虔さの表象である
                                                      
89 聖母マリアのカンティクムの挿絵として「受胎告知」或いは「訪問」を表した詩編写本は、以下で挙げられている。
KUDER 1977, 176. また、デュフレンヌの共観表も参照。いくつかのスラヴの写本では、二つの場面双方が挿絵として
表されている。DUFRENNE 1978, Canticle de la Vierge. 
90 BRAUNFELS, Wolfgang: Die Welt der Karolinger und ihre Kunst, München 1968, 157: “Maria und Elisabeth verneigen sich 
tief von einem Altar, über dem ein Engel erscheint.” ブラウンフェルスは更に、このイニシアルには建築モティーフの溝の
模様によるMと、二人の女性の手にするAとE、そして女性像の腹部の輪郭線がNを示し、 “AMEN” という言葉を
モノグラムとして持つとしている。しかし、 “Magnificat” という言葉から自明であるように、二人の女性の手にする
文字はAとEではなくAとGである。 
91 PÄCHT 1963, 71. 
92 KUDER, Ulrich: Les initiales ornées du psautier de Corbie: Amiens, Bibliotheque municipale, ms. 18, in: L'art du haut moyen age 
dans le Nord-ouest de la France: Actes du colloque de St-Riquier, 22-24 septembre 1987 (ed. par POULAIN, Dominique/ PERRIN, 
Michel), Greifswald 1993, 245. 
93 KAHSNITZ 2004, 146. 
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としている94。 
 詩編やカンティクムはそもそもダヴィデ或いは新旧約聖書中の人物による歌である為、必ずしもナラテ
ィヴな物語場面のみが挿絵とされている訳ではない95。例えば詩編の章句を逐語的に絵画化した「ワード・
イラストレーション」の叙述原理で知られる《ユトレヒト詩編》は、聖母子とそれを賞賛する人々を表し
ており（図 4-210）、「受胎告知」や「聖母マリアのエリザベト訪問」といった、聖母マリアのカンティク
ムの前後の受胎に関わる物語場面を主題とするのではなく、カンティクムの内容を視覚化している96。《コ
ルビー詩編》では、人物像を伴い図像を示すイニシアルの全てが、詩編或いは新旧約聖書のあるひとつの
箇所に基づいた物語場面を表すとは限らないことは、本節でこれまで取り上げてきた詩編第 51編を始めと
するイニシアルから明らかである。従って、聖母マリアのカンティクムのイニシアルもまた、「受胎告知」
或いは「訪問」といった聖母の受胎に関するある特定の場面を表したものではなく、「聖墳墓参り」と「カ
イレーテ」の二つの場面の組み合わせ、或いはより複雑な複数の主題の混合による象徴的図像である可能
性は大いに考えられる。 
 本写本の聖母マリアのカンティクムのイニシアルは、既にクーダーが指摘した通り、初期中世の「受胎
告知」或いは「聖母マリアのエリザベト訪問」を主題とする図像とは異なっている。《ヘヌエルス＝エルデ
レン象牙装幀板》では「受胎告知」と「聖母マリアのエリザベト訪問」の二つの主題が、上下段に分けて
表されている（図 4-211）。カロリング朝期までの「受胎告知」図像は、この象牙浮彫に見られるように玉
座の聖母に大天使ガブリエルが祝福を授けるものか、或いは《シュトゥットガルト詩編》第 71編挿絵のよ
うに（図 4-212）聖母と大天使の間に鳩を伴うものであり、多くの研究者が指摘するように、聖母が重複
しその上に天使が出現する図像の例は知られていない。「聖母マリアのエリザベト訪問」は《ヘヌエルス＝
エルデレン象牙装幀板》の下段のように二人の聖女が抱き合う形で表されるのが通常であり、同時代のカ
ール大帝宮廷派の《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》の『ルカによる福音書』イニシアル頁（図
4-213）もこのタイプを示している。何よりも《コルビー詩編》内に既に見られる第 122編の「訪問」を表
す物語イニシアル（図 4-214）が、聖母マリアのカンティクムのイニシアルMとの差異を示しており、こ
のイニシアルMが「訪問」を主題したものではないことの証左となっている。 
 前項で扱ったアタナシウス信条のイニシアルや第 51編、第 124編のイニシアルが、テクストの内容に関
わらず基本的には同じ構成方法によって装飾されていたことから分かるように、本写本には、同じアルフ
ァベットによるイニシアルに同じ構成方法を用いる傾向がある。イニシアルMはその左右対称の文字の形
状の為に、背を丸める動物モティーフ二つを向かい合わせて組み合わせた形象イニシアルとして表される
ものが多い。第 47編イニシアルM（fol. 42r）を除く 6点の本写本のイニシアルMが、二つで一対となる
                                                      
94 PULLIAM 2010a, 258. 
95 ビザンティンの詩編写本の余白挿絵では、時代の近い《クルドフ詩編》には聖母マリアのカンティクムに挿絵を持
たないが、例えば《テオドロス詩編》（fol. 206v）では聖母子の立像が、《ブリストル詩編》（fol. 258r）ではオランスの
聖母がこのカンティクムの挿絵とされている。 
96 聖母子を礼賛する人々は第48章に基づいている。Facs. Utrecht Psalter, Kommentar, 94. 
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動物或いは人物像モティーフから構成されており、聖母マリアのカンティクムでもまた、カンティクムの
内容だけではなく、こうした装飾の原理が主題あるいはモティーフの決定と図像の生成の要因となってい
ると言える。 
 左右対称の二つの動物モティーフから成る本写本のイニシアルMの中でも、特に目立つのは「生命の泉」
を表すイニシアルである。第 56編では杯のようなモティーフを中心として、それに口をつける有翼獣が向
かい合い（図 4-215）、第 100編では一部が欠損しているものの、向かい合う馬によるイニシアルMの中央
には第 56編と似た杯のようなモティーフの一部が認められる（図 4-216）。詩編第 50編では、「ダヴィデ
のもとを訪れる預言者ナタン」の物語場面が表されているが、文字体を構成するのは第 56編と同じく有翼
獣と杯である（図 4-217）。杯のようなモティーフを中心軸として対象構図で配された動物モティーフから
成る形象イニシアルは、本写本ではMだけではなくTやEでも観察出来る（図 4-218, 4-219）。聖母マリ
アのカンティクムのイニシアルMの二人の女性と建築物、天使から成る図像は、これらの線対称構図を持
つイニシアルと同様、「生命の泉」を表すものではないだろうか。 
 「生命の泉」は、『ヨハネによる黙示録』第 22章 1節の 「生命の水の川（fluvium aquae vitae）」や、詩
編第 41編の「泉を求める鹿」などが結びついて、杯或いはキボリウムを求めて多くの動物を伴う図像へと
発展したものであり、キリストの教えを求めて集う信徒や洗礼、魂の再生の象徴となった97。特に鹿、孔
雀、鳩などが、カンタロスなどの杯の左右に集う図像は、古代末期から初期中世にかけて広い地域で、モ
ザイクや浮彫、カタコンベの壁画など多くの場で表された。その幾つかの例が、サロナの舗床モザイクの
「泉に集う鹿」（図 4-204）やラヴェンナのガッラ・プラチディア廟堂モザイクの「泉に集う鳩」（図4-220）、
或いはランゴバルトの浮彫の「泉に集う孔雀」（図 4-221）であり、その多くが杯を中心とする左右対称の
構図をとっている。《コルビー詩編》の同様の図像を示すイニシアルMや T、Eは、こうした左右対象の
「生命の泉」図像を手本としたと見て間違いないだろう。 
 カロリング朝期になると、「生命の泉」はより多くの動物を伴う複雑な図像へと発展する。《ゴデスカル
ク福音書抄本》では、降誕祭の徹夜課の聖書抜抄（ペリコーペ）の前に、八角形の台座と列柱、円錐形の
屋根を持つ建築物に鹿を含む種々の動物が集まる「生命の泉」の図像が全頁大挿絵で挿入されている（図
4-222）。同様の図像は同じくカール大帝宮廷派の《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》（図 4-223）
にも受け継がれており、これらの二つの全頁大挿絵では、動物が集まる泉は杯ではなく、モニュメンタル
な建築物によって表されていることが特徴的である。この円錐形の屋根と列柱、八角形の台座を持つトロ
                                                      
97 「生命の泉」の概念及び図像の成立と発展については、以下に詳しい。UNDERWOOD, Paul Atkins: The Fountain of Life 
in Manuscripts of the Gospels, in: Dumbarton Oaks Papers, 5, 1950, 41, 43-138; KLAUSER, Theodor: Das Ciborium in der älteren 
christlichen Buchmalerei, in: Nachrichten der Akademie der Wissenschaften in Göttingen : Philologisch-Historische Klasse, 1961.7, 
194-207; BRUBAKER, Leslie: Fountain of Life, in: Dictionary of the Middle Ages, vol. 5, New York/ London 1989, 149; 
THOMAS, A: Brunnen, in: LCI, Bd. 1, 330-336; WIPFLER, Esther P.: Fons Vitae, in: RDK, X, 2004,175-184; idem: Fons: Studien 
zur Quell-und Brunnenmetaphorik in der europäischen Kunst, Regensburg 2014, 45-87; 柳宗玄『西洋の誕生』（柳宗玄著作選
1）八坂書房 2007年、119-144頁; 金沢百枝「生命の泉に集う鳥たち-学会ロゴについて-」『西洋中世研究』第1
号 2009年、174-177頁。 
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ス型建築物は、P. A. アンダーウッドが指摘したように聖墳墓の表象であり、このことは「聖墳墓参り」を
表すいくつかの東方に由来する香油瓶（図 4-224）に於いて、聖墳墓が列柱と円錐形の屋根を持つ建築物
によって表されていることから明らかにされている98。《コルビー詩編》の聖母マリアのカンティクムのイ
ニシアルMの、二人の聖女の間に立つ建築モティーフを観察すると、列柱の数こそ少ないものの、ニンブ
スと輪郭を共有する円錐形の屋根を持つことが分かり、《ゴデスカルク福音書抄本》や《サン・メダール・
ド・ソワッソン》のトロス形建築と類似している。クーダーは幾つかの「聖墳墓参り」を主題として表し
た象牙浮彫の聖墳墓との比較から、同イニシアルの建築モティーフを祭壇ではなく聖墳墓であると指摘し
たが99、同時代の豪華写本の「生命の泉」図像との比較からも、これが聖墳墓を表したものであると確認
出来る。即ち、このイニシアルMもまた、聖墳墓に集う二人の聖女による「生命の泉」であると解釈する
ことが出来るのである。 
 動物ではなく聖女がトロス型建築に集う「生命の泉」の図像の類例は知られていないが、人物像を伴う
「生命の泉」には同時代に幾つかの作例がある。《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》は、全頁大挿
絵に加えて共観表にも、円錐形の屋根と列柱を持つ建築物に集う福音書記者とその象徴動物の図像を備え
ている（図 4-225）。《ユトレヒト詩編》のイザヤのカンティクムの挿絵（図 4-226）では、第 3節 “haurietis 
aquas in gaudio de fontibus salvatoris（汝等喜びて救済者の泉より水を汲まん）” を反映し、四葉形の泉から
杯で水を飲む二人の人物を表す例が見出せる100。カロリング朝期までには、動物だけではなく人物像も泉
を求めて集うイメージが形成されていたのである。 
 聖母マリアのカンティクムは、キリストの受胎を大天使から予告された後、エリザベトを訪ねた際の賛
歌である。このMから始まるカンティクムを、図像を持つイニシアルで装飾しようとした写本画家は、他
のイニシアルMと同様、生命の泉を表そうとした。同カンティクムの挿絵として聖女二人による「生命の
泉」図像を表すという着想は、《ゴデスカルクの福音書抄本》を考慮に入れれば、決してテクストとの関連
から不自然なものではない。《ゴデスカルク福音書抄本》の生命の泉の全頁大挿絵は、降誕祭の徹夜課で朗
唱されるペリコーペの前に挟まれており、この降誕祭のペリコーペとは『マタイによる福音書』第1章の、
キリストの誕生が予告される箇所の抜粋である。従って、イエスの誕生に関わる聖母マリアのカンティク
ムの挿絵として「生命の泉」という主題は、寧ろ適切だと言えるだろう。写本画家は、文字の形状とカン
ティクムのテクストの双方の要請から、新たな図像を創造したのである。 
 
 
 3 
 
 上述の説話的物語イニシアルや象徴的物語イニシアルが、特定の物語場面にせよ、或いは複数の主題を
                                                      
98 UNDERWOOD 1950, 92. この他、聖墳墓の表象については以下を参照。OSTERHOUT, Robert: The Temple, the 
Sepulchre, and the Martyrion of the Savior, in: Gesta, 29/1, 1990, 44-53. 
99 KUDER 1993, 243. 
100 Facs. Utrecht Psalter, Kommentar, 92. 
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合成して生じた象徴的図像にせよ、基本的には新旧約聖書の主題を表すものであった。これに対し、以下
で取り上げるイニシアルは、詩編の内容そのものを示唆するというより、寧ろ詩編読者の祈りを促す行為
を示しつつ詩編テクストへと詩編を誘うものである。 
 カロリング朝フランク王国のカール大帝の廷臣にして、宮廷の文芸サークルの一人であり、『カール大帝
伝』を記したエインハルドゥスは、836 年頃にフェリエール修道院長ルプス（805 年頃-862 年頃）に宛て
た書簡101の中で、「十字架の礼拝についての質問」として、礼拝や祈祷の身振りについて以下のように記述
している。 
 
祈ること [orare] は、私の見解では、心か声によって、或いは同時に心と声の中で身体の身振
りを伴わずに、不可視の神に嘆願することである。或いは、それはそこに救いの希望が置かれ
るか、そこに置かれるのがふさわしいその他の何かに嘆願することである。しかし礼拝するこ
と [adorare] は、頭を下げたり、身体全体を曲げたり伏せたり、腕を伸ばしたり、両手を広げ
たり、或いは身体の身振りを構成するその他のやり方によって、個人の前に置かれる崇敬 
[veneratio] を可視のものへと示すことである102。 
 
エインハルドゥスはここで、祈り（orare）と礼拝（adorare）を、身振りの有無によって区別し、頭を下げ
る、身体を曲げる、伏せる、腕を伸ばす、腕を広げる等、礼拝に属する多様な身振りを肯定しつつ挙げ連
ねており、9 世紀前半には既に、礼拝に様々な身振りが伴っており、またそれが重視されていたことが分
かる。恐らく祈りに伴う身振りに関する神学者らの議論は、同写本が制作される前後の 8世紀末から 9世
紀前半に急速に発展していた。何故ならば、787 年の第二ニカイア公会議で東方教会が聖像崇敬を認めた
のに対し、カールとその側近達によって『カールの書 Libri Carolini』と呼ばれる膨大な文書によって反駁
したり、或いはヴァラフリド・ストラボ（Walafrid Strabo, 808年-849年）が礼拝の発展史を記して礼拝に
於ける適切な身体行為について論じるなど103、礼拝行為に関する目立つ著作がこの時期に多く残されてい
るからである。 
 《コルビー詩編》は『カールの書』からおよそ 10-20年後、エインハルドゥスとルプスによる書簡やス
トラボの著作より 15-25年ほど前、即ち礼拝やそれに伴う身振りに関する議論が東西で高まりを見せてい
                                                      
101 アインハルトとルプスの書簡によるやりとりは、以下に英語でも訳出されている。REGENOS, Graydon Wendell 
(trans.): The letters of Lupus of Ferrières, The Hague 1966; DUTTON, Paul Edward: Charlemagne's Courtier: The Complete 
Einhard, Readings in Medieval Civilizations and Cultures, Peterborough/ Ontario 1998. 
102 Einhard, Quaestio de adoranda cruce, in: HAMPE, Karl (Hrsg.): Monumenta Germaniae Historica, Epistolae, T.V, Karoli Aevi 
III, Berlin 1899, 146-149: “Orare est, ut mea dert opinio, Deum invisibilem, vel si aliud aliquid est, in qui spes auxilii poni possit aut 
deceat, mente vel voce, cel mente pariter ac voce, sine corpotis gestu precari. Adorare vero rei visibili et coram posite ac presenti vel 
inclinatione capitis vel incurvatione vel prostratione totius corporis vel protensione brachiorum atque expansione manuum vel alio 
quolibet modo ad corporis tamen gestum pertinente venerationem exhibere.”  
103 ストラボはライヒェナウとフルダで活動した修道士であり、優れた神学的著作を記した。同書は840-842年頃に書
かれたものである。Walafrid Strabo, Liber de ecclesiasticarum rerum exordiis et incrementis, in: PL, 114, col. 919-966, hrsg. von 
KNÖPFLER, Alois, 2. Aufl., München 1899. 
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た時代に成立している。そして上記のエインハルドウスの書簡にあるように、体を曲げ、或いは手を伸ば
し、祈りの素振り、或いは祝福の仕草を見せるイニシアルは、明確な聖書主題の物語場面を示すイニシア
ルより多く数えられるほどである。例えば第 21編イニシアルDでは、アンシャル体のDの文字の開口部
に、両手を差し出し歩み出すキリストが（図 4-231）、第 101編では両手を広げ所謂オランスの身振りを示
す人物（図 4-227）が、全身像で表されている。同様のオランスの身振りを示すダヴィデ像と思われる胸
像が、第 46編イニシアルOの正円の開口部に見出せる他（図 4-229）、第 33編イニシアルBの下段開口部
に表された、トンスラのある修道士の胸像では、胸の前で小さく両手を開いてオランスの仕草を見せてい
る（図 4-228）。 
第 3編イニシアルDでは同じく修道士の胸像が表されるものの、修道士自身はなんの身振りも示さない代
わりに、イニシアルDの文字を形成している緑色のリボンが手へと代わり、修道士のニンブスに軽く触れ
て祝福を授けている（図 4-230）。祝福の仕草は、単にイニシアルに描かれた人物に祝福を与えるのみなら
ず、文字に登場する人物の祝福するその指先によって、そのイニシアルに続くテクストへと導かれるとい
う図像が多く登場し、本作品の一つの典型的な図像となっている。例えば第 62編、69編のイニシアルD
では、カピタリス、すなわち大文字のDの開口部に表された人物、ニンブスとディアデマから判断すれば
ダヴィデと考えられる人物が、続くテクストのほうを見つめながら、祝福の手を差し出し、それを植物模
様や幾何学模様からなるDの字の垂直な柱身と、円弧を描く蛇のようなモティーフが取り囲んでいる（図
4-249, 4-250）。第 142編でも非常に類似したパターンが見られるのに加えて（図 4-251）、第 140編では、
ダヴィデは片手を差し出し祝福の仕草を見せるのではなく、顔をあげ膝を降り、両手を伸ばして祈りの身
振りを示している（図 4-243）。 
 こうした、祈りや祝福を示す図像は、現存する同時代の写本には見られないその多彩さにもかかわらず、
長い間図版が殆ど出回っていなかったこともあり、物語場面を主題とするイニシアルと比べて論じられる
機会は多くは無かった。1977年にU. クーダーは、「詩編の我」を表す図像、即ち詩編の主語の視覚化であ
るとしている104。クーダーによれば、出典の明らかな新旧約の聖書場面を示しはしないが、人物像が何か
詩編内容に関連しそうな図像を示すイニシアルは、詩編の祈りの言葉の主語、すなわち、大部分は詩編著
者とされたダヴィデではあると同時に、詩編を読む修道士とも解釈できる、詩編の話し手の図像である。
こうしたクーダーの論を受けてベセットは 2005年に「詩編話者（話し手）の視覚化」であり、本作品の、
祈りや祝福の動作を見せるイニシアルが、詩編の読者を祈りと瞑想へと導く機能を持っていたと主張して
いる105。H. プリアムは 2010年の論考で「謙虚さ（humilitas）」の表現としているが、具体的な身振りや仕
草については触れていない106。礼拝に際するカロリング朝期の実際の身振りについては、エインハルドゥ
スやルプス、ヴァラフリドらによる著作物の記述から考察する他ないが、ここでは単にこれらが当時の礼
                                                      
104 KUDER 1977, 150ff. 
105 BESSETTE 2005, 59ff. 
106 PULLIAM, Heather: "The Eyes of the Handmaid": the Corbie Psalter and the Ruthwell Cross' in: Listen O Isles unto me: Studies 
in Medieval Word and Image in honour of Jennifer O'Reilly (ed. by MULLINS, E./ SCULLY, D.), Cork 2010, 253-262. 
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拝の身体的表現を描いたかというのではなく、視覚芸術に残された多様な祈りの身振りや仕草が、いかに
イニシアルへと取り入れられたのかという点を、詩編写本に於けるイニシアルの機能を踏まえた上で論じ
る。 
 
A) 第 21編イニシアル D「祈るキリスト」 
詩編第 21編（図 4-231）のイニシアルを取り上げる。このイニシアルDには、二重の正円の開口部に両
手を差し出し歩む人物像が表されており、十字ニンブスから、これがキリストであることがわかる。その
伸ばされた手の先には、やはり二重の正円の円弧から、神の手と思われる右腕が差し出されている107。 
 詩編第 21編は、“Deus, deus, meus, respice in me, quare me dereliquisti（神よ、我が神よ、我を顧み給え、何
ぞ我を棄て給いしや）”で始まる詩編である。 ‘Deus’が略記されて ‘Ds’ と表記され、その省略記号が、開
口部から勢い良く飛び出した衣の襞の模様によって表されている。この、詩編第 21編 2節は、詩編の言葉
であると同時に、キリストが十字架に架かった際に父なる神に向かって祈った言葉とされ、マルコ福音書
15章 34節 “Deus meus Deus meus ut quid dereliquisti me”、マタイ福音書 27章 46節の磔刑場面 “hoc est Deus 
meus Deus meus ut quid dereliquisti me”に、同様の言葉がみられる。そのため、詩編の同箇所では、磔刑場面
が挿絵として頻繁に選ばれた。例えば、同じく 9世紀前半、カロリング朝期の挿絵入り詩編写本である《シ
ュトゥットガルト詩編》（シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23の第 21
編（図 4-232）や、比較的時代の近い、9世紀後半のギリシャ語写本、《フルドフ詩編》（モスクワ、ロシ
ア国立図書館、Ms. D129）の同箇所（図 4-233）に、磔刑場面がみられる108。《コルビー詩編》ではこれら
の他の多くの挿絵入り詩編写本とは異なり、神の手に向かって両手を差し出すキリストという、異なる図
像が表されている。 
 このイニシアルの図像の表す主題については、従来の研究に於いて、V. ロルケや J. ポルシェといった
研究者らが、「祈り」、或いは「ゲッセマネの祈り」の場面であると解釈した109。それに対してクーダーは
このイニシアルを、「キリストの復活」の場面であるとしている110。クーダーによれば、初期中世の「ゲッ
セマネの祈り」或いは「オリーヴ山での祈り」と称される場面のイコノノグラフィーでは通常、跪き体を
水平に伏せて、キリストの視線も天を仰ぐのではなく、伏目がちに俯いて表される。例えば《シュトゥッ
トガルト詩編》第 30編の「オリーヴ山のキリスト」の場面（図 4-234）では、オリーヴの樹のある岩山の
上で、膝を折り両手を差し出したキリストが祈りを捧げているが、本写本のイニシアル D と比較すると、
キリストの眼ははっきりと神の手を見据えてはいない。加えて本作品第 21編のイニシアルでは、足は膝を
                                                      
107 イニシアルのアセンダー部分がフォリオの上端にあたり末端部が裁断されてしまっている為、制作当初の姿は留め
られていない。フランス革命以後のアミアンでの再製本以前は、神の手だけではなく顔まで描かれていた可能性が指
摘されている。KUDER 1977, 141. 
108 この他、詩編第21編に「磔刑」を挿絵として表したものについては、以下を参照。DUFRENNE 1978, psaume 21. 
109 LEROQUAIS 1940, 8; PORCHER 1957, 56. 
110 KUDER 1977, 141 ff. 
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折り跪くというよりは寧ろ、足を踏み出し神の右手に向かって歩いているように見える。一方、初期中世
のキリストの「復活」場面では、例えばミュンヘンの所蔵する 400 年頃の象牙浮彫のように（図 4-235）、
顔を上方へ向け、天から差し出された神の手を握り、岩山を上るキリストの姿が確認できる。G. シラーや
H. シュラーデによる、キリストの復活と昇天の場面のイコノグラフィカルな研究によれば、初期キリスト
教美術においてキリストの「復活」とは「昇天」と同一視されており、キリストの復活がこうした神の手
を握り岩山を上るキリストの図像によって表さていた111。それがカロリング朝期に《ドロゴ典礼書》（パリ、
フランス国立図書館、Ms. lat. 9428）のイニシアル（図 4-236）に於いて、群衆に見守られながら天へ引き
上げられる昇天場面へと変化したのだとされており、それを受けてクーダーは、《コルビー詩編》のイニシ
アルが、「昇天」へと吸収される前の、初期中世の「キリストの復活」場面と解釈したのである。 
 確かに、「キリストの復活」は、アウグスティヌスやカッシオドルスといった教父らの注解書によっても
詩編第 21編と関連付けられており112、本写本に挿絵を施した写本画家が復活場面の視覚化を念頭に置いて
いた可能性は否定出来ない。しかし、西欧初期中世の「復活」或いはそこから発展した「昇天」図像と本
写本第 21編イニシアルDを同一主題の図像と見なすには、看過出来ない差が両者の間に認められる。古
代末期の象牙浮彫（ミュンヘン、バイエルン国立図書館、図 4-235）や《ドロゴ典礼書》（図 4-236）では、
キリストが巻物か十字杖を手にして岩山を登っており、これは本写本とほぼ同時代の宮廷派による象牙装
幀板（ナルボルン、サン・ジュスト大聖堂宝物庫、図 4-237）でも確認できる。東方で一般的であった、
マンドルラの中のキリストを天使が天へと引き上げる昇天図像では、《ラーブラ福音書》（フィレンツェ、
ロレンツォ・メディチ図書館、Cod. Plut. I. 56, 図 4-238）のように、キリストは正面観で表されることが多
かったが、やはり巻物を手にしており、《コルビー詩編》のイニシアルとは大きく異なっていることが分か
る。この東方の昇天図像は 9世紀後半には西方へ入っていたことが確認できるが、例えば東フランク王国
で制作されたと考えられている象牙浮彫113（カールスルーエ、バーデン州立美術館、図 4-239）では、キリ
ストは正面観に近く両手を伸ばすのでなく左右に開いたオランスの身振りを見せている。それに対して本
写本のイニシアルでは、キリストが両手を単に神へと向かって伸ばしており、初期中世の現存するいずれ
の「復活」或いは「昇天」を表す図像のキリストとも一致しないのである。 
 「ゲッセマネの祈り」の場面には通常描かれる岩山やオリーヴの樹木、或いは「復活」ないし「昇天」
に描かれるキリストの持物や群衆といったモティーフは、本写本のイニシアルには描かれず、これらの場
面を表した物語イニシアルと同定することは難しい。寧ろ、キリスト伝の特定の場面を表した図像という
より、初めにロルケが記述したように、祈りを捧げるという行為そのものを視覚化したイニシアルと解釈
するほうが妥当と思われる。クーダーがこのイニシアルの図像を「オリーヴ山の祈り」ではなく「復活」
                                                      
111 SCHRADE, Hubert, Die Auferstehung Christi, Ikonographie der christlichen kunst: die Sinngehalte und Gestaltungsformen, 
Berlin 1932, 30; SCHILLER 1971, Bd. 3, 16. 
112  
113 カールスルーエ、バーデン州立美術館、Inv. 95/826。この象牙浮彫については、以下を参照。KAHSNITZ 2010, 128ff, 
Kat. Nr. 22. 
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であるとした根拠の一つとなった、本写本第 21編のキリストの歩むような足取りは、先述の《シュトゥッ
トガルト詩編》第 21編の磔刑図の対向頁でキリストに向かって祈りを捧げるダヴィデ（図 4-233）の足取
りに類似している。同様の仕草を示すダヴィデ像は同写本に度々散見されるものであり、例えば詩編第27
編（図 4-240）や第 108編（図 4-241）でも、天から差し出された神の右手に向かって両手を差し出し、歩
み寄り跪くような劇的な身振りによって祈りを示すダヴィデが表されている。この激しい祈りの身体表現
は、時代の降った《カール禿頭王の祈祷書》（ミュンヘン、レジデンツ、ResMüSchk. 4, 図 4-242）にも類
似する例を見出すことが出来る114。ここでは聖十字崇敬の祈りの前に置かれた見開きのミニアチュールで、
キリストの磔刑図に向かって祈りを捧げるカール禿頭王自身が、寄進者として表されている。金銀を多用
したこの豪華写本は、カール禿頭王の個人的な祈祷のために制作されたものであり、従ってこの像は、読
み手である王自身を自己投影させることで祈りを促す役割を担っている。《コルビー詩編》の第 21編のイ
ニシアルはキリストであり読み手自身の描写ではないが、激しい身体表現で祈りを捧げるキリストを、当
該詩編冒頭の「神よ、我が神よ、我を顧み給え」という救済を求める言葉とともに描くことで、詩編の読
み手、即ち恐らくは修道士や修道院内の高位聖職者らに祈りを促す機能を持っていたのではないだろうか。
この両手を神の手へ向かって差し出し歩み出るキリストは、キリスト伝の一場面を挿絵として表す物語イ
ニシアルというよりは、特定の時間や空間からも切り離された、詩編の読み手を祈りや瞑想へと誘う祈り
の図像なのである。 
 
B) 詩編第 140編イニシアル D「祈るダヴィデ」 
 詩編本文に関連付けられる聖書主題のナラティヴな場面ではなく、祈りの身振りを示し詩編読者を祈祷
へと誘う図像を持つイニシアルは、この他に同写本では第 140編イニシアルDのダヴィデ（図 4-243）が
挙げられる。ここでは大文字のDが図像を包囲するイニシアルとして用いられており、ダヴィデは四分の
三面観で後続のテクストの側を向いて表されている。 
 膝を軽く折り両手を差し出して祈るという全身の身振りは、前項の第 21編イニシアルに比べるとやや控
えめではあるものの、《シュトゥットガルト詩編》に散見されるような救いを求めて祈るダヴィデと同様の
図像を手本としていたと考えられる。但し、こうした図像を持つイニシアルが成立する為には、図像を包
囲するタイプのイニシアルではなく、その前段階として形象イニシアルの発展が必要とされたようである。 
 8 世紀のメロヴィング朝写本に於いて、全身の人物像による形象イニシアルが成立・発展していたこと
は、第 3章第 2節及び 3節で論じた通りである。《コルビー詩編》以前に人物像を伴う形象イニシアルを最
も多く豊かに開花させていた《ジェローヌの典礼書》には、両手両足を水平に差し出して文字を形作るイ
ニシアルEが見られる（図 4-244）。ここでは人物像は祈りの仕草を示してはいないが、向かって右方向へ
と四肢を伸ばし目を向けているので、読者は自然と後続のテクスト “Ecclesiae tuae Domine uotis …” へと導
                                                      
114 《カール禿頭王の祈祷書》については、以下を参照。KOEHLER, Wilhelm/ MÜTHERICH, Florentine: Die karolingischen 
Miniaturen, Bd. 5, Die Hofschule Karls des Kahlen, Berlin 1982, 75-87; Exh. Cat. MAGDEBURG 2012, 487-488, Kat. Nr. IV. 43. 
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かれ、イニシアルは視線誘導の機能を担っている。8 世紀前半の《トマスの福音書》と称される写本（ト
リーア、大聖堂宝物庫、Cod. Nr. 61）では、同じく手足を前に伸ばした人物像によってイニシアルE（図
4-245）が構成されている。《ジェローヌの典礼書》と同様に右に体を向けることで後に続くテクストへと
視線を導く効果を生んでいるが、同時に、丸みを帯びた文字の形に合わせる為に頭を俯きに垂れている為、
《シュトゥットガルト詩編》第 30編（図 4-234）や《聖アウグスティヌスの福音書》の「オリーヴ山での
祈り」（図 4-246）のように、祈りを捧げる身振りに近づいている115。四肢を伴う仕草によって後続のテク
ストへと連続するイニシアルは、《コルビー詩編》以前にはこれら以外には知られておらず、第140編イニ
シアルのイニシアルは、祈りを示す図像を単に文字の中に移植したのではなく、形象イニシアルをも含め
た人物像を伴うイニシアルの発達の末に生まれたものであると考えられる。ここでは、ダヴィデの上向き
の眼差しによって視線は対向頁の詩編本文のテクストへと導かれる（図 4-247）。祈りの図像を示すイニシ
アルは、詩編読者の瞑想と詩編テクストへとの双方への誘導を同時に行っているのである。カロリング朝
期の写本で成立した、両手を差し出し祈りを捧げるという身体表現を示すイニシアルは、現存する写本か
ら判断する限り、本作品からの直接的な後継者を持たなかったようである。しかし、人物像による形象イ
ニシアルが比較的稀な東方のギリシャ語写本で、10世紀のヨアネス・クリュソストモスの『詩編注解』写
本116（パリ、国立図書館、Ms. gr. 654）に見られるように（図 4-248）、《コルビー詩編》に於いて完成した
このイニシアルは、後世の写本でしばしば用いられるモティーフとなった。 
 
C) 第 62・69・142編イニシアル D「祝福するダヴィデ」 
 後続のテクストを導く図像を持つイニシアルは、本写本では両手を差し出して祈るダヴィデだけではな
く、祝福或いは対話の仕草を示すダヴィデのイニシアルにもその特徴を見出すことが出来る。即ち、第62
編（図 4-249）、第 69編（図 4-250）、第 142編（図 4-251）のイニシアルであり、この 3点のイニシアルに
は基本的には同じ図像、同じ構図を取っている。カピタリスのイニシアルDの開口部に、ディアデマから
ダヴィデであると想定される人物像が、向かって右手を向いた完全な側面観で表される。大きく誇張され
た右手を文字の枠外に差し出しており、中指と薬指の間を開いた祝福或いは対話の仕草を示す指先は、三
葉形の植物模様へと変わり、後続のテクストを指差している。詩編冒頭はそれぞれ、 “Deus, Deus meus, ad 
te de luce vigilo. Sitivit in te anima mea（天主よ、わが天主よ、我暁光より汝に向かわんと目覚む。わが魂汝に
憬れ渇けり）”、 “Deus, in adiutoriun meum intende（天主よ、わが讃美に黙し給うなかれ）”、 “Domine, exaudi 
                                                      
115 《トマスの福音書》には共観表や福音書記者像の全頁大挿絵が含まれるが、イニシアルについては殆ど研究されて
おらず、イニシアルの人物像が何を示すものであるのかは不明である。同写本については、以下を参照。ALEXANDER 
1978b, 52-54, Cat. No. 26. 
116 多くの形象イニシアルを持つこのギリシャ語写本の制作地については、イタリアかコンスタンティノポリスかの議
論が分かれている。同写本についての詳細は、以下を参照。GRABAR, André: Les manuscrits grecs enluminés de provenance 
italienne, IXe- XIe siècles, Bibliothèque de Cahiers Archéologiques, publié1 sous la direction d’André Grabar et de Jean Hubert, 8, 
Paris 1972, 49-50, Cat. No. 29; MAAYAN-FANAR, Emma: Interpreting Genesis: a Note on Artistic Invention and the Byzantine 
Illuminated Letter, in: Zograf, 34, 2010. 
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orationem meam（主よ、わが祈祷を聴き容れ給え）” で始まり、標題にはダヴィデによる歌であることが
明示されている117。イニシアルを形作る蛇や魚のようなモティーフを除いて、これらのイニシアルにはダ
ヴィデのみが表されており、特定の説話的物語場面から切り離された、「指示する像のイニシアル118」であ
ると同時に、第 21編や第 140編と同様に、祈りや祝福を示す図像と考えられる。 
 対話或いは祝福を示す仕草は、本写本ではこの他にも所謂「グロリア」のイニシアルGのキリスト（図
4-252）や第 20編イニシアルDのダヴィデ像（図 4-253）、第 6編イニシアルDのアセンダー部分の天使（図
4-254）の右手が示すサインに見ることが出来る。人差し指と中指を立て腕を伸ばす仕草は、キリストや天
使、ダヴィデ、福音書記者等をはじめ、キリスト教美術の誕生以降多くの場面で表されてきた。但し多く
の場合、それらは対話相手或いは祝福を授ける相手を伴うものであった。例えばダヴィデ伝を表したキプ
ロス出土の銀皿（図 4-255）では、三つに区切られた皿の上段で、ゴリアテとの戦いに際して神の手から
祝福を授かるダヴィデがこの仕草を見せている。《コルビー詩編》と同時代のものでは、カール大帝宮廷派
の《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》の『ルカによる福音書』のイニシアル頁の上部に描かれた
「受胎告知」の大天使ガブリエル（図 4-256）が祝福の身振りを見せるが、これはアーチを挟んだ向かい
側に表された聖母マリアに対するものである。或いは《ヴァランシエンヌ黙示録》第 19章の挿絵でも、祝
福ないし会話の仕草を示すキリストの胸像が現れるが（図4-257）、ここでは同章9節のテクストに従って、
ヨハネに言葉を書き留めるよう命じる行為が、この手の仕草によって表されているのである119。この身振
りを示す、対話或いは祝福を授ける相手を伴わない例が見られるのは、例えば《モンペリエ詩編》の全頁
大挿絵の詩編著者ダヴィデ像（図 4-258）のように、正面観或いは四分の三面観による、巻頭等に置かれ
る全頁大のモニュメンタルなミニアチュールの例が多く、《コルビー詩編》の第 62編、69編、142編のよ
うな、詩編の中では挿絵が描かれる頻度の少ない、即ち重要度の低い箇所では稀である。 
 正面観で詩編読者を見るのではなく、後続のテクストを指差す対話相手を持たないダヴィデのイニシア
ルの成立を準備したのは、前項の「祈りを捧げるダヴィデ」と同様、8 世紀のイニシアルである。但し、
それは全身像ではなく、身体の一部分、即ち手のみを持つイニシアルであった。《ジェローヌの典礼書》は、
神の右手（Dextra Dei）と思われる右手が文字のクロスバーを成す、部分的に形象イニシアルの特質を持つ
E（図 4-259）を持つ。これとよく似た、しかし人差し指と中指を伸ばし祝福或いは対話の仕草を示すイニ
シアルが、800年頃のローマで制作された『説教集』写本（ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. lat. 3836）
にも見ることが出来る（図 4-260）。或いは 8世紀の『イザヤ書注解』写本120（ブレシア、市立クエリニア
                                                      
117 各詩編の標題については、別冊資料VIのトランスクリプトを参照。 
118 「指示する像のイニシアル」は、ヤコビ＝ミアヴァルトの提案による用語であり、テクストと特に関連性を持たな
い人物像を、多くは胸像の形で表すイニシアルに対して用いられる。詳細は第3章1節B) -1)を参照。 
119 同挿絵については、以下を参照。Apocalipsis Carolingio de Valenciennes (Ms. 99), estudio por KLEIN, Peter K., Madrid, 
Orbis Mediaevalis 2012, 203-204. 
120 ヒエロニムスによる『イザヤ書注解』写本であり、制作地は不明である。同写本のイニシアルの図版は多くは未刊
行、未公開のままである。同写本の詳細は、以下を参照。Exh. Cat. BRESCIA 2000, p. 528, Cat. No. 506; MAAYAN-FANAR, 
Emma: The Fragmental Body. The Place of Human Limbs in Byzantine Illuminated Initials, in: Byzantion, 76, 2006, 255. 
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ーナ図書館、Cod. A. III. 14）では、三本の手がイニシアルEのクロスバーの代替モティーフとなっており、
そのうち中央のバーは薬指を折り、東方の祝福を表す仕草を示している（図 4-261）。《コルビー詩編》の
祝福或いは対話の身振りを示すダヴィデは、短縮記号を兼ねていることもあり、同写本内のその他の同じ
仕草を示す人物像と比較しても、身体に対して右手が大きく誇張されて描かれていることが分かる。この
手の誇張とそれによる後続テクストへの視線の誘導は、先行するイニシアル芸術で見られた、神の手を持
つイニシアルと同じ機能を持つことのひとつの証左である。本写本の第 62編、69編、142編のダヴィデ像
は、先行する写本に於いて神の手の表されたイニシアルが担っていた機能、即ち祝福の仕草によって後続
のテクストへと読み手を導く役割と、祝福を授け詩編の言葉を発する著者ダヴィデの図像とを、イニシア
ルのうちに融合させているのである。 
 
 
 
 
 
 本章では、《コルビー詩編》のイニシアルのうち、人物像を伴うイニシアルを取り上げ、テクストや他
の挿絵入り詩編写本との比較を行いながら、文字の形状に基づく主題選択と、ナラティヴな物語場面を表
す図像を文字へ移植する際の改変の原理を観察した。本写本の物語イニシアルには、後続の詩編或いはカ
ンティクムのテクストに関連する特定の物語場面を主題として持つものと、詩編やカンティクムのテクス
トに教父らによる注解等を介して関連付けられる主題やモティーフを組み合わせて、象徴的な図像を示す
もの、そして特定の物語場面から独立した、祈りや祝福の行為を示す図像を持つイニシアルがある。文字
に挿絵を組み込む物語イニシアルという特殊な挿絵形式の為に、文字の形状を用いて詩編内容を視覚化す
るという前提条件が課せられていた本写本の挿絵画家には、文字に適合するよう図像をその都度改変する
必要があった。文字の構成の基礎となったのは、第 3章、特に第 3節で論じたように、先行する 8世紀の
写本芸術に於けるイニシアルの装飾語彙である。図像を包囲するイニシアル、形象イニシアル、或いは混
合型等の幾つかの構成方法のパターンに応じて、人物像や動物といったモティーフが文字に組み込まれて
おり、文字の形状に合わせたモティーフの省略・改変が見られた。特に象徴的物語イニシアルでは、文字
の種類や形状そのものがモティーフ選択や主題決定の一因となっている。 
 本写本の物語イニシアルの手本となる図像は、コルビーの写本画家がそれを直接参照したのではないに
せよ、東方で保存された、或いはカロリング朝期に再生された古代末期の図像に多くを見出せる。人間像
中心の造形芸術が衰退していた民族移動期の芸術、所謂バルバロイ芸術の時代から、古典古代の文芸を再
興しキリスト教美術へと昇華させた、即ち異教主題の写本を保存・生産し人間像を伴う視覚芸術を多く制
作した、皇帝主導のもとの文化復興運動がなければ、写本や象牙浮彫等の工芸はこれほど豊かな聖書主題
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の図像で溢れなかったであろう。そしてキリスト教主題の百花繚乱の同時代芸術がなければ、本写本のイ
ニシアルは成立しなかったであろう。この点で、本写本のイニシアルを単に同時代の宮廷芸術と対置させ
て「プレ＝カロリング芸術」、即ちカロリング・ルネサンス以前の芸術と解釈するのは適切ではない。先行
する写本芸術と異なり、イニシアルが人物像による図像表現を多く含むという点で既に、本写本は古代末
期を再発見したカロリング朝の復興と再生の恩恵を、確かに受けているのである。 
 図像の改変や新たな図像の創造を促したのは、インスラーやメロヴィング朝の、先行するバルバロイの
文字装飾の伝統である。文字の形に合わせる為に手本の図像を改変・省略し、装飾構造を優位に置く本写
本の画家は、従来の多くの研究者がその出自をインスラーと想定してきたように、反古典的な価値観の持
ち主と言える。誤読・誤写を防ぐ書体の開発や誤ったラテン語文法の純正化を目指した宮廷の引導による
改革運動とは逆に、省略や改変によって本写本の図像は当時の修道士らにとっても、必ずしも判読性の高
いものではなかったであろう。9 世紀初頭という文化復興期に制作された《コルビー詩編》の一連のイニ
シアルは、ナラティヴな物語場面の図像を文字という非有機的な装飾形態の中に移植し融合させたという
点で、カロリング・ルネサンスを内包する、バルバロイ芸術の所産なのである。 
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 《コルビー詩編》（アミアン市立図書館、Ms. 18）は、9世紀初頭にフランク王国北部のコルビー修道院
で制作された、カロリング朝期の挿絵入り詩編写本である。「ルネサンス（再生）」或いは「レノウァティ
オ（刷新）」と呼ばれる、皇帝主導のもとの文芸復興運動が勃興し、宮廷の写本画工房では古典古代を模し
た新たな造形芸術が開花していた時代に、宮廷から遠く離れた修道院の写字室で制作されたのが、本写本
である。インスラー（島嶼）やメロヴィング朝、ランゴバルトの、所謂バルバロイの芸術としての性格を
色濃く残している。本論文ではこの《コルビー詩編》のイニシアルを様式的・図像学的研究により、中世
美術史に於ける位置付けを試みた。 
 
 第 1章は、本写本についての制作地や制作年代、写本学的記述といった基礎的情報の再検討と、制作地
を取り巻く歴史的背景の概観、そして初期中世に於ける挿絵入り詩編写本の役割の考察に充てた。本写本
の制作地や制作年代は近年の研究で支持されている通り、800-810 年頃とみていいだろう。マウルドラム
ヌスがコルビー修道院長の座にあった時期に完成された、明瞭で簡潔なカロリング小文字で書かれており、
更にミニアチュールのカール大帝宮廷派写本と面貌表現を主とする類似からも、本写本は紛れもなくカロ
リング朝期に成立した写本であると言える。 
 同修道院は 7世紀のメロヴィング朝時代に於ける創設以来、王立修道院として写本を多数所蔵・制作し
ながら発展し、カロリング朝時代には帝国内有数の知的中心地となっていた。本写本が制作された頃には、
カール大帝の血縁者でありイタリア統治に関わったアダラルドゥスが修道院長を務め、カールによってヨ
ーロッパ各地から寄せ集められた宮廷サークルの知識人らとの接点となっていたのみならず、カールの政
敵であったランゴバルト王が同修道院に幽閉され、東方出身と目されオスティア司教を務めたゲオルギオ
スが、アミアン司教の座に就いていた。即ち、コルビーは確かにフランク王国の中心地から地理的に離れ
てはいたが、決して宮廷の動向と断絶された辺境の地の修道院ではなかった。王国が最大版図へと達し帝
国と称されるに至っていた 9世紀初頭、同修道院は帝国内外の各地から集まる文芸や芸術作品に、十分に
接し得る環境にあったのである。 
 8世紀から 9世紀にかけて、西欧各地での修道院の設立や典礼改革に伴い写本の生産量は増大し、詩編
写本も多く制作されるようになった。全頁大や見出し挿絵、欄内挿絵や余白挿絵といったレイアウト形式
に対して、物語イニシアルという形式は所与の文字を用いて挿絵を与えるものであり、広範に渡りこの物
語イニシアルを用いた最初期の詩編写本が、《コルビー詩編》なのである。従って本写本のイニシアルの芸
術性を論じるにあたり、写本画家が目にしえただろう先行する時代の装飾模様や図像世界と比較する際に
は、最大の特徴であるこの物語イニシアルという形式に留意する必要がある。 
 第 2章では本作品の研究史の整理と問題提起を行い、前半では様式解釈の変遷を、後半では図像研究の
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主要な研究を概観した。先行研究に於いて本作品には、様式的には主に二つの解釈が与えられてきた。即
ち、カロリング朝の宮廷派写本画を当時の主流の芸術的動向と見なし、本作品を「プレ・カロリング」と
位置付けるペヒトや、カロリング朝美術に於ける時代や地域の様式的差異を認め、本写本のイニシアルを
宮廷に対する「地方の」芸術としたポルシェといった、美術史の泰斗らによる「バルバロイ芸術」という
解釈と、カロリング朝美術の特質を「異質なもの同士の統合」として、文字と図像を共生させた本写本の
イニシアルをカロリング朝芸術の典型的な作例としたクーダーによるものである。即ち、「プレ・カロリン
グ」と「カロリング」という、一見相反する解釈が本写本のイニシアル芸術には与えられてきたのである。
一方、本作品の図像研究では、まずはポルシェやクーダーらによって、テクストと図像との照合に基づい
た図像系譜学的研究が行われたが、主題の不明なイニシアルについては議論が分かれたまま、近年ではベ
セットやプリアムらによる、詩編の朗読に際する瞑想や不可視のものの視覚化といった、修道院に於ける
詩編の役割や挿絵の機能といった点にその中心が移行していた。こうした図像研究の問題点は、図像の比
較作例に挙げられるのが主に同時代の詩編挿絵であり、本写本のイニシアルの特異な図像ではしばしば、
独創性という言葉で批評されるのみに留まってきたということである。 
 これらの従来の研究に対し本論文では、物語イニシアルという形式に重点を置く必要があることを問題
提起として主張した。文字の中に挿絵を組み込むという形式をとるが故の図像の特異性・独創性を解明す
る為には、対応するテクストとの照合や他の詩編挿絵との比較だけではなく、物語イニシアルのいわば構
図となる文字装飾の伝統をどのように継承し、詩編挿絵に限らず、手本となりうる図像をどのようにその
中に移植したかという点が問題となるのであり、この文字と絵、装飾構造と図像体系という二つの異なる
要素の緊張関係こそが、本写本のカロリング朝芸術への、ひいては中世美術史に於ける位置付けを再考す
る要点となるのである。 
 文字装飾の伝統と本写本のイニシアルの形体論に割いたのが第 3章である。まず写本画研究史に於ける
イニシアルに関しての用語法を整理した上で、古代末期から中世末期までのイニシアルの発展史を概観し、
本写本のイニシアルの中世写本に於けるイニシアル装飾史の中に位置付けた。古代末期に於けるイニシア
ルの誕生以来、鳥や魚といった象徴的モティーフ、或いは特定困難な人物像を取り入れていたイニシアル
は、8 世紀にイングランドとガリアでそれぞれ、続くテクストに関連する図像を示す物語イニシアルとな
った。即ち、図像を包囲するイニシアルと形象イニシアルの誕生である。《コルビー詩編》はこのインスラ
ーとメロヴィング朝の大陸写本で獲得された、文字と図像とを共生させる装飾形式を継承し、更に人間像
や動物の棲み込んだイニシアルやカレイドスコープのように変化するイニシアルといった、物語イニシア
ルの多様な語彙を開花させた。本写本で確立されたこの文字の装飾体系は、その後のカロリング朝写本に
は必ずしも受け継がれなかったが、西欧各地で保存されていたイニシアルの装飾形式は紀元千年前後にオ
ットー朝写本やアングロ＝サクソン、ノルマンディーの写本で散発的に現れ、ロマネスクの最盛期を用意
した。ロマネスク写本ではカロリング朝期以上に多彩な文字と図像との共生システムが生まれたが、文字
と図像、或いは装飾的構造体と再現的物語場面との緊張関係という点では、《コルビー詩編》と同じ原理を
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示していた。この相対立する二つの要素の緊張関係は、像が文字から独立し始めたゴシック期には次第に
衰退の道を辿った。《コルビー詩編》は、ロマネスク以前に装飾的要素と再現的要素の一体化を一時的に体
現した、文字と図像との融合の萌芽だったのである。 
 本写本のイニシアル装飾は、主にインスラーとメロヴィング朝という二つの潮流を継承しているが、特
に類似する装飾形式を持つのは、地中海の図像世界を摂取したハイバノ＝サクソンの《リンディスファー
ン福音書》や《ケルズの書》のようなインスラー写本と、8 世紀後半の《ジェローヌの典礼書》や《民族
法集成》のような多様な装飾語彙を示すイニシアルを持つメロヴィング朝写本である。《コルビー詩編》は
それらを土壌としているだけではなく、例えば幾つかのイニシアルでは、インスラー写本に由来する「図
像を包囲するイニシアル」と、メロヴィング朝写本を踏襲した「形象イニシアル」との、双方の装飾形式
を統合する形式を生み出し多様化させていた。更にこれらの先行する、或いは殆ど同時代の文字芸術と比
較すると、本写本のイニシアルは人物像や動物を極端に歪曲させたり解体させたりすることなく、文字を
構成する個々のモティーフが量感と一貫性を保っていることが分かる。この点で、本写本のイニシアルは
最早「プレ・カロリング」とは言えず、古典古代の再現芸術を復興させたカロリング朝の息吹を、明らか
に受けているのである。 
 《コルビー詩編》はテクストの内容を示唆する図像を持つ「物語イニシアル」を豊富に備える初期の作
例であり、その装飾と図像の多様さの為に同時代の他の写本芸術から断絶した作品として見做されてきた。
但し既に先行する 8世紀後半のイニシアル芸術との比較を通じて明らかにしたように、本写本のイニシア
ルは前身を全く持たないものではなかった。コルビー修道院の写字室で制作された、或いは同修道院の図
書室で所蔵された写本のミニアチュールとの比較から、本写本のイニシアル装飾は同修道院内の写本芸術
によって一定の素地が作られていたことを確認した。ここでは加えて、物語イニシアルを持つ他のカロリ
ング朝写本との比較により、本写本のイニシアルの造形上の特徴を観察した。カロリング朝芸術の主流と
されている宮廷派や宮殿派の流れを組む写本の物語イニシアルと比較すると、本写本ではイニシアルに対
して人物像や動物といった一つのモティーフを大きく表す傾向があり、その為に手本と想定される図像を
そのままイニシアルに組み込むのではなく省略・改変が見られる。この余白充填の原理と像に対する文字
形体の優位は一般的に、インスラーを中心とするバルバロイの芸術の特質である。 
 ペヒトは《コルビー詩編》の芸術性を、同時代の宮廷芸術と比較すれば時代遅れであり、他方ではロマ
ネスクを先取りする「二重のアナクロニズム」と評したが、ここでは更なる様式的両面価値が明らかにな
る。即ち本作品は、先行するインスラーやメロヴィング朝の所謂バルバロイの芸術と比較すれば多分に古
典古代的であるのに対し、同時代の宮廷芸術と比すれば、蛮族の造形原理に基づいた芸術なのである。そ
してこの造形原理こそが、イニシアルに表す主題やモティーフの決定、図像の改変と新たな生成の要因と
なっているのである。 
 第 4章では、前章で論じた《コルビー詩編》のイニシアルの装飾形式の分析に基づき、物語イニシアル
の図像の生成過程の解明を試みた。本写本の人物像を伴うイニシアルには、新旧約聖書の物語場面を主題
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とするナラティヴな図像を示す説話的物語イニシアルや、必ずしも聖書の特定の箇所に典拠を求められず、
教父らによる注解などのテクストを介して詩編内容を象徴的に暗示する象徴的物語イニシアル、そして後
続のテクストの内容というよりは詩編読者に祈りを促し祝福を授ける図像を持つイニシアルが含まれる。
ここではビザンティン写本を含めた挿絵付き詩編写本のみならず、福音書や黙示録といった聖書主題の写
本や象牙浮彫等の工芸作品、ひいては古代の神話図像を主題とする作例との比較を通じてそのイメージの
源泉を求め、予め与えられた文字の上にどのように移植しているかを論じた。 
 説話的物語イニシアルには、形象イニシアルであれ図像を包囲するイニシアルであれ、テクストと主題
との関連が明快なものが多い。但しそのいずれにおいても、動物や人物像等の個々のモティーフを縮小す
ることなく文字に適合させる為に、しばしば手本となる図像からの副次的モティーフの省略が見られた。
或いは、後続のテクストから連想される主題のうち、文字の形状に最適な主題を選択するという、主題や
モティーフ選択に於いてイニシアルそのものが決定権を持つ例が見られた。他の挿絵のレイアウト形式と
は異なる物語イニシアルに於いては、文字という枠或いは支持体そのものが、所与の図像の改変なき借用
を制限しているのである。 
 象徴的物語イニシアルには、アウグスティヌスやカッシオドルス、大グレゴリウスといった教父らによ
る詩編その他の注解書を通して、詩編やカンティクムのテクストを間接的に示唆するものが多く、またテ
クストと図像との関連性が必ずしも明らかでないものも含まれる。こうしたイニシアルのモティーフ選択
と図像生成の決定要因となっていたのは、先行する文字芸術の伝統から継承し、本写本の画家が常套手段
として用いていた、イニシアル装飾の構成方法である。そして同じ構成方法による物語イニシアル同士が
写本内で互いに呼応し合うことで、イニシアルの象徴する詩編の意味内容を補完する傾向が見られた。 
 祈りや祝福のイニシアルは、新旧約聖書の特定の物語場面から時間的にも空間的にも独立した、手を伸
ばし或いは差し出し祈りや祝福、対話の身振りを示すものである。こうしたイニシアルの成立背景には 8
世紀から 9世紀前半にかけての、ビザンティンの聖像崇拝論争に伴って西方世界でも発達した、聖像に対
する礼拝と礼拝に伴う身体行為に関する議論があったが、同時代の他の挿絵入り写本と比べて本写本では
特に、祈りや祝福、対話の相手を持たない図像によるイニシアルが見られる。これらは従来の研究で指摘
された詩編の「我」或いは詩編の「声」の視覚化であり詩編読者に祈りの行為を促す役割を担うが、こう
したイニシアルの成立には、祈りや祝福の仕草を示す図像だけではなく、8 世紀のガリアやイタリアで見
られた形象イニシアルが土台となった。新たな図像生成にここでも再び、文字装飾の伝統が貢献していた
のである。 
 本写本の物語イニシアルには、東方で保存された、或いはカロリング朝期に再生された古代末期の図像
が手本として多く想定される。皇帝と宮廷の知識人らの引導による文化復興運動がなければ、カロリング
朝の写本や象牙浮彫等の工芸にはこれほど豊かな聖書主題の図像が見られなかったであろう。その点で、
即ち図像表現の豊かさという点で既に《コルビー詩編》は、紛れもなくカロリング・ルネサンスの恩恵を
受けていると言える。一方で、手本となる図像から文字の形状に合致するようモティーフを省略し、そし
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て恐らく当時の修道士らにとっても判読が困難だったであろう図像を新たに創造した本写本の画家は、カ
ロリング朝の刷新運動の正しい実行者の一人ではなかっただろう。ここでも様式評価の場合と同じように、
カロリング朝的なるものと反古典的・バルバロイ的なるものの共存という、本作品のアンビヴァレントな
側面が明らかになるのである。 
 
 詩編及びカンティクムのテクストを物語イニシアルとして視覚化するにあたって、本写本のミニアチュ
ールを描いた写本画家は、先行するインスラーやメロヴィング朝のイニシアル芸術から継承したイニシア
ルの装飾形式に則った上で、古代末期や東方、そして同時代の宮廷周辺で開花した図像を文字の中に組み
込み、時には新たな図像を創造していた。9 世紀初頭という古代の復興を志向した時代にあって、人物像
や動物といった具象的モティーフの有機的で量感ある表現を獲得し、同時代に開花した豊かな図像を取り
入れているという点で、本写本のイニシアルは確かにカロリング・ルネサンスを内包している。一方、非
再現的構造に合わせて個々のモティーフを最適化し移植している、予め与えられたイニシアルの形状を契
機として主題やモティーフを選択する装飾体系の優位という点で、コルビーの写本画家は「プレ・カロリ
ング」と称された、あのバルバロイの造形原理を決して放棄してはいない。 
 これらの互いに矛盾する二つの側面は、次のように揚棄されるだろう。即ち、カロリング朝期の一連の
復興運動に於いて再発見された古代の造形芸術は、その前夜まで発展を続けていたバルバロイの芸術を、
完全に上塗りし断絶させるものではなかった。《コルビー詩編》のイニシアルは、地中海世界の再現的芸術
が、必ずしもケルト＝ゲルマンの装飾世界を凌駕し駆逐することもなければ、民族移動期に発達した非有
機的芸術が古典古代の人間像による図像表現の復興を無視することもなかったことを意味している。それ
は丁度、本写本の成立の前世紀に、物語イニシアルを生んだイングランドの黄金時代が、地中海世界の文
化と芸術を受容してこそ到来したように、インスラーやメロヴィング朝といった所謂バルバロイの文字芸
術が地中海起源の図像世界を手にいれるには、カロリング朝に於ける古典古代の芸術の再生が不可欠だっ
たのである。 
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wissenschaftsgeschichtliche Untersuchung, Berlin 1972. 
―: Die mittelalterlichen Bibliothekskataloge von Corbie, in: Altertumswissenschaft mit Zukunft: dem Wirken 
Werner Hartkes gewidmet, Sitzungsberichte des Plenums und der Klassen der Akademie der 
Wissenschaften der DDR, Jahrg. 1973, Nr. 2, Berlin 1973, 116-124. 
WORMALD, Francis: Decorated Initials in English Manuscripts from A.D. 900 to 1100, in: Archaeologia, 91, 1945.  
WRIGHT, David Herndon: The Italian Stimulus on English Art around 700, in: Stil und Überlieferung in der Kunst 
des Abendlandes, Akten des 21. internationalen Kongresses für Kunstgeschichte in Bonn 1964, Bd. 1, 1967, 
84-92.  
―: Insular Contributions to Early Carolingian Manuscript Illumination, in: Riforma religiosa e arti nell’epoca 
carolingia, Atti del XXIV Congresso Internazional d’Histoire de l’Art (a cura di SCHMIDT, Alfred A.), 
Bologna 1983, 89-91. 
WRIGHT, Rosemary Muir: Art and Antichrist in Medieval Europe, Manchester 1995. 
―: The Rider on the Sea-Monster: "quid gloriaris in malitia...", in: The North Sea World in the Middle Ages: Studies 
in the Cultural History of North-Western Europe, Dublin 2001, 70-87. 
ZIMMERMANN, Heinrich: Vorkarolingische Miniaturen, Denkmäler deutscher Kunst, 3, Sektion: Malerei, 1, 4 
Mappen Gross-Folio mit 341 Lichtdrucktafeln und 1 Band Text Gross-Oktav mit 25 Abbildungen, Berlin 
1916. 
ZONGHETTI, Alberto: Il codice di Gioveniano, in: Arte medievale, 4.2005 (2006), 1, 21-36.  
 
 
 
◆欧文文献（写本カタログ）◆ 
Die illuminierten lateinischen Handschriften deutscher Provenienz der Staatsbibliothek Preussischer Kulturbesitz, 
Berlin: 8.-12. Jahrhundert  (beschrieben von FINGERNAGEL, Andreas), Kataloge der 
Handschriftenabteilung, 3. Reihe, Illuminierte Handschriften, Bd. 1, T. 1: Textband; T. 2: Tafelband, Berlin 
1991. 
Die illuminierten lateinischen Handschriften süd-, west- und nordeuropäischer Provenienz der Staatsbibliothek zu 
Berlin, Preussischer Kulturbesitz: 4.-12. Jahrhundert: mit Nachträgen zu Band 1 (beschrieben von 
FINGERNAGEL, Andreas), Kataloge der Handschriftenabteilung, 3. Reihe, Illuminierte Handschriften, Bd. 
2, T. 1: Textband; T. 2: Tafelband, Berlin 1999. 
Die illuminierten lateinischen Handschriften deutscher Provenienz der Staatsbibliothek zu Berlin Preussischer 
Kulturbesitz 1200-1350 (beschrieben von VÄTH, Paula), Kataloge der Handschriftenabteilung, 3. Reihe, 
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Illuminierte Handschriften, Bd. 3, T. 1: Textband; T. 2: Tafelband, Berlin 2001. 
Die vorkarolingischen und karolingischen Handschriften der Bayerischen Staatsbibliothek (beschrieben von 
BIERBRAUER, Katharina), Kataloge der illuminierten Handschriften der Bayerischen Staatsbibliothek in 
München, Bd. 1, T. 1: Textband; T. 2: Tafelband, Wiesbaden 1990. 
Die ottonischen und frühromanischen Handschriften der Bayerischen Staatsbibliothek (beschrieben von KLEMM, 
Elisabeth), Kataloge der illuminierten Handschriften der Bayerischen Staatsbibliothek in München, Bd. 2, T. 
1: Textband; T. 2: Tafelband, Wiesbaden 2004. 
Die romanischen Handschriften der Bayerischen Staatsbibliothek (beschrieben von KLEMM, Elisabeth), Kataloge der 
illuminierten Handschriften der Bayerischen Staatsbibliothek in München, Bd. 3, T. 1: Textband; T. 2: 
Tafelband, Wiesbaden 1980. 
Handschriftencensus Rheinland: Erfassung mittelalterlicher Handschriften im rheinischen Landesteil von 
Nordrhein-Westfalen mit einem Inventar, (hrsg. von GATTERMAN, Günter) Schriften der Universitäts- 
und Landesbibliothek Düsseldorf, 18, 3 Bde., Wiesbaden 1993. 
Handschriftencensus Westfalen (beschreiben von HINZ, Ulrich), Schriften der Universitäts- und Landesbibliothek 
Münster, 18, Wiesbaden 1999. 
 
 
◆欧文文献（展覧会カタログ）◆ 
Exh. Cat. AACHEN 1965: Karl der Große: Werk und Wirkung, Aachen 1965. 
Exh. Cat. AACHEN 2014: Karl der Grosse: Charlemagne, Bd. 1-2: Ort der Macht, Bd. 3: Karls Kunst, Dresden 
2014. 
Exh. Cat. Aix-la-Chapelle 1965: Charlemagne: oeuvre, rayonnement et survivances, Catalogue de l’exposition 26 
juin au 19 septembre 1965, Aix-la-Chapelle 1965. 
Exh. Cat. AMIENS 1962: Les trésors de l'abbaye royale: Saint-Pierre de Corbie, Amiens 1962. 
Exh. Cat. BARCELONA 1999: Cataluña en la epoca carolingia: Arte y Cultura artes de romanico siglos IX y X, 
Barcelona, Museu Nacional d’Arte de Catalunya 1999. 
Exh. Cat. BRESCIA: Il futuro dei Longobardi: L’Italia e la costruzione dell’Europe di Carlo Magno (a cura di 
BERTELLI, Carlo/ BROGLIO, Gian Pietro), Milano 2000. 
Exh. Cat. CORBIE 1991: Les manuscrits de l’abbaye de Corbie (ed. par MÉRINDOL, Christian de/ GARRIGOU, 
Gilberte), Corbie 1991. 
Exh. Cat. FRANKFURT 1994: 794, Karl der Grosse in Frankfurt am Main: ein König bei der Arbeit, Ausstellung 
zum 1200-Jahre-Jubiläum der Stadt Frankfurt am Main, Sigmaringen 1994. 
Exh. Cat. MÜNCHEN 1989: Illuminierte Handschriften der Agilolfinger- und frühen Karolingerzeit (Einführung von 
MÜTHERICH, Florentine, Katalog von WEINER, Andreas), München 1989. 
Exh. Cat. MÜNCHEN 2011: Gemalt mit lebendiger Farbe: illuminierte Prachtpsalterien der Bayerischen 
Staatsbibliothek vom 11. bis zum 16. Jahrhundert, München 2011. 
Exh. Cat. MÜNCHEN 2012: Pracht auf Pergament: Schätze der Buchmalerei von 780 bis 1180 (hrsg. von FABIAN, 
Claudia/LANGE, Christiane), München 2012. 
Exh. Cat. NEW YORK 2009: Pen and Parchment: Drawing in the Middle Ages (ed. by HOLCOMB, Melanie), New 
York 2009. 
Exh. Cat. PADERBORN 1999: 799 Kunst und Kultur der Karolingerzet: Karl der Große und Papst Leo III. in 
Paderborn (hrsg. von STIEGEMANN, Christoph/ WEMHOFF, Matthias), Mainz 1999. 
Exh. Cat. PARIS 1954: Les Manuscrits à peintures en France du VIIe au XIIe siècle (ed. par PORCHER, Jean), Paris 
1954. 
Exh. Cat. PARIS 1958: Byzance et la France médiévale: manuscrits à peintures du IIe au XVIe siècle (ed. par 
Bibliothèque nationale), Paris 1958. 
Exh. Cat. PARIS 1972: Le Livre (ed. par Bibliothèque nationale), Paris 1972. 
Exh. Cat. PARIS 2007: Trésors carolingiens: livres manuscrits de Charlemagne à Charles le Chauve (ed. par 
LAFFITTE, Marie-Pierre/ DENOËL, Charlotte/ BESSEYRE, Marianne/ CAILLET, Jean-Pierre), Paris 
2007. 
Exh. Cat. PARIS 2016: Les temps Mérovingiens: trois siècles d’art et de culture (451-751) (sous la direction de 
BARDIÈS-FRONTY, Isabelle/ DENOËL, Charlotte/ VILLELA-PETIT), Inès, Paris 2016. 
Exh. Cat. SPLIT 2000: Croats and Carolingians, Split 2000.* 
Exh. Cat. ST-RIQUIER 2014: L’Europe avant l’Europe, les Carolingiens, St-Riquier 2014. 
Exh. Cat. UTRECHT 1996: The Utrecht Psalter in Medieval Art: Picturing the Psalms of David (ed. by van der 
HORST, Koert/ NOEL, William/ WÜSTEFELD, Wilhelmia C. M.), Utrecht 1996. 
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Exh. Cat. YORK 2001: Alcuin and Charlemagne: the Golden Age of York (ed. by GARRISON, M./ NELSON, J. L./ 
TWEDDLE, D.), York 2001. 
 
◆ファクシミリ◆ 
Facs. Albani-Psalter: Der Albani-Psalter, St. Godehalt Dombibliothek Hildesheim, Simbach am Inn, Verlag Müller 
und Schindler, 2007. 
Facs. Berner Physiologus: Physiologus Bernensis: Voll-Faksimile-Ausgabe des Codex Bongarsianus 318 der 
Burgerbibliothek Bern (Wissenschaftlicher Kommentar von STEIGER, Christoph von/ HOMBURGER, 
Otto), Basel, Alkuin-Verlag 1964. 
Facs. Chuldov Psalter: Щепкина, M. B.: Миниатюры хлудовской псалтыри: греческий иллюстрированный 
кодекс IX века, Moskva 1977. 
Facs. Dagulf-Psalter: Der goldene Psalter: Dagulf-Psalter: vollständige Faksimile-Ausgabe im Originalformat von 
Codex Vindobonensis 1861 der Österreichischen Nationalbibliothek (Kommentar von HOLTER, Kurt), 
Codices selecti phototypice impressi, v. 69, Graz, Akademische Druck- u. Verlagsanstalt, 1980. 
Facs. Leningrad Bede: The Leningrad Bede, an Eighth Century manuscript of the Venerable Bede’s Historia 
Ecclesiastica Gentis Anglorum in the Public Library, Leningrad (ed. by ARNGART, O.), Early English 
Manuscripts in Facsimile, vol. II, Copenhagen, Rosenkilde and Bagger 1952. 
Facs. Stuttgalter Bilderpsalter: Der Stuttgarter Bilderpsalter: Bibl. fol. 23, Württembergische Landesbibliothek, 
Stuttgart (hrsg. von BISCHOFF, B./ ESCHWEILER, J./ FISCHER, B./ FREDE, H. J./ HOFFMANN, W./ 
MÜTHERICH, F.), Stuttgart, Schreiber 1965-1968. 
Facs. Utrecht Psalter: Utrecht, Bibliotheek derRijksuniversiteit, Cod. 32, Graz, Akademische Druck-u. Verlagsanstalt, 
1982-1984. 
Facs. Valenciennes Apocalypse: Apocalipsis Carolingio de Valenciennes (Ms. 99) (estudio por KLEIN, Peter K.), 
Madrid, Orbis Mediaevalis 2009-2012. 
Facs. Vespasian Psalter: The Vespasian Psalter: British Museum, Cotton Vespasian A.I. (ed. by WRIGHT, David 
Herndon), English Manuscripts in Facsimile 14, Copenhagen, Rosenkilde and Bagger 1967. 
Facs. Werdener Psalter: Werdener Psalter: vollständige Faksimile-Ausgabe im Originalformat von Ms. theol. Lat. fol. 
358 aus dem Besitz der Staatsbibliothek Preussischer Kulturbesitz, Berlin (Kommentar von KNAUS, 
Hermann), Codices selecti phototypice impressi, v. 63, Graz, Akademische Druck- u. Verlagsanstalt, 1979. 
 
 
◆邦文文献◆ 
五十嵐修『地上の夢 キリスト教帝国-カール大帝の〈ヨーロッパ〉-』（講談社選書メチエ） 講談社 
2001年 
―『王国・教会・帝国-カール大帝期の王権と国家-』知泉書館 2010年 
岡田温司『黙示録—イメージの源泉』（岩波新書）岩波書店 2014年 
大黒俊二『声と文字』（ヨーロッパの中世 6）岩波書店 2010年 
尾形希和子『教会の怪物たち：ロマネスクの図像学』（講談社選書メチエ） 講談社 2013年 
加藤磨珠枝・益田朋幸『西洋美術の歴史 2 中世 I：キリスト教美術の誕生とビザンティン世界』中央公論
新社 2016年 
金沢百枝『ロマネスクの宇宙：ジローナの《天地創造の刺繍布》を読む』東京大学出版会 2008年 
―「生命の泉に集う鳥たち-学会ロゴについて-」『西洋中世研究』第 1号 2009年 174-177頁 
―『ロマネスク美術革命』（新潮選書）新潮社 2015年 
高晟埈「『フルドフ詩篇』(モスクワ国立歴史博物館所蔵Cod. gr. 129d)に関する諸問題」『新潟県立万代島
美術館研究紀要』第 2号 新潟県立万代島美術館 2007年 1, 9-31頁 
越宏一編 『中世の写本画と工芸』（週刊朝日百科 39）朝日新聞社 1979年 
―『挿絵の芸術：古代末期写本画の世界へ』朝日新聞社 1989年 
―『線描の芸術―西欧初期中世の写本を見る―』東北大学出版会 2001年 
―『ヨーロッパ中世美術講義』（岩波セミナーブックス 82） 岩波書店 2001年 
―「西欧中世美術序説」『中世思想研究』第 43号 中世哲学会 2001年 1-49頁 
―『西洋美術論考 : 古代末期・中世から近代へ』中央公論美術出版 2002年 
―「アラテア写本を中心とする星座図像の研究―基礎資料編―」『星座図像の研究「アラテア」写本を
中心に』（研究代表者 越宏一 平成 16年度～平成 17年度科学研究費補助金 基礎研究 (B) (2) 研
究成果報告書）東京芸術大学美術学部芸術学科西洋美術史研究室 2006年 10-193頁 
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―『中世彫刻の世界―ヨーロッパ美術史講義』（岩波セミナーブックスS8）岩波書店 2009年 
―「中世の黙示録写本—その挿絵の造形原理」『黙示録—デューラー／ルドン』（展覧会カタログ）東
京藝術大学大学美術館 2010年 15-23頁 
―『ラヴェンナのモザイク芸術』中央公論美術出版 2016年 
小宮山博史編『タイポグラフィの基礎 : 知っておきたい文字とデザインの新教養』誠文堂新光社 2008年 
斉藤稔 『イニシアルのデザイン：中世写本の装飾文字』岩崎美術社 1975年 
高橋榮一編『ビザンティン美術』（世界美術大全集西洋編第6巻） 小学館 1997年 
辻絵理子「中期ビザンティン詩篇写本における『悔悛のペテロ』」『美術史研究』45 号 早稲田大学美術
史研究室 2007年 21-40頁 
―「『ブリストル詩篇』の《苦難の穴》―「逐語的」挿絵が有する機能」『比較文学年誌』46号 2010
年 136-150頁 
―「ストゥディオス修道院写本工房のペリカン図像」『美術史』61(1) 2011年 1-15頁 
辻佐保子『中世写本の彩色と挿絵―言葉と画像の研究』岩波書店 1995年 
―編 『西欧初期中世の美術』（世界美術大全集西洋編第7巻） 小学館 1997年  
―『ローマ サンタ・サビーナ教会木彫扉の研究』中央公論美術出版 2003年 
―『ロマネスク美術とその周辺』岩波書店 2007年 
鼓みどり「詩篇挿絵にあらわされたアングロ・サクソンの創造性―ハーレ 6ー03番研究（その一）―」『名
古屋芸術大学研究紀要』第 10号 名古屋芸術大学 1988年 
―「テクスチュアルな詩篇挿絵研究の現在」『名古屋芸術大学研究紀要』第 15号 名古屋芸術大学 1994
年 
―「メロヴィング、カロリング王朝の写本と工芸」『西欧初期中世の美術』（世界美術大全集西洋編第 7
巻）小学館 1997年 309-324頁 
―「テクスチュアルな詩篇挿絵のイメージ変換をめぐる一考察」『富山大学教育学部研究論集』第 15
号 富山大学 2002年 103-118頁 
―『ユトレヒト詩篇挿絵研究 : 言葉の織りなしたイメージをめぐって』中央公論美術出版 2006年 
鶴岡真弓『ケルト／装飾的思考』筑摩書房 1989年 
―「ケルト美術とアングロ＝サクソンの美術」『西欧初期中世の美術』（世界美術大全集西洋編第 7 巻）
小学館 1997年 217-230頁 
永澤峻「『ダヴィデとゴリアテの戦い』の図像の変遷-紀元後三世紀から十世紀まで」『和光大学人文学
部紀要』第 15号 和光大学人文学部 1980年 
―「西洋中世初期の動物図像をめぐって」『象徴図像研究』第 3号 和光大学象徴図像研究会 1989年 
―「もう一つのルネサンスのために-「ビザンティン古代」の代表的作例と見なされるキプロス島出
土の 9枚 1組の「ダヴィデ伝」浮彫り銀皿（7世紀前半）に関する覚書（1）」『表現学部紀要』
第 11号 和光大学表現学部 2010年 139-162頁、図巻頭 1頁 
柳宗玄責任編集『初期ヨーロッパ美術』（体系世界の美術）学習研究社 1974年 
柳宗玄『西洋の誕生』（柳宗玄著作選 1）八坂書房 2007年 
―『ロマネスク美術』（柳宗玄著作選 4）八坂書房 2009年 
―『初期ヨーロッパ美術』（柳宗玄著作選 3）八坂書房 2010年 
―『東方キリスト教美術』（柳宗玄著作選 2）八坂書房 2011年 
和田幹男「ラテン語訳聖書の形成」『キリスト教文化研究所紀要』上智大学キリスト教文化研究所 第 8
巻 1989年 1-14頁 
 
 
◆邦文文献（展覧会カタログ）◆ 
『西洋中世の彩飾写本 ファクシミリ展』越宏一著 東京藝術大学藝術資料館 1984年 
『ザンクト・ガレン修道院の文化 : 写真パネル・複製による資料展』東京藝術大学美術学部芸術学科西洋
美術史研究室編 芸術研究振興財団 1994年 
『黙示録—デューラー／ルドン』東京藝術大学大学美術館 2010年 
 
 
◆聖書・注解書等◆ 
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Biblia Sacra : Vulgatae Editionis Juxta PP. Clementis VIII Decretum, Officium Libri Catholici, Romae 1955. 
Biblia Sacra: Iuxta Vulgatam versionem, adiuvantibus Bonifatio Fischer, recensuit et brevi apparatu instruxit Robertus 
Weber, Stuttgardia 1975. 
Septuaginta Deutsch: das griechische Alte Testament in deutscher Übersetzung (in Zusammenarbeit mit BONS, 
Eberhard, hrsg. von KRAUS, Wolfgang/ KARRER, Martin), 4. verb. Aufl., Stuttgart 2010. 
Enchiridion symbolorum: definitionum et declarationum de rebus fidei et morum, DENZINGER, Heinrich (auctore), 
BANNWART, Clemens (paravit a), Friburgi Brisgoviae 1911. 
Magni Aurelii Cassiodori Expositio psalmorum, Corpvs Christianorvm, Series Latina; 97-98 . Magni Aurelii 
Cassiodori Senatoris opera; pars 2, 1-2, Turnholti 1958. (eng. trans. by WALSH, Patrick Gerard: Explanation 
of the Psalms, Ancient Christian writers, no. 51-53, 3 vols., New York 1990-1991) 
S. Gregorii Magni Moralia in Iob, cvra et stvdio, Marci Adriaen, Corpvs Christianorvm, Series Latina; 143, 143A-B. S. 
Gregorii Magni Opera, Turnholti 1979-1985. (fran. trad. par STRAW, Carole, et de WISQUES, Moniales: 
Morales sur Job, Sources chrétiennes, no 476, 525, 538, Paris 2000-.)  
Sancti Avrelii Avgvstini Enarrationes in Psalmos, Corpvs Christianorvm, Series Latina; 38-40. Avrelii Avgustini opera; 
pars X, 1-3, Turnholti 1956. 
『舊約聖書：ヴルガタ全譯』全 4巻 光明社 1954-1959年 
『聖書：新共同訳』日本聖書協会 1987年 
『聖書：新約・旧約』フェデリコ・バルバロ訳 講談社 1980年 
『新約聖書』（新約聖書翻訳委員会）岩波書店 2004年 
松田伊作訳『詩篇』（旧約聖書翻訳委員会訳 旧約聖書XI）岩波書店 1998年 
松田伊作訳「詩篇 151」『オリエント』 9 (4)  1966年 15-30, 141頁 
今義博ほか訳『詩編注解』（アウグスティヌス著作集 18-1, 18-2, 20-1）教文館 1997年 
日本基督教協議会文書事業部『信條集』前・後編 新教出版社 1955-1957年  
H. デンツィンガー編／A. シェーンメッツザー増補改訂／浜寛五郎訳『カトリック教会文書資料集 : 信経
および信仰と道徳に関する定義集』エンデルレ書店 1982年 
 
 
◆ウェブサイト◆ 
Manuscripta Mediaevalia: http://www.manuscripta-mediaevalia.de/#|4 
E-Codices. Virtuelle Handschriftenbibliothek der Schweiz: http://www.e-codices.unifr.ch/de 
Gallica. Plusieurs millions de documents à portée de main: http://gallica.bnf.fr 
Nova Corbeia. Die virtuelle Bibliothek Corvey: http://nova-corbeia.uni-paderborn.de (2012年 4月最終閲覧) 
Monumenta Germaniae Historica. Klaus Zechiel-Eckes, Handschriften aus Corbie (bis 850). Eine Bestandsaufnahme: 
http://www.mgh.de/datenbanken/pseudoisidor/corbie/ (2016年 3月 21日最終閲覧) 
Europeana Regia. Bibliotheca Carolina: http://www.europeanaregia.eu/en/historical-collections/bibliotheca-carolina 
(2015年 6月 12日最終閲覧) 
Gallica. Psautier, avec cantiques et litanies: http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b8452190t.r=amiens%20ms.%2018 
(2016年 12月 10日最終閲覧) 
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図 1-1 《コルビー詩編》 詩編第1編冒頭イニシアル頁 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、
Ms. 18, fols. 1v-2r 
図 1-2 《コルビー詩編》表表紙 コルビー、800-810年頃（再製本と装幀は近代） アミアン、市立図書館、
Ms. 18 
図 1-3 《コルビー詩編》背表紙 コルビー、800-810年頃（再製本と装幀は近代）アミアン、市立図書館、
Ms. 18 
図 1-4 地図（本論で言及した修道院等） 
図 1-5 現在のコルビー修道院 
図 1-6 《オドベルトの詩編》第1編イニシアル頁 サント・メール、サン・ベルタン修道院、999年 ブ
ーローニュ＝スュル＝メール、Ms. 20, fol. fol. 11r 
図 1-7 《ゴデスカルクの典礼用福音書抄本》カール大帝宮廷派、781-783年 パリ、国立図書館、 Nouv. acq. 
lat. 1203, fol. 3r 
図 1-8 《エッセンの福音書》 イニシアルL ライン＝マース河流域、800年頃 エッセン、大聖堂宝物庫、
Hs. 1, fol. 96r 
図 1-9 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』冒頭福音書記者像 カール大帝
宮廷派／アーヘン、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 123v 
図 1-10 《ロルシュ福音書》『ヨハネによる福音書』冒頭福音書記者像 カール大帝宮廷派／810年頃 ヴ
ァティカン、教皇庁図書館、Va. Pal. lat. 50, fol. 67v 
図 1-11 《コルビー詩編》第151編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
123v  
図 1-12 《コルビー詩編》ザカリアのカンティクム イニシアルB  コルビー、800-810年頃 アミアン、
市立図書館、Ms. 18, fol. 136r 
図 1-13 《コルビー詩編》第56編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 49v 
図 1-14 《コルビー詩編》第27編イニシアルA コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol.23v  
図 1-15 《コルビー詩編》第138編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 115r 
図 1-16 《コルビー詩編》第105編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 88r 
図 1-17 《コルビー詩編》ハバククのカンティクム  イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、
市立図書館、Ms. 18, fol. 133r 
図 1-18 《コルビー詩編》第122編イニシアルA コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 107v 
図 1-19 《コルビー詩編》第129編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 110r 
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図 1-20 《コルビー詩編》イザヤのカンティクム イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立
図書館、Ms. 18, fol. 124r 
図 1-21 《コルビー詩編》第141編イニシアルV コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 117v 
図 1-22 《コルビー詩編》アタナシウス信条イニシアルQ（1935-36年撮影）コルビー、800-810年頃アミア
ン、市立図書館、Ms. 18, fol. 139r 
図 1-23 《コルビー詩編》アタナシウス信条 イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書
館、Ms. 18, fol. 139r 
図 1-24 『世界年代記』「イヴと蛇」コルビー、9世紀初頭 パリ、国立図書館、Ms. lat. 4884, fol. 1r 
図 1-25 『文法書』イニシアルP 9世紀初頭、コルビ  ー パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025, fol. 5r 
図 1-26 『文法書』イニシアルP 9世紀初頭、コルビ  ー パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025, fol. 14r  
図 1-27 『文法書』イニシアルP 9世紀初頭、コルビ  ー パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025, fol. 40v  
図 1-28 『文法書』イニシアルV 9世紀初頭、コルビ  ー パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025, fol. 23v 
図 1-29 『文法書』イニシアルU 9世紀初頭、コルビ  ー パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025, fol. 64r 
図 1-30 『文法書』イニシアルA 9世紀初頭、コルビ  ー パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025, fol. 64r 
図 1-31 《コルビー詩編》第5編イニシアルV コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
4v 
図 1-32 《コルビー詩編》聖母マリアのカンティクム 標題 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書
館、Ms. 18, fol. 136v  
図 1-33 《ヴェスパシアン詩編》「ダヴィデと奏楽者達」 カンタベリー、8世紀第2四半期 ロンドン、
大英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 30v 
図 1-34 《ダーラム・カッシオドルス》「勝利者としてのダヴィデ」ノーサンブリア、8世紀  ダーラム、
大聖堂図書館、B. II. 30, fol. 172v 
図 1-35 《ダーラム・カッシオドルス》 「竪琴を奏でるダヴィデ」 ノーサンブリア、8世紀  ダーラム、
大聖堂図書館、B. II. 30, fol. 81v 
図 1-36 《モンペリエ詩編》「竪琴を持つダヴィデ」 モンド湖周辺、788年以前  モンペリエ、大学図書
館、Ms. 409, fol. 1r 
図 1-37 《モンペリエ詩編》「書物を持つキリスト」モンド湖周辺、788年以前  モンペリエ、大学図書館、
Ms. 409, fol. 2v 
図 1-38 《トロワ詩編》詩編第51編全頁大挿絵 ランス派（オーヴィレル修道院？）、9世紀前半  トロ
ワ大聖堂、Ms. 12, fol. 41v 
図 1-39 《ドゥース詩編》第51編全頁大挿絵 ランス派（オーヴィレル修道院？）、9世紀中葉  オック
スフォード、ボドレアン図書館、Ms. Douce 59, fol. 51v 
図 1-40 《ドゥース詩編》第51編全頁大挿絵 ランス派（オーヴィレル修道院？）、9世紀中葉  オック
スフォード、ボドレアン図書館、Ms. Douce 59, fol. 100v 
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図 1-41 《アンジェ詩編》扉絵 サンス、サン＝レミ修道院（？）、842-850年頃 アンジェ、市立図書館、
Ms. 18, fols. 13v-14r 
図 1-42 《ヴァチカンのアンブロジア詩編》全頁大挿絵 ミラノ周辺、9世紀末（？）  ヴァチカン、教皇
庁図書館、Ms. Vat. lat. 83, fol. 12v 
図 1-43 《ミュンヘンのアンブロジア詩編》全頁大挿絵 ミラノ周辺、9世紀末（？）  ミュンヘン、バイ
エルン国立図書館、Clm. 343, fol. 12v 
図 1-44 《クルドフ詩編》扉絵 コンスタンティノポリス（ステュディオス修道院？）、9世紀後半  モス
クワ、国立歴史博物館、Cod. grec. 129d, fol. 1v 
図 1-45 《ユトレヒト詩編》 第11編見出し挿絵 ランス、オーヴィレル修道院 820-835年頃 ユトレヒ
ト、大学図書館、MS. fol. 6v 
図 1-46 《ユトレヒト詩編》第51編見出し挿絵 ランス、オーヴィレル修道院 820-835年頃  ユトレヒ
ト、大学図書館、MS. fol. 30r  
図 1-47 《ザンクト・ガレン黄金詩編》第51編挿絵 ザンクト・ガレン／ソワッソン、870-900年  ザンク
ト・ガレン、修道院図書館、Cod.Sang. 22, p. 122 
図 1-48 《シュトゥットガルト詩編》825-830年頃、サン＝ジェルマン＝デ＝プレ  シュトゥットガルト、
ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fols. 64v-65r 
図 1-49 《クルドフ詩編》コンスタンティノポリス（ステュディオ修道院？）、9世紀後半  モスクワ、ロ
シア国立図書館、Cod. grec. 129d, fols. 45v-46r 
図 1-50 《クルドフ詩編》 コンスタンティノポリス （ステュディオス修道院？）、 9世紀後半  モス
クワ、ロシア国立図書館、Cod. grec. 129d, fol. 20r 
図 1-51 《ヴェスパシアン詩編》第26編イニシアルD カンタベリー、8世紀第2四半期  ロンドン、大
英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 31r 
図 1-52 《ヴェスパシアン詩編》第26編イニシアルD（拡大） カンタベリー、8世紀第2四半期  ロン
ドン、大英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 31r 
図 1-53 《ヴェスパシアン詩編》第52編イニシアルD カンタベリー、8世紀第2四半期  ロンドン、大
英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 53r 
図 1-54 《ヴェスパシアン詩編》第52編イニシアルD（拡大） カンタベリー、8世紀第2四半期  ロン
ドン、大英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 53r 
図 1-55 《ミュンヘンのアンブロジア詩編》 第118編イニシアルM ミラノ、9世紀末（？） ミュンヘ
ン、バイエルン国立図書館、Clm 343, fol. 181v 
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図 1-56 《ミュンヘンのアンブロジア詩編》第51編イニシアルQ ミラノ、9世紀末（？） ミュンヘン、
バイエルン国立図書館、Clm 343, fol. 79r 
  
 2 
図 2-1 アウグスティヌス『三位一体について』鳥魚文イニシアル 北フランス、9世紀中葉 オックスフ
ォード、ボドレアン図書館、Ms. laud. Misc. 126, fol. 2r 
図 2-2 《エッセンの福音書》 イニシアルL ライン＝マース河流域、800年頃 エッセン、大聖堂宝物庫、
Hs. 1, fol. 96r 
図 2-3 図2-3《コルビー詩編》第75編イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、
Ms. 18, fol. 67r 
図 2-4 《コルビー詩編》第129編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 110r 
図 2-5 《ゴデスカルクの典礼用福音書抄本》「玉座のキリスト」（部分）装飾模様 カール大帝宮廷派、
781-783年 パリ、国立図書館、 Nouv. acq. lat. 1203, fol. 3r 
図 2-6 《ゴデスカルクの典礼用福音書抄本》「福音書記者マルコ」（部分）装飾模様 カール大帝宮廷派、
781-783年 パリ、国立図書館、 Nouv. acq. lat. 1203, fol. 1v 
図 2-7 《ゴデスカルクの典礼用福音書抄本》「玉座のキリスト」 カール大帝宮廷派、781-783年 パリ、
国立図書館、 Nouv. acq. lat. 1203, fol. 3r 
図 2-8 《コルビー詩編》第8編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 7r 
図 2-9 《コルビー詩編》第103編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 84v  
図 2-10 《サン・リキエ福音書》『マタイによる福音書』扉絵福音書記者像（部分） アーヘン、大帝宮廷
派、800年以前 アブヴィル、市立図書館、Ms. 4, fol. 17v 
図 2-11 《コルビー詩編》モーセのカンティクム II コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 129r 
図 2-12 《グンドヒヌス福音書》フランス東部（？）、8世紀中葉 オータン、市立図書館、Ms. 3, fol. 94r 
図 2-13 《コルビー詩編》第145編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 120v 
図 2-14 《コルビー詩編》 第113編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 96r  
図 2-15 《コルビー詩編》ザカリアのカンティクム イニシアルB  コルビー、800-810年頃 アミアン、
市立図書館、Ms. 18, fol. 136r 
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図 2-16 《コルビー詩編》第129編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 110r 
図 2-17 《コルビー詩編》第7編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
6r 
図 2-18 《コルビー詩編》第151編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
123v  
図 2-19 《コルビー詩編》第51編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
46r 
図 2-20 《コルビー詩編》 ハバククのカンティクムイニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市
立図書館、Ms. 18, fol. 133r 
図 2-21 《コルビー詩編》 第3編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 3v  
図 2-22 《コルビー詩編》 第30編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 25r 
図 2-23 《コルビー詩編》第21編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
18v 
図 2-24 《コルビー詩編》第76編イニシアルV コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
67v  
  
 3 
図 3-1 文字の各エレメントの名称（筆者による作図） 
図 3-2 《コルビー詩編》 第75編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 67r  
図 3-3 グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記講解』 シトー、1111年 ディジョン、市立図書館、Ms. 170, fol. 
59r 
図 3-4 《コルビー詩編》第8編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 7r 
図 3-5 《ドロゴ典礼書》「磔刑」 メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, fol. 43v 
図 3-6 《サン・リキエ福音書》『マタイによる福音書』冒頭イニシアル頁 アーヘン、大帝宮廷派、800
年以前 アブヴィル、市立図書館、Ms. 4, fol. 18r 
図 3-7 キケロ『神々の本質について／予言について』コルビー、9世紀第3四半期フィレンツェ、ロレン
ツォ・メディチ図書館、Ms. San Marco 257, fol. 1r   
図 3-8 《コルビー詩編》第111編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 95r 
図 3-9 アウグスティヌス『詩編注解』 ノルマンディー、11世紀後半 エヴルー、市立図書館、Ms. 131, fol. 
1r 
図 3-10 《コルビー詩編》第14編  コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 12r 
図 3-11 アウグスティヌス『七書研究』北フランス（ランス？）、750-770年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12168, fol. 97r 
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図 3-12 《コルビー詩編》第48編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 42v 
図 3-13 《コルビー詩編》第102編  コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 83v 
図 3-14 『福音書』写本断片 『ヨハネによる福音書』冒頭イニシアル・ページ 7世紀末 ダーラム、大
聖堂図書館、A. II. 17, fol. 1v 
図 3-15 『福音書』コルヴァイ、10世紀第3四半期 ボルティモア、ウォルターズ・アート・ギャラリー、
Ms. W. 751, fol. 94r 
図 3-16 グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記講解』 シトー、1111年 ディジョン、市立図書館、Ms. 170, fol. 
75v 
図 3-17 『民族法集成』リヨン（？）、794年以前 ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod. Sang. 731, p. 228 
図 3-18 《ジェローヌの典礼書》モー司教区（？）、8世紀末 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048, fol. 30v 
図 3-19 ヒエログリフの例 
図 3-20 《ダマスス・エピグラフ》 4世紀後半 ローマ、サン・アニェーゼ  
図 3-21 《コデックス・アレクサンドリヌス》 地中海東岸地域、5世紀前半 ロンドン、大英図書館、Royal 
Ms.1 D. VIII, fol. 92r 
図 3-22 《ヴェルギリウス・アウグステウス》 ローマ（？）、5世紀前半  ベルリン、国立図書館、Ms. Lat. 
fol. 416, fol. 1r  
図 3-23 《ヴェルギリウス・アウグステウス》  ローマ（？）、5世紀前半 ヴァティカン、教皇庁図書館、
Ms. Vat. lat. 3256, fol. 2r 
図 3-24 オロシウス『異教徒反駁史』 ラヴェンナ、6世紀中葉 フィレンツェ、ロレンツォ・メヂィチ図
書館、Plut. LXV. 1, fol. 102r 
図 3-25 ギリシャ語写本 8-9世紀 シナイ、修道院図書館、Cod. 30, fol. 403r 
図 3-26 グレゴリウス・マグヌス『司牧規則書』 イタリア（？）、6-7世紀 トロワ、市立図書館、Ms. 504, 
fol. 4r   
図 3-27 パウロ『書簡』北アフリカ或いはイベリア半島、6世紀前半 ミュンヘン、バイエルン国立図書館、
Clm 6436, fol. 3r 
図 3-28 パウロ『書簡』 北アフリカ或いはイベリア半島、6世紀前半 ミュンヘン、バイエルン国立図書
館、Clm 6436, fol. 21v 
図 3-29 金彩ガラス「使徒パウロ」 ヴァティカン美術館 
図 3-30 コンスタンティウス2世のメダル テッサロニキ、357年頃  ミュンヘン 、国立博物館コインコ
レクション 
図 3-31 オロシウス『異教徒反駁史』 ラヴェンナ、6世紀中葉 フィレンツェ、ロレンツォ・メヂィチ図
書館、Plut. LXV. 1, fol. 173r  
図 3-32 オロシウス『異教徒反駁史』 ラヴェンナ、6世紀中葉 フィレンツェ、ロレンツォ・メヂィチ図
書館、Plut. LXV. 1, fol. 61v 
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図 3-33 『教会規則』イタリア、6-7世紀 オックスフォード、ボドレアン図書館、Ms. e Mus. 101, fol. 27r 
図 3-34 《ヴァレリアヌス福音書》北東イタリア、675年頃 ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm 6224, 
fol. 82v 
図 3-35 《ヴァレリアヌス福音書》 北東イタリア、675年頃 ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm 6224, 
fol. 152v 
図 3-36 《聖コルンバのカタック》インスラー、600年頃 アイルランド、王立アカデミ sー. n., fol. 48r 
図 3-37  《聖コルンバのカタック》インスラー、600年頃 アイルランド、王立アカデミ sー. n., fol. 21r  
図 3-38 図3-38 《聖コルンバのカタック》インスラー、600年頃 アイルランド、王立アカデミ sー. n., fol. 19r 
図 3-39 《ダロウの書》『マルコによる福音書』のインキピット・ページ インスラー、680年頃  ダブ
リン、トリニティ・カレッジ、Ms. 57, fol. 78r  
図 3-40 《リンディスファーンの書》 キリストのモノグラム リンディスファーン修道院、698-721年頃 
ロンドン、大英図書館、Cotton Ms. Nero D. Ⅳ, fol. 29r 
図 3-41 《ケルズの書》キリストのモノグラム アイオナ島（？）、9世紀初頭 ダブリン、トリニティ・
カレッジ、Ms. 58, fol. 34r 
図 3-42 《ヴェスパシアン詩編》 第26編イニシアルD カンタベリー、8世紀第2四半期 ロンドン、大
英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 31r   
図 3-43 《ヴェスパシアン詩編》 第26編イニシアルD（拡大）カンタベリー、8世紀第2四半期 ロンド
ン、大英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 31r  
図 3-44 《ヴェスパシアン詩編》 第52編イニシアルD カンタベリー、8世紀第2四半期 ロンドン、大
英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 53r 
図 3-45 《ヴェスパシアン詩編》 第52編イニシアルD（拡大）カンタベリー、8世紀第2四半期 ロンド
ン、大英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 53r 
図 3-46 銀皿「ライオンと闘うダヴィデ」コンスタンティノポリス、629-630年頃 ニューヨーク、メトロポ
リタン美術館、Acc. no. 17.190.394 
図 3-47 銀皿「熊と闘うダヴィデ」コンスタンティノポリス、629-630年頃 ニコジア（キプロス）、考古博
物館 
図 3-48 ベーダ『イギリス教会史』 ウェアマス=ジャロウ修道院、8世紀第2四半期 サンクトペテルブル
ク、国立図書館、Lat. Q v I 18, fol. 26v 
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図 3-49 ベーダ『イギリス教会史』イニシアルH（拡大）ウェアマス=ジャロウ修道院、8世紀第2四半期 
サンクトペテルブルク、国立図書館、Lat. Q v I 18, fol. 26v 
図 3-50 『ロタリ王の法』ボッビオ（？）、670-680年 ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod. sang. 730, p. 
11 
図 3-51 『ラテン語選集』イタリア、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 10318, fol. 108r 
図 3-52 アンブロシウス『ヘクサメロン』コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12135, fol. 1v 
図 3-53 ゲラシウス1世『サクラメンタリウム』インキピット・ページ 北フランス、8世紀中葉 ヴァテ
ィカン、教皇庁図書館、Reg. lat. 316, fol. 4r  
図 3-54 鷲形フィブラ（ブローチ） ティエラ・デ・バロス（スペイン西部）出土、6世紀中葉 ボルティ
モア、ウォルターズ・アート・ギャラリー、Acc. no. VO. 55 
図 3-55 魚形フィブラ（ブローチ） ビューラッハ（スイス）出土、6世紀 チューリヒ、州立美術館 
図 3-56 『説教集』 フランス、8世紀中葉 パリ、国立図書館、Ms. Nouv. acq. lat. 1598, fol. 13r 
図 3-57 『教会法選集』 コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12444, fol. 52v  
図 3-58 アウグスティヌス『七書研究』北フランス（ランス？）、750-770年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12168 
図 3-59 『ヨブ記注解』8世紀中葉 カンブレー、市立図書館、Ms. 470, fol. 2r 
図 3-60 『ヨブ記注解』8世紀中葉 カンブレー、市立図書館、Ms. 470, fol. 69r 
図 3-61 《ジェローヌの典礼書》モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048, fol. 143r 
図 3-62 《ジェローヌの典礼書》Te igiturの磔刑図 モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 12048, fol. 143v 
図 3-63 《コルビー詩編》第7編  コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 6r  
図 3-64 《コルビー詩編》第151編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 123v 
図 3-65 《コルビー詩編》第129編 800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 110r 
図 3-66 《コルビー詩編》ハバククのカンティクム 800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 133r 
図 3-67 《コルビー詩編》第50編 800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 45r 
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図 3-68 《コルビー詩編》第111編 800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 95r 
図 3-69 《カール禿頭王の典礼書》 カール禿頭王宮廷派、870年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 1141, fol. 6v 
図 3-70 《フルダ典礼書》 北西ドイツ／フルダ派、10世紀第3四半期 ミュンヘン、国立図書館、Clm 10077, 
fol. 12r 
図 3-71 『典礼書』サン＝ヴァースト、11世紀中葉 パリ、国立図書館、M. lat. 9436, fol. 16r 
図 3-72 《ダグルフ詩編》詩編第1編 アーヘン／カール大帝宮廷派、783-795年頃 ウィーン、国立図書館、
Cod. Vind. 1861, fol. 25r 
図 3-73 《ダグルフ詩編》詩編第51編 アーヘン／カール大帝宮廷派、783-795年頃 ウィーン、国立図書
館、Cod. Vind. 1861, fol. 67v 
図 3-74 《ルートヴィヒ敬虔帝の詩編》詩編第1編イニシアル頁 サント・メール、9世紀後半 ベルリン、
国立図書館、Ms. theol. lat. fol. 58, fol. 3r 
図 3-75  《カール禿頭王の第二聖書》『創世記』冒頭イニシアル IN サン・タマン、 871-877年 パリ、
国立図書館、Ms. Lat. 2, fol. 11r 
図 3-76 《フォルヒャルト詩編》 詩編第51編扉 ザンクト・ガレン修道院、872-883年頃 ザンクト・ガレ
ン、修道院図書館、Cod. sang. 23, fol. 135r 
図 3-77 《オット 3ー世の福音書》『ルカによる福音書』のインキピット・ページ ライヒェナウ、1000年
頃 ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm. 4453, fol. 140r 
図 3-78 《バンベルクの旧約聖書注解》『ダニエル書註解』の扉絵 ライヒェナウ、10世紀末 バンベルク、
国立図書館、Misc. Bibl. 22, fol. 32r 
図 3-79 《ライヒェナウの聖書抜抄》 ライヒェナウ、11世紀初頭 ヴォルフェンビュッテル、アウグスト
公爵図書館、Cod. Guelf. 84.5 Augusteus 2, fol. 41r 
図 3-80 《ヴェルデン詩編》詩編第77編 ヴェルデン修道院、1039-50年頃  ベルリン、国立図書館、Cod. 
theol. lat. fol. 358, fol. 47v 
図 3-81 《ヴェルデン詩編》詩編第131編 ヴェルデン修道院 1039-50年頃 ベルリン、国立図書館、Cod. 
theol. lat. fol. 358, fol. 88r 
図 3-82 《ヴェルデン詩編》モーセのカンティクム ヴェルデン修道院、1039-50年頃  ベルリン、国立図
書館、Cod. theol. lat. fol. 358, fol. 100r 
図 3-83 《ヴェルデン詩編》詩編第135編 ヴェルデン修道院、1039-50年頃  ベルリン、国立図書館、
Cod. theol. lat. fol. 358, fol. 89v 
図 3-84 写本装丁版（部分）フルダ（？）、996-1011年 バンベルク、国立図書館、Msc. Lit. 1 
図 3-85 ディアデマ マディトス出土、紀元前330-300年頃 ニューヨーク、メトロポリタン美術館、Acc. No. 
06.1217.1    
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図 3-86 《皇女コンスタンティナの石棺》 4世紀中葉 紫斑石 ヴァティカーノ美術館 
図 3-87 《ラズウェルの石彫十字架》 ノーサンブリア、8世紀 ダンフリース、ラズウェル聖堂 
図 3-88 象牙浮彫二連板 北フランス（？）、9/10世紀 パリ、クリュニー美術館 
図 3-89 《ユニウス詩編》第114編 ウィンチェスタ  ー 10世紀第二四半期 オックスフォード、ボドレア
ン図書館、Ms. Junius 27, fol. 121v 
図 3-90 《サン・ベルタンの福音書》 『ルカによる福音書』扉絵 サン・ベルタン修道院、 1000年頃ニ
ューヨーク、ピエポント・モーガン図書館、Ms. 333, fol. 51r 
図 3-91 《サン・ベルタンの福音書》 『ルカによる福音書』扉絵（部分） サン・ベルタン修道院、1000
年頃 ニューヨーク、ピエポント・モーガン図書館、Ms. 333, fol. 51r 
図 3-92 《オドベルトの詩編》第108編「使徒達への出現」サント・メール、999年 ブーローニュ＝スュ
ル＝メール、Ms. 20, fol. 122v 
図 3-93 《オドベルトの詩編》第28編「子羊を捧げるアベル」サント・メール、999年 ブーローニュ＝ス
ュル＝メール、Ms. 20, fol. 34r 
図 3-94 《ユニウス詩編》第109編「ライオンを倒すダヴィデ」 ウィンチェスタ  ー 10世紀第二四半期 オ
ックスフォード，ボドリアン図書館、Ms. Junius 27, fol. 118v 
図 3-95 《ユニウス詩編》第108編 ウィンチェスタ  ー 10世紀第二四半期 オックスフォード，ボドリア
ン図書館、Ms. Junius 27, fol. 115v 
図 3-96 イシドルス『カトリック信仰について』 カンタベリ （ー？）、1000年頃 ロンドン、大英図書館、
Ms. Royal 6. B. VIII, fol. 1v 
図 3-97 《ケンブリッジ詩編》第9編イニシアルC ウィンチカム、1030-40年頃 ケンブリッジ、大学図書
館、Ms. Ff. 1.23, fol. 13v 
図 3-98 《ケンブリッジ詩編》第100編イニシアルM ウィンチカム、1030-40年頃 ケンブリッジ、大学
図書館、Ms. Ff. 1.23, fol. 169v 
図 3-99 ナジアンゾスのグレゴリオス コンスタンティノポリス、11世紀 トリノ、大学図書館、Cod. C. I, 6  
図 3-100 《コルビー詩編》第1編「詩編著者ダヴィデ／天使に導かれる人物」 コルビー、800-810年頃 ア
ミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 1v 
図 3-101 《ヴェルデン詩編》詩編第1編「執筆する写字生」 ヴェルデン修道院 1039-50年頃  ベルリン、
国立図書館、Cod. theol. lat. fol. 358, fol. 2r  
図 3-102 アルンデル詩編》第1編「竪琴を奏でるダヴィデ王とフリジア帽の人物」 ウィンチェスター、1160
年頃ロンドン、大英図書館、Ms. Arundel 60, fol. 13r 
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図 3-103 アウグスティヌス『詩編注解』第1編 ノルマンディー、11世紀後半 エヴルー、市立図書館、Ms. 
131, fol. 1r 
図 3-104 《コペンハーゲン詩編》第1編 イングランド、1175-1200年頃 コペンハーゲン、王立図書館、
Ms. Thott 143 2 
図 3-105 《ウィンチェスター聖書》詩編第1編「熊／ライオンと戦うダヴィデ」「キリストの悪魔払い／冥
府降下」ウィンチェスター、1160-1175年頃 ウィンチェスター、大聖堂図書館、 fol. 218r 
図 3-106 《セント・オルバンズ詩編》第1編「詩編著者ダヴィデ」 セント・オルバンズ修道院、1115-1155
年頃 ヒルデスハイム、ザンクト・ゴデハルト聖堂宝物庫 
図 3-107 《セント・オルバンズ詩編》聖母マリアのカンティクム「受胎告知」セント・オルバンズ修道院、
1115-1155年頃 ヒルデスハイム、ザンクト・ゴデハルト聖堂宝物庫, p. 394 
図 3-108 アウグスティヌス『詩編注解』シトー修道院、12世紀第1四半期 ディジョン、市立図書館、Ms. 147, 
fol. 2r 
図 3-109 グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記注解』 シトー修道院、1111年 ディジョン、市立図書館、Ms. 173, 
fol. 29r 
図 3-110 グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記注解』 イニシアルS シトー修道院、1111年 ディジョン、市
立図書館、Ms. 173, fol. 148r 
図 3-111 グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記注解』イニシアル I シトー修道院、1111年 ディジョン、市立
図書館、Ms. 173, fol. 41r 
図 3-112 『聖アドリアノの殉教」ツヴィーファルテン修道院、1125-1130年頃 シュトゥットガルト、ヴュル
テンベルク州立図書館、Cod. Bibl. Fol. 56, fol. 82v 
図 3-113 『殉教者受難録』「聖ゴルゴニウスと聖ドロテウスの殉教」ツヴィーファルテン修道院、1125-1130
年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. Bibl. Fol. 56, fol. 88r 
図 3-114 《ランベス聖書》「エッサイの樹」カンタベリー、1145年頃 ランベス・パレス図書館、Ms. 3, fol. 
198r 
図 3-115 《イザベラの詩編》 詩編第1編「エッサイの樹」イングランド（ヨーク司教区）、1303-1308年 ミ
ュンヘン、バイエルン国立図書館、Cod. Gall. 16, fol. 7v 
図 3-116 《ゴーレストン詩編》詩編第1編「エッサイの樹」 イングランド、14世紀初頭、 ロンドン、大
英図書館、Add. Ms. 49622, fol. 8r 
図 3-117 《ゴーレストン詩編》詩編第1編「エッサイの樹」（部分） イングランド、14世紀初頭、ロンド
ン、大英図書館、Add. Ms. 49622, fol. 8r 
図 3-118 『聖務日課書』 詩編第90編「鐘を鳴らすダヴィデ」 ノリッチ、1322-1325年 ロンドン、大英
図書館、Stowe Ms. 12, fol. 190r 
図 3-119 『聖務日課書』 詩編第97編「歌唱する修道士達」ノリッチ、1322-1325年 ロンドン、大英図書
館、Stowe Ms. 12, fol. 195r 
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図 3-120 『詩編』第1編イニシアルD「竪琴を奏でるダヴィデ」アウグスブルク、1484年 ミュンヘン、バ
イエルン国立図書館、Cgm 82, fol. 8r  
図 3-121 《テーゲルン湖修道院詩編》詩編第1編イニシアルB 「ダヴィデ王」テーゲルン湖修道院／レー
ゲンスブルク、1516-1517年 ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm. 19202, fol. 9v 
図 3-122 《テーゲルン湖修道院詩編》 詩編第109編イニシアルD 「キリストの復活」テーゲルン湖修道
院／レーゲンスブルク、1516-1517年  ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm. 19202, fol. 142r 
図 3-123 《ジョヴァンニーノ・デ・グラッシの素描帳》 形象アルファベット ロンバルディア、14世紀末
ベルガモ、市立図書館、Cod. VII. 14, fol. 29v 
図 3-124 《シャルル・ドルレアンの時祷書》フランス、15世紀末 パリ、国立図書館、Ms. lat. 1173, fol. 52r  
図 3-125 マイスターE. S. 《見本帖》形象アルファベットK 1466/1467年 ドレスデン、国立美術館版画素
描室、Inv. Nr. A 78, 1; L. 292   
図 3-126 マイスターE. S. 《見本帖》形象アルファベットG 1466/1467年 ドレスデン、国立美術館版画素
描室、Inv. Nr. A 381 in A 79  
図 3-127 建築アルファベットH ライン川下流域、15世紀 ボローニャ、国立絵画館版画コレクション 
図 3-128 《コルビー詩編》第7編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
6r 
図 3-129 《コルビー詩編》第21編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
18v 
図 3-130 《コルビー詩編》第101編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 82r 
図 3-131 図3-131《ヴェスパシアン詩編》 第52編イニシアルD カンタベリー、8世紀第2四半期 ロンド
ン、大英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 53r 
図 3-132 《ハミルトン詩編》第101編イニシアルD ノーサンブリア、8世紀前半 ベルリン、国立図書館、
Ms. Hamilton 553, fol. 48r 
図 3-133 《コルビー詩編》第3編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
3v  
図 3-134 《コルビー詩編》第8編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 7r 
図 3-135 《コルビー詩編》第26編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
22v  
図 3-136 《コルビー詩編》第71編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
63r 
図 3-137 《コルビー詩編》第6編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 5v 
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図 3-138 《コルビー詩編》第46編イニシアルO コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
41v 
図 3-139 ベーダ『イギリス教会史』 「聖アウグスティヌス」ウェアマス＝ジャロウ修道院、8世紀第2四
半期 サンクトペテルブルク、国立図書館、Lat. Q v I 18, fol. 27v 
図 3-140 アギムンドゥス『説教集』ローマ（？）、8世紀 ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. lat. 3836, fol. 64r 
図 3-141 《ジェローヌの典礼書》モー司教区（？）、8世紀末 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048, fol. 60v 
図 3-142 《ジェローヌの典礼書》モー司教区（？）、8世紀末 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048, fol. 82r 
図 3-143 《ケルズの書》アイオナ島（？）、9世紀初頭 ダブリン、トリニティ・カレッジ、Ms. 58, fol. 48r 
図 3-144 《ジェローヌの典礼書》モー司教区（？）、8世紀末 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048, fol. 27v 
図 3-145 《コルビー詩編》第編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 1v 
図 3-146 《コルビー詩編》3人のヘブライ青年のカンティクム イニシアルB コルビー、800-810年頃 ア
ミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 134v 
図 3-147 《コルビー詩編》ザカリアのカンティクム イニシアルB  コルビー、800-810年頃 アミアン、
市立図書館、Ms. 18, fol. 136r 
図 3-148 《コルビー詩編》第143編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 118v 
図 3-149 《コルビー詩編》第33編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
28v 
図 3-150 《コルビー詩編》 第103編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 84v  
図 3-151 《ユウェニアヌス・コデックス》 イタリア（ローマ？）、9世紀初頭 ローマ、ヴァリチェリア
ナ図書館、Cod. B 25/2, fol. 51r 
図 3-152 《コルビー詩編》第17編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
14r 
図 3-153 《コルビー詩編》第20編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
17v 
図 3-154 《コルビー詩編》第59編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
52r 
図 3-155 《コルビー詩編》第62編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
54r 
図 3-156 《コルビー詩編》第69編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol.  
61r  
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図 3-157 《コルビー詩編》第142編イニシアル コルビー、800-810年 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 118r 
図 3-158 《コルビー詩編》第108編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 92v 
図 3-159 《コルビー詩編》第140編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
116v 
図 3-160 《グンドヒヌス福音書》フランス東部（？）、8世紀中葉 オータン、市立図書館、Ms. 3, fol. 28v-29r 
図 3-161 《ジェローヌの典礼書》 モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048, fol. 17v 
図 3-162 《ジェローヌの典礼書》イニシアルE モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 30v 
図 3-163 アギムンドゥス『説教集』 ローマ（？）、8世紀 ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. lat. 3836, fol. 
67v 
図 3-164 ナジアンゾスのグレゴリオス《講話集》 コンスタンティノポリス、879-882年 パリ、国立図書館、
Ms. grec. 510, fol. 24r 
図 3-165 《トマスの福音書》イニシアルE トリーア/エヒテルナッハ、8世紀前半 トリーア、大聖堂宝物
庫、Cod. Nr. 61, fol. 110v 
図 3-166 《ジェローヌの典礼書》モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048, fol. 143r 
図 3-167 『民族法集成』イニシアルG ブザンソン（？）、794年以前 ザンクト・ガレン、修道院図書館、
Cod. Sang. 731, p. 228 
図 3-168 《コルビー詩編》第122編イニシアルA コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 107v 
図 3-169 《コルビー詩編》聖母マリアのカンティクム イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、
市立図書館、Ms. 18, fol. 136v  
図 3-170 《コルビー詩編》モーセのカンティクム II コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 129r 
図 3-171 《コルビー詩編》シメオンのカンティクム イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市
立図書館、Ms. 18, fol. 137r 
図 3-172 《コルビー詩編》第76編イニシアルV コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
67v  
図 3-173 《コルビー詩編》第107編イニシアルP コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 92r 
図 3-174 《コルビー詩編》第36編イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
31v 
図 3-175 《コルビー詩編》第75編イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
67r 
図 3-176 《コルビー詩編》第119編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
106v 
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図 3-177 《コルビー詩編》第編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 123v 
図 3-178 『ヨブ記注解』イニシアルV 8世紀中葉 カンブレー、市立図書館、Ms. 470, fol. 2r 
図 3-179 『ヨブ記注解』 イニシアルV 8世紀中葉 カンブレー、市立図書館、Ms. 470, fol. 69r 
図 3-180 《ジェローヌの典礼書》イニシアルP モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 246v 
図 3-181 《ユウェニアヌス・コデックス》 イタリア（ローマ？）、9世紀初頭 ローマ、ヴァリチェリア
ナ図書館、Cod. B 25/2, fol. 67v 
図 3-182  《ケルズの書》 アイオナ島（？）、9世紀初頭 ダブリン、トリニティ・カレッジ、Ms. 58, fol. 
253v 
図 3-183 《コルビー詩編》第30編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
25r 
図 3-184 《コルビー詩編》第125編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
108v 
図 3-185 《コルビー詩編》第34編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
29v 
図 3-186 《コルビー詩編》第99編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
81r 
図 3-187 《コルビー詩編》第10編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、 Ms. 18, fol. 
9v 
図 3-188 『民族法集成』イニシアル I ブザンソン（？）、794年以前 ザンクト・ガレン、修道院図書館、
Cod. Sang. 731, p. 235 
図 3-189 《ジェローヌの典礼書》イニシアル I モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 1v 
図 3-190 《ジェローヌの典礼書》イニシアル I モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 42v 
図 3-191 《ジェローヌの典礼書》 イニシアル I モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 115v 
図 3-192 《コルビー詩編》第9編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
7v 
図 3-193 《コルビー詩編》第13編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
11r 
図 3-194 《コルビー詩編》第136編イニシアルS コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 113v 
図 3-195 《ケルズの書》イニシアルH アイオナ島（？）、9世紀初頭 ダブリン、トリニティ・カレッジ、
Ms. 58, fol. 68v 
図 3-196 《コルビー詩編》第5編イニシアルV コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
4v 
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図 3-197 《コルビー詩編》第12編イニシアルU コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
10v 
図 3-198 《コルビー詩編》第73編イニシアルU コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
65r 
図 3-199 《コルビー詩編》第141編イニシアルV コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 117v 
図 3-200 《グンドヒヌス福音書》イニシアルV フランス東部（？）、8世紀中葉 オータン、市立図書館、
Ms. 3, fol. 36r 
図 3-201 『訓戒』イニシアルU 北東フランス、9世紀第1四半期 パリ、国立図書館、Ms. lat. 11699, fol.  82r 
図 3-202 《コルビー詩編》第55編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 49r 
図 3-203 《コルビー詩編》第88編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 80r 
図 3-204 《コルビー詩編》第56編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 49v 
図 3-205 《コルビー詩編》第100編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 81v 
図 3-206 《コルビー詩編》第50編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 45r  
図 3-207 《コルビー詩編》第131編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
110v 
図 3-208 《コルビー詩編》聖母マリアのカンティクム イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、
市立図書館、Ms. 18, fol. 136v  
図 3-209 《コルビー詩編》第64編イニシアルT コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
55v 
図 3-210 《コルビー詩編》アンブロシア賛歌 イニシアルT コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書
館、Ms. 18, fol. 137v 
図 3-211 トゥールのグレゴリウス 『フランク史』イニシアルM コルビー或いはリュクスイユ、7世紀 パ
リ、国立図書館、Ms. lat. 17655, fol. 36r 
図 3-212 ヒエロニムス『エゼキエル書注解』イニシアルM コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. 
lat. 12155, fol. 193r   
図 3-213 《ジェローヌの典礼書》イニシアルM モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 111v 
図 3-214 《ジェローヌの典礼書》イニシアルM モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 83v 
図 3-215 《インゴルシュタットの福音書》 イニシアルM モンド湖周辺、8世紀末 ミュンヘン、バイエル
ン国立図書館、Clm 27270, fol. 18r 
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図 3-216 『バウァリア法』 イニシアルM レーゲンスブルク周辺、9世紀初頭 ミュンヘン、大学図書館、
Cod. Ms. 132, fol. 1v 
図 3-217 《ケルズの書》イニシアルM アイオナ島（？）、9世紀初頭 ダブリン、トリニティ・カレッジ、
Ms. 58, fol. 191v 
図 3-218 《コルビー詩編》第67編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
57v 
図 3-219 《コルビー詩編》第44編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
40r 
図 3-220 《コルビー詩編》第132編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 111v 
図 3-221 《コルビー詩編》第19編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
17r  
図 3-222 《コルビー詩編》第29編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
24v 
図 3-223 『エゼキエル書／ダニエル書／十二小預言書』イニシアルE レーゲンスブルク、8世紀末 ミュン
ヘン、バイエルン国立図書館、Clm 14197, fol. 1v 
図 3-224 《グンドヒヌス福音書》イニシアルM フランス東部（？）、8世紀中葉 オータン、市立図書館、
Ms. 3, fol. 3v 
図 3-225 ヒエロニムス 『詩編注解』 800年頃、北東フランス パリ、国立図書館、Ms. lat. 12150, fol. 26v  
図 3-226 《コルビー詩編》第149編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 122v 
図 3-227 《コルビー詩編》イザヤのカンティクム イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立
図書館、Ms. 18, fol. 124r 
図 3-228 《コルビー詩編》モーセのカンティクム I イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市
立図書館、Ms. 18, fol. 132r  
図 3-229 《コルビー詩編》 第11編イニシアルS コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 10r 
図 3-230 《コルビー詩編》第57編イニシアルS コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
50v 
図 3-231 『民族法集成』イニシアルS ブザンソン（？）、794年以前  ザンクト・ガレン、修道院図書館、
Cod. Sang. 731,  p. 174 
図 3-232 アンブロシウス 『ルカ福音書注解』イニシアルS コルビー、8世紀中葉 サンクトペテルブルク、
国立図書館、Lat. F v I 6, fol. 1r 
図 3-233 グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記注解』イニシアルS コルビー（？）、8世紀第3四半期 ベルリ
ン、国立図書館、Ms. Theol. lat. Fol. 354, fol. 129v 
図 3-234 《コルビー詩編》第77編イニシアルA コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol.  
68v 
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図 3-235 《コルビー詩編》第28編イニシアルA コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
24r 
図 3-236 《コルビー詩編》第41編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
37v 
図 3-237 《リンディスファーンの書》十字架のカーペット・ページ リンディスファーン修道院、698-721年
頃 ロンドン、大英図書館、Cotton Ms. Nero D. Ⅳ, fol. 26v 
図 3-238 石彫十字断片 アバレディー（スコットランド）、8世紀 
図 3-239 鯨骨の小箱 アングロ=サクソン、8世紀 ブラウンシュヴァイク、ヘルツォーク・アントン・ウル
リヒ美術館、Inv. Nr. MA58 
図 3-240 《フラヴィニー福音書》 共観表（部分）フランス東部、8世紀末 オータン、市立図書館、Ms. 4, fol. 
15r  
図 3-241 《コルビー詩編》第27編イニシアルA コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol.23v   
図 3-242 《コルビー詩編》第87編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
79r  
図 3-243 《ジェローヌの典礼書》イニシアルA モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 193v 
図 3-244 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 155v 
図 3-245 《コルビー詩編》第139編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol.116r 
図 3-246 《コルビー詩編》アンブロシア賛歌  イニシアルT コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図
書館、Ms. 18, fol. 137v  
図 3-247 《コルビー詩編》第42編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
38r 
図 3-248 《コルビー詩編》第61編イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
53r 
図 3-249 《コルビー詩編》第121編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 107r  
図 3-250 《コルビー詩編》第145編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 120v 
図 3-251 《コルビー詩編》第148編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 122r 
図 3-252 《グンドヒヌス福音書》イニシアルM フランス東部（？）、8世紀中葉 オータン、市立図書館、
Ms. 3, fol. fol. 54v 
図 3-253 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 164v 
図 3-254 《ジェローヌの典礼書》イニシアルB モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 156r 
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図 3-255 《コルビー詩編》第68編イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
59r 
図 3-256 《ハミルトン詩編》イニシアルS ノーサンブリア、8世紀前半 ベルリン、国立図書館、Ms. Hamilton 
553, fol. 34r 
図 3-257 《ジェローヌの典礼書》イニシアルS モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 98r 
図 3-258 パウルス・オロシウス『歴史』イニシアルS ラン、8世紀中葉 ラン、市立図書館、Ms. 137, fol. 43r 
図 3-259 《コルビー詩編》第4編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
4r 
図 3-260 《コルビー詩編》第14編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
12r 
図 3-261 コルビー詩編》第115編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
97v 
図 3-262 《コルビー詩編》第117編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 98r  
図 3-263 《コルビー詩編》第137編イニシアルCコルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
114r 
図 3-264 コルビー詩編》第150編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
123r 
図 3-265 《ジェローヌの典礼書》イニシアルC モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 15r 
図 3-266 《マウルドラムヌス聖書》イニシアルP コルビー、780年以前 アミアン、市立図書館、Ms. 7, fol. 
60r 
図 3-267 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 120v 
図 3-268 《コルビー詩編》第120編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 110r 
図 3-269 ハバククのカンティクム イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
133r 
図 3-270 《ジェローヌの典礼書》イニシアルUD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 51v 
図 3-271 《カール大帝の詩編》ライン＝マース河流域、795-800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 13159 , fol. 13v 
図 3-272 《ジェローヌの典礼書》イニシアルC モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 142v 
図 3-273 《コルビー詩編》第130編イニシアルDコルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
110v 
図 3-274 《コルビー詩編》第35編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
31r 
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図 3-275 《サラベルガ詩編》第101編イニシアルD ノーサンブリア、8世紀前半 ベルリン、国立図書館、
Ms. Hamilton 553, fol. 48r 
図 3-276 《コルビー詩編》第52編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
46v  
図 3-277 《コルビー詩編》第109編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
94r  
図 3-278 ヒエロニムス 『詩編注解』イニシアルD  800年頃、北東フランス パリ、国立図書館、Ms. lat. 12150, 
fol. 107r 
図 3-279 《カール大帝の詩編》ライン＝マース河流域、795-800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 13159 , fol. 7r 
図 3-280 《コルビー詩編》第111編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 95r 
図 3-281 象牙浮彫二連板（部分） 北フランス（？）、9/10世紀 パリ、クリュニー美術館 
図 3-282 《コルビー詩編》第18編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
16v 
図 3-283 《コルビー詩編》第106編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 90r 
図 3-284 《ジェローヌの典礼書》イニシアルP モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 126v 
図 3-285 《ヴェスパシアン詩編》 イニシアルO カンタベリー、8世紀第2四半期 ロンドン、大英図書館、
Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 48r 
図 3-286 ヒエロニムス『詩編注解』イニシアルQ テーゲルン湖、8世紀末 ミュンヘン、バイエルン国立
図書館、Clm 18168, fol. 75r 
図 3-287 《コルビー詩編》第114編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 97r 
図 3-288 《コルビー詩編》ハバククのカンティクム（ウルガータ版）イニシアルD コルビー、800-810年頃
アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 127v 
図 3-289 《コルビー詩編》大栄唱 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 138v 
図 3-290 『民族法集成』イニシアルO ブザンソン（？）、794年以前  ザンクト・ガレン、修道院図書
館、Cod. Sang. 731,  p. 202 
図 3-291 『民族法集成』イニシアルQ ブザンソン（？）、794年以前  ザンクト・ガレン、修道院図書
館、Cod. Sang. 731,  p. 111 
図 3-292 《コルビー詩編》第2編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
2v 
図 3-293 《コルビー詩編》第82編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
75v 
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図 3-294 『民族法集成』イニシアルQ ブザンソン（？）、794年以前 ザンクト・ガレン、修道院図書館、
Cod. Sang. 731,  p. 19 
図 3-295 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 76v 
図 3-296 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 59v 
図 3-297 『民族法集成』イニシアルD ブザンソン（？）、794年以前 ザンクト・ガレン、修道院図書館、
Cod. Sang. 731,  p. 106 
図 3-298 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 40v 
図 3-299 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 50v 
図 3-300 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 93v 
図 3-301 《ジェローヌの典礼書》イニシアルO モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 86v 
図 3-302 《コルビー詩編》 第51編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 46r 
図 3-303 《コルビー詩編》第72編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
64r 
図 3-304 《コルビー詩編》第79編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
73r 
図 3-305 《コルビー詩編》第83編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
76r 
図 3-306 《コルビー詩編》第124編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 108v  
図 3-307 《コルビー詩編》アタナシウス信条 イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書
館、Ms. 18, fol. 139r 
図 3-308 《コルビー詩編》第41編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
37v 
図 3-309 《シュトゥットガルトのアンシャル体の詩編》イニシアルQ 制作地不明（エヒテルナッハ？）、
750年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. Bibl. Fol. 12b, fol. 32r  
図 3-310 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 91r 
図 3-311 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 38v 
図 3-312 『民族法集成』イニシアルQ ブザンソン（？）、794年以前 ザンクト・ガレン、修道院図書館、
Cod. Sang. 731,  p. 73 
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図 3-313 グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記注解』 コルビー（？）、8世紀第3四半期 ベルリン国立図書
館、Ms. theol. lat. 354, fol. 183r 
図 3-314 《コルビー詩編》第35編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
31r 
図 3-315 《コルビー詩編》第130編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
110v 
図 3-316 《コルビー詩編》第66編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
57r 
図 3-317 《コルビー詩編》 第78編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 72v 
図 3-318 《コルビー詩編》第38編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
34v 
図 3-319 《サラベルガ詩編》第101編イニシアルD ノーサンブリア、8世紀前半 ベルリン、国立図書館、
Ms. Hamilton 553, fol. 48r 
図 3-320 《ハミルトン詩編 イニシアルD ノーサンブリア、8世紀前半 ベルリン、国立図書館、Ms. 
Hamilton 553, fol. 8r 
図 3-321 《カール大帝の詩編》ライン＝マース河流域、795-800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 13159 , fol. 119r 
図 3-322 《カール大帝の詩編》ライン＝マース河流域、795-800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 13159 , fol. 28v 
図 3-323 ユニアヌス・ユスティヌス『トログス・ポンペイウスの歴史書要約』イニシアルP フランス東部
或いは西部、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 4950, fol. 1v  
図 3-324 《コルビー詩編》第85編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol.  
77v 
図 3-325 《コルビー詩編》第113編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
96r  
図 3-326 《コルビー詩編》 第86編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 78v 
図 3-327 『福音書』ノーサンブリア、8世紀前半 ダーラム、大聖堂図書館、Ms. A II 16, fol. 37r  
図 3-328 《ジェローヌの典礼書》イニシアル I モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 35v 
図 3-329 《カール大帝の詩編》ライン＝マース河流域、795-800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 13159 , fol. fol. 
89v 
図 3-330 アウグスティヌス『七書研究』北フランス（ランス？）、750-770年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12168, fol. 1r 
図 3-331 《コルビー詩編》第31編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
26v 
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図 3-332 《コルビー詩編》第40編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
36v 
図 3-333 《コルビー詩編》第127編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 109v 
図 3-334 《カール大帝の詩編》イニシアルB  ライン＝マース河流域、795-800年頃 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 13159 , fol. 89r 
図 3-335 《シュトゥットガルトのアンシャル体の詩編》イニシアルB 制作地不明（エヒテルナッハ？）、
750年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. Bibl. Fol. 12b, fol. 1r  
図 3-336 『福音書』 キリストのモノグラム（部分） アイルランド、8世紀後半 ザンクト・ガレン、修道
院図書館、Cod. sang. 51, p. 7 
図 3-337 《サラベルガ詩編》イニシアルD ノーサンブリア、8世紀前半 ベルリン、国立図書館、Ms. Hamilton 
553, fol. 13r 
図 3-338 《コルビー詩編》第45編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
41r 
図 3-339 《コルビー詩編》第81編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
75r 
図 3-340 《カール大帝の詩編》イニシアルD ライン＝マース河流域、795-800年頃 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 13159 , fol. 150v 
図 3-341 《コルビー詩編》第60編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
52v 
図 3-342 《コルビー詩編》第135編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 113r 
図 3-343 《コルビー詩編》第104編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 86v 
図 3-344 《コルビー詩編》第106編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 90r 
図 3-345 《ダロウの書》カーペット・ページ（部分）アイルランド、680年頃 ダブリン、トリニティ・カ
レッジ、Ms. 57, fol. 192v  
図 3-346 《サットン・フーの黄金の留め金》 サットン・フー出土、625年頃 ロンドン、大英図書館、Reg. 
no. 1939, 1010.1 
図 3-347 《コルビー詩編》第123編イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 108r 
図 3-348 《コルビー詩編》第126編イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 109r 
図 3-349 《エッセンの福音書》 イニシアルM ライン＝マース河流域、800年頃 エッセン、大聖堂宝物庫、
Hs. 1, fol. 69r 
図 3-350 《コルビー詩編》3人のヘブライ青年の唄 イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市
立図書館、Ms. 18, fol. 135v 
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図 3-351 《コルビー詩編》第23編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
20v 
図 3-352 《コルビー詩編》第37編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
33v 
図 3-353 《コルビー詩編》第49編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
43v 
図 3-354 《コルビー詩編》第43編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
38v 
図 3-355 《ヴェスパシアン詩編》 イニシアルD カンタベリー、8世紀第2四半期 ロンドン、大英図書館、
Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 13v 
図 3-356 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 11v 
図 3-357 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 37v 
図 3-358 《ジェローヌの典礼書》 イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. 
lat. 12048, fol. 87v 
図 3-359 《ケルズの書》イニシアルG アイオナ島（？）、9世紀初頭 ダブリン、トリニティ・カレッジ、
Ms. 58, fol. 152v 
図 3-360 《コルビー詩編》第25編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
22r 
図 3-361 《コルビー詩編》第65編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
56r 
図 3-362 《コルビー詩編》第70編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
61v 
図 3-363 アウグスティヌス『福音書の調和について』イニシアル I コルビ 8ー世紀中葉 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 12190, fol. 1r 
図 3-364  『カールの書』 イニシアル I カール大帝宮廷派、793年 ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. lat. 
7207 
図 3-365 《サン＝マルタン＝デ＝シャンの福音書》イニシアル・ページ カール大帝宮廷派／アーヘン、795
年以前 パリ、アルセナル図書館、Ms. 599, fol. 134r 
図 3-366 《コルビー詩編》第16編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
13r 
図 3-367 《コルビー詩編》第74編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
66v 
図 3-368 《コルビー詩編》第80編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
74r 
図 3-369 《コルビー詩編》第32編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
27v 
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図 3-370 《コルビー詩編》エゼキアのカンティクム イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市
立図書館、Ms. 18, fol. 124v 
図 3-371 《コルビー詩編》第144編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 119v 
図 3-372 《コルビー詩編》第54編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
47v 
図 3-373 《コルビー詩編》第63編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
54v 
図 3-374 《コルビー詩編》第39編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
35v 
図 3-375 《コルビー詩編》モーセのカンティクム I イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立
図書館、Ms. 18, fol. 126r 
図 3-376 ヒエロニムス『エゼキエル書注解』イニシアルE コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12155, fol. 39r 
図 3-377 ヒエロニムス『エゼキエル書注解』 イニシアルE コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 12155, fol. 2v 
図 3-378 《コルビー詩編》第58編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
51r 
図 3-379 《コルビー詩編》アンナのカンティクム イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立
図書館、Ms. 18, fol. 125v 
図 3-380 《コルビー詩編》第105編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 88r 
図 3-381 《コルビー詩編》第15編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
12r 
図 3-382 《コルビー詩編》第110編イニシアルC コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 94v 
図 3-383 ヒエロニムス『イザヤ書注解』イニシアルE コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. 11627, 
fol. 2r 
図 3-384 ヒエロニムス 『詩編注解』イニシアルD  800年頃、北東フランス パリ、国立図書館、Ms. lat. 12150, 
fol. 6v 
図 3-385  《マウルドラムヌス聖書》イニシアルO コルビー、780年以前 アミアン、市立図書館、Ms. 12, 
fol. 109v 
図 3-386 《コルビー詩編》第24編イニシアルA コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
21r 
図 3-387 《コルビー詩編》第48編イニシアルA コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
42v 
図 3-388 《コルビー詩編》第47編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 42r 
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図 3-389 『エゼキエル書／ダニエル書／十二小預言書』イニシアルE レーゲンスブルク、8世紀末 ミュン
ヘン、バイエルン国立図書館、Clm 14197, fol. 61v 
図 3-390 『聖ワンドレギゼルの生涯』インキピット・ページ 8世紀中葉 パリ、国立図書館、Ms. lat. 18315, 
fol. 1r 
図 3-391 《カール大帝の詩編》イニシアルD ライン＝マース河流域、795-800年頃 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 13159 , fol. 95v 
図 3-392 《コルビー詩編》第112編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 95v 
図 3-393 《コルビー詩編》第116編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 98r 
図 3-394 《コルビー詩編》第146編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 121r 
図 3-395 《コルビー詩編》第134編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 112r 
図 3-396 《コルビー詩編》第147編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 121v 
図 3-397 《コルビー詩編》第120編イニシアルL コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 107r 
図 3-398 《マウルドラムヌス聖書》イニシアルE コルビー、780年以前 アミアン、市立図書館、Ms. 11, fol. 
3v 
図 3-399 《コルビー詩編》第102編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 83v 
図 3-400 《コルビー詩編》第22編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
20r 
図 3-401 《コルビー詩編》第138編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 115r 
図 3-402 《コルビー詩編》 第133編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 112r 
図 3-403 《コルビー詩編》第128編イニシアルS コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 109v 
図 3-404 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 61v 
図 3-405 《カール大帝の詩編》イニシアルD ライン＝マース河流域、795-800年頃 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 13159 , fol. 23v 
図 3-406 《コルビー詩編》第118編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 99r 
図 3-407 《コルビー詩編》第84編イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
77r 
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図 3-408 『サクラメンタリウム』  リュクスイユ、700年頃 ヴァティカン、教皇庁図書館、Reg. lat. 317, fol. 
169v 
図 3-409 『聖バレイオスの規則』 コルビー、700年頃 サンクトペテルブルク、国立図書館、Lat. F v I 2, fol. 
1v 
図 3-410 リヨンのエウケリウス『フォルムラエ・スピリトゥアレス』北イタリア、7世紀末 パリ、国立図
書館、Ms. lat. 2769, fol. 23v 
図 3-411 アウグスティヌス『福音書の一致について』カーペット・ページ 地中海沿岸 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 12190, flyleaf  
図 3-412 アウグスティヌス『デ・コンセンス・エヴァンゲリスタールム』イニシアル コルビ 8ー世紀中葉 
パリ、国立図書館、Ms. lat. 12190, fol. 1r 
図 3-413 トゥールのグレゴリウス『フランク史』 コルビー或いはリュクスイユ、7世紀 パリ、国立図書
館、Ms. lat. 17655, fol. 36r 
図 3-414 トゥールのグレゴリウス『フランク史』 コルビー或いはリュクスイユ、7世紀 パリ、国立図書
館、Ms. lat. 17655, fol. 43r 
図 3-415 ヒエロニムス『エゼキエル書注解』コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12155, fol. 193r   
図 3-416 アンブロシウス『ヘクサメロン』 コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12135, fol. 1v 
図 3-417 アンブロシウス『ヘクサメロン』コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12135, fol. 35v 
図 3-418 ペテリウス『リベル・テスティモニオールム』コルビー、8世紀 アミアン、市立図書館、Ms. 220, 
fol. 65v 
図 3-419 《コルビー詩編》 第27編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 33v 
図 3-420 アンブロシウス 『ルカ福音書注解』 コルビー、8世紀中葉 サンクトペテルブルク、国立図書館、
Lat. F v I 6, fol. 1r 
図 3-421 グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記注解』コルビー（？）、8世紀第3四半期 ベルリン、国立図書
館、Ms. Theol. lat. Fol. 354, fol. 129v 
図 3-422 《コルビー詩編》第11編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 10r  
図 3-423 『訓戒』北東フランス、9世紀第1四半期 パリ、国立図書館、Ms. lat. 11699, fol.  82r 
図 3-424 《コルビー詩編》 第141編イニシアルV コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 117v 
図 3-425 ヒエロニムス『イザヤ書注解』コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. 11627, fol. 180r 
図 3-426 グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記注解』コルビー（？）、8世紀第3四半期 ベルリン、国立図書
館、Ms. Theol. lat. Fol. 354, fol. 183r 
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図 3-427 《コルビー詩編》第42編イニシアル I コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
38r 
図 3-428 《コルビー詩編》 第121編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 107r 
図 3-429 《コルビー詩編》 第145編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 120v 
図 3-430 アウグスティヌス『七書研究』北フランス（ランス？）、イニシアルD 750-770年頃 パリ、国立
図書館、Ms. lat. 12168,  fol.  50r 
図 3-431 アウグスティヌス『七書研究』北フランス（ランス？）、イニシアルE 750-770年頃 パリ、国立
図書館、Ms. lat. 12168,  fol.  97v 
図 3-432 《マウルドラムヌス聖書》 コルビー、780年以前 アミアン、市立図書館、Ms. 7, fol. 60r 
図 3-433 《コルビー詩編》 第109編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 94r 
図 3-434 ヒエロニムス 『詩編注解』 イニシアルD 800年頃、北東フランス パリ、国立図書館、Ms. lat. 12150, 
fol. 58r 
図 3-435 ヒエロニムス 『詩編注解』 イニシアルD 800年頃、北東フランス パリ、国立図書館、Ms. lat. 12150, 
fol. 107r 
図 3-436 イシドルス『コントラ・ユダエオス』イニシアルQ コルビー（？）、800年頃 パリ、国立図書
館、Ms. lat. 13396, fol. 38v  
図 3-437 イシドルス『コントラ・ユダエオス』イニシアルE コルビ （ー？）、800年頃 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 13396, fol. 78r 
図 3-438 イシドルス『コントラ・ユダエオス』イニシアルD コルビー（？）、800年頃 パリ、国立図書
館、Ms. lat. 13396, fol. 90v 
図 3-439 《コルビー詩編》第78編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
72v 
図 3-440 《コルビー詩編》第35編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
31r 
図 3-441 イシドルス『コントラ・ユダエオス』 コルビ （ー？）、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 13396, 
fol. 1v 
図 3-442 ヒエロニムス 『書簡』著者像ヒエロニムス コルビー、8世紀 サンクトペテルブルク、国立図書
館、Lat. Q v I 13, fol. 3v 
図 3-443 《コルビー詩編》第1編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 1v 
図 3-444 ヒエロニムス『イザヤ書注解』コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. 11627, fol. 1v  
図 3-445 ヒエロニムス『イザヤ書注解』インキピット・ページ（部分）コルビー、8世紀後半 パリ、国立
図書館、Ms. 11627, fol. 1v  
図 3-446 《コルビー詩編》第51編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
46r 
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図 3-447 ノラのパウリヌス 『聖フェリクスの歌』 インスラー、8世紀中葉 サンクトペテルブルク、国
立図書館、Lat. Q v XIV 1, fol. I 
図 3-448 《コルビー詩編》第151編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 123v 
図 3-449 『世界年代記』「イヴと蛇」コルビー、9世紀初頭 パリ、国立図書館、Ms. lat. 4884, fol. 1r   
図 3-450 『文法書』9世紀初頭、コルビ  ー パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025, fol. 14r     
図 3-451 テレンティウス『喜劇』コルビー、9世紀第3四半期 パリ、国立図書館、Ms. lat. 7900, fol. 4r 
図 3-452 アラトゥス『ファイノメナ』コルビー、9世紀 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12957, fol. 66v-67r 
図 3-453 アウグスティヌス『デ・コンセンス・エヴァンゲリスタールム』カーペット・ページ 地中海沿岸 
パリ、国立図書館、Ms. lat. 12190, flyleaf  
図 3-454 アウグスティヌス『デ・コンセンス・エヴァンゲリスタールム』イニシアル コルビ  ー 8世紀中
葉 
パリ、国立図書館、Ms. lat. 12190, fol. 1r 
図 3-455 『聖ワンドレギゼルの生涯』8世紀中葉 パリ、国立図書館、Ms. lat. 18315, fol. 1r 
図 3-456 《コルビー詩編》第1編（部分） コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 1v 
図 3-457 ヒエロニムス『エゼキエル書注解』コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12155, fol. 39r  
図 3-458 《コルビー詩編》第16編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
13r 
図 3-459 ヒエロニムス『イザヤ書注解』コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. 11627, fol. 2r 
図 3-460 《コルビー詩編》 第15編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 12r 
図 3-461 ヒエロニムス『イザヤ書注解』コルビー、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. 11627, fol. 197v 
図 3-462 《コルビー詩編》 第105編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 88r 
図 3-463 アウグスティヌス『七書研究』北フランス（ランス？）、750-770年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12168, fol. 1r 
図 3-464 《コルビー詩編》第85編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 77v 
図 3-465 《マウルドラムヌス聖書》コルビー、780年以前 アミアン、市立図書館、Ms. 12, fol. 78v 
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図 3-466 《マウルドラムヌス聖書》コルビー、780年以前 アミアン、市立図書館、Ms. 12, fol. 109v 
図 3-467 《コルビー詩編》第38編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 34v 
図 3-468 《マウルドラムヌス聖書》コルビー、780年以前 アミアン、市立図書館、Ms. 11, fol. 3v 
図 3-469 《コルビー詩編》第22編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 20r 
図 3-470 『サクラメンタリウム』 イニシアルA コルビー、853年或いはそれ以降 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 12050, fol. 3r  
図 3-471 『サクラメンタリウム』イニシアルE コルビー、853年或いはそれ以降 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12050, fol. 105v  
図 3-472 『サクラメンタリウム』Te igiturのイニシアル頁 コルビー、853年或いはそれ以降 パリ、国立図
書館、Ms. lat. 12050, fol. 22v-23r 
図 3-473 『サクラメンタリウム』 イニシアル頁 コルビー、9世紀中葉 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12051 
図 3-474 『サクラメンタリウム』 Te igiturのイニシアル頁 コルビー、9世紀中葉 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 1205 
図 3-475 『サクラメンタリウム』 イニシアルD コルビー、9世紀中葉 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12051 
図 3-476 《サン・リキエ福音書》『マタイによる福音書』冒頭イニシアル頁 アーヘン、大帝宮廷派、800
年以前 アブヴィル、市立図書館、Ms. 4, fol. 18r  
図 3-477 《サン・リキエ福音書》『マルコによる福音書』冒頭イニシアル頁 アーヘン、大帝宮廷派、800
年以前 アブヴィル、市立図書館、Ms. 4, fol. 67r 
図 3-478 《サン・リキエ福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁 アーヘン、大帝宮廷派、800年
以前 アブヴィル、市立図書館、Ms. 4, fol. 102r  
図 3-479 《サン・リキエ福音書》『ヨハネ による福音書』冒頭イニシアル頁 アーヘン、大帝宮廷派、800
年以前 アブヴィル、市立図書館、Ms. 4, fol. 154r 
図 3-480 《サン・リキエ福音書》『マタイによる福音書』福音書記者像／冒頭イニシアル頁 アーヘン、大
帝宮廷派、800年以前 アブヴィル、市立図書館、Ms. 4, fol. 17v-18r 
図 3-481 《サン・リキエ福音書》『マタイによる福音書』イニシアル頁（部分）キリストの胸像 
アーヘン、大帝宮廷派、800年以前 アブヴィル、市立図書館、Ms. 4, fol. 18r 
図 3-482 《サン・リキエ福音書》『ルカによる福音書』イニシアル頁（部分）ザカリアの胸像 fol. 102r 
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図 3-483 《サン・リキエ福音書》『ルカによる福音書』イニシアル頁（部分）洗礼者ヨハネの肖像 fol. 102r 
図 3-484 《コルビー詩編》第3編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 3v 
図 3-485 《コルビー詩編》第8編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 7r 
図 3-486 《コルビー詩編》第26編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 22v 
図 3-487 《ロルシュ福音書》象牙装幀板（部分）カール大帝宮廷派、810年頃 ロンドン、V&A美術館、Inv. 
No. 138-1866 
図 3-488 《ハーレー福音書》『マタイによる福音書』冒頭イニシアル頁 アーヘン、カール大帝宮廷派、800
年 
ロンドン、大英図書館、Ms. Harley 2788,  fol. 14r 
図 3-489 《ハーレー福音書》『マルコによる福音書』冒頭イニシアル頁 アーヘン、カール大帝宮廷派、800
年ロンドン、大英図書館、Ms. Harley 2788,  fol. 72r  
図 3-490 《ハーレー福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁 アーヘン、カール大帝宮廷派、800
年 
ロンドン、大英図書館、Ms. Harley 2788,  fol. 109r 
図 3-491 《ハーレー福音書》『ヨハネによる福音書』冒頭イニシアル頁 アーヘン、カール大帝宮廷派、800
年 
ロンドン、大英図書館、Ms. Harley 2788,  fol. 162r 
図 3-492 《ハーレー福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁（部分） アーヘン、カール大帝宮廷
派、800年 ロンドン、大英図書館、Ms. Harley 2788,  fol. 109r 
図 3-493 『福音書』写本断片 「ザカリアへのお告げ」 アーヘン、カール大帝宮廷派？800年頃 ロンドン、
大英図書館、Ms. Cotton Claudius B.V., fol. 123v 
図 3-494 《コルビー詩編》ザカリアのカンティクム コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 136r 
図 3-495 サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『マタイによる福音書』冒頭イニシアル頁 アーヘン、
カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 18r 
図 3-496 サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『マルコによる福音書』冒頭イニシアル頁アーヘン、カ
ール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 82r 
図 3-497 サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁冒頭イニシアル
頁アーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 124r 
図 3-498 サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ヨハネによる福音書』冒頭イニシアル頁アーヘン、カ
ール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 181r  
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図 3-499 サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁冒頭イニシアル
頁（部分）「大天使ガブリエル」アーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. 
lat. 8850, fol. 124r 
図 3-500 サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁冒頭イニシアル
頁（部分）「聖母マリア」アーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, 
fol. 124r 
図 3-501 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』冒頭福音書記者像／イニシアル
頁 
アーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 123v-124r 
図 3-502 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁（部分）アー
ヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 fol. 124 
図 3-503 《コルビー詩編》第1編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 1v 
図 3-504 《コルビー詩編》第20編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 17v 
図 3-505 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁（部分）アー
ヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 fol. 124r 
図 3-506 《コルビー詩編》第122編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 107v 
図 3-507 《ドロゴ典礼書》「キリストの昇天」メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, fol. 
71v 
図 3-508 《ドロゴ典礼書》「磔刑」 メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, fol. 43v 
図 3-509 《コルビー詩編》第21編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 18v 
図 3-510 《コルビー詩編》グロリア コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 138v 
図 3-511 《ドロゴ典礼書》「聖霊降臨」メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, fol. 78r 
図 3-512 《ドロゴ典礼書》「ザカリアへのお告げ」メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, 
fol. 83r 
図 3-513 《ドロゴ典礼書》「聖墳墓参り」メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, fol. 58r 
図 3-514 《ドロゴ典礼書》「マギの礼拝」メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, fol. 34v 
 235 
図 3-515 《ドロゴ典礼書》「聖アンデレの殉教」メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, fol. 
98v 
図 3-516 《メッス福音書》「受胎告知」メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9388, fol. 19r 
図 3-517 《メッス福音書》「神殿奉献」メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9388, fol. 102r 
図 3-518 《メッス福音書》マタイ福音書冒頭イニシアル頁 メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 9388, fol. 17v 
図 3-519 《メッス福音書》マルコ福音書冒頭イニシアル頁 メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 9388, fol. 67v 
図 3-520 《メッス福音書》ルカ福音書冒頭イニシアル頁 メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
9388, fol. 99v 
図 3-521 《メッス福音書》ヨハネ福音書冒頭 イニシアル頁 メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 9388, fol. 150v 
図 3-522 《コルビー詩編》第76編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 67v 
図 3-523 《コルビー詩編》第41編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 37v 
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図 4-1 《コルビー詩編》第7編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
6r 
図 4-2 《ヴェスパシアン詩編》  第52編イニシアルD カンタベリー、8世紀第2四半期 ロンドン、
大英図書館、Ms. Cotton Vespasian A I, fol. 53r 
図 4-3 シリアの絹織物 「四足獣と戦う人物（サムソン？）」（部分） シリア、780-900年頃 ロンドン、
ヴィクトリア&アルバート美術館、No. 8558-1863 
図 4-4 《ムーティエ＝グランヴァル聖書》830-840年頃詩編第1編「獅子を倒すダヴィデ」 ロンドン、大
英図書館、Add. Ms. 10546, fol. 234v  
図 4-5 《クルドフ詩編》「竪琴を奏でるダヴィデ／獅子を倒すダヴィデ／熊を倒すダヴィデ」 モスクワ、
ロシア国立博物館、Cod. grec. 129d, fol. 147v 
図 4-6 ダロウ、オファリーの石彫十字架（西面）9-10世紀 
図 4-7 ダロウ、オファリーの石彫十字架（西面拡大）「獅子を倒すダヴィデ」 9-10世紀 
図 4-8 《サウサンプトン詩編》 「獅子を倒すダヴィデ」10世紀末？、アイルランド ケンブリッジ、セ
ント・ジョンズ・カレッジ、Ms. C9, fol. fol. 1v  
図 4-9 《パリ詩編》「獅子を倒すダヴィデ」コンスタンティノポリス、10世紀中葉 パリ、国立図書館、
Ms. gr. 139, fol. 2v 
図 4-10 キプロス出土の銀皿「獅子と闘うダヴィデ」コンスタンティノポリス、629-630年頃 ニューヨーク、
メトロポリタン美術館、Acc. no. 17.190.394 
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図 4-11 コプトの織物 「獅子を倒すダヴィデ／サウル王の前のダヴィデ」 エジプト、7-8世紀 サンクト
ペテルブルク、エルミタージュ美術館、АВ 11641 
図 4-12 コプトの織物（部分）「獅子を倒すダヴィデ」 エジプト、7-8世紀 サンクトペテルブルク、エル
ミタージュ美術館、АВ 11641 
図 4-13 ローマのミトラス神殿出土の大理石浮彫「牡牛を屠るミトラス」ローマ、2世紀後半-3世紀前半 ロ
ンドン博物館、Acc. No. A16933 
図 4-14 《コルビー詩編》第151編イニシアルP 「ダヴィデとゴリアテの戦い」 コルビー、800-810年頃 
アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 123v 
図 4-15 《シュトゥットガルト詩編》第151編「ゴリアテの首を落とすダヴィデ」 サン＝ジェルマン＝デ
＝プレ、825-830年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol.  165r 
図 4-16 《ユトレヒト詩編》第151編「ゴリアテの首を落とすダヴィデ」ランス派／オーヴィレル修道院、
820-835年頃 ユトレヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 91v 
図 4-17 《クルドフ詩編》第151編「ダヴィデとゴリアテの戦い」 コンスタンティノポリス、9世紀後半 
モスクワ、国立博物館、Cod. gr. 129d, fol. 148r 
図 4-18 《テオドロス詩編》 第151編「ダヴィデとゴリアテの戦い」 コンスタンティノポリス、1066年 
ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 19352, fol. 191r 
図 4-19 《ヴァティカン詩編》第151編「ダヴィデとゴリアテの戦い」コンスタンティノポリス、1059-1090
年 ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. gr. 752, fol. 448v 
図 4-20 《ハミルトン詩編》第151編 「ダヴィデとゴリアテの戦い」 コンスタンティノポリス (?)、13
世紀末-14世紀初頭 ベルリン、国立美術館版画素描室、Ms. 78 A 9, fol. 42r 
図 4-21 キプロス出土の銀皿 「ダヴィデとゴリアテの戦い」 コンスタンティノポリス、629-630年頃 ニ
ューヨーク、メトロポリタン美術館、Acc. no. 17.190.396 
図 4-22 『サクラ・パラレラ』 「ダヴィデとゴリアテの戦い」 コンスタンティノポリス（？）、9世紀
初頭 
パリ、国立図書館、Ms. gr. 923, fol. 91 
図 4-23 《クルドフ詩編》「ダヴィデとゴリアテの戦い」コンスタンティノポリス、9世紀後半 モスクワ、
国立博物館、Cod. gr. 129d, fol. 141v 
図 4-24 《パリ詩編》「ダヴィデとゴリアテの戦い」コンスタンティノポリス、10世紀中葉 パリ、国立図
書館、Ms. gr. 139, fol. 4v 
図 4-25 象牙小箱 コンスタンティノポリス、898-900年 ヴェネツィア宮殿博物館、ローマ 
図 4-26 《シュトゥットガルト詩編》第143編「ゴリアテの首を落とすダヴィデ」 サン＝ジェルマン＝デ
＝プレ、825-830年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 158v 
図 4-27 《サウサンプトン詩編》第101編扉絵「ダヴィデとゴリアテの戦い」10世紀末？、アイルランド ケ
ンブリッジ、セント・ジョンズ・カレッジ、Ms. C9, fol. fol. 68v 
図 4-28 《ジェローヌの典礼書》イニシアルP モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 246v 
図 4-29 《ジェローヌの典礼書》イニシアルF モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 42r 
図 4-30 『文法書』イニシアルP 9世紀初頭、コルビ  ー パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025, fol. 40v 
図 4-31 『文法書』イニシアルP 9世紀初頭、コルビ  ー パリ、国立図書館、Ms. lat. 13025, fol. 14r 
図 4-32 《ドロゴ典礼書》「マギの礼拝」 メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, fol. 34v 
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図 4-33 《コルビー詩編》第50編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 45r 
図 4-34 《ユトレヒト詩編》第50編 「ダヴィデを叱責する預言者ナタン」 ランス派／オーヴィレル修道
院、820-835年頃 ユトレヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 29r 
図 4-35 《チューリヒ詩編》第50編「ダヴィデと預言者ナタン」ザンクト・ガレン、820-830年頃 チュー
リヒ、中央図書館、Ms. C 12, fol. 53r 
図 4-36 《クルドフ詩編》「ダヴィデと預言者ナタン」コンスタンティノポリス、9世紀後半 モスクワ、
国立博物館、Cod. gr. 129d, fol. 50r 
図 4-37 《カール禿頭王の詩編の象牙装幀板》（背面、部分）「ダヴィデのもとを訪れる預言者ナタン、ウ
リヤの死」 カール禿頭王宮廷派、842-869年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 1152 
図 4-38 《パリ詩編》 「ダヴィデのもとを訪れる預言者ナタン」 コンスタンティノポリス、10世紀中葉 
パリ、国立図書館、Ms. gr. 139, fol. 136v 
図 4-39 ベーダ『イギリス教会史』「聖アウグスティヌス」 ウェアマス=ジャロウ修道院、8世紀第2四半
期 サンクトペテルブルク、国立図書館、Lat. Q v I 18, fol. 26v 
図 4-40 《モンペリエ詩編》「竪琴を持つダヴィデ」モンド湖周辺、788年以前 モンペリエ、大学図書館、
Ms. 409, fol. 1r 
図 4-41 《モンペリエ詩編》「書物を持つキリスト」 モンド湖周辺、788年以前 モンペリエ、大学図書
館、Ms. 409, fol. 2v 
図 4-42 ロルシュ福音書象牙装幀版》（背面）カール大帝宮廷派／アーヘン、800年頃 ヴァティカン、教
皇庁図書館、Vat. lat. 50 
図 4-43 《ハラハの象牙二連板》カール大帝宮廷派／アーヘン、800年頃 ケルン、シュニュットゲン美術
館寄託 
図 4-44 《リウィヌス福音書》『ヨハネによる福音書』扉絵 サン＝タマン（？）、800年頃 ゲント、シ
ント・バーフ大聖堂、Ms. 13, fol. 145v 
図 4-45 《ヴェルデン詩編》詩編第131編 ヴェルデン修道院 1039-50年頃  ベルリン、国立図書館、
Cod. theol. lat. fol. 358, fol. 88r 
図 4-46 《セント・オルバンズ詩編》聖母マリアのカンティクム「受胎告知」 セント・オルバンズ修道院、
1115-1155年頃 ヒルデスハイム、ザンクト・ゴデハルト聖堂宝物庫, p. 394 
図 4-47 《コルビー詩編》モーセのカンティクム II コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 129r 
図 4-48 《ユトレヒト詩編》モーセのカンティクム II  ランス派／オーヴィレル修道院、820-835年頃 ユ
トレヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 86r 
図 4-49 『八書』写本 「モーセによる後継者ヨシュアの任命」 12世紀 ヴァティカン、教皇庁図書館、
Vat. gr. 746, fol. 432v 
図 4-50 『八書』写本 「モーセによる後継者ヨシュアの任命」 12世紀 ヴァティカン、教皇庁図書館、
Vat. gr. 747, fol. 212v 
図 4-51 正教徒洗礼堂 円蓋モザイク 「キリストの洗礼」 ラヴェンナ、460年頃 
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図 4-52 アリウス派洗礼堂 円蓋モザイク（部分） 「キリストの洗礼」 ラヴェンナ、6世紀初頭 
図 4-53 《ドロゴ典礼書の装幀板》（部分）「キリストの洗礼」メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、
Ms. lat. 9428 
図 4-54 水晶彫玉「キリストの洗礼」 855-869年 ルーアン美術館 
図 4-55 《コルビー詩編》 第129編イニシアルD「海中へ投じられるヨナ」 コルビー、800-810年頃 ア
ミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 110r 
図 4-56 《ユトレヒト詩編》詩編第129編 ランス派／オーヴィレル修道院、820-835年頃 ユトレヒト、大
学図書館、Ms. 32, fol. 74v 
図 4-57 《シュトゥットガルト詩編》第129編「海獣から吐き出されるヨナ」サン＝ジェルマン＝デ＝プレ、
825-830年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 147v 
図 4-58 《シュトゥットガルト詩編》第68編「海中へ投じられるヨナ」 サン＝ジェルマン＝デ＝プレ、
825-830年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 79r 
図 4-59 《クルドフ詩編》ヨナのカンティクム「海獣の腹中で祈るヨナ」 コンスタンティノポリス、9世
紀後半 モスクワ、国立博物館、Cod. gr. 129d, fol. 151r 
図 4-60 《パリ詩編》「海獣から吐き出されるヨナ」コンスタンティノポリス、10世紀中葉 パリ、国立図
書館、Ms. gr. 139, fol. 431v 
図 4-61 《テオドロス詩編》ヨナのカンティクム「海獣の腹中で祈るヨナ」コンスタンティノポリス、1066
年 ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 19352, fol. 261r 
図 4-62 《バルベリーニ詩編》ヨナのカンティクム「海中へ投じられるヨナ／海獣から吐き出されるヨナ」
1050年頃 ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. Barb. gr. 372, fol. 201r 
図 4-63 《ヨナの石棺》ローマ、3世紀 ローマ、ラテラノ博物館 
図 4-64 アクイレイア大聖堂床舗モザイク「海中に投じられるヨナ」 310-320年頃 
図 4-65 アクイレイア大聖堂床舗モザイク「海獣から吐き出されるヨナ」 310-320年頃 
図 4-66 サン・ピエトロ・エ・マルチェリーノのカタコンベ 「海中に投じられるヨナ」  
穹窿壁画 ローマ、3世紀末 
図 4-67 サン・ピエトロ・エ・マルチェリーノのカタコンベ「海獣から吐き出されるヨナ」 穹窿壁画 ロ
ーマ、3世紀末 
図 4-68 大理石彫刻 「海獣に飲み込まれるヨナ」 280-290年頃 クリーヴランド（オハイオ州）、クリー
ヴランド美術館 
図 4-69 大理石彫刻 「海獣から吐き出されるヨナ」280-290年頃 クリーヴランド（オハイオ州）、クリー
ヴランド美術館 
図 4-70 大理石彫刻 「祈りを捧げるヨナ」 280-290年頃 クリーヴランド（オハイオ州）、クリーヴラン
ド美術館 
図 4-71 《ジェローヌの典礼書》イニシアルC モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 142v 
図 4-72 《ジェローヌの典礼書》インキピット・ページ パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048, fol. 142v 
図 4-73 《ジェローヌの典礼書》イニシアルUD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 51v 
図 4-74 《カール大帝の詩編》ライン＝マース河流域、795-800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 13159 , fol. 13v 
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図 4-75 《コルビー詩編》ザカリアのカンティクム イニシアルB  コルビー、800-810年頃 アミアン、
市立図書館、Ms. 18, fol. 136r 
図 4-76 《ユトレヒト詩編》ザカリアのカンティクム ランス派／オーヴィレル修道院、820-835年頃 
ユトレヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 74v 
図 4-77 《クルドフ詩編》ザカリアのカンティクム「ザカリアと洗礼者ヨハネ」 コンスタンティノポリス、
9世紀後半 モスクワ、国立博物館、Cod. gr. 129d, fol. 163v 
図 4-78 《テオドロス詩編》 ザカリアのカンティクム「ザカリアと洗礼者ヨハネ」 コンスタンティノポ
リス、1066年 ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 19352, fol. 207r 
図 4-79 《聖アウグスティヌスの福音書》福音書記者ルカ 6世紀 ケンブリッジ、コーパス・クリスティ・
カレッジ図書館、Ms. 286, fol. 129v 
図 4-80 《聖アウグスティヌスの福音書》『ルカによる福音書』冒頭扉絵（部分）「ザカリアへのお告げ」 
6世紀 ケンブリッジ、コーパス・クリスティ・カレッジ図書館、Ms. 286, fol. 129v 
図 4-81 サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』扉絵 福音書記者ルカ アーヘン、
カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850  
図 4-82 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』扉絵（部分）「祭壇」 アーヘ
ン、カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850  
図 4-83 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》 『ルカによる福音書』扉絵（部分）「天使」 福音
書記者ルカ アーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850 
図 4-84 サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》 『ルカによる福音書』扉絵（部分）「香炉を振るザカ
リア」 福音書記者ルカ アーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850 
図 4-85 《ハーレー福音書》 『ルカによる福音書』冒頭扉絵イニシアル頁 アーヘン、カール大帝宮廷派、
800年 ロンドン、大英図書館、Ms. Harley 2788, fol. 109r 
図 4-86 《ハーレー福音書》 『ルカによる福音書』冒頭扉絵イニシアル頁（部分）「ザカリアへのお告げ」 
アーヘン、カール大帝宮廷派、800年 ロンドン、大英図書館、Ms. Harley 2788, fol. 109r 
図 4-87 『福音書』写本断片 「ザカリアへのお告げ」 アーヘン、カール大帝宮廷派？、800年頃 ロンド
ン、大英図書館、Ms. Cotton Claudius B.V., fol. 123v 
図 4-88 《ドロゴ典礼書》「ザカリアへのお告げ」 メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, 
fol. 83r 
図 4-89 《コルビー詩編》第122編イニシアルA 「訪問」 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書
館、Ms. 18, fol. 107v 
図 4-90 《エマイユの十字架型聖遺物箱》（部分）「受胎告知／訪問」 ローマ、817-824年頃 ヴァティカ
ン、市立美術館、Inv. No. 61881 
図 4-91 《ユトレヒト詩編》第122編 ランス派／オーヴィレル修道院、820-835年頃 ユトレヒト、大学図
書館、Ms. 32, fol. 72v 
図 4-92 《シュトゥットガルト詩編》第122編「祈りを捧げる二人の人物」 サン＝ジェルマン＝デ＝プレ、
825-830年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 144v 
図 4-93 《サン＝リュピサン福音書象牙装幀板》（部分）「訪問」550年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9384 
図 4-94 《ラズウェルの石彫十字架》東面（部分）「訪問」 ノーサンブリア、8世紀 ダンフリース、ラ
ズウェル聖堂 
図 4-95 《ヘヌエルス＝エルデレン象牙装幀板》「受胎告知／訪問」 8世紀後半 ブリュッセル、王立美
術歴史博物館、Inv. No. 1474 
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図 4-96 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁（部分） ア
ーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 124r 
図 4-97 『読誦集』写本装幀板（部分）「受胎告知／訪問」メッス派、850年頃 フランクフルト、ゲーテ
大学図書館、Ms. Barth. 180 
図 4-98 《象牙製のシトラ》（部分）「訪問」 北フランス、860-880年頃 ニューヨーク、メトロポリタン
美術館、Acc. No. 13.190.45 
図 4-99 《クルドフ詩編》詩編第84編「訪問」 コンスタンティノポリス、9世紀後半 モスクワ、国立博
物館、Cod. gr. 129d, fol. 151r 
図 4-100 《バルベリーニ詩編》詩編第84編「訪問」1050年頃 ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. Barb. gr. 372, 
fol. 146v 
図 4-101 《コルビー詩編》ハバククのカンティクム（ウルガータ版）イニシアルD「降誕」 コルビー、800-810
年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 127v 
図 4-102 《コルビー詩編》ハバククのカンティクム（ウルガータ版）イニシアルD「降誕」（拡大図） コ
ルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 127v 
図 4-103 《ユトレヒト詩編》ハバククのカンティクム ランス派／オーヴィレル修道院、820-835年頃 ユト
レヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 85v 
図 4-104 ロルシュ福音書象牙装幀版》（表面、部分）「降誕」カール大帝宮廷派／アーヘン、800年頃 ロ
ンドン、ヴィクトリア＆アルバート美術館、Inv. No. 138-1866 
図 4-105 《ロンドンの象牙二連板》（部分）「降誕」カール大帝宮廷派／アーヘン、800年頃 ロンドン、
大英博物館、Mus. No. 1856, 0623.17 
図 4-106 《エマイユの十字架型聖遺物箱》（部分）「降誕／入浴」  ローマ、817-824年頃 ヴァティカン、
市立美術館、Inv. No. 61881 
図 4-107 《ハラハの象牙二連板》（部分）「降誕」カール大帝宮廷派／アーヘン、800年頃 ケルン、シュ
ニュットゲン美術館寄託 
図 4-108 『読誦集』写本装幀板（部分）「降誕」メッス派、850年頃 フランクフルト、ゲーテ大学図書館、
Ms. Barth. 180 
図 4-109 《ドロゴ典礼書》イニシアルC「降誕／羊飼い／入浴」 メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書
館、Ms. lat. 9428, fol. 24v 
図 4-110 《ドロゴ典礼書》イニシアルC「降誕」（部分）メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
9428, fol. 24v 
図 4-111 《コルビー詩編》第30編イニシアル I「詩編著者ダヴィデ」 コルビー、800-810年頃 アミアン、
市立図書館、Ms. 18, fol. 25r 
図 4-112 《コルビー詩編》シメオンのカンティクム イニシアルN「神殿奉献」 コルビー、800-810年頃 ア
ミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 137r 
図 4-113 《ユトレヒト詩編》シメオンのカンティクム「神殿奉献」ランス派／オーヴィレル修道院、820-835
年頃 ユトレヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 74v 
図 4-114 《クルドフ詩編》シメオンのカンティクム「神殿奉献」コンスタンティノポリス、9世紀後半 モ
スクワ、ロシア国立博物館、Cod. grec. 129d, fol. 163v 
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図 4-115 《テオドロス詩編》シメオンのカンティクム「神殿奉献」コンスタンティノポリス、1066年 ロン
ドン、大英図書館、Add. Ms. 19352, fol. 208r 
図 4-116 《ブリストル詩編》 シメオンのカンティクム「神殿奉献」 コンスタンティノポリス、1000年頃 
ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 40731, fol. 263v 
図 4-117 サンタ・マリア・マッジョーレ聖堂祖勝利門モザイク 「神殿奉献：天使に導かれて幼子イエスを
神殿へ連れて行く聖母マリア、天使に導かれるヨセフ、アンナ」 ローマ、432-440年 
図 4-118 サンタ・マリア・マッジョーレ聖堂勝利門モザイク 「神殿奉献：幼子イエスを崇敬するシメオン、
天使、祭司達（？）」 ローマ、432-440年 
図 4-119 《エマイユの十字架型聖遺物箱》（部分）「神殿奉献」 ローマ、817-824年頃 ヴァティカン、市
立美術館、Inv. No. 61881 
図 4-120 《ドロゴ典礼書》イニシアルO「神殿奉献」メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, 
fol. 38r 
図 4-121 《ユウェニアヌス・コデックス》 イタリア（ローマ？）、9世紀初頭 ローマ、ヴァリチェリア
ナ図書館、Cod. B 25/2, fol. 67v 
図 4-122 《セント・オルバンズ詩編》 シメオンのカンティクム イニシアルN「神殿奉献」 セント・オ
ルバンズ修道院、1115-1155年頃 ヒルデスハイム、ザンクト・ゴデハルト聖堂宝物庫, p. 395 
図 4-123 《コルビー詩編》第36編イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
31v 
図 4-124 《コルビー詩編》第75編イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
67r 
図 4-125 《コルビー詩編》 第83編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 76r 
図 4-126 《コルビー詩編》第6編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 5v 
図 4-127 《大天使ミカエルの象牙浮彫》 カール大帝派／アーヘン、810年頃 ライプツィヒ、グラッシ工
芸美術館、Inv. Nr. 53.50  
図 4-128 ラヴェンナ、大司教館礼拝堂ナルテクス「勝利のキリスト」500年頃 
図 4-129 ラヴェンナ、正教徒洗礼堂クリアストリ「勝利のキリスト」460年頃 
図 4-130 《ヘヌルス＝エルデレンの象牙装幀板》 「獅子と竜を踏むキリスト」8世紀後半ブリュッセル、
王立美術歴史博物館、Inv. No. 1474 
図 4-131 《オックスフォードの象牙装幀板》 800年頃 オックスフォード、ボドレアン図書館、Ms. Douce 176 
図 4-132 《ロルシュ福音書象牙装幀版》（背面中央パネル）「獅子と竜を踏むキリスト」 カール大帝宮廷
派／アーヘン、800年頃 ヴァティカン、教皇庁図書館、Vat. lat. 50 
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図 4-133  《ユトレヒト詩編》第90編（部分）「獅子と竜を踏むキリスト」 ランス派／オーヴィレル修道院、
820-835年頃 ユトレヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 53v 
図 4-134 《ユトレヒト詩編》第64編（部分）「獅子と竜を踏むキリスト」 ランス派／オーヴィレル修道院、
820-835年頃 ユトレヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 36r 
図 4-135 《シュトゥットガルト詩編》第 90編「獅子と竜を踏むキリスト」 サン＝ジェルマン＝デ＝プレ、
825-830年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 107v 
図 4-136 グレゴリウス・マグヌス『四福音書講話』イニシアルL「獅子を踏むキリスト」 ノナントラ、800
年頃 ヴェルチェッリ、カピトラーレ図書館、Cod. CXLVIII/8, fol. 72r 
図 4-137 《トリーア黙示録》巻末素描「獅子を踏むキリスト」 フランク王国北西部、9世紀第1四半期（巻
末素描は9世紀末-10世紀初頭） トリーア、市立図書館、Cod. 31, fol. 75r 
図 4-138 《ミュンヘンのアンブロジア詩編》詩編第61編イニシアルN「竜を倒す人物」 ミラノ周辺、9世
紀末（？） ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm 343, fol. 88v 
図 4-139 《ベルンのフィシオログス》 「蛇の第4の性質について」ランス派／オーヴィレル修道院（？）、
9世紀第2四半期 ベルン、市立図書館、Cod. Bongarsianus 318, fol. 12v 
図 4-140 《トリーア黙示録》第12章7-9節挿絵「ミカエルと竜の戦い／天使の失墜」フランク王国北西部、
9世紀第1四半期 トリーア、市立図書館、Cod. 31, fol. 38r 
図 4-141 《バンベルク黙示録》第12章7-9節挿絵「ミカエルと竜の戦い」 ライヒェナウ、1010年以前 バ
ンベルク、国立図書館、Msc. Bibl. 140 fol. 30v 
図 4-142 チヴァーテ、サン・ピエトロ・アル・モンテ聖堂身廊壁画「ミカエルと竜の戦い」 12世紀中葉 
図 4-143 《オックスフォード・ハイモ》 ドイツ南西部、12世紀中葉 「ミカエルと竜の戦い／黙示録の女
の竜からの逃避／海から来た獣と地から来た獣」 オックスフォード、ボドレアン図書館、Ms. Bodl. 
352, fol. 9r 
図 4-144 『リベル・フロリドゥス』黙示録挿絵「ミカエルと竜の戦い」 12世紀第3四半期 ヴォルフェン
ビュッテル、ヘルツォーク・アウグスト図書館、Cod. Guelf. 1 Gud. Lat., fol. 15r 
図 4-145 《ティベリウス詩編》全頁大挿絵「ミカエルと竜の戦い」 イングランド、1050年頃 大英図書館、
Ms. Cotton Tiberius C. VI , fol. 16r 
図 4-146 《コルビー詩編》第124編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 108v 
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図 4-147 《コルビー詩編》 第72編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 64r 
図 4-148 《コルビー詩編》アタナシウス信条 イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書
館、Ms. 18, fol. 139r 
図 4-149 『民族法集成』イニシアルQ ブザンソン（？）、794年以前 ザンクト・ガレン、修道院図書館、
Cod. Sang. 731,  p. 73 
図 4-150 グレゴリウス・マグヌス 『ヨブ記注解』イニシアルQ コルビー（？）、8世紀第3四半期 ベ
ルリン国立図書館、Ms. theol. lat. 354, fol. 183r 
図 4-151 《ヴェルデン詩編》アタナシウス信条 ヴェルデン修道院、1039-50年頃  ベルリン、国立図書館、
Cod. theol. lat. fol. 358, fol. 104r 
図 4-152 グレゴリウス・マグヌス『ヨブ記講解』第19書冒頭イニシアルQ シトー、1111年 ディジョン、
市立図書館、Ms. 173, fol. 20r 
図 4-153 《オドベルトの詩編》詩編第83編イニシアルQ「神の家に住む者たち」 サント・メール、999年  
ブーローニュ＝スュル＝メール、市立図書館、Ms. 20, fol. 92v 
図 4-154 《オドベルトの詩編》詩編第83編イニシアルQ「荒野の誘惑／獅子と竜を踏むキリスト」サント・
メール、999年  ブーローニュ＝スュル＝メール、市立図書館、Ms. 20, fol. 101r 
図 4-155 《セント・オルバンズ詩編》詩編第51編「竜、獅子、毒蛇、蝮を踏む勝利のキリスト」セント・オ
ルバンズ修道院、1115-1155年頃 ヒルデスハイム、ザンクト・ゴデハルト聖堂宝物庫, p. 173 
図 4-156 『対訳詩編』詩編第51編イニシアルQ ランス（？）、12世紀初頭 ケンブリッジ、セント・ジ
ョンズ・カレッジ大学図書館、Ms. B 18, fol. 86r 
図 4-157 《ノンベルク修道院の詩編》詩編第51編イニシアルQ「ミカエルと竜の戦い」ライン川上流域、
1250-1260年頃 ミュンヘン、バイエルン国立図書館、Clm 15909, fol. 54r 
図 4-158 《アウグスブルク詩編》詩編第51編イニシアルQ「ミカエルと竜の戦い」 アウグスブルク司教区、
13世紀中葉 ボルティモア、ウォルターズ・アート・ギャラリ  ー、Ms. W. 78, fol. 54r 
図 4-159 《コルビー詩編》第51編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
46r 
図 4-160 《トロワ詩編》第51編「サウルとドエグ」ランス、オーヴィレル 850年頃 トロワ、大聖堂宝物
庫、Ms. 12, fol. 41v 
図 4-161 《ユトレヒト詩編》第51編「サウルとドエグ」 ランス、オーヴィレル修道院 820-835年頃 ユ
トレヒト、大学図書館、MS. fol. 30r 
図 4-162 《ザンクト・ガレン黄金詩編》第51編「サウル王とドエグ」 ザンクト・ガレン／ソワッソン870-900
年頃 ザンクト・ガレン、修道院図書館、Cod. sang. 22  
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図 4-163 《クルドフ詩編》第51編「サウル王とドエグ」コンスタンティノポリス、9世紀後半 モスクワ、
ロシア国立博物館、Cod. grec. 129d, fol. 51r 
図 4-164 《ハンタリアン詩編》詩編第51編 イニシアルQ「サウルとドエグ」 イングランド、1170年頃 
グラスゴー、大学図書館、MS Hunterian 229, fol. 75r 
図 4-165 《ヴァティカンのアンブロジア詩編》第51編インキピット・ページ イニシアルQ 9世紀後半 ヴ
ァティカン、使徒図書館、Ms. Vat. lat. 83, fols. 76v-77r 
図 4-166 《ミュンヘンのアンブロジア詩編》 第51編イニシアルQ ミラノ、9世紀末（？） ミュンヘン、
バイエルン国立図書館、Clm 343, fol. 79r 
図 4-167 《ヨブ記注釈集》 第41章25節挿絵 コンスタンティノポリス、 11世紀（？） ヴァチカン、
教皇庁図書館、Vat. Pal. gr. 230, fol. 237r 
図 4-168 ランベルトゥス『リベル・フロリドゥス』「レヴィヤタンに乗るアンチキリスト」 サント・メー
ル、1121年頃  ゲント、大学図書館、Ms. 92, fol. 62v 
図 4-169 ランベルトゥス『リベル・フロリドゥス』「ベヘモットに乗る悪魔」 サント・メール、1121年頃  
ゲント、大学図書館、Ms. 92, fol. 61v 
図 4-170 《ヴァランシエンヌ黙示録》「バビロンの大淫婦」 北フランス、9世紀初頭 ヴァランシエンヌ、
市立図書館、Ms. 99, fol. 31r 
図 4-171 銀製水差し「ケートスに乗るネレイス」ビザンツ、7世紀前半 
図 4-172 《アラテア》「カシオペア座」 ザンクト・ガレン、9世紀中葉 ザンクト・ガレン修道院図書館、
Cod. sang. 902, p. 88 
図 4-173 舗床モザイク「戦車に乗るネプトゥヌス」4世紀（？） チュニジア、スース考古博物館 
図 4-174 《オット 3ー世の福音書》「ゲラサの人々の悪霊落とし」 ライヒェナウ、1000年頃 ミュンヘン、
国立図書館、Clm 4453 , fol. 103v 
図 4-175 《オット 3ー世の福音書》「ゲラサの人々の悪霊落とし」（部分拡大）ライヒェナウ、1000年頃 ミ
ュンヘン、国立図書館、Clm 4453 , fol. 103v 
図 4-176 《オックスフォード・ハイモ》 ドイツ南西部、12世紀中葉 「第四の騎士」オックスフォード、
ボドレアン図書館、Ms. Bodl. 352, fol. 6v 
図 4-177 貴石彫刻「武具を運ぶネレイス」 前1世紀  ウィーン美術史美術館 
図 4-178 『アラテア』 「ゼウス」11世紀中葉、サン・ベルタン ブーローニュ＝スュル＝メール、市立図
書館、Ms. 188, fol. 20v 
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図 4-179 《サラベルガ詩編》 詩編第101編イニシアルD ノーサンブリア、8世紀前半 ベルリン、国立
図書館、Ms. Hamilton 553, fol. 48r 
図 4-180 《サラベルガ詩編》 詩編第68編イニシアルD ノーサンブリア、8世紀前半 ベルリン、国立図
書館、Ms. Hamilton 553, fol. 34r 
図 4-181 《サウサンプトン詩編》 第51編イニシアルQ 10世紀末？、アイルランド ケンブリッジ、セン
ト・ジョンズ・カレッジ、Ms. C9, fol. fol. 39r 
図 4-182 《ジェローヌの典礼書》イニシアルS モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 98r 
図 4-183 パウルス・オロシウス『歴史』イニシアルS ラン、8世紀中葉 ラン、市立図書館、Ms. 137, fol. 43r 
図 4-184 《コルビー詩編》 第38編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 34v 
図 4-185 《コルビー詩編》第68編イニシアルN コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
59r 
図 4-186 《グンドヒヌス福音書》 イニシアルQ 754-755年頃  オータン、市立図書館、Ms. 3, fol. 97v 
図 4-187 《エヒテルナッハの詩編》 イニシアルQ エヒテルナッハ、750年頃 シュトゥットガルト、ヴ
ュルテンベルク州立図書館、Cod. Bibl. Fol. 12b, fol. 32r 
図 4-188 《ジェローヌの典礼書》イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 91r 
図 4-189 《ジェローヌの典礼書》 イニシアルD モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. 
lat. 12048, fol. 38v 
図 4-190 《コルビー詩編》第79編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
73r 
図 4-191 《コルビー詩編》第83編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
76r 
図 4-192 《コルビー詩編》第124編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 108v 
図 4-193 《ユトレヒト詩編》第124編「人々を脅す罪人」  ランス、オーヴィレル修道院 820-835年頃  ユ
トレヒト、大学図書館、MS. fol. 73r 
図 4-194 《ユトレヒト詩編》第124編「人々を脅す罪人」 ランス、オーヴィレル修道院 820-835年頃  ユ
トレヒト、大学図書館、MS. fol. 73r 
図 4-195 《シュトゥットガルト詩編》第124編「義人らを脅す罪人」 サン＝ジェルマン＝デ＝プレ、825-830
年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 145v 
図 4-196 《コルビー詩編》アタナシウス信条 イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書
館、Ms. 18, fol. 139r 
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図 4-197 《コルビー詩編》アタナシウス信条 イニシアルQ（修復前の写真） コルビー、800-810年頃 ア
ミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 139r 
図 4-198 《ユトレヒト詩編》アタナシウス信条「公会議」 ランス、オーヴィレル修道院 820-835年頃  ユ
トレヒト、大学図書館、MS. fol. 90v 
図 4-199 《ベルンのフィシオログス》 「鹿について」ランス派／オーヴィレル修道院（？）、9世紀第2四
半期 
ベルン、市立図書館、Cod. Bongarsianus 318, fol. 17r 
図 4-200 《ユトレヒト詩編》詩編第41編（部分）「川に向かう鹿」 ランス派／オーヴィレル修道院、820-835
年頃 ユトレヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 24v 
図 4-201 《シュトゥットガルト詩編》第41編「泉で水を飲む鹿と預言者」 サン＝ジェルマン＝デ＝プレ、
825-830年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 53v 
図 4-202 《クルドフ詩編》第41編 「泉を求める鹿と、祈るダヴィデ」  モスクワ、ロシア国立博物館、
Cod. grec. 129d, fol. 41r 
図 4-203 《テオドロス詩編》第41編「泉を求める鹿と、神に祈るダヴィデ」コンスタンティノポリス、1066
年 
ロンドン、大英図書館、Add. Ms. 19352, fol. 51r 
図 4-204 サロナの洗礼室舗床モザイク「泉を求める二頭の鹿」 4世 
図 4-205 ラヴェンナ、ガッラ・プラチディア廟堂、西翼リュネット「泉に集う二頭の鹿」 5世紀第2四半
期 
図 4-206 『民族法集成』イニシアルQ ブザンソン（？）、794年以前  ザンクト・ガレン、修道院図書
館、Cod. Sang. 731,  p. 73 
図 4-207 《シュトゥットガルトのアンシャル体詩編》イニシアルQ 制作地不詳（エヒテルナッハ？）、750
年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. Bibl. Fol. 12b, fol. 32r  
図 4-208 《コルビー詩編》第41編イニシアルQ コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
37v 
図 4-209 《コルビー詩編》聖母マリアのカンティクム イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、
市立図書館、Ms. 18, fol. 136v 
図 4-210 《ユトレヒト詩編》聖母マリアのカンティクム 「聖母子を礼賛する人々」 ランス派／オーヴィ
レル修道院、820-835年頃 ユトレヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 89r 
図 4-211 《ヘヌエルス＝エルデレン象牙装幀板》「受胎告知／訪問」 8世紀後半 ブリュッセル、王立美
術歴史博物館、Inv. No. 1474 
図 4-212 《シュトゥットガルト詩編》第71編「受胎告知」サン＝ジェルマン＝デ＝プレ、825-830年頃 シ
ュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 83v 
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図 4-213 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』 冒頭イニシアル頁（部分）「訪
問」 アーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃  パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 124r 
図 4-214 《コルビー詩編》第122編 コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 107v 
図 4-215 《コルビー詩編》第56編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 49v 
図 4-216 《コルビー詩編》第100編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 81v 
図 4-217 《コルビー詩編》第50編イニシアルM コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 45r  
図 4-218 《コルビー詩編》第64編イニシアルT コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
55v 
図 4-219 《コルビー詩編》第132編イニシアルE コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 111v 
図 4-220 ラヴェンナ、ガッラ・プラチディア廟堂、交差部東側リュネット「泉に集う丹羽の鳩」、5世紀第2
四半期 
図 4-221 女子修道院長テオドータの墓「泉に集う二羽の孔雀」 パヴィア、サンタ・マリア・デル・プステ
ローラ修道院、8世紀前半 パヴィア、市立美術館 
図 4-222 《ゴデスカルクの典礼用福音書抄本》「生命の泉」カール大帝宮廷派、781-783年 パリ、国立図書
館、 Nouv. acq. lat. 1203, fol. 3v 
図 4-223 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》「生命の泉」アーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 
パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 6v 
図 4-224 香油瓶「磔刑／聖墳墓参り」 パレスティナ、6世紀 モンツァ、大聖堂宝物庫、Ampulle No. 15 
図 4-225 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》 共観表 「生命の泉と福音書記者と象徴動物」 ア
ーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 11r 
図 4-226 《ユトレヒト詩編》イザヤのカンティクム「泉から水を飲む二人の人物」 ランス派／オーヴィレ
ル修道院、820-835年頃 ユトレヒト、大学図書館、Ms. 32, fol. 83v 
図 4-227 《コルビー詩編》第101編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 82r 
図 4-228 《コルビー詩編》 詩編第33編 イニシアルB コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、
Ms. 18, fol. 28v 
図 4-229 《コルビー詩編》第46編イニシアルO コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
41v 
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図 4-230 《コルビー詩編》 第3編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 3v 
図 4-231 《コルビー詩編》 第21編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 18v 
図 4-232 《シュトゥットガルト詩編》 第21編「キリストの磔刑／祈るダヴィデ」 サン＝ジェルマン＝デ
＝プレ、825-830年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 27r 
図 4-233 《クルドフ詩編》第21編「磔刑」 モスクワ、ロシア国立博物館、Cod. grec. 129d, fol. 20r 
図 4-234 《シュトゥットガルト詩編》 第30編「オリーヴ山での祈り」 サン＝ジェルマン＝デ＝プレ、
825-830年頃 シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 37r 
図 4-235 象牙浮彫 「聖墳墓参り・キリスト復活」 北イタリア、400年頃 ミュンヘン、バイエルン国立
図書館 
図 4-236 《ドロゴ典礼書》 イニシアルC「昇天」 メッス派、845-855年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 9428, 
fol. 71v 
図 4-237 象牙装幀板（部分）「昇天」 アーヘン、カール大帝宮廷派 800年頃 ナルボルン、サン・ジュ
スト大聖堂宝物庫 
図 4-238 《ラーブラ福音書》「昇天」 シリア、586年 フィレンツェ、ロレンツォ・メディチ図書館、Cod. 
Plut. I. 56, fol. 13v 
図 4-239 象牙浮彫「昇天」 ロタリンギア（メッス？）、9世紀第3四半期 カールスルーエ、バーデン州
立美術館 
図 4-240 《シュトゥットガルト詩編》第27編「祈るダヴィデ」 サン＝ジェルマン＝デ＝プレ、825-830年
頃 
シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 30r 
図 4-241 《シュトゥットガルト詩編》 第108編「祈る義人」 サン＝ジェルマン＝デ＝プレ、825-830年頃 
シュトゥットガルト、ヴュルテンベルク州立図書館、Cod. bibl. fol. 23, fol. 127r 
図 4-242  《カール禿頭王の祈祷書》「磔刑・祈るカール禿頭王」 カール禿頭王宮廷派、846-849年 ミュ
ンヘン、レジデンツ、ResMüSchk. 4, fol. 38v-39r 
図 4-243 《コルビー詩編》 第140編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, 
fol. 116v 
図 4-244 《ジェローヌの典礼書》イニシアルE モー司教区（？）、8世紀後半 パリ、国立図書館、Ms. lat. 
12048, fol. 143r 
図 4-245 《トマスの福音書》 イニシアルE トリーア/エヒテルナッハ、8世紀前半 トリーア、大聖堂宝
物庫、Cod. Nr. 61, fol. 110v 
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図 4-246 《聖アウグスティヌスの福音書》「キリスト受難伝」（部分）「オリーヴ山での祈り」イタリア、6
世紀 ケンブリッジ、コーパス・クリスティ・カレッジ図書館、Ms. 286, fol. 129v 
図 4-247 《コルビー詩編》第140編イニシアル （見開き）コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、
Ms. 18, fol. 116v-117r 
図 4-248 ヨハネス・クリュソストモス『詩編注解』 「祈るダヴィデ」コンスタンティノープル（？）、 10
世紀第2四半期 パリ、国立図書館、Ms. gr. 654, fol. 9r 
図 4-249 《コルビー詩編》第62編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
54r 
図 4-250 《コルビー詩編》第69編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol.  
61r  
図 4-251 《コルビー詩編》第142編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
118r 
図 4-252 《コルビー詩編》大栄唱イニシアルG コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
138v 
図 4-253 《コルビー詩編》第20編イニシアルD コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 
17v 
図 4-254 《コルビー詩編》第6編イニシアル コルビー、800-810年頃 アミアン、市立図書館、Ms. 18, fol. 5v 
図 4-255 キプロス出土の銀皿「ダヴィデとゴリアテの戦い」 コンスタンティノポリス、629-630年頃 ニュ
ーヨーク、メトロポリタン美術館、Acc. no. 17.190.396 
図 4-256 《サン・メダール・ド・ソワッソン福音書》『ルカによる福音書』冒頭イニシアル頁 「受胎告知」
（部分） アーヘン、カール大帝宮廷派、800年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 8850, fol. 124r 
図 4-257 《ヴァランシエンヌ黙示録》第19章9節挿絵 「ヨハネに向けられる言葉」 北フランス、9世紀
初頭 ヴァランシエンヌ、市立図書館、Ms. 99, fol. 31r 
図 4-258 《モンペリエ詩編》 「竪琴を持つダヴィデ」 モンド湖周辺、 788年以前  モンペリエ、大学
図書館、Ms. 409, fol. 1r 
図 4-259 《ジェローヌの典礼書》イニシアルE モー司教区（？）、780年頃 パリ、国立図書館、Ms. lat. 12048, 
fol. 30v 
図 4-260 アギムンドゥス『説教集』イニシアルE ローマ、800年頃 ヴァティカン、使徒図書館、Vat. lat. 3836, 
fol. 67v 
図 4-261 ヒエロニムス『イザヤ書注解』イニシアルE 8世紀 ブレシア、市立クエリニアーナ図書館、Cod. 
A. III. 14, fol.  97r 
 
 
 
